
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　そこが世界である限り、お役人は必ずいる




「えーと……ここの、旅パー団テイ離り脱だつ事由、のところは……？」

　不安そうな顔をした冒ぼう険けん者が一人、窓口を挟はさんで一人の青年を見つめていた。

　シンプルな白いシャツに、シンプルなスラックス。腕うでには黒い、アームカバー。二十代中ちゆう盤ばん。いかにも係の人、といった風ふう体ていの青年は差し出された書類に目を落とし、笑え顔がおで答える。

「あ、そこは旅パー団テイ都合で大だい丈じよう夫ぶですよ」

　これと言って特とく徴ちようのない男だった。小一時間話しても、顔を思い出すのが難しいだろう。声も、高くも低くもない、印象に残らない声。

　けれど、決定的に変わったところが一つ。

　頭の上に、青白いウィンドウが表示されている。

〈異世界公務員　吉よし田だ公こう平へい〉。

　二人がいるのは、何やら古めかしい木造の部屋。中央のカウンター、窓口を挟はさんでいる。縦長の案内板が窓口の上に立っていて、そこには妙みように丸みを帯びた文字で、こう記されていた。

〝東とう京きよう都と行ぎよう政せいサービス　いせかい出しゆつ張ちよう所じよ　てんせい支し援えん課か〟。

「詳しよう細さい欄らんに、討とう伐ばつ予定領域主ボスの弱点属性に合わなかったため、と書いておいていただければ」

　青年、吉よし田だ公こう平へいがそう言うと、対面の男は顔を輝かがやかせた。

「マジすか……!?　オレてっきり自己都合になるかと思ってたんスけど……いいんスか!?」

　ぼろぼろの革かわ鎧よろい、頰ほおはやつれ、髭ひげはぼうぼう、頭上には〈黄金位冒険者ゴールド　カイト・ローク〉と青白いウィンドウ。だが冒ぼう険けん者というよりは犯罪者と言った方が適当な風ふう貌ぼうだ。

「もちろんです。カイトさんが旅団長パーテイ・リーダーとなってご自分で新たな旅パー団テイを組団、とか、冒ぼう険けん者を廃はい業ぎようしてなにかご商売を始められる、とかでない限り、それは旅パー団テイ都合による退団となります。ちゃんと旅パー団テイ離り脱だつ給付金は支給できますので、ご安心ください」

　机の上の書類には〈東京都第二十四区特別行政域異世界　旅団離り脱だつ給付金申しん請せい書〉とある。犯罪者……もとい、冒ぼう険けん者カイト・ロークは安心して胸をなで下ろし、言われたとおりに記き載さいを進めていく。が、途と中ちゆうで公こう平へいが声をかける。

「あ、すいません！　ボス、のところは領域主、と書いて、ルビで、ボスでお願いします」

「あ、え、どうしよう、ガーって消しちゃって……」

「あ、二重線で消していただいて、横に訂てい正せい印…………は……ないから……えーと……」

　そこで、にゅっ、と、朱しゆ肉にくを持った白い、小さな手が一本、伸のびてきた。

「訂てい正せい印は拇ぼ印いんで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　手の後に顔をのぞかせたのは、まだ十代後半に見える少女。こちらもシンプルな白いシャツに、シンプルなスラックス。公こう平へいと同じ格好だったが、首元に巻いた細いチョーカーが、シンプルな服装を引き立てていた。顔も公こう平へいとは違ちがい、一目見たら忘れられないだろう。

　アンティークドールのように神秘的で整った顔。しかし表情は明るく、意志の強そうな眉まゆと、凜りんとしたまなざしが印象的だ。艶つややかな黒くろ髪かみを群青色ネイビー・ブルーのサテンリボンでツインテールにまとめ、背中の半ば辺りまで垂らしている。カイトはしばらくの間、目を見開いて彼女に見み惚ほれていた。彼女はそんな目に気付いていたけれど、少し笑うだけ。

　頭上には、やはり青白いウィンドウ。〈異世界公務員嘱しよく託たく職員　ミーカ・ワイス〉。

「ふふ、どーぞ」

「……あ、はい！」

　我に返ったカイトは朱しゆ肉にくを受け取り、ぐりぐり、必要以上に強く親指を書類に押していく。

「……しっかし参りましたよ……二年間、一いつ緒しよにやってきた仲間だってのにいきなり、お前はクビだ、ですから……装備も金も全部取り上げられちまって……」

　手を拭ふき、書類を埋うめながらぼやくカイト。

「それは災難でしたね……申し訳ありません、ここが日本でしたら、社労士や弁護士の方も紹しよう介かいしてしかるべき事案だとは思うんですが……しかしカイト様、黄金位冒険者ゴールドということでしたら、すぐに新しい旅パー団テイも見つかりますよ」

　公こう平へいは無難に相づちを打ちながら、彼の書類を眺ながめている。

「ハハッ、大したモンじゃないですよ。二年前トラック転生したときに手に入れた零れい次じスキル、鉄人アイアンマンのおかげですから。一定時間攻こう撃げき無効はチートすぎでしょ。なのに、お前は旅パー団テイの和を乱すからっていきなりクビですから……ったく、あの野や郎ろう、わかってないんすよね……」

「……それはさぞかし……ご苦労、なさいましたね……」

「いえとんでもないッス！　まさかこんな、転生者を助けてくれる制度があるなんて、思ってもみなかったです……ワイスさんが声かけてくれなかったら、どうなってたことやら……」

「なにか困ったことがあったら、お気軽にご相談くださいねー」

　少女、ミーカは元の席に戻もどり、なにやら書類に書き込みながらも、軽い口調で答えた。

「ええ、マジで助かりました……これで……これでようやく……！」

　かっかっかっ、と勢いよく書類を埋うめていくカイト。

「ええ、給付金で生活を立て直していただいて、また新たな旅パー団テイで再出発ですね」

　朗ほがらかに言う公こう平へい。だがカイトは、ぶっ、と吹ふき出だし、公こう平へいの顔を見ながらにやにや笑う。

「ハハ、わかってないなぁ吉よし田ださん！　オレ、要するに、パーティ追放されたわけなんですよ、ってことは、やることは決まってるじゃないスか！　ざまぁですよざまぁ！」

　熱く語るカイト。

　元々ネット小説サイトの愛好家だったカイトが一番好んでいたのが、ざまぁと呼ばれるジャンルだった。ジャンルのお約束に則のつとれば、この後カイトは失意に呆然としながら、あるいは絶望に暗く心を燃やしながら、元のパーティに対する復ふく讐しゆうを果たしていくことになる。それが意図的な形か意図しない形かは様々だが……。

「……はい？　ザマ？　と、言いますと……？」

　公こう平へいはきょとん、としてカイトを見つめた。

　カイトもカイトで、公こう平へいを見つめ返した。

「……はい？　……いや、だからほら、パーティ追放だから、ざまぁじゃないスか？　スローライフもいいっスけど、オレ、根が戦士タイプっていうか」

「…………あ、これは失礼しました。私まだ、異世界は不慣れなものでして……こちらの異世界に、ザマー、という……なにか、そういう名前の行こう為いが？」

　流れる微び妙みような空気。公こう平へいが「ザマー」を「サマー」と同じアクセントで言うものだから、ミーカは思わず吹ふき出だしそうになってしまって、唇くちびるを嚙かんで堪たえた。

　公こう平へいときたら、異世界は不慣れ、どころではない。

　異世界転生どころか、ゲームやマンガ、ライトノベルにアニメ、そういった知識が、まったくない。まったくないのにこうして異世界の役所に座り、転生した冒ぼう険けん者の相手をしているのには、それなりの理由があった。

　といっても、トラックにはねられたのでも、過労死をしたのでもない。

　そういう辞令が来たからだ。
















01　お役所の窓口は一つの世界である




　東とう京きよう都と清きよ澄すみ市、清きよ澄すみ市役所、二階、生活相談窓口。そもそも公こう平へいが働いていたのはそこだった。そんな彼が窓口は窓口でも異世界の窓口に来ることとなった原因は、三日前。

　市役所の前で交通事故のような音が聞こえてきたかと思うと……どたどたと大勢の乱暴な足音が階段を駆かけ上のぼってくる。公こう平へいが目を丸くして階段の方を見ると……いかにもあやしげな、黒服の一団。その先頭には長身の女性。

「ちょ、ちょっと、あんたたちってば！　だめだってば！」

　公こう平へいとは顔見知りの守衛たちが一団を押しとどめようとしていたけれど、黒服の半分が守衛を押さえ、残りの半分はフロアを見回している。やがて公こう平へいと目が合うと、叫さけぶ。

「いたぞ！」

　雪崩なだれをうって窓口に殺さつ到とうしてくる黒服たちと、女性。遠目からでもはっきりわかるほど大きな絆ばん創そう膏こうがおでこにある。朝一番の雑然とした空気に包まれていたフロアが、黒服と女性の剣けん幕まくに驚おどろいて、しん、と静まりかえる。こつ……こつ……と、女性の靴くつ音おとだけが、妙みように大きく響ひびく。やがて、女性は窓口の椅い子すに座り、公こう平へいを睨にらみ付つけた。

「あー……えー、と……」

　美しい女性だった。百八十センチ近いすらりとした体を、一目で仕立てがいいとわかるパンツスーツに包んでいる。スクエアタイプの眼鏡が、ともすれば冷れい徹てつにも見える風ふう貌ぼうとあいまって、氷の彫ちよう刻こくじみた美び貌ぼうを作り上げているが……額の大きな絆ばん創そう膏こうが場ば違ちがいなほどに主張していて、どこかおかしかった。

　……順番ですので番号札お取りになってお待ちください、とは……うん、言わない方が……うん、いいよな……総理大臣が来たって番号札を取らせて待たせるのがお役人だ、が口くち癖ぐせの公こう平へいは、けれど黙だまり込み、ごくりと唾つばを飲む。女性は、ふう、と大きく息をつき、スーツのジャケットに手を入れ、二枚の紙を取り出し、窓口の上に拡ひろげた。

「……吉よし田だ公こう平へいくん、だね」

　疲つかれ切きった声だった。けれどどこか、有う無むを言いわせない雰ふん囲い気き。

「は、はい、そうです、が……」

　まだ呆あつ気けにとられている公こう平へいが呟つぶやくと、女性は言った。

「君に日本を、救って欲しい」

　数秒、いや、数十秒の沈ちん黙もく。

　公こう平へいは女性の顔と、窓口の上の紙切れを見比べる。

　一枚は名めい刺しだ。特別行政執しつ行こう法人日本ダイバーシティ推進機構、推進本部推進本課課長、冬ふゆ杜もりあさぎ、とだけ書かれたそっけないもの。そしてもう一枚は、シンプルな、辞令。

　辞令、下記の者を、令和三年七月一日付を以もつて、特別行政執しつ行こう法人、日本ダイバーシティ推進機構への異動を命ず。以下には公こう平へいの所属に名前、そして内閣総理大臣を筆頭に、厚こう生せい労ろう働どう省しよう大臣、東京都知事、清きよ澄すみ市長、いわゆるお偉えら方がたの署名と判子が、これでもかと並んでいる。

　一分近い沈ちん黙もくの後、やがて公こう平へいは呟つぶやいた。

「……えー、と……今、やってるところですけれど……」

　半分冗じよう談だん、半分本気の言葉。生活保護ケースワーカーとして働き三年目、うんざりすることも多いけれど、やり甲が斐いも多いこの仕事を気に入っている。だが女性は大きく息をつき、一言。

「どうやら適任を、見つけられたようだな……」

　女性、冬ふゆ杜もりは、右手を天に突つき出だし、ぱちんっっ！　と大きく鳴らした。

「ちょ、ちょっと……!?」

　狼狽うろたえる公こう平へいに黒服が群がり、縛しばり上あげ、階下まで連行していった。

　あれよあれよと言う間に車に乗せられ、気がつけば、霞かすみヶが関せき。

　立派なビルを尻しり目めに、裏路地を入り、小こ汚ぎたない三階建てのビル、その一室に入ると……。

　中には魔ま方ほう陣じん。

　冬ふゆ杜もりが横のＰＣで何やら操作を始めると、魔ま方ほう陣じんは音を立てて唸うなり、青白い光を放つ。

「ちょ、ちょっと、あの、なにが、どうなってるんですか……？」

　公こう平へいを縛しばり上あげた黒服たちはよくよく見てみると、胸むな元もとや腰こし元もとがわずかに膨ふくらんでいた。大きさは明らかに拳けん銃じゆうのそれで、まさか日本でこんなことがあるはずがないと思いつつも、怯おびえて無む抵てい抗こうだった公こう平へい。事情はまだ、さっぱりわからない。こんなことをされる身の覚えもない。

「すまないね……本当ならオリエンテーションに時間をかけるべきなんだが……」

　冬ふゆ杜もりは椅い子すに腰こし掛かけ、ＰＣの一部に指を押し当てる。なにかの認にん証しようが通ったような音がすると、押し当てた指をそのまま宙に上げ、ぴっ、と振ふった。

　どんっ。黒服に背中を突つき飛とばされた公こう平へいが、魔ま方ほう陣じんの中に入ってしまう。

「ＯＪＴでよろしく頼たのむよ……まったく、申し訳ない」

「へ、ちょ、わ、なに、え……!?　え、え!?　あ、あああぁぁぁ……」

　しゅっ、と音をたて魔ま方ほう陣じんが輝かがやくと、部屋の中にはもう、冬ふゆ杜もりと黒服たちしかいなかった。










02　人が変われば社会も変わるが、社会があるなら役人はいる




　約百年前のこと。

　日本のとある大学で、一つの実験が成功した。

　次元高力踏とう破は装置陣じん、と呼ばれたその実験器具は、青い光を放ち、自ら実験台となった科学者を異世界に到とう達たつさせた。やがてその装置は魔ま方ほう陣じんと呼ばれ、日本の最高機密となり、密ひそかに研究が進められることとなった。だがその中で判明した一つの事実は、自分たちは異世界に到とう達たつした最初の人類ではない、ということ。

　地球世界で死んだと思われていた人間が、ちょくちょく、異世界にはいたのだ。いわゆる、異世界転生者、である。調べによると日本からは、年に百人程度が転生していたのだ。

　時の日本政府は転生者たちの生態を調べ尽つくしたが、転生を起こす条件はわからず、魔ま方ほう陣じんの改良もできなかった。一つの魔ま方ほう陣じんにつき、一人の人間が行き来することしか出来ず、両方の世界で共通していないモノの存在は、行き来不可能。

　第二次世界大戦の後。

　すべての秘密は戦勝国を通し各国に知しれ渡わたり、魔ま方ほう陣じん技術についても同様、各国で同じものが作られることになった。異世界は人類の新たな可能性として捉とらえられ、各国はゴールドラッシュにも似た、異世界ラッシュに沸わいた。魔ま方ほう陣じん技術はやや進歩し、魔ま方ほう陣じんを使う人員の引ひき継つぎも、それまで年単位かかっていたのが、一分程度で可能となった。

　だが、目に付く発展と成果はそれだけだった。

　転生者たちによる異世界文化の汚お染せんは、もはや取り返しのつかなくなりそうなところまで来ていた。風ふ呂ろや火薬、民主主義や車輪を異世界で再現して甘い汁しるを啜すすろうとした転生者たちを、止めなければならない。あらゆる文化は相対的なものであり、その間に優ゆう劣れつは存在しないという文化相対主義がちょうど地球で流行し始めた頃ころのことだったので、話はスムーズに進んだ。

　こうして誕生したのが、異世界公務員制度である。

　その使命を、ここで少し紹しよう介かいしよう。以下は異世界公務員たちが、その職務に就つく前、熟読を義務づけられる冊子からの抜ばつ粋すいである。





　～わたしたちと異世界～




　魔ま方ほう陣じんは発明当初こそ、日本の独どく占せん技術でしたが、現代では国連下部組織、異世界交流二十カ国連盟、略りやく称しよう「ＺゾＯツＣク」による厳密な管理を受け、異世界交流における三原則に則のつとって運用されています。

　三原則とは、まず、異世界に対する文化不ふ干かん渉しよう原げん則そく。

　異世界において、私たちが異世界人であることを知らせたり、地球の科学技術を持ち込んだりするようなことは、厳に慎つつしまなければなりません。異世界が持つ、地球における十二世紀に似た（同等である、と考えてはいけません）科学水準、倫りん理り基準を、決して「遅おくれた」ものだとは考えず、尊重すべき異文化と捉とらえ、敬意を持ち、対等な交流を深めていくことが大切です。

　次に、魔ま方ほう陣じん不拡散原則。

　ＺゾＯツＣク加盟の二十カ国以外への魔ま方ほう陣じん貸たい与よ、売買、あるいは制作技術の譲じよう渡となどは厳しく罰ばつせられます。加盟国同士での場合も同様です。

　最後に、世界機密保持原則。

　魔ま方ほう陣じんと異世界に関する情報は、すべて、世界機密に指定されています。野放図な漏ろう洩えいは厳に慎つつしまなければなりません。これは異世界の安全を守るためにも、最重要の原則です。

　この三原則は異世界に関わる人すべてが、固く守らなければならないものなのです……。












03　国から甘い汁しるを啜すすろうとしてもそうはいかないのは、国がその道のプロだから




「それで……書類、あります？」

　公こう平へいがそう言うと、少女は目をぱちくりとさせた。

「……書類、と、言うと……」

「……えーと、ここに色々な相談者さんたちがやってきて、僕がその援えん助じよをしたり、たしなめたりする……っていう理解で合ってますよね。それで、そのマニュアルのようなものは……」

　霞かすみヶが関せきのオフィスとは、似ても似つかない部屋の中、公こう平へいはぱらぱらと小冊子をめくり、それから机の上の〝東とう京きよう都と行ぎよう政せいサービス　いせかい出しゆつ張ちよう所じよ　てんせい支し援えん課か〟、という立て札を見て言った。

「え、ええまあ、そうですけど……えーと、あ、これですね。運用マニュアル。どうぞ」

　少女、ミーカはうろたえながらも、机の上からマニュアルをとって公こう平へいに差し出す。

「ふむ…………」

　見慣れない紙の材質に少し驚おどろきながらも、公こう平へいは真しん剣けんにマニュアルを読み込んでいく。

　…………一体全体、この人は、なんなんだろう……？

　ミーカはいつか来るであろう引ひき継つぎのために、色々してきていた準備がかなりの量、無む駄だだったことを悟さとりつつ、虹にじ色いろのパンダでも見るような目つきで公こう平へいを見ていた。せっかく外回りの冒険用特注装備でめかしこんで、溢れる異世界感、ファンタジー情緒を全身でアピールしているというのに……。

　この青年ときたら、魔ま方ほう陣じんから異世界、この建物の三階に来て、部屋を二階に移してミーカから色々説明された後、最初に言った一言が「ここの監かん督とく省庁は？」だったのだ。ちなみに答は実質上、法律上、建前上、三種類の答があり、一いち概がいには決まらない。

「えーと……あ、そうだ、ジュースどうぞ、ここの名産品なんです」

　ことり、と彼が真しん剣けんにマニュアルを読み込んでいる横、ジュースを出す。初めて異世界に来た人は驚おどろききっているだろうから、落ち着かせるために、と用意していたのだけれど……。

「ん、あ……え……ちょ、ちょっと待ってください、ひょっとするとここは、あなたがお茶くみの担当をさせられてるんですか……？　だとしたら問題だから、変えたいんですが」

「も……問題、というと……？」

「問題もなにも……女性だからお茶くみを担当させられる、というのは、まず現代に沿った考え方ではないし、そもそもワイスさんが雇やとわれているのは、お茶くみのためではないでしょう……と、ここの嘱しよく託たく職員さんについては、この理解で合ってますか？」

　いかにも理性的に、こんなことさえ言ってみせる。

「えー……異世界公務員嘱しよく託たく職員というのは、まあ、その異世界公務員の方々の、サポートのためにいるものでして……お茶くみも仕事の一つ……なのかな？」

「……そういうもの、なんですか？」

「まあ、そんなものだとは思いますけれど……」

「ふむ……」

　少し納なつ得とくできない顔をしていた公こう平へいだけれど、呟つぶやくとまた、マニュアルに顔を落とし、ぺらぺらめくりつつ、慎しん重ちように読んでいく。ジュースに少しは口をつけるものの、味の感想はない。

　……異世界では綺き麗れいな飲める水が貴重なので、飲み物はお酒かこの、シランヤっていう異世界独特の果物を搾しぼったジュースになるんです、的な、異世界豆知識を、披ひ露ろうしようと思ってたのに……と、少し唇くちびるを尖とがらせてしまうミーカ。そしてこの建物、一階が酒場、二階が表向き異世界民に向けた何でも屋、三階は宿屋の、このタバーン・カンポの紹しよう介かいなんかもして……。

「ワイスさん、この冒ぼう険けん者っていうのは、結局のところ、どういう職業なんでしょう？　自営業の一種だと考えていて大だい丈じよう夫ぶですか？」

　公こう平へいの問いに、ミーカは頭をかかえたくなってしまう。

「ええと……魔ま物ものを狩かって、それを職団ギルドに買い取ってもらって、それで生計を立ててる人、ですね。自営業……かな？」

「職団ギルドというのは、会社組織？　それとも営利の職能団体？　国による区分はどうなっているんでしょう」

「ふぇ？　えーと……あ、冒ぼう険けん者職団ギルドは、だいたい国営です。生活には欠かせませんから」

「……すると冒ぼう険けん者さんは、公務員のようなものじゃないですか！」

　なぜかきらきらした顔にさえなる公こう平へい。なにが嬉うれしいのか、ミーカにはさっぱりわからない。

「そ、そんなにちゃんとした人たちではないですよ、ごろつきとかチンピラとか呼ばれることもありますし……」

「……うん？　魔ま物もの、っていうのは……言うなれば……熊のような害がい獣じゆうでしょう？　それを退治してくれる人というのは、一定の社会的地位を得ていてしかるべきなのでは？」

「……えーとですね、生活が不安定なんですよ、冒ぼう険けん者さんは……その……魔ま物もの素材でお金は稼かせげますけど、それが安定して得られるわけではないですし……怪け我がとか、死んじゃったりとか、すごい多いですから……」

「そうか……冒ぼう険けん者さんは、ギグワーカーなのか……」

　単語の意味がわからなかったけれど、うむむ、とばかりに腕うでを組んで考え込んでいる公こう平へいのペースに巻き込まれていたら、この異世界にどうして月が三つあるのか、誰だれの土地なのか、税はどこに納めるのか、などまで聞かれそうで、ミーカは言う。

「ま、まあそうです。それに異世界には、医い療りよう保険も国民年金もありません。生活保護も失業保険も。だから異世界公務員がいるんです」

　公こう平へいはそう聞くとマニュアル内の、旅団離り脱だつ給付金について、を読み少し満足そうに息をついた。これは旅パー団テイを追放されてしまった転生者に向けた福ふく祉しサービスの一つだ。四週間に一度、旅パー団テイへの就団を打だ診しんしたという、就団活動実績、縮めて就活実績があれば、生きて行くには困らない程度の給付金を、それまで旅パー団テイで活かつ躍やくしていた期間に応じて受け取れる。

　頭の回る冒ぼう険けん者なら、窓口に行って色々求団情報見たけど無理でした、って言い続ければ金がもらえるのか、などと思うだろうが……そう甘くはない。就団活動実績に応じて、なぜ就団が駄だ目めだったのかを異世界公務員が詳くわしくヒアリングし、提てい携けいしている高レベルの冒ぼう険けん者を交え、転生冒ぼう険けん者と面談し、必要に応じては特訓やレベル上げを斡あつ旋せんし、新規就団に向けて手厚いバックアップをしていく体制をしっかり、整えている。要するに、国から甘い汁しるを啜すすろうとしてもなかなかうまくはいかない、ということだ。

「ふむ……これなら、僕にも……できるか」

　マニュアルを見終えたらしい公こう平へいが呟つぶやいたのは、そんな言葉。

　まず二、三日は私がメインで応対して、公こう平へいはその補助をしてもらう形になるだろうな、と思っていたミーカは少し、目をむいてしまう。

「あの、吉よし田ださん……なんでそんな落ち着いてるんですか……？」

「ええ、まあ、似たようなことやってましたし……にしても……即そく日じつに給付できない、ってところまで、同じでなくても……」

　たとえば旅団を追放されて、今日宿に泊とまる金がない冒ぼう険けん者が申しん請せいに来ても、実際に金貨を手て渡わたせるのは、一週間の準備期間を経た後の、さらに四週間後。公こう平へいが同期から聞いた、失業給付の手続きとほぼ同じ……というか、異世界にもあるこれらの制度はきっと、実在の福ふく祉し制度をモデルに作られているのだろう。それなら公こう平へいは専門家だ。

「まあ、決まりですからね。それに去年の統計だと日本の年間転生者約百人、九割には何らかの福ふく祉しが必要なのに、受けているのは三割。でもその三割でも、予算はカツカツなんです」

　すらすら数字を答えていくミーカ。首をひねる公こう平へい。

「ちょっと、待ってください。予算があるということは……」

「ええ、給付金に、もちろん私たちのお給料も、血税でまかなわれています。そこの金庫に詰つまってますよ。金庫の出すい納とう、管理も吉よし田ださんの仕事になりますから、後で開け方教えますね」

　が、公こう平へいは金庫の開け方よりも気になることがあるようで、また腕うで組ぐみをして呟つぶやく。

「血税……」

　やがて顔を上げ、ミーカを見て、尋たずねた。

「ということは、納税が」

　ミーカは満面の笑え顔がおで答えた。

「あります」

　公こう平へいはしばらく考え込んだ後、首をひねりながら言った。

「誰だれが、誰だれから、どこへ……？」

「私たち異世界公務員と嘱しよく託たく職員が、日本から転生してきた人から、ここ、特別行政区異世界に、ですね。頑がん張ばりましょうね！」

　ミーカは少しぐらい、この四角四面過ぎる、せっかくの異世界にうろたえも喜びもしない妙みような男を驚おどろかせたくて、にっこりと笑って言った。

　けれど公こう平へいはそう聞くと、立ち上がり、すっ、と背筋を伸のばしてから、深々と頭を下げた。

「改めまして、自己紹しよう介かいさせていただきます。前配属では東京都清きよ澄すみ市役所にて、生活保護ケースワーカーを、新卒から三年、務めておりました、吉よし田だ公こう平へいと申します。未熟者で至らない点もあるとは思いますが、どうか、ご指導ご鞭べん撻たつのほどを宜よろしくお願い致いたします。共に、よりよい市政と市民の生活……よりよい異世界政と」

「もー！　吉よし田ださん！　いや公こう平へいさん！　そこまで堅くやらなくていいですってばぁ！」

　とうとう音を上げたミーカが叫さけぶと、公こう平へいはそこで初めてうろたえた顔を見せた。

「え、あ、すいません、堅すぎましたか」

「ですよ！　私にも敬語とか使わなくていいですから！　十七歳ですよ私！」

「十七……!?　……いや、あ、その……えーと、じゃあ、まあ、ワイスさん、よろしく」

「ミーカ、でいいですって！」

「あ、じゃあミーカさん、よろしく」

「……もー！　はい、よろしくです！」

　しばらく呆あきれていたミーカだけれど、やがて笑い、公こう平へいの手をとってぶんぶんと振ふりながら握あく手しゆをした。それから壁かべの大時計を見て時間を確かく認にんする。龍りゆうの意い匠しようを施ほどこされた時計は橙とう月げつ時じの橙とう刻こくちょうど。日本時間に直すと……十二時半ちょうど。朝にやってきた公こう平へいはまず、異世界を観光するよりもなによりも先に、この部屋に積まれているマニュアルを読みあさっていたのでこんな時間になってしまっていたのだ。

「よし、じゃあ、キリもいいことだし、ちょっと一息いれようか……ミーカ」

「ですね、そうしましょう！」

　……公こう平へいさんを、下の酒場で昼食に招待してあげよう。なにせこの異世界の酒場と来たら、象の頭をした象人族エレフアント・ヘツズが蟻ありの頭をした蟻人族アント・ヘツズと酒を酌くみ交かわし、横では美しい森エ人ル族フとずんぐりむっくりの山人族ドワーフがケンカを繰くり広ひろげ、地球上では見たことも聞いたこともないような食事が湯気を上げている。さすがの公こう平へいでも、湧わき出でる異世界情じよう緒ちよに目を丸く……。

「じゃ、僕はいったん戻もどるね」

　だが公こう平へいはこともなくそう言うと、立ち上がった。

「……へ？」

　ミーカが思わず、間ま抜ぬけな声を漏もらす。

　公こう平へいは、なにか僕の知らない問題があったかな？　という顔。

　ミーカはミーカで、それこそ、異世界からやってきたような人を見る顔。

「あ、僕はお弁当で……えーと、霞かすみヶが関せきには、魔ま方ほう陣じんの上に行けば？」

「え、あ、はい……上に乗って、戻もどりたいと思えば、瞬しゆん時じに……」

「ありがとう。じゃ、また午後に」

　そう言うとすたすた、三階へと向かって行った。残されたミーカは、まるで狐きつねにつままれたような顔で、しばらくぼうっとしてしまう。けれどやがて我に返り、もう一度大時計を見て時間を確かく認にんする。時刻はやはり、日本時間でいえば、十二時半、だが……この異世界の時計の読み方は、公こう平へいが今まで読んでいたマニュアルに、載のっていただろうか……？　……私、説明、したっけ……？　振ふり返かえってみても、そんな記き憶おくはない。地球側で資料を読み込んできたのだろうか？　それにしても、時計の方は見ていなかった、ような……。

　きょとん、としてしまったミーカ。

　……あの人たちはきっと、体の中に定時とか休きゆう憩けい時間とかをはかるセンサーがあるんだな。

　そんなことを考えると、ぶっ、と吹ふき出だしてしまった。

「定時で帰る～、勇者様～」

　歌ってみるとさらに面おも白しろくて、少し、これからのことが楽しみになってしまった。手始めに、一階の店長に、新たな異世界公務員が来たことは話しておこう、と、どこか踊おどるような足取りで降りていった。










04　福ふく祉しに必要とされる人材




「良かった、無事……帰ってきてくれたか……」

　冬ふゆ杜もりが心底安心したような口調で言った。が、なにか妙みような顔をしている。

「……早くないか？」

　彼を異世界に送ったのが午後十時頃ごろ。まだ二時間程度しか経たっていない。

「え、あ、お昼休みですから」

「え？　あ……あぁ、そうか、もうそんな時間だったか。だが……」

「あ、僕、お弁当なんですよ」

　きょとん、とした顔の公こう平へい。

　なに？　という顔の冬ふゆ杜もり。

　二人の間に、気まずい、と、謎なぞ、が生まれて初めてのデートをしているような、奇き妙みような空気が流れた。ところが公こう平へいはそんな空気の存在にまったく気がついていないので、朝からずっと疑問に思っていたことを尋たずねた。

「あの、嘱しよく託たく職員の方にも聞いたんですけど……ここって一体全体、どこのなにを財源としてるんですか？　特定財源の使し途とに、異世界ってありましたっけ？」

「……最初に気にするのが、君は、そこなんだな……」

　気まずいと謎なぞの初デートはともかく、二人は魔ま方ほう陣じんが設置された転移室から、扉とびら一枚隔へだてた事務室に移った。見かけは、社員十人以下の中小企き業ぎようオフィス、といった風ふ情ぜい。

「いやだって……異世界？　のことは秘密……機密、なんですよね。じゃあ、こっちの税金から回すわけにもいかないし……向こうで徴ちよう税ぜいがあるとは聞きましたが……具体的には……？」

　福ふく祉しには、お金がかかる。

　というより、福ふく祉しとはお金なのだ。三年間の生活保護ケースワーカーとしての経験で、公こう平へいはそれを、骨の髄ずいまで叩たたき込まれている。お金のかからない福ふく祉しもできるだろうが、それは結局、どこかで、誰だれかを、無料で働かせることになる。

「私の怪け我がの理由とか、なぜ自分が選ばれたか、とかは、君は……気にならないのか……？」

「あ、それも気になると言えば気になりますが」

　今気付いた、という顔の公こう平へいに、冬ふゆ杜もりは微び妙みような顔をした。苦い笑いを零こぼして、いやまったく、本当に適任だったんだな……などと呟つぶやき、自分の額、大きな絆ばん創そう膏こうを指さす。

「私の怪け我がは、まあ、魔ま物ものにやられたんだ。異世界公務員として、レベルとスキルを上げるのは必ひつ須すだからな。失敗、してしまったよ。なんだか妙みような魔ま物ものだったが……」

「レベル、と、スキル……というと……ええと……」

「ほら、わかるだろう、ゲーム風異世界の」

「というと……宅地建物取引士とか、社会保険労務士とかのこと……では……ない……？」

　そこで冬ふゆ杜もりの、アスパラのバターソテーを箸はしで口に運ぶ動きが止まった。

「…………吉よし田だ君、君はゲームとかは……ひょっとするとあまり……」

「………………ソリティアとマインスイーパなら、日本有数レベルだと」

　と、公こう平へいが答えると、冬ふゆ杜もりはしばらく、目を丸くしていた。

「大だいブラとか、ほら、男の子は、小さい頃ころやるだろう」

「だいぶら……？　あ、ああ、大だい喧げん嘩かブラザーズ、友達の家でやったことは、あります」

「……いや、待て……そうだ、大だいブラの中で、知っているキャラはどれぐらいいた？」

「知っているキャラっていうと……いや、使ったのは、なんか、緑のカバと……でっかいサル……ああ、なんかお姫ひめ様と野球少年みたいなのも」

「…………問題。赤くて髭ひげがトレードマークの、世界的に有名なキャラクターと言えば？」

「………………あ、レーニン！」

　呆ぼう然ぜんとする冬ふゆ杜もりの頭の中、ソ連の有名人たちが大だい乱らん闘とうを繰くり広ひろげる。ゴルバチョフが最後の切りふだのグラスノスチで画面を真っ白にして、冬ふゆ杜もりの頭も真っ白になった。

　……適任、というわけではなかったのかもしれない。と思い直したものの、今いま更さら後には引けない。部下を育てるのも上司の役目だと自分に言い聞かせ、財源や彼が選ばれた理由も含ふくめ、ゼロから、根気よく説明していくことに。

「……国によって異なるが、公務員の健康診しん断だんはすべて、秘密裏りに遺伝情報も採取している。そこで魔ま方ほう陣じん、異世界転移に肉体的な適正がある人材かどうかをチェックして、リストアップしておく。本来なら予備人員がいつでも待機してるんだが……タイミングが最悪でね」

　なんでも控ひかえているはずだった予備人員が、痔じの手術により入院中なのだという。二番目の予備人員もいたがこちらは自衛官で演習中。三番目にいたっては痴ち漢かん容疑で収しゆう監かん中。

「そんな中で、レベル上げをしてたら魔ま物ものの攻こう撃げきで、私はスキルを使えない体にされてしまってね……一時的なものかと思ったんだが、どうやら恒こう久きゆう的なもののようだ。こうなってしまったら、引退せざるを得ないよ。レベル二百五十はあったんだがな……」

「はぁ……お体、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ま、たいしたことはないよ。明日は一日検査だろうが……私が使えなくなって、予備人員もいなくて……それで一番近場にいた、転移に素質のある君に白羽の矢が立った、というわけさ」

「それはわかりますが……どうもその……転生した人に税金を課せる理り屈くつがよく、わからないんですが……だって、一度死んだんですよねその人……？」

「はは、どうしてもそこが気になるか。要すると、こういうことだ……ＺゾＯツＣクの見解によれば、転生した人間は死亡していない。書類上、地球では死亡していても、元の記き憶おくを持ったまま異世界で生きている。で、あるならば、彼ら転生者は、依い然ぜん、元の国家に帰属する国民である」

「……国民である以上、当然、国家に対して納税義務を負っている……？」

「理り屈くつはそういうことだな」

「そこは飲み込めましたが……向こう、異世界にも国はありますよね？　二重納税になっちゃうじゃないですか……租そ税ぜいの公こう平へい性原則に反する……のでは？」

「それは簡単な理り屈くつで否定できる。ＺゾＯツＣク加盟の二十カ国はすべて、異世界の国家を、国とは認めていない。また異世界を異世界とも認めていない。法律上の解かい釈しやくとしては、異世界での出来事はすべて、ここ地球の、あの魔ま方ほう陣じんの上で起きている」

「………………あ」

「異世界の存在は現行法には組み込めないよ。だから便べん宜ぎ上じようそうなる。そして、認にん証しようされていない国家にいくら納税しようが、それは買い物と同じだ。そこの国民である、という主張もたいした意味もない。我々は粛しゆく々しゆくと税を課すのみ。そのうち君にもやってもらうことになる」

　ははぁ、と感心しながらも、ぽりぽりと頰ほおをかく公こう平へい。役所がこねる玉虫色の理り屈くつには、その内にいながらも、彩いろどりの奇きっ怪かいさに時々、感心してしまう。

「死と税金からは、逃にげられないっていうのは、本当ですね……」

「先に死から逃にげたのは転生者じゃないか。税金が追いかけても文句は言わせないさ。異世界税は、転生民の義務だ。それを遵じゆん守しゆしてもらうのは、君のこれからの仕事でもある」

「なるほど……で……僕には、何名の同どう僚りようが？」

　そこで冬ふゆ杜もりは、あからさまに笑ってみせた。それは笑った、というより、目を見開いて口をつり上げた、と言った方がふさわしいような表情だったけれど……意味ははっきり、公こう平へいに伝わった。元の上司もよく、仕事を人に押しつけるときにこういう顔をしていたのだ。

「……人手不足……人件費削さく減げんは、異世界にも及およぶんですねぇ」

「そもそも魔ま方ほう陣じんは一人しか使えないのでね……現地の人員……嘱しよく託たく職員が手助けしてくれるから安心したまえ。ミーカくんは私が雇やとったんだが、君にもついてくれる。頼たよりになるぞ」

「……頼たよりになるって、まだ子どもじゃないですか。あ……」

「……ん？」

　公こう平へいが、嫌いやなことを思いついてしまった、という顔をしながら不安そうに口を開く。

「……十七歳の児童を嘱しよく託たく職員として働かせても、問題はないんですか？　地方公務員法では嘱しよく託たく職員の下限年ねん齢れいは明言されていませんが、正規職員と同程度の基準があると考えるのが妥だ当とうです。最近の事例では……」

　冬ふゆ杜もりは一いつ瞬しゆんだけ虚きよを突つかれ、はっとして、喋しやべり続ける公こう平へいを見つめた。この青年は、自分が異世界公務員として働く内に忘れてしまった、法令遵じゆん守しゆという、公務員として大切な心根をまだ、失っていないのだ。それを間近で見るのはなんだか、自分の若い頃ころを目の前に突つきつけられているようで、むずがゆいような、嬉うれしいような、奇き妙みような気分だった。深く深くため息をつき、それから苦く、苦く笑って、長々と語っている公こう平へいを見ながら呟つぶやいた。

「……やはり、私は、適任に後を託たくせたようだな……」

　ぽん、と公こう平へいの肩かたを叩たたいて、言ってやる。

「君はもう、私たち異世界公務員の一人なんだぞ」










05　ふるさと




　それから一週間がたった、ある夕方。

「じゃあ、今日は最後の曲です」

　ミーカはそう言うと、客席の反応を待たずギターをつま弾びき始めた。甘い旋せん律りつが、しわぶきの音一つしない酒場に満ちる。犬の頭も、人の頭も、蟻ありの頭も、公こう平へいの頭も、みな、ミーカに見入っている。青白い、不思議な光を投げかける魔ラン灯タンが、ステージにミーカの影かげを伸のばす。舞台衣装にもしている外回りの冒険装備はきらきらと輝き、ミーカ自身の妖よう精せいじみた不可思議な存在感を際きわ立だたせている。





「　　　三つの月　照らす道　遙はるか彼方かなた　あの家は

　　　　八つの山　連なる穴　今は遠い　あの家は

　　　　帰らない家へ　戻もどらない家へ

　　　　どこまでも続く　道の始まった　あの始まりの家は……」






　低く囁ささやくように掠かすれ、けれど甘く響ひびく声。異世界では一いつ般ぱん的な、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの語り歌風の歌。普ふ通つうは英えい雄ゆう譚たんや、神話を歌い上げるものだが、これはミーカのオリジナル。

　郷きよう愁しゆうをかき立てるのではなく、胸の中にそっと呼びかけるような不思議なメロディだった。客席の中には涙なみだぐんでいる者もいる。すでに涙なみだを零こぼし、すすり上げるのを堪こらえている者も。

　タバーン・カンポが位置しているのはドラン大陸西せい端たん、ガァトナ英えい雄ゆう王国の首都、ガァト。自由な国風に惹ひかれ、誰だれもが歌に歌われる英えい雄ゆうに憧あこがれて集つどう、活気に溢あふれた街だ。

　だが希望を胸に移住してきた者も、一年もしないうち、自分は英えい雄ゆうにはなれないと悟さとっていく。それでもこの国で生きていかなければならない。故郷への想おもいをくすぶらせて、帰れない理由を積み上げて。それはどんな種族でも変わらない。

　公こう平へいはカウンター席で彼女の歌を聞きながら、故郷を思い出す。一人暮らしの自宅から、特急電車で五十分、という微び妙みような位置に実家がある二十五歳の彼には、望郷の想おもいは薄うすい。けれど周囲を見み渡わたしてみれば、彼女の歌が皆みなの心を打っているのは、はっきりわかる。

　普ふ段だんの朗ほがらかな姿とは似ても似つかない妖よう艶えんさ。十七歳ということが信じられない、神秘的な声。物もの憂うげに目伏ふしがちで、なのに、世の中の何もかもをも見通しているような瞳ひとみ。

「…………まったく、いい職場なんだか、悪いんだか……」

　厨ちゆう房ぼうの中から料理人のキィハァルが、公こう平へいにだけ聞こえるように囁ささやいた。少し目が赤い。

「……ええ、ほんとに」

「…………もう帰れねえんだ、って思うと、やっぱり、な」

　ずずっ、と鼻をすする音。

「…………ご出身は、どんなところだったんですか？」

　歌が終わりにさしかかり公こう平へいが尋たずねると、キィハァルは首を振ふりながら答えた。

「トチギのキツレガワってとこでね。今じゃサクラシだのなんだのになったそうだが……よくウツノミヤまで、チャリで出たもんさ」

　しばらくの間、それが異世界の地名なのだ、と思っていた公こう平へい。だがやがて、栃とち木ぎ県、喜き連つれ川がわ、さくら市、宇う都つの宮みや、という日本の地名で、チャリは自転車だ、と、気付いて、目をぱちくりさせてキィハァルを見た。けれど彼は真っ赤な目をしてミーカに見入っている。

「……以上、ミーカ・ワイスでした！」

「おっといけねえ、今日はこっからだ」

　と、そこで曲が終わり、ミーカがそう言うと、客席は割れんばかりの拍はく手しゆに包まれ、すぐに来るであろう注文のラッシュに備え、キィハァルは厨ちゆう房ぼうの中に引っ込んでいった。










06　人の役に立つ仕事




「あ、言ってませんでしたっけ、この建物で働いている人はみんな、転生者の人ですよ」

　ライブを終え、二階に戻もどったミーカに尋たずねてみると、あっけなく答えられた。すでに事務用のシャツとスラックスに着き替がえ、てきぱきと二階を整えていく。まずは表おもて玄げん関かん、何でも屋オール・ワークカンポ、と書かれた札を裏返し、閉店中、を表に。だがその下には東京都のシンボルマークに日本国旗、それからＴＯＫＹＯの文字。転生民なら思わず開けたくなるだろう。

「キィハァルさんはもう十五年ぐらい、って言ってたかなー、元はラーメン屋の店長さん。都内に五店てん舗ぽほど経営してたそうですよ。給きゆう仕じの高たか橋はしのおばちゃんは二十年……元デパートの美容部員ＢＡさんだったんですって」

　室内に入ると、壁かべに貼はられている何でも屋としての実績を謳うたう張り紙を裏返していく。くるり、くるり、ぱさり。するとそれは「税金で　みんな安心　転生ライフ」だの「転生民登録は1980/04/01より、義務付けです！」だのと書かれたポスターに。

「…………あ、そうか、つまり……この建物は……公共事業として機能してるのか！」

「ですです。私と冬ふゆ杜もりさんで、結構苦労して建てたんですから」

　最後に、窓口の上に置かれた「何でも屋オール・ワークカンポ」という木の立て札を裏返す。あらわれるのは「東とう京きよう都と行ぎよう政せいサービス　いせかい出しゆつ張ちよう所じよ　てんせい支し援えん課か」の文字。貧びん乏ぼうくさい何でも屋の事務所が、一気に、貧びん乏ぼうくさい役所の一角へと変わった。

「なるほど……そうだ、話は変わるんだけど……僕はあんまり、音楽とかはわからないんだけどさ……君のライブ、すごかったよ。冬ふゆ杜もりさんから聞いたけど、君はその……元アイドル、アーティスト……？　つまり……本職の人だったんだって？」

「……本職の人って！」

　けらけら、楽しそうにミーカは笑った。その顔は本当に、ただの十七歳の少女の朗ほがらかな笑え顔がお。公こう平へいはステージ上の彼女を思い出して、不思議な気持ちになった。

　ミーカ・ワイス、十七歳。日本での本名は中なか邑むら美み佳か、というよりは、アイドル、アーティストのＭＩＫＡミーカと言えば、知らない者はいない……という。

「……私、結構、そこそこ……いやぶっちゃけすごい、有名だったと思うんですけど……」

「あー……ごめん、あのー……もう、十年ぐらい、テレビは見てないんだ……」

「いや配信とか…………いや、うん、本当にそういう人ですね、公こう平へいさんは」

「な、なんだよ、本当は知ってるって思ってたの？　僕が君のこと」

「いやだって、ここ数年転生した人に会って、私の顔が知られてなかったこと、なかったですもん！　そう思っちゃいますよフツーは……」

　そんなに有名人なのか？　紅白とか出てたのかな……などと思ってしまう公こう平へい。実際にＭＩＫＡは出演していないものの、動画サイトのＰＶは累るい計けい再生回数二億を軽く超こえている。

「だから……公こう平へいさん、アイドルだかアーティストだか知らないけどオレは別にフツーと同じで接しますけど？　みたいな人なのかなー、って、思ってました、えへへ、ごめんなさい」

「なんだいそれ？」

　首をひねる公こう平へい。それを見て笑いをこぼしてしまうミーカ。

「……いやー、公こう平へいさんは、すごい、ですね。私が憧あこがれてた漫まん画がみたいな公務員の人が、ぽーんって現実に出てきたみたいです」

「あれだけのライブができても……他の職業に憧あこがれるものなの？」

[image: ]

「本職の人、をやってると、堅けん実じつで安定した世界に憧あこがれるようになるんですよ……」

「え……アイドル、アーティストさんって、雇こ用よう形態はどうなってるの？」

「事務所によりけりですけど、私は自営業でした。税金とかの細かいことは事務所の人がやってくれる感じでしたけど」

「じゃ国保？　……って、親おや御ごさんの保険があるか」

「いえ、私、昔に両親ともに事故で死んじゃってるんで。アイドルでお金稼かせげるようになってから初めて自分名義で国保入りましたけど……あれ、なんであんなに高いんですか!?　最初に見たとき、逆にビックリして入院しそうだったんですけど!?」

「……ま、まあ、年収五十万円の人にも、年に五、六万請せい求きゆうするシステムだからね……でも君はたぶん、上限でしょう？　すると……言葉は悪いけど、誤差みたいなもの、じゃあ？」

「う～……私、お金のことは、絶対きっちりしたいんですよぉ……みみっちいとか言われてましたけどぉ……だから公務員に憧あこがれてたんですよ……安定と堅けん実じつ……」

　冗じよう談だんめかして祈いのるように手を組み、夢見る顔。おどけた顔は本当に、十七歳でしかない。公こう平へいは彼女の両親のことが少し気になったけれど、たぶんもう、彼女の中では折り合いがついていることだな、と思って触ふれずに済ませた。

　ＭＩＫＡは、十一歳の時にＳＮＳに投とう稿こうしたマイケル・ジャクソンのカバーが有名アーティストにシェアされ、そこから火がついたアーティストだ。本人はアイドルを自じ称しようしていたけれど、やっていたことはシンガーソングライター、ギターを持って、打ち込みもやり、自作の曲を歌う。現実の、現代の言葉で現代を歌う彼女の歌は、アイドルのようなルックスと相まって、幅はば広ひろい層から支持を得た。

　だが十五歳にして武道館公演にドームツアー、アメリカツアー、ワールドツアーをやると「やりきったので！」と言い放ち引退。知名度はさらに跳はね上あがり、世界的に有名と言っても過言ではない存在と化した。さらに、彼女が家の風ふ呂ろ場で足を滑すべらせて事故死した、というニュースが流れたときは、ＭＩＫＡ追つい悼とうのカバー曲投とう稿こうが全世界的に流行したほど。

「公務員って言ったって、そこまで安定はしてないよ。だってある日突とつ然ぜん黒服に囲まれて、謎なぞの美女から辞令を突つきつけられて異動させられるんだぜ、異世界に」

「あはは、すごい波は瀾らん万ばん丈じようだ」

「それまでの仕事だって半グレみたいな連中とやり合うしさ……でも君、公務員に憧あこがれてる割には、こっちでまた、本職の人のことやってるじゃないか、やっぱり天職なんだよ」

「あれはついでみたいなものですよ。今の本業は、こっち、ですから」

　書類をぺしぺしと叩たたいてみせるミーカ。

「私はなんていうか、人の役に立ちたいんですよね。歌を歌うのも、そのためで……」

　真しん剣けんな目で言うミーカ。少し深く息を吸う公こう平へい。

　若者が、人の役に立ちたい、将来はそういう仕事がしたい、というようなことを言っていると公こう平へいはいつも、あーあ、という気持ちになっていた。人の役に立ちたい若者たちは、医者や弁護士や国連職員を目指すだけで、生活保護ケースワーカーや、鉄道の保線作業員や、ゴミ収集車ドライバーを目指してくれないよな……と、いじけながらよく考えていた。

「どんな人にも届くのは、やっぱり歌だろうな、って。でも、こっちの仕事は直接、ですから。まあその、どっちがどっち、ってこともないんでしょうけど」

　けれど、てへへ、と少し照れたような笑いを浮うかべるミーカの顔を見ていると、いじけた気持ちはどこかに消えていくような気がした。

「……って、なんかその、自分語りしちゃいましたね、すいません」

　少し顔を赤らめたミーカが、ぱたぱたと手で自分を扇あおいでいる。その仕草がかわいらしくて、思わず公こう平へいの頰ほおもほころんだ。

「いや、同どう僚りようのそういう話は聞いておきたいよ。ありがとう」

「え、同どう僚りよう……？」

「……あれ、なんかヘンかな……？」

「あ……いえ、私……そういう風に言われたことなくて、ちょっとびっくりしちゃいました。えへへ、でもいいですね、同どう僚りよう……ふふ」

「あはは、じゃ、同どう僚りようのミーカくん、働こうか……って、まずは相談者さんを待つ感じ？」

「基本はそうですね。異世界申しん告こくの期末でもない限りは混みませんけど……今日は相談予約一件。カイト・ロークさん。旅パー団テイ関係の給付金相談です、もうすぐいらっしゃると思いますよ」

「旅パー団テイ関係……あの失業保険みたいなやつか。よし……もう一回手引き、読んでおこう」

「ふふ、頼たのもしい。明日も一件、予約があります。こっちは……うーん……なんだろう、ちょっとはっきりしないんですよね、人づての予約で……」

「まぁ、役所の窓口に来てから、相談者さん自身、悩なやみが何かわかる、なんて珍めずらしいことじゃないさ。我々はそれに、体当たりでぶつかって行くのみ、です」










07　異世界転生は人を差別しない




　人を助ける制度の網あみがあれば、そこから必ず、こぼれ落ちる人がいる。

　三年間、生活保護ケースワーカーとして働いてきた公こう平へいの得た教訓だ。生活保護は上の網あみからこぼれ落ちてきた人々を救う、最後の網あみとなるべきだ、とはわかっていたけれど、現実はなかなかそうもいかない。次の日、また出勤した公こう平へいはぼんやり、そんなことを考えていた。

「うう……情けない……私は…………この年になって、行政のご厄やつ介かいになるなんて……」

　窓口の中、応接スペースに座り、身を縮こまらせて泣き続ける、少年。

「どうかそんなこと仰おつしやらないでください。困っている人がいるのに、それは自己責任だと言って助けない社会なんて、僕はいやですよ」

　なんとか彼の肩かたを叩たたきなだめようとするのだけれど、少年の涙なみだは止まらなかった。異世界区役所の中に彼がすすり泣く、身を切るような切ない音が満ちる。女の子といっても通用するような整った顔が涙なみだに濡ぬれる様は、見ている公こう平へいの胸に、非常に複雑な感情をもたらした。

　少年は〈赤銅位冒険者コツパー　鈴すず木き健けん作さく〉。転生民は転生の際に名付けられるか、自分で新たな名を名乗るかするのだが……鈴すず木きの場合は、それどころではなかった。

「うう……私は、私は自分が情けないです……本当に……」

　なにせ四十七歳にして、十五歳の少年冒ぼう険けん者の体に転生してしまったのだ。

　特に変わったところ一つない、大手自動車メーカーが納入先の九割の、部品会社のエンジニアだった鈴すず木きは、トラック転生を果たすと途と方ほうに暮れた。

　一いつ般ぱんに転生者は、零れい次じスキルと呼ばれる、このレベル・スキルベースの異世界にあっても非常に特異で、強力なスキルを得られる。鈴すず木きが手にしたのは技能強盗スキル・バーグラー。文字通り、叩たたき伏ふせた相手のスキルを強制的に、永続的に盗ぬすみ出だせる、とんでもないチートスキル。

　が、彼は争いごとが嫌きらいだった。

「小さな頃ころから、逃にげてばかりで……死んで、この世界に生まれ変わっても……自分を変えられなくて……」

　人に暴力を振ふるうのを、想像しただけでいやな気分になるという鈴すず木きは、零れい次じスキルを使うことはなかった。それどころか冒ぼう険けん者の日常である、魔ま物ものを倒たおして日ひ銭ぜにを稼かせぐ暮らしさえ、彼には無理だった。あからさまに普ふ通つうの動物ではないこの異世界の魔ま物ものさえ、彼にとっては決して徒いたずらに傷つけてはいけない存在に映ったのだ。そして彼には、転生モノ知識が皆かい無むだった。鈴すず木きはただの、四十七歳の、仕事とビートルズと缶かんビールを愛する、温おん厚こうな紳しん士しだったのだ。

　異世界の人間たちは、そんな世間知らずを放っておくようなお人ひと好よしばかりではない。本来は運良く、なのだろうがこの場合は運悪く、一見女の子かと見み間ま違ちがうような美少年に転生していたことも相まって、あっという間に借金から奴ど隷れいに落とされた。半ば精神が崩ほう壊かいして奴ど隷れい市で、子どもの頃ころに見たアニメのエンディングテーマを口ずさんでいたところ、別の転生者に助けられ保護され、彼経由でようやく、異世界区役所にたどり着けた、という経歴の持ち主だ。

「そんな……鈴すず木きさんみたいに優やさしい方、滅めつ多たにいらっしゃいませんよ」

　泣なき崩くずれる鈴すず木きの肩かたを、優やさしく叩たたいてやる公こう平へい。だが鈴すず木きはそれでさらに泣いてしまう。

「うう……吉よし田ださん……申し訳、申し訳ない……私がふがいないばかりに……」

　公こう平へいの胸にすがりつく鈴すず木き。まいったな、という顔をしながらも、肩かたを抱だいて受け止めてやる。ミーカは無言のまま、あらあらまあまあ、みたいな顔をして二人を見つめてきたので、公こう平へいはため息だけで答えた。けれど、彼をどうしたらいいのか、ということについてはもう目め処どがたっていたので、彼が落ち着くのを待って、一階に向かうのだった。

　公共事業ほど頼たよれるものは、あまりない。
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「ん～～～……いや、あと一人、雇やとえないことも、ないことは、ないんだが……」

　ぽりぽりと頭をかくキィハァル。彼は料理人であり、このタバーン・カンポ全体の経営を請うけ負おう雇やとわれ店長でもある。客の波が引けたのを見計らい、鈴すず木きの働き口がないかどうかを尋たずねてみたのだけれど、なんとも渋しぶい顔。

「人手は今、足りちゃってるんだ。ここに一人ねじ込む、ってのはまあ、できるよ。誰だれかを休ませればいい、が……そういうの、いいの？　いや、いいんならいいんだけどさ」

「……あ、なるほど……」

　事情がわかりすぎるほどわかった公こう平へいは、鈴すず木きにバレない程度にため息をついた。

　霞かすみヶが関せきで調べた資料によると、このタバーン・カンポは、言うなれば、官営の箱物だ。それにしては通常の商店のようにしっかり経営できているのが奇き跡せきだが、これは、異世界税が店てん舗ぽ運営に直接は使われていない、という点が大きいだろう。単純に考えれば逆だが……赤字を出そうが税金で補ほ塡てんされる、となれば、経営の質が落ちていくのは自明の理だ。キィハァルが危き惧ぐしているのは、福ふく祉しという目的のためにそうなるリスクをとってもいいのか、ということ。

「鈴すず木きさん、あんたチョウシは？」

　渋しぶい顔のままキィハァルが尋たずねると、鈴すず木きは慌あわてて懐ふところから一枚の紙を取り出す。異世界で一いつ般ぱん的に使われる、低級の魔ま物もの皮から作る、ざらざらとした低質の紙。だが、うっすらと青く光る文字が、なにやらただの紙ではないと告げている。

「こ、これ、ですよね」

「なんです？」

　公こう平へいが身を乗り出して紙をのぞき込むと、そこにはいかにも異世界な文字列が並んでいたけれど……公こう平へいにはさっぱりだった。





NAME:鈴すず木き健けん作さく　AGE:15 Lv.04

CODE:赤銅位冒険者コツパー

SKILL

0th:技能強盗スキル・バーグラー

1st:剣術ソード・フアイテイング7　体術アスレチツクス1






「こりゃまた……難なん儀ぎな……」

　キィハァルが厄やつ介かいそうに頭をかく。

「……どういうこと？」

　公こう平へいはこっそりミーカに尋たずねる。

「えーと、ですね……この世界のシステムについては勉強しました？」

「…………自分よりレベルが上の魔ま物ものを倒たおすと経験値が得られる。経験値が一定に達するとレベルアップ。レベルが一上がるごとに、二のＳＰがもらえて、それをスキルに振ふり分わけていくと、各種技能が熟達していく、だろう？　で、僕、日本の異世界公務員は零れい次じスキルの、社会保障ソーシヤル・セキユリテイのおかげで、一レベルごとに三、と」

　額に指をあて、すらすらと読み込んだ資料を暗唱してみせる公こう平へい。

「おー、さすがですね」

「一回読んだ法令は忘れないクチなんだ。で、あの紙はそのステータスを見られる、こっちの世界の履り歴れき書……名前は徴ちよう紙し、だっけ。徴ちよう紙しはどうだ、が、人のスキルとかレベルを尋たずねる、採用試験とかでもない限りかなり不ぶ躾しつけな質問で、買うと一枚十万円、金貨十枚ぐらい？」

「ですです。使い切りなら千円ぐらいからありますよ。で、鈴すず木きさんは今、ほぼ、剣けんを使って戦うスキルしかないわけです」

「だからって料理ができない、ってわけじゃ……ない、だろう……？」

「旦だん那な……こっちのスキルってのは、こういうことができちまうんでさ」

　キィハァルは掌てのひらをカウンターの上に差し出した。公こう平へいが見つめているとそこに、手品か魔ま法ほうか、白い粒つぶがもりもり、湧わいた。

「ちょいと、舐なめてみてくんな」

「………………しょっぱい」

「これがまたかなりいい塩なんでさぁ。あとは材料さえあれば、料理によりますが瞬しゆん間かんで作れたりもします。まぁそこまでは達マス人ターレベル、五十ぐらいにならんと無理なんですが」

「ははぁ……なるほど……」

「だからこの辺りの求人は、必要スキルレベルだけ書いてありますね。剣術ソード・フアイテイングは……まあ冒ぼう険けん者か、兵隊さんでもない限り、求められないスキルでして……」

　肩かたをすくめるミーカ。がっくりと肩かたを落とす鈴すず木き。

「……えーと、ちょっと待ってください。スキルがないと就職はできない。スキルを上げるにはレベルを上げる。レベルを上げるには魔ま物ものを倒たおす。魔ま物ものを倒たおすには……みなさん最初は、どうされてるんですか？」

「そこは色々ですな。大たい抵ていは冒ぼう険けん者に旅パー団テイ組んでくれるように頼たのみます。経験値を分けられる仕組みがあるんで。一回……金貨十枚が最底辺かね。あとは自分で魔道具ガジエツト買ってレベル上げるかですが……これは使えるヤツを買おうと思ったら、最低金貨百枚」

　キィハァルの言葉に、公こう平へいの顔が渋しぶくなった。

「え、それは……貧びん乏ぼうだとレベル上げはできない、ってことになりませんか……？」

「そういうわけでもないですよ、公こう平へいさん。包丁片手に狩かり場ばに特とつ攻こうして、運良くレベル上げに成功した人、っていう方は、結構いらっしゃいます」

　ミーカは平然とした顔だけれど、公こう平へいはあんぐりと口を開け、そして思った。

　間ま違ちがってる。絶対そんなのは、間ま違ちがってる。

　厳しい顔をして黙だまり込み、腕うで組ぐみで、しばらく何かを考え込んでいる様子。その顔にミーカも鈴すず木きもなにも言えなくなり、キィハァルは肩かたをすくめて厨ちゆう房ぼうの中に戻もどっていった。

「……どんな人でもレベル上げの機会は、平等であるべきだろう」

「それはまあ、そうでしょうけど……でも公こう平へいさん、この異世界はそうなってるんですよ」

「吉よし田ださん、すいません、私、私なんかのために……」

「いや鈴すず木きさん！　鈴すず木きさんは何一つ悪くないです！　ただ運が悪いだけじゃないですか！　それで諦あきらめていいわけがない！　絶対、絶対なんとかしてみせますから！」

　とはいえアイディアらしいアイディアは思いつかない。鈴すず木きが申しん請せいして受け取れる給付金なら何種類かは思いついたけれど……今彼に必要なのは、当座のお金より、今後の仕事、だ。

「せめて……魔道具ガジエツト？　それが自分で作れたらいいんだろうけど……難しい……？」

　一いち縷るの希望を込こめてミーカを見るけれど、帰ってくるのはため息。

「こっちの人も、意地悪で値付けしてるわけじゃないですからね……一番簡単で人気の、レベル十ぐらいまでの魔ま物ものなら一発で倒たおせる火の玉を発射できる魔道具ガジエツトだって……」

　いち、に、さん……とミーカが指を折る。

「ざっと数えただけで、ゼロから作るのには十ぐらいのスキルが関わってきます。その分の人件費……あと、材料費がお高いんですよぉ……魔道具ガジエツトを使う電池みたいな、魔ま石せきっていうのがあるんですけど、それが下手な宝石よりお値段がしますから」

　ミーカがそう言うと、突とつ如じよ。

「んふふ～、お話は全部、聞かせてもらいました～」

　公こう平へいたちが座っていたカウンター席の隣となり、一人の女性が腰こし掛かけて言った。思わずぎょっとして身構える公こう平へい。だがミーカは嬉うれしそうな声を上げる。

「……アビーさん！　いらしてたんですか!?」

　小走りで駆かけ寄よるミーカと、両手を合わせてきゃっきゃとはしゃぐ。

　ふわふわとした、明るい栗くり色いろの長い髪かみ。

　とろん、と垂れた目の端はしに二つ並ぶほくろが印象的で、笑うたびにそれが上下する。ともすれば軽けい薄はくな、にへら、とした笑いは、対たい峙じする者から警けい戒かい心をまるごとなくさせるような、そんな笑え顔がおだった。ゆったりとした、簡素な作りの薄紫色のローブに、百五十センチ程度の身を包みながらも、女性的な体の線が確かに見て取れる。なのに艶つやめいている、というよりは、優やさしく、穏おだやかな印象。

「初めまして、私、こういうものです。どうかアビーとお呼びください」

　す、と手で頭上の称タ札グをつかみ、公こう平へいに向けて差し出してみせる。これは異世界では正式な挨あい拶さつの作法だ。仕草は手慣れたもので、この異世界での経験を感じさせる。街中では強制的に表示される称タ札グは、この異世界において、身分証として通用する。名前の前にある称号コードは、さながら見える賞しよう罰ばつ。種類に応じて様々な賦ボー活ナスを、スキルや身体能力に得られる。称号コードを複数持っている場合、どれを表示するのかという点は本人に任されている。

「あ、こ、これは、わざわざ、ご丁てい寧ねいに……アビー、さん」

　公こう平へいもそれにならい、自分の称タ札グを差し出す。

　差し出された称タ札グには〈先端改革者イノベーター　アビゲイル・ラーソン〉と書かれていたが……。

　一いつ瞬しゆんののち、それは公こう平へいのよく見知った文字列に切きり替かわった。

〈米国異世界公務員　アビゲイル・ラーソン〉。

　公的称号オフイシヤル・コードと呼ばれる、異世界のシステム的に存在する称号コードにはすべて、ルビがふられている。一方、自分で好きに名乗れる、私的称号プライベート・コードと呼ばれるものにはルビがない。つまりこの女性は自分から、米国異世界公務員の称号コードを表示している、ということだ。

「ふふふ～、吉よし田ださん、お困りですか？」

「……に、日本語、お上手ですね、アビー、さん」

　他国の公務員、という存在と、どうやって話したらいいものか迷ってしまう公こう平へい。

「この大陸の公用語は日本語ですからね～、必死で勉強したんです」

　が、アビーのふにゃけた笑え顔がおを見ていると、この場でそんなしゃちほこばっているのは自分だけ、という気がして肩かたの力が抜ぬけてしまう。

「吉よし田ださん、魔道具ガジエツト開発を予定なさってるのでしたら～、私、お手伝いできるんじゃないかと思うんですけど、いかがでしょ～？」

　くりくりとした大きな目を輝かがやかせ、カウンターの上に身を乗り出して公こう平へいの顔をのぞき込む。

「えーと……えと、すいません、アビーさん、あの……こういうのは……いいんでしょうか？　僕はその……まだ新人でして……」

　公こう平へいがしどろもどろにそんなことを言うと、アビーは素すっ頓とん狂きような顔をして、ちらり、ミーカを見た。ミーカは、ええ、そういう人なんですごめんなさい、という顔。

「まあまあ……やっぱり、日本の方は、ちゃんとしてますねぇ……でも安心してください、ＺゾＯツＣクのモットーは国際協調、私たちは大いに助け合うべし……でも、それよりなにより……」

　少し、さみしそうな顔を浮うかべるアビー。

「……世界に十九人しかいない、同どう僚りようのお手伝いは、したいじゃないですか」

「……後々、アメリカ政府から何かを要求されたりしません？」

「あ、ひどい吉よし田ださん、私たちをなんだと思ってるんですかぁ」

「あ、いえ、あの、これが国家同士の正式な、その、なんていうか」

　慌あわてる公こう平へいを見て、アビーがさらに楽しそうな顔になる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。こちらのことはあちらには持ち込まない。基本的なルールです。私たちは、一人一人が全権大使のようなものですから、後で何を言われることもないと思いますよ」

　そうは言われても……と思ってミーカを見ると、無言のままうんうん、と頷うなずいている。鈴すず木きは口をぽかん、と開け放し、アビーに見とれている。やがて公こう平へいは覚かく悟ごを決めて言った。

「じゃあアビーさん……貸し借りはナシで行きましょう、後々、僕もなにか、アビーさんが抱かかえている案件を手伝わせてください」

　だが、公こう平へいの言葉を聞くとアビーは、意外そうな顔をした後、ころころ笑った。

「あはは～、元々そのつもりですから安心してください～」
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　ミーカによれば。

　アビーはアメリカの異世界公務員を、もう十年は勤めているというベテランで（年ねん齢れいは聞いても教えてくれないんですけど、とのこと）、音楽の話で打ち解け個人的な友達となり、たびたびタバーン・カンポを訪おとずれてくれるのだという。得意とするのは魔道具ガジエツト開発で、まさしく手を借りるのにうってつけの人物だ。けれど、他国の公務員と接する、ということで公こう平へいは、一つ間ま違ちがえれば僕が戦争の引き金となってしまうのでは……？　と怯おびえていた。アビーはただほわほわした顔で「国際協調ですよ～」と笑うだけ。

　……ま、なにかあったら、謝ろう。鈴すず木きさんの今後のためだし、雇こ用よう創出だし、怒おこられるにしても、一回コラって言われるぐらいで済むだろう、などと思ってはいたものの……。

「なんか、上う手まくいきすぎて逆に怖こわいんですが……」

　公こう平へいは酒場の一角にオープンした、新たな店を見て呟つぶやいた。

「ここでビジネスを始めるってなったら、こういうものですよ」

　と、ミーカは何の気なしに答える。

「テクノロジーは、人間が幸せになるためのものですからね～」

　と、朗ほがらかに言うのはアビー。

「はい、六属性セット、三セットで！」

「おーい、こっちは火球爆ばく杖じようを十本……いや、十二本頼たのむぜ」

「はい喜んでっ！」

「ちょっとご相談なんですが……合成属性杖じようの販はん売ばい予定はありませんか？」

「でしたら、現在開発中です！　来巡めぐりまでにはいいお知らせができるかと……！」

　タバーン・カンポ、一階。

　酒場の外、気の利きいたカフェならテラス席があるような場所にオープンした魔道具ガジエツト店は、二に畳じようほどのスペースしかないものの、大だい盛せい況きようの賑にぎわいを見せていた。雇やとわれ店長となった鈴すず木きは忙いそがしそうに接客をこなし、額に汗あせを滲にじませている。

　三人がアビーと共に開発したのは、廉れん価か版の魔ま法ほう杖じよう。異世界における基本六属性、地水火風光闇やみ、の魔ま法ほうスキルを発射できるもの。通常であれば金貨百枚はするはずのそれが……。

「はいっ、水流爆ばく杖じよう一本、金貨五枚です！」

「……これ、大だい丈じよう夫ぶですよね、こっちの文化を侵しん襲しゆうしてるとか、思われないですよね？」

　やや不安そうな顔の公こう平へい。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私たちはこの異世界で、福ふく祉し事業を立ち上げたんですから、文句つけてきたら、逆に文句を言ってやりましょう」

　アビーは平気な顔。

　三人とアビーは、魔ま法ほう杖じようを使い捨てとして設計することにより、コストダウンに成功したのだ。通常、スキルの足りない者が魔道具ガジエツトを作れば、魔ま石せきが暴走し爆ばく発はつを引き起こす。歴史書では魔ま石せき暴走により国土がすべて蒸発した国もあったそうだが……魔ま法ほう杖じようでは、手が吹ふき飛とぶ程度。とはいえ使用するたびにそんな危険がある道具など、誰だれも使いたがらない。

「私、あれ、ず～っと、もったいないな、と思ってたんですよ」

　しかし、ほほ笑えむアビーの発案で、これを攻こう撃げき力に転化したのだ。

　どういうことかと言えば、爆ばく発はつはするものの、それを、一回使えば必ず五秒後に爆ばく発はつする魔道具ガジエツト、として調節した。規模は大分違ちがうけれど、使い切りのピストルが、そのまま手しゆ榴りゆう弾だんになるような形。さらにこの形なら、高価な魔ま石せきも多量には必要ない。粉にした魔ま石せきを必要量、杖つえ本体に塗と布ふして済ませられる。まさしく、一石二鳥のアイディアだった。

　まずは鈴すず木きに、転生者のレベル上げを補助する、生活補助レベリング一時申しん請せい金を申しん請せいしてもらい、その金を使いレベル上げ。冒ぼう険けん者に倒たおされていく魔ま物ものには、なんとか目をつぶってもらう。そしてこれには公こう平へいも付き合い、二人して、魔道具ガジエツト関連の最低限のスキルを取る。そしてアビーの助けを借りつつ、魔道具ガジエツトの開発。

「まあ……それもそうですよね」

　公こう平へいは頷うなずき、新式の魔ま法ほう杖じよう、商品名、特攻自爆杖アサルト・スーサイド・スタツフ、略りやく称しよう、爆ばく杖じようを手に手に、嬉うれしそうな顔で帰って行く人たちの顔を眺ながめる。夕日に染まった彼らの顔は、一種言いがたい雰ふん囲い気きに満ちていた。公こう平へいがそれを名付けるなら……希望、ということになるだろうか。

　聞けばこの異世界では、レベル一でも与あたえられる仕事が、あるにはあるという。倉庫番と呼ばれる仕事がそれだ。

　異世界の人間にはすべて、蔵箱アイテム・ボツクス、と呼ばれる力が備わっている。棚たな一つ分程度の物品を、時間を止めたまま亜あ空くう間かんに収納できるその力は、スキルによって拡張も可能だ。

　この異世界の貧びん乏ぼう人にんは、契けい約やく魔ま法ほうによって、そのスペースを雇こ用よう主に差し出す。契けい約やく魔ま法ほうを面めん倒どうくさがる雇こ用よう主だと、ただ部屋に閉じ込めておくだけ、ということも多いといい、そのまま奴ど隷れいになるケースも珍めずらしくはない。

　そんなの、臓器売買みたいなものじゃないか。

　この話を聞いた公こう平へいは大層憤いきどおり、爆ばく杖じようの開発に専念したのだった。無知があるのはしょうがないし、貧ひん困こんがあるのも致いたし方ない。けれど、それを見てなにもしないでいる、というのは、公こう平へいにとってなによりも悪だ。

　アビーの助けを借りたとはいえ、この人たちの今後の生活を、自分が向上させられたんだ、と思うと、胸がじん、と痺しびれるような気持ちで一杯になる。これなら自分も、この異世界でなんとかうまく、仕事をしていけるだろう。そう思ったのだった。










10　怒おこられれば済む話、とはいえ実際に怒おこられるのはキツい




「君は自分が何をしたのか、わかっていますか？」

　霞かすみヶが関せき。日本ダイバーシティ推進機構会議室。

　一分の隙すきもないダークスーツの男が、浅く椅い子すに腰こし掛かけ、冷たい視線を公こう平へいに投げかけていた。冬ふゆ杜もりは横で神しん妙みような顔で座っている。公こう平へいは二人の前に立ち、ひたすら耐たえていた。

「ええと……事前に相談できなかったことは、大変申し訳なく思っています。感情にまかせて、突つっ走ぱしってしまいました、処分はいかようにも……」

「謝罪の言葉が聞きたい、と、言いましたか、私は」

　ダークスーツの男、公こう平へいの直属の上司、冬ふゆ杜もりの、さらに直属の上司、南な雲ぐも夏なつ彦ひこ。日本ダイバーシティ推進機構推進本部部長は、小さくため息をついた。黒い革かわ手て袋ぶくろをした手が神経質そうに、たん、たん、と机を叩たたく。公こう平へいは、社会人として報連相の軽視をしたこと自体は反省はするものの……心の奥底では、自分は「良いいこと」をしたのだから、これは一応、怒おこるポーズをされて、怒おこられるポーズをしていれば、後はうやむやになるヤツだろう、などと考えている。

「上役にしかるべき相談なく、独自の判断で、異世界における福ふく祉し事業を立ち上げました。それについては、自分の不徳の致いたすところであったと」

「なにか勘かん違ちがいをしているようですが、あなたのやったことは福ふく祉しではありません。自国民に向けて、より良い生活を提供するのが福ふく祉しです。あなたがやったのは単に、異世界でビジネスを始めただけ。それも、転生民と共同で。これがどれだけ公務員として不適切か、そして」

「部長、その辺で、どうか……私からも十分に、言い聞かせておきますので」

　冬ふゆ杜もりがとりなすけれど、南な雲ぐもは顔に無表情を貼はり付つけたまま。

「……詳くわしくはまた、報告書を上げてもらってからにしましょうか。冬ふゆ杜もりくん、君の監かん督とく責任でもあります。しっかりと指導してください」

　南な雲ぐもは立ち上がり、こつこつと革かわ靴ぐつの音を響ひびかせながら会議室を後にした。

「あの、僕……そんなにマズかったですか？」

「君はなんというか……案外、ちゃっかりしてるんだな」

　そんなにこたえていない公こう平へいに少し笑いながら、冬ふゆ杜もりは言った。

「アメリカの異世界公務員と関わってしまったのは……やはり、まずかったんですかね……？」

　だが公こう平へいがそう尋たずねると、冬ふゆ杜もりは難しそうな顔をする。

「マズい、ということは、ないんだがね……」

「異世界の出来事は、地球に持ち込まない。異世界公務員は全権大使のようなもの、と言ってましたけどあの人……」

「間ま違ちがいではない。間ま違ちがいではないが……さてまいったな……どう話せばいいのか……」

「なにか……機密、が……？　一年目のペーペーには話せないような……？」

　僕は一体全体、なにをやらかしたんだ……？

　プルルルッ。

　びくんっ！　と二人とも体を震ふるわせてしまうほどのタイミングで、会議室の内線電話が鳴った。公こう平へいを制して、冬ふゆ杜もりが電話に出る。

「はい会議室……はい、はい……はい……なるほど……そのように……はい、失礼します」

　電話を切った冬ふゆ杜もりは大きくため息をついて、それから顔をほころばせた。

「さて、吉よし田だ君」

「は、はい」

「懲ちよう罰ばつというわけではないが、君にやってもらうことがある。多量にある、といってもいい」

　とうとう僕も、始末書もちか……と、目の前が真っ暗になる公こう平へい。公務員の始末書、というのはおおむね、前科に等しい。だが冬ふゆ杜もりは、意地悪くほほ笑えむ。

「始末書……………………というわけではないぞ、念のため言っておくが」

「はい……はい？」

「あのなぁ、吉よし田だ君、我々は異世界の存在を百年近く、国民にひた隠かくしにしている秘密組織だ。いちいちこんなことで始末書は書かせないさ。なにをしでかそうが履り歴れき書には残らないから、安心したまえ。だからといって好き放題されても困るが」

「は、はぁ……でしたら、なにを……報告書、ですか？」

「そう、収支報告書だ。君は今後、鈴すず木き氏からの徴ちよう税ぜいも担当する。君自身が関わった事業から徴ちよう税ぜいする、納税される……これがどれだけ書類上面めん倒どうなことになるか……おまけに今回は、ラーソン女史まで関わっている。まさかとは思うが、彼女と金銭的なやりとりはないだろうな」

「な、ななな、ないです！」

「それならまあ、三分の二ぐらいに書類は減らせるか……君ね、仕事を作るのはいいけれど……仕事を増やすのは勘かん弁べんしてくれよ」

　冬ふゆ杜もりがそう言うと、公こう平へいの顔は真っ赤になった。

「今回の件、どれだけ何を買って、何に使って、どれだけ儲もうけたのか、確定申しん告こくするつもりでやってくれ。複式帳ちよう簿ぼでやれとは言わんが、会計課が見て納なつ得とくできるレベルでね。とりあえずちょくちょく進しん捗ちよくは見るから」

「そ、そこまでのレベルで、ですか？　原資は僕がレベル上げのときに拾った金ですけど……」

「君の勤務中に得たものはすべて、日本の財産だ。君はその国家の財産を使って、投資して、一定の成果を得た。どこぞの破は綻たん事業じゃあないんだ、失敗したからお金なくなりました、では済まされないぞ。書式はＰＣの中にひな形がある。可か及きゆう的てき速すみやかにかかってくれ」

「………えーと、いったん、家に持ち帰っても……」

　頭の中で冷静に仕事量を計算してみる。するとどう考えても、一日中書類作成に当てたとしても終わらない量だと気付いた公こう平へいは言うけれど……冬ふゆ杜もりは満面の笑えみを浮うかべて、言う。

「他人に漏もらしたらスパイと同じ扱あつかいになる機密情報を、家のパソコンで扱あつかいたい、と、君が言うなら、まあ反対はしないよ。できたら、研修終しゆう了りようの最終試験的なものに取りかかってもらう。そうしたら、今は話せないことも、色々話せるようになる。期待してるよ、吉よし田だ君」

「……で、でも、そんな量、定時までには……」

「知らなかったのか？　新しん宿じゆくより渋しぶ谷やより、日本で一番の不夜城はここ、霞かすみヶが関せきだぞ」










11　社会あるところに法あり（社会の有う無むは個人の見解です）




「ニホン……？　なんのことですか」

　森エ人ル族フの透すき通とおるような美しい顔が、いかにもきょとん、とした顔でそんなことを言うと、公こう平へいは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまってしまった。

「……ご存じ、ないですか」

　妙みように味が薄うすいお茶を啜すすりながら、公こう平へいは言う。

「そうですね……九く遊ゆう皇こう国こくにそんな地名があったかしら……？　いえ、それともなにか、世アー界テイ遺フア物クトか、神話級魔物ミシツクの名前、でしょうか……？　すいません、お力になれなくて」

　商人職団ギルド、ガァトナ本部、応接室。

　ようやく面会に成功した職団長ギルド・マスターの森エ人ル族フ、ミリーラ・ヴァースは、しかし、そんなことしか言わなかった。公こう平へいは力なく笑い、ミーカはともすれば暴れ出しそうになるのを抑おさえている。

　異世界納税は、転生民すべてに課せられる義務だ。

　うっかり支し払はらうのを忘れていた、払はらう義務があるなんて知らなかった、などという言い訳は通用しない。支し払はらわなければ支し払はらわなかった分だけ、きっちり支し払はらう必要があるし、役所側はそれを七年まで遡さかのぼって計算して請せい求きゆうできる。納税を怠おこたり、悪質であると見なされれば追つい徴ちよう金きんが課されるし、なにより、脱だつ税ぜいは刑けい事じ罰ばつ。これは異世界であっても同じだ。

　だが異世界には、国税局も警察庁も存在しない。

「たぶん……お生まれになったところでは、すごく馴な染じみがあると思うんですが」

「……そうですわね……私は西のマールス大陸、ハッシュルヴァールの森生まれですが……そこでも聞いた覚えはありませんね」

　そういうわけで、税金なんて払はらわない、と腹を決めた転生民は、皆みな一様にこんな態度になる。このミリーラに至っては、正面から面会を申し込むも門もん前ぜん払ばらい、道すがら突とつ撃げきすると通とおり魔まと〝勘かん違ちがい〟されて護衛に叩たたき伏ふせられ、自宅を訪問すれば毎回居留守、と、言葉を交かわすことさえできなかったのだ。

　ミリーラは転生してから七年。人の欲求や弱みを巧たくみに嗅かぎつけ、めきめきと商人として頭角を現し、今やガァトナ商人職団ギルドの長として君臨している。だが転生民登録もせず、もちろん、異世界納税も怠おこたっている。それが七年の期限に差さし掛かかったので、ここらで一つ、彼女に登録と納税を了りよう承しようさせること、という指令が冬ふゆ杜もりから公こう平へいに下された。どうやらこれが、研修終しゆう了りようの最終試験的なもの、らしいが……。

「……どうやら、あまり良いいお客様ではなかったようね……」

　彼女が手を挙げ、護衛を呼ぼうとしたその瞬しゆん間かん。

「僕もね、こんなことしたくないんですよ、吉よし沢ざわ萌もえ花かさん」

　彼女の動作が固まった。

「吉よし沢ざわ萌もえ花か、平成二十五年、二〇一三年転生、転生時年ねん齢れい二十七歳、勤務先は株式会社スエミツ自動車、東京本社、総務課一いつ般ぱん社員。勤務態度は優ゆう秀しゆう、恋こい人びとはなし、特筆すべき交友関係もなし……最終学歴は兵ひよう庫ご美術大学。大学在ざい籍せき中は漫まん画がサークル、貞てい淑しゆく乙女おとめ漫まん画が研けん究きゆう会かい、通つう称しようオトメ研で、二回生から会長を務める。研究会とは別に個人サークル、スケベのスはステキのス、通つう称しようススススを主しゆ催さいし、代表作のオリジナル成人向け漫まん画が、」

　ばんっ！　と、そこでミリーラが、机を叩たたいた。わなわなと肩かたをふるわせ、それまでの、いかにも森エ人ル族フらしい楚そ々そとした美び貌ぼうを歪ゆがめ、公こう平へいをにらみつけている。だが、それでも七年間、この異世界で商人として鍛きたえ上あげてきた根こん性じようは、突つき崩くずされない。

「いったい、なにを、仰おつしやってるんですか？　さっぱり、わかりませんね」

　だが、新卒から三年間、利用者からマスコミから精神的に物理的に、傷つけられてきた公こう平へいの役人根こん性じようも、揺ゆるがない。

「そうですか、ならこれはわかりますかね……王おう家けの仮か面めん」

　公こう平へいがその単語を言った瞬しゆん間かん、ミリーラが、しまった、という顔になった。

「……ついこの間、完結したんですけどね。読みたくないですか」

　ばんっ！　またもミリーラが机を叩たたいた。

「………………きたねーぞ役人……！」

　やがて顔を上げるとそこには、〈商人職団長ギルド・マスター　ミリーラ・ヴァース〉と称タ札グをつけた、眉び目もく秀しゆう麗れいな森エ人ル族フ、吉よし沢ざわ萌もえ花か三十四歳がいた。

「汚きたないのはどっちですか……脱だつ税ぜいは立派な犯罪ですよ」










12　どうして私たちは税金を払はらわないといけないのか？




　王家の仮面。

　少女小説家、押おし井いもちるのデビュー作であり、代表作であり、三十年以上連れん載さいしていた人気シリーズでもある。異世界の王家に転生した十四歳の少女が、元の世界に帰るという悲願を叶かなえるため孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしつつも、王子や王に徐じよ々じよに認められていき、やがては異世界の王家を巡めぐる、壮そう大だいな幻げん想そう叙じよ事じ詩しに巻き込まれていく……という、ある意味異世界転生ものの始祖のような作品。だがその連れん載さいもとうとう、昨月出版された第百二十七巻、最後の王にて完結を迎むかえた。

「…………ぶっちゃけ……どこまで、摑つかんでるの……？」

　ミリーラ、改め、吉よし沢ざわ萌もえ花かが不安そうな顔をして尋たずねる。

「あのね、吉よし沢ざわさん」

「質問に答えなさいよ！　どこまで摑つかんでるの！」

「全部、と言ってもいいと思いますよ。内調と公安に異世界関連の部署がありまして、こういう身上調査は、お手の物ですから」

「なっ……！　あ、あんたら……罪なき一いつ般ぱん市民の個人情報を勝手に収集して、あまつさえ買収やら脅きよう迫はくめいたことを国がやるなんて、許されるわけ!?」

　吉よし沢ざわが叫さけぶと、公こう平へいはすっとぼけて辺りを見回す。

「……誰だれが、許さないんです？」

　絶句する吉よし沢ざわ。心で呟つぶやく公こう平へい。

　……ジャーナリズムって大切なんだなぁ。

「大体ね、脱だつ税ぜいしておいて罪なき一いつ般ぱん市民は通りませんよ」

「……あーもー！　なんだってのよアンタたち！　せっかく職団長ギルド・マスターになって、これからこの大陸全部の流通を支配してがっぽがっぽしようと思ってたのに！」

「まあ、それはお好きにやっていただいてかまわないんですが……納税は、きちんとやってもらわなければ困りますよ、皆みな様さま、きちんと納めてらっしゃるんですから」

「みんながやってるからってなんで私もやんなきゃいけないのさ！　私はこっちに来て、こっちで生活してるんだから、国道も図書館も使ってませんしウチにはテレビもありませんー！　税金なんて払はらう理由がないですー！　お医者さんだって全部自費診しん療りようだし年金だって自分で積み立ててますー！」

　先ほどまでの森エ人ル族フらしい振ふる舞まいが噓うそだったかのように、子どものように駄だ々だをこねる。公こう平へいは呆あきれてため息。ミーカは少し面おも白しろそうな顔。

「税金は公共サービスの代金じゃないってことぐらい、十分ご存じでしょう……それからＮＨＫは税金と関係ないですよ、吉よし沢ざわさん」

「そっちの名前で呼ばないで！　私はミリーラ、森エ人ル族フの希望、ミリーラ・ヴァース！」

「失礼しました……ミリーラさん」

「はい私はミリーラなので吉よし沢ざわ萌もえ花かの分の税金は払はらいませんー！　べろべろばー！」

「……こちらも、強きよう硬こう手段はとりたくないんですよ、協力してもらえませんか」

「へー！　レベル百二十の職団長ギルド・マスターに強きよう硬こう手段!?　おっもしろーい！　ふん、オーメンの続きだって私は電書派だもん、続きがスマホで読めないならいらないもんねー！」

「……かしこまりました。では、請せい求きゆう先を変えさせていただきます」

「はい？　なーに、商人職団ギルドに代わりに請せい求きゆうするっての？　できるならやってみればいいじゃーん！　アンタが身元を明かせない以上、こっちの世界の衛兵に捕つかまって終わ」

「ええ、ですからご両親、吉よし沢ざわ明あか里り様と、吉よし沢ざわ幸さち夫お様に、萌もえ花か様が滞たい納のうしてらした税金の七年分、追つい徴ちよう金きんも含ふくめてきっちり、請せい求きゆうさせていただきます」

　吉よし沢ざわは口を開けっぱなしにして、公こう平へいを見つめた。

「そ、そんな、こと……」

「できますよ。異世界の存在を秘密裏りにできる政府が、それぐらいのことできなくてどうします？　口実はいくらでも作れます。幸い、ご両親はまだまだご健在で働いてらっしゃる。萌もえ花か様に払はらう意思なし、ということであれば致いたし方ありません。そうですね、たぶん……大学時代の確定申しん告こくが所得隠かくし目的の悪質なものだったので罰ばつ金きんと延えん滞たい金諸もろ々もろ、追つい徴ちよう金きんが課される、という口実になるでしょうか。証しよう拠ことして吉よし沢ざわ様の御著作をご両親にもご覧いただいて」

　吉よし沢ざわ萌もえ花かの顔が、徐じよ々じよに青ざめていく。

「滞たい納のう分に延えん滞たい金利と罰ばつ則そく金で……まあ五億はいかないでしょう。ご実家と、ご両親の年金も差さし押さえさせていただきまして……吉よし沢ざわ様のご実家のコレクションも競売にかければ……ご両親が天てん寿じゆを全うされるまでには、支し払はらい終えられる計算でしょうか」

　もちろん、通常は追つい徴ちよう課税が親族の類に及およぶようなことはない。その本人が日本では、死亡していると見なされる場合は特に、もちろん……通常は。

「……あ、あんたら……人間の心ってやつがないでしょう……」

「吉よし沢ざわさん……国とは、システムなんです。システムに心があるわけないでしょう。あってはいけない。総理大臣が相手でも、年収百二十六万円の市民が相手でも、私は同じ対応をしますよ。あらゆる国民に対して、同じ対応を。勤労、教育、納税は、義務なんです」

　無感情に公こう平へいは言う。だがその顔を見て、吉よし沢ざわはまたミリーラの表情を取とり戻もどす。

「ふーん……」

　冷たい、感情のない顔をするミリーラ。反射的に公こう平へいは、自分がやり過ぎたことを悟さとり、慌あわてて口を開き、なにかを言い繕つくろおうとするけれど……。

　遅おそかった。

「……心ないシステム相手なら、私も快くないがしろにできるわ。ご自じ慢まんの公安と内調に、異世界まで助けに来てもらえばぁ？　出張費は私が持ってあげてもいいよぉ？」

　吉よし沢ざわの零れい次じスキルは、深真実視デイープ・トウルース。相手の言葉が噓うそかどうか、サーモグラフィーじみてわかる。噓うそなら真っ赤、真実なら青。彼女はこの力を使い、商人職団ギルドの長にまで上のぼり詰つめた。

　今、ミリーラがスキルを起動させて視みる公こう平へいの体は、真っ青だった。彼はすべて、真実を言っている。真実……あるいは、心の底から、真実だと信しんじ込んでいる。

　なら会話の余地は、ない。

　ミリーラが右手を挙げると応接室の扉とびらが開く。武装した十数人が、部屋の中になだれ込んでくる。まったく無む駄だのない動きで公こう平へいとミーカを取り囲み、にやにやと笑っている。その中の一人、妙みように小こ柄がらで、兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶった者が小走りでミリーラに寄る。

「ミ、ミリーラ様ぁ……平和に、平和に済ませましょうよ……」

　完全武装の外見には、まるで合わないか細い、少女のような声。だがミリーラは、ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らし、冷たく言い放つ。

「もちろん、平和に済ませるに決まってるじゃない。ねえ？」

　部隊からは、まったく、違ちがえねえ、などと、下げ卑びた笑い声と共に返ってくる。

「そういうわけで、こいつら追い出しといて、平和的にね」

「了りよう解かい。消しときます？　……あー、平和的に」

「あー、好きにしていいよ、平和的にね」

「ミリーラ様ぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ニコ。私が見み込こんだあなただもの。すぐに慣れるわ」

　なにやら事情があるらしい二人はさておくとして、公こう平へいは心の中でため息をついた。ついてから、公務災害の申しん請せい書類について思いを馳はせた。










13　権力－暴力=無力→権力=無力+暴力




　翌日。

「公こう平へいさんのばかぁ……」

　半泣きのミーカは、ベッドに横たわる、包帯だらけの公こう平へいの汗あせを拭ぬぐってやった。

「……しかたないだろぉ、滞たい納のう者には容よう赦しやするなって、冬ふゆ杜もりさんが……」

　ミリーラの、商人職団ギルドお抱かかえ荒あら事ごと部隊に部屋を追い出され、ストレス解消の道具にされ、公こう平へいはおよそ全治三ヶ月程度の重傷を負っていた。荒あら事ごと部隊としてはどうやら殺してしまいたかったらしいが、最中に部隊の一人、ミリーラになにか懇こん願がんしていた人物が、これするとお金がもらえるんですか？　というと、別に殺しても殺さなくても給金は同じだ、と気付いて我に返り、公こう平へいに唾つばを吐はきかけて帰って行ったのだ。

　異世界では様々な傷や病気を治す、治癒術ヒーリングのスキルが発達している。が、それはあくまでも、自己治ち癒ゆ力を高め、傷の治りを早くする程度のもの。カンポの二階まで往おう診しんを願った治ヒ癒ー術ラ士ーによれば公こう平へいは、死んでいないのが奇き跡せきの重傷だという。今でこそ会話できる程度にまで回復はしているが、まだまだベッドから一歩も動けない状態。異世界の治癒術ヒーリング頼たのみの治ち療りようを続けるよりは、地球の病院に行くべきだとミーカは主張したけれど……公こう平へいが思い出した異世界転移の手引きの中には、厳重注意事じ項こうとして「転移時に発熱などがある場合は直ちに使用をやめ、上司に申し出た後、可か及きゆう的てき速すみやかに医師の治ち療りようを受けること」などとあったので、念のためこちらで体を休めてからにすることにした。

「じゃなくて……私を庇かばわなくても、よかったでしょう……!?　子こども扱あつかいして……！」

「……嘱しよく託たく職員が、正規職員と、一いつ緒しよに公務災害です、とかなったら、面めん倒どうくさくて爆ばく発はつしちゃうよ……大体、治ヒ癒ー術ラ士ーさんは、診しん断だん書、出してくれるのか……？」

　部隊はミーカをも容よう赦しやなく襲おそおうとしたのだけれど、公こう平へいは彼らの足にすがりつき、それだけは防いだ。もっとも少女を庇かばおうとする公こう平へいが面おも白しろかったのか、代わりにお前を四倍痛めつけさせろよ、という申し出を快かい諾だくしてしまったので、公こう平へいの怪け我がはさらに重くなったのだけれど。ちなみにそれを申し出た男はその返事を聞くと喜色満面に〈用心棒センセイ〉という称号コードから〈拷トー問チヤ者ラー〉という称号コードに付つけ替かえた。荒あら事ごと部隊は情報収集も担当しているのだ。

「どういう理由ですかもう……！」

「あぶっ……」

　むにっ、と公こう平へいの唇くちびるをつまむミーカ。守られて嬉うれしいのが半分、お前は半人前だと言われて悔くやしいような気分が半分の、複雑な気持ち。

「旦だん那な……お加減はいかがで……？」

　果物を皿に盛ったキィハァルが部屋に顔を覗のぞかせる。

「お見み舞まい客がもう一人、来てましてね……ほら」

　そう言うと、ひょい、と脇わきに一歩どいてみせる。

　キィハァルの背後には、一人の少女が立っていた。いや、ひょっとすると少女という言葉さえ当てはまらないほど幼い娘むすめ。丸みを帯びた可か愛わいらしい顔を沈ちん痛つうな表情に曇くもらせ、ベッドの公こう平へいを見るとはっと息を吞のむ。

「あぅ…………あ、あの……ご、ごめん、なさい……」

「あれ……あなた……」

　ミーカが目を丸くする。ミリーラに、平和に済ませようと懇こん願がんしていた荒あら事ごと部隊の一人だ。兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶっていてわからなかったけれど、どうやら本当に少女だったらしい。

　少女、〈傭兵マーセナリー　ニコ・サイオン〉が涙なみだを流しながらそう言うと、背中に突とつ然ぜん、羽根が現れた。翼つばさを一つはためかせると次の瞬しゆん間かんにはもう、公こう平へいの枕まくら元もとに立っている。忽こつ然ぜんと消えたようにしか見えないほどの速度だった。

「ほ……本当に……ごめん、なさい……」

「え、あ、いや……」

　ニコは泣なき崩くずれ、公こう平へいの上に屈かがみ込んだ。優やさしく彼の頭を抱かかえると、ゆっくり目をつぶり、顔を押しつける。涙なみだはニコの頰ほおを伝い、公こう平へいに落ちると、不思議な白い光で彼を包んだ。










14　異世界創世神話




　むかしむかし。

　戦乱が過ぎ去り、まだ白はく煙えん立ちこめる大地を見て、百の神々は大層お嘆なげきになられた。

　木々は枯かれ、海は干ひ上あがり、山は千々に砕くだけ、空は割れている。

　だから百の神々は、それぞれに自分の似姿を地上に使わし、産み、増え、作り、世界の傷を癒いやせ、と、似姿たちに使命をお与あたえになった。

　だが大地に使わされた似姿たちの中で一人だけ、その使命に逆らうモノがいた。

　鳥人族バード・ヘツズの祖、リラ・ルーシウ。リラはただ、他の種族の祖たちがせっせと大地の復興に励はげんでいる間、壊こわれた大地を見ながら飛び続けるだけだった。神は、なぜお前は与あたえられた仕事に忠実ではないのか、と問いただす。するとリラは答えた。

「この世界が壊こわれていると、どうしてそうお思いになるのです？　私は今のこの世界を、ただ、美しいと思うのです」

　いたく気分を害した神はこう言った。

「災わざわいなるかな傲ごう慢まんなる翼つばさ。なれば汝なんじの悲しみは喜びとされるべきである」

　と、このこと以来、鳥人族バード・ヘツズの涙なみだにはあらゆる傷を癒いやす力が与あたえられた。これを知った他の種族の祖たちはリラを追いかけ回すようになり、時折は捕つかまえ、大いに折せつ檻かんして涙なみだを得、瓶びんに詰つめて重宝していた。が、やがてリラは追いかけ回される内、より良いい飛行の技わざと、身を隠かくす術を身につけるに至った。

　一いつ般ぱん的な獣人族ビースト・ヘツズは、見かけは完全な獣けものとなる獣じゆう形態と、人と獣けものの間である人じん獣じゆう形態の二形態を持ち、自在にそれを行き来できる。鳥人族バード・ヘツズもそうなのだが、彼らに獣じゆう形態はなく、背と頭に翼つばさを持つ人鳥形態と、完全に人間族ミツド・ヘツズにしか見えない人形態の二つを持つ。

　かくて現代に至るまで鳥人族バード・ヘツズは、異世界基準でも超ちよう常じようの癒いやしの力を涙なみだに秘め、その力を奪うばわれぬよう、人里離はなれたところにひっそりと暮らす種族なのである。










15　児童でなければ児童労働はできない




「…………ふへー」

　ぽりぽりと頰ほおをかきながら、鳥人族バード・ヘツズの神話と、その涙なみだの効能を聞き、感心のため息を漏もらす公こう平へい。そうしながらも、自分で自分の包帯やガーゼを外していく。そして元通り、どころか、少々肌はだがきれいになっているような気さえする自分の体を見て目を丸くする。

「ボク、ボクは……あの、巣に籠こもってるだけじゃ、嫌いやで……それで、飛び出してきたんですけど……街で暮らして行くにはお金がなくて……そしたら、ミリーラ様に拾われて……」

　椅い子すに座り、訥とつ々とつと身の上を話してくれるニコ。

　ミリーラは人形態のニコに話しかけるとすぐ鳥人族バード・ヘツズであると見み抜ぬき、商人職団ギルドの荒あら事ごと部隊にスカウトしたのだという。一いつ般ぱんに鳥人族バード・ヘツズは運動能力、戦せん闘とう能力において、異世界の種族中、トップクラスの力を持っている。

「あの女……児童労働にまで手を染めてやがったのか……」

「いや公こう平へいさん……えーと……ニコちゃん、今、いくつ？」

「今年で二十巡めぐり、ええと、街の歴に直すと、十歳……？」

　ぱたぱた、と背中の羽根と、頭の横に少し突つき出でている風切り羽根が揺ゆれる。美しい、茶と焦こげ茶ちや、それから純白の、縞しま模様。

「公こう平へいさん、鳥人族バード・ヘツズさんは、十歳で一人前、成人と見なされます。結けつ婚こんも労働もそれぐらいから始める種族なんです。だからその……児童労働、とかでは……」

「うん、そうだよ。父さんたちが母さんたちと巣を作ったのも、二十巡めぐり、十歳のとき」

「…………獣人族ビースト・ヘツズさんたちは、わりと、複ふく婚こんが当たり前のところが多いんです、変な顔しないでください、失礼ですよ」

「……でも……それで、どうして、僕を、わざわざ治しに来てくれたんだい？」

「それは…………あの、ボク、シゴトって、こんなものだとは、知らなくて……」

　ニコはぷるぷる、小さな肩かたを震ふるわせる。

　大体の鳥人族バード・ヘツズは部族共同体の中、狩しゆ猟りよう採集をして一生を過ごす。それ故ゆえ、貨か幣へい経済については疎うとい。況いわんや、仕事、ということについても。

　ミリーラに見み込こまれて嬉うれしくなったニコは、荒あら事ごと部隊の仕事を喜んでこなそうとしたが……無理だった。ニコが想像していたのは、荷物を運んだり、モノを売ったりするものだったのに……実際に与あたえられたのは剣けんを握にぎって人を脅おどし、ときに立てなくなるまで蹴けりつけ、悲鳴が枯かれるまで拷ごう問もんする仕事。一日勤めただけで、ストレスで羽根が抜ぬけ落おちるほどだった。突とつ発ぱつ的に悪事を働くのは誰だれにでもできるが、それを仕事、日常にするのは適性と訓練が必要なのだ。

「ボク…………ボクは……普ふ通つうの人みたいに、普ふ通つうに、シゴト、したいのに……人を傷つけたり、脅おどしたり……公こう平へいのときは、あの人たち、殺す気だった……！」

　溢あふれる涙なみだを、拭ぬぐいもしないニコ。幼いニコがそんな顔をしていると、どうにも我が慢まんできなくなって、公こう平へいは彼女を抱だきしめた。

「ううう……ごめん、ごめんなさい……酷ひどいコトして、ごめんなさい……」

　胸の中で泣き続けるニコを見て、それからミーカに目をやる。彼女は少し目を潤うるませて、口に手を当てている。公こう平へいの視線に気付くと涙なみだを拭ぬぐい、真っ向から視線を絡からみ合わせる。

「公こう平へいさん、もし子どもを働かせるわけにはいかない、とか言ったら私、暴れますからね」

　ミーカにはもうだいぶ、彼の言いそうなことは、予想がついていた。

「ちょ……ちょっと待ってくれよ……でも、十歳の児童にできる援えん助じよなんて……」

　さすがの公こう平へいでも、児童絡がらみの案件は専門外だ。仕事の中で対処したことはあるけれど、それはあくまで付ふ随ずい的なもので、専門の部署や人員に繫つなぐまでの相手をした、程度の経験。こと役所において子ども、児童は、専門家の専門分野の中にいる特とく殊しゆな存在なのだ。

「だから児童じゃないんですってば……ウチでいくらでも援えん助じよ、職も斡あつ旋せんできますよ」

「斡あつ旋せん、って……仮にも役所が、児童労働の斡あつ旋せんなんてできないって！」

　この異世界でニコは子ども、児童ではないのだ、と聞かされ、そう思い込もうとしても……染しみついた習性というものは、なかなか消えない。

「私、十七歳の児童なんですけど？」

「それは、まあ……青色申しん告こくしてた、高額納税者は児童ではないとしても……いいような……」

「…………まあ、それは……」

「それに君は嘱しよく託たく職員であって、職を斡あつ旋せんしたわけではないと……言えるような……」

「思い切り直接雇こ用ようしてるじゃないですか！」

「しょ、しょうがないだろ……ぜ、前任者のやったことですから」

「な……！　こ、このお役人！　じゃあニコちゃんを嘱しよく託たく職員にしたっていいですね！」

「だ、だめだって！　職のない人は自立して働いてもらうべきであって、行政はその手助けをするだけだよ！　役所しか行く場所がない、なんてのは本来、あっちゃいけないだろう！」

「そんな正論は私だってわかってますよ。でも、でもじゃあ、こんなに困ってる人を助けなくても、いいんですか、国は……？」

　そう言われると、どうしたものやら、ほとほと困ってしまって天てん井じようを見上げる公こう平へい。胸の中のニコはようやく泣なき止やんだものの、まだひっく、ひっくとしゃくり上げている。

　ニコがもし十歳でなければ、勧すすめられる仕事はまだ少し異世界には疎うとい公こう平へいにでも、何個も思いついたけれど……。

　泣いてしまいそうなほど、胸の中の少女は、小さい。

「あー……サイオンさん、まだミリーラさんのところで、働くつもり、なのかな？」

「……もう、もう嫌いやだ……」

　その言葉を聞くと、公こう平へいは大きく息をついた。

　…………元服の年ねん齢れいは、十五歳だったんだ。

　と、いうような屁へ理り屈くつを心で強く思う。

「……よし」

　公こう平へいがニコの肩かたを、両手でしっかりと摑つかむ。

「サイオンさん、良かったら、僕と一いつ緒しよに働かないか？　人を傷つけることはしない、みんなの役に立つ仕事だ。色々秘密は守ってもら」

「……や……！　……やる！　やらせてください、ボク、ボク、精せい一いつ杯ぱい働きます！　吉よし田だ様の言いつけをきちんと守って、しっかり！」

「公こう平へいさん……！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　ニコちゃんを嘱しよく託たく職員にするってことですよね？」

「……始末書一枚二枚で子どもが救えるなら……安いモノでは、ないだろうか。マスコミに追及されることもない……と、思うし……」

　ルールを曲げてしまった、と天てん井じように向かって深い息をついてしまう公こう平へい。けれどそのルールを、一体なんのために守るのか、と思ってベッドから降り、腰こしを折り、ニコの目をしっかりと正面から見み据すえて言った。

「…………ニコ。様、なんてつけなくていいんだ」

「で、でも……ミリーラ様は、雇やとい主ぬしには、様をつけるものだ、雇やとう方と雇やとわれる方じゃ、雇やとわれる方は弱いからって……ボクも、そうだなって……」

「それは……違ちがう。世の中の誰だれも、誰だれかに様をつけて呼べ、なんて、強制はできないんだ」

「で、でもそうしないと、お給料、もらえないって」

「お給料は、君が雇やとい主ぬしと対等だっていう証あかしだよ。もし君が本当に弱かったら、ミリーラさんはお給料だって払はらわなかったはずだろ。それに僕は君を雇やとうんじゃない、一いつ緒しよに働くだけさ」

「…………じゃ、じゃあ……なんて……なんて呼べば……？」

「それは、君が自由に決めることだよ。まあ、変なあだ名をつけるのはやめて欲しいけど」

　そう言われると、ニコは俯うつむいた。

「…………自由って、なんですか……？」

　ニコの瞳ひとみが、また潤うるんでいく。

「街には、巣の中にはない自由があるって、お姉ちゃんが言ってました。普ふ通つうの人たちは、それを胸いっぱいに吸ってるから、飛べなくても平気なんだって。でも…………街に来てみたら……お金がないと、なにもできません……」

「……そりゃ、そうさ。自由ってのは、九割お金のことだからね」

「きゅ、九割……？　お金を稼かせげば自由に、なれるんですか？」

「少なくとも、お金がない状態よりは。後の一割は自分で信じることかな」

「……信じる？」

「どこでも行ける。なんでもやれる。自分の行く先を決めるのは自分だ、って。自由なんて、それぐらいのことだよ。僕らは飛べないから、代わりにそういうのを信じてるんだ」

　公こう平へいの言葉を聞いて、ニコはしばらく俯うつむき黙だまり込んでいた。だがやがて顔を上げ、正面から彼の顔を見つめ、言った。

「…………ボク……公こう平へいみたいになりたい……！」
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16　Rings




「公こう平へいさん、ちゃんと選ばないと死ぬまで言われますよ」

「そういうもんでもないだろうに」

「そういうもんなんです」

「……そうなの？」

「そうです」

　ミーカの耳打ちに、公こう平へいは諦あきらめのため息。ショーウィンドウにべたりと張り付いているニコの横に進み出た。

「ね、ね、どれがいいかな！」

「そうだな……あの白いのなんて、いいんじゃないかな。シンプルで君によく似合うと思う」

「やっぱり!?　ボクもそー思ってた！　店員さーん！」

　公こう平へいはもう一度、ニコにばれないようにため息をついた。

　もしニコが成人なら、当座の資金を援えん助じよし、後は職を紹しよう介かい、斡あつ旋せんはするが、基本は自助努力、として放っておくところだ。けれどやはり、どうしても、公こう平へいにとってニコは、保護すべき子どもだった。結果、公こう平へい自身のポリシーや、日本の役所の職務規程的なところから外れたことだとはいえ、彼女を嘱しよく託たく職員として雇こ用ようし、給きゆう与よを出すことにしてしまった。

　とはいえ、現状ニコに与あたえられるような仕事はあまりない。ミーカ一人で十分、手は足りている。期末は忙いそがしい、というけれどそれはまだまだ先のこと。

　するとこのままでは自分は、外部業者に税金を無む為いに垂れ流す腐ふ敗はい役人になってしまう、キックバックを疑われてしまう、と怯おびえた公こう平へいはニコに、嘱しよく託たく職員であると同時に、冒ぼう険けん者になることを提案した。肉体的には大人と遜そん色しよくないどころか、並の人間よりはるかに優すぐれた鳥人族バード・ヘツズほど、冒ぼう険けん者に適した種族も少ない。ニコは喜んでそれを受け入れ、すっかり気分が晴れたのか、泣きわめいていたのが噓うそだったかのように、すがすがしい顔をしている。

　公こう平へいはこっそりため息をつきながら、書類的な言い訳を考えてみる。異世界公務にあたって冒ぼう険けん者業界の情報は必ひつ須すであり、嘱しよく託たく職員として冒ぼう険けん者を雇こ用ようすることは畢ひつ竟きよう、利用者へのサービス向上に繫つながる……と色々頭をひねってみると少し、自信が湧わいてきた。

「……冒ぼう険けん者としての活動は異世界公務員には実際、必ひつ須すですから、結構いいアイディアだと思いますよ」

　ミーカはニコをほほえんで見守りながら言った。ニコが冒ぼう険けん者になるにあたって、彼女を一人で冒ぼう険けんの旅に出すわけにもいかない。結果、三人で旅パー団テイを組む、ということになったのだ。

「僕がやる冒ぼう険けんなんて……書類の押おう印いんがちょっとかすれてるのを、まあ大だい丈じよう夫ぶかな、って放置するぐらいだよ」

「あはは、それは大冒ぼう険けんだ。でも、結局この異世界、強さがものを言いますし、そうなったらやっぱり、冒ぼう険けん者の領域ですから」

「でも……ニコが一人で冒ぼう険けんに出かけようとしたら、僕は止めるよ」

「それは私も止めますよ。だって私たち、旅パー団テイなんですから、冒ぼう険けんには三人揃そろって行かないと」

　ミーカがそう言うと、公こう平へいは大きくため息をついた。

「……くそ、理り屈くつのこねあいで公務員に勝つなんて、一体全体なんなんだ君は……」

「あはは、ほらほら、公こう平へいさんも観念して指輪見ましょ。今日が私たちの旅パー団テイ、結成の日なんですから」

「……旅パー団テイの結成……どこかに申しん請せいしなくても大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　冒ぼう険けん者は通常、四人から八人の集団で旅パー団テイ、となり、よっぽどのことがない限り、常に旅パー団テイで行動する。特に申しん請せいはいらないが必ひつ須すとされるのが、三人が今買いに来ているこの指輪だ。同どう胞ほう団だんの指ゆび輪わ、と呼ばれるそれは、同じ指輪をはめたものと経験値を山分けできる特とく殊しゆなスキルが込こめられている。

「サイズはどうかな……ボクの、ありますか？」

　不安そうに商品を出してもらったニコは、しかし、店員から商品の説明を聞いて目を輝かがやかせる。同どう胞ほう団の指輪はある程度、着用者に合わせて伸しん縮しゆく自在の特とく殊しゆな素材でできている。

「ふわぁ……」

　光ひかり輝かがやく、というほどではなかったけれど、神秘的な光をわずかに放つ指輪を見て、ニコが目を輝かがやかせる。その無む邪じや気きな顔を見ていると、公こう平へいも少し、それまで頭を悩なやませていた出来事をつかの間忘れ、ほっと息をついた。

「これ！　これにします！」

「……もっと選んでもいいけど、いいの？」

「うん！　後は公こう平へいに選んであげる！　ミーカのも！」

　それから小一時間、ニコは自分のものを決める数倍の時間をかけ、二人の指輪を選んだ。

　公こう平へいはシンプルな、ニコのものと対ついになるような、黒い指輪。ミーカは少し華はなやかな、青の指輪。宝石がはめこんであるわけでもなく、経験値の分ぶん割かつ以外には特とく殊しゆな効果のない指輪とはいえ、やはり魔道具ガジエツトではあるので一つ金貨十枚はする。

「……え、ボクはボクの買うよ？」

　三人分の指輪代は果たしてどんな勘かん定じよう科目になるのか、経費として認められるのか頭を悩なやませていた公こう平へいだけれど、当たり前のような顔をしてニコが言ったので少し困こん惑わくした。

「え、いいの？」

「だってミリーラのとこのお給料、まだ残ってるもん」

　なぜか急に唇くちびるをとがらせたニコに困こん惑わくしてしまう公こう平へい。ミーカはそんな二人をただ、ほほえましそうに眺ながめている。やがて満足がいったのか、公こう平へいに耳打ち。

「公こう平へいさん公こう平へいさん、冒ぼう険けん者は自分の指輪は自分で買うしきたりなんですよ」

「あ、そうなのか……ということは、はめあったりしなくていい……？」

「……あの、ちゃんとわかってます？　ここではニコは子どもじゃなくて……人、なんです」

「……明日から青は止まれ、赤は進めです、って言われても、慣れるのには時間がいるよ」

　やがて三人はそれぞれの指輪をつけ終えると、少し照れ笑いを浮うかべながら向き合った。

「じゃ、旅団長パーテイ・リーダーは公こう平へいね！　はいスピーチ！」

「え、そういうのがいる感じなの？」

「まあまあ、テープカットだと思って」

「旅パー団テイは同どう胞ほう、血盟、なんだよ、だからちゃんと、結成、しなきゃだめなの。スピーチしたら、全員で指輪をぶつけ合って、そしたら旅パー団テイの結成！」

　そう言われると妙みような顔になり、ぼりぼりと頭をかいてしまう公こう平へい。やはり団体の結成ならどこかに書類、届け出を提出する必要があるのでは……などとぼんやり思う。

「えー……じゃあ、まあ……その……」

　店員の女性が、なにかほほえましいものを見守る目なのがかなり恥はずかしい。店内にいる他の冒ぼう険けん者らしき人々も、なにやら温かい視線をこちらに向けている。

　どんな冒ぼう険けん者にも指輪をぶつけ合った瞬しゆん間かんがある、とは、異世界のことわざだ。彼らはきっと、自身のそれを思い出しているのだろう。公こう平へいは少し早口ながらも、二人の目を見つつ、覚えている誓ちかいの言葉らしきものを引用しつつ、言った。

「あー……僕ら三人は……生まれる日が違ちがい、育った場所も違ちがい、好すき嫌きらいも違ちがうけど……誰だれかが死にそうなときは、隣となりで戦って……誰だれかが戦うときは、その背中を守って、誰だれかに守られるなら、その代わりに戦って……よぼよぼになったら、年金もらいながら、昔話をしたりすることを、ここに、誓ちかいます」

　少し赤くなりながらも、かちん、かちん、と人差し指にはめた指輪をぶつけ合う。公こう平へいの言葉をきいたミーカは少し眉まゆを上げてはっと息をのんだけれど、やがて笑った。桃とう園えんの誓ちかいをベースに、歌の歌詞も混ざったのだろうけれど……死ぬときは一いつ緒しよに、とは言わないのが、なんとも公こう平へいらしい気がした。

「誓ちかいまーす！」

　ニコはうれしそうに、がちん、がちん、と強めに何度も。ミーカはそんな彼女の手を守るようにとって、かちり。公こう平へいにも、かちり。

「うん、誓ちかいます」

「よーし公こう平へい！　公こう平へいの目標は!?」

「へ、も、目標？」

「そうだよ、長リーダーは旅パー団テイの目的を決めなきゃだめなんだよ」

「じゃあ……あれだ……みんなが健康的で、文化的な、最高の生活を送れるように……とか」

「じゃあボクはそれを叶かなえて白ダイ宝ヤモ位ンドになる！」

　国家戦力と称しようされることもある、最高位の冒ぼう険けん者、白ダイ宝ヤモ位ンドは、新人冒ぼう険けん者なら一度は夢見る目標だ。周囲から温かな拍はく手しゆが沸わき起おこって、公こう平へいはなんだか、ますます赤くなって、逃にげるように店から出た。ミーカはそれを笑いながら追って、少し不満げなニコはタックルするように彼の足に飛びついて、もぞもぞと背中を這はい上り、肩かた車ぐるまの位置に納まった。三人の背中に、大変なのはこっからだぜ、とでも言いたげな視線と、心からの祝福が送られていた。










17　債さい権けんは天下の回りもの




　こうしてニコは公こう平へい、ミーカと共に働き始めることとなった。一応は冒ぼう険けん者、という身分だけれど、やっていることはまだ、公こう平へいの手伝い。聞けばミリーラのところは既すでに辞やめてきていたらしい。けれど問題は一つ、残っている。公こう平へいに課されていたのは、ミリーラが滞たい納のうしている税金の徴ちよう収しゆう。しかし彼女には、日本に対して納税しようという気が、かけらもない。しかし払はらわせられませんでした、と引き下がるわけにもいかない。

　だがそれは、意外な角度から解決したのだった。

「最初から、こっちに来てれば良かったのか……」

　呆ぼう然ぜんと、公こう平へいは呟つぶやいた。

「そう、ですね……」

　ミーカも立たち尽つくし、呟つぶやく。

「わーい自由ー！」

　広大な倉庫の中、人目がないことに気を良くしたニコが、翼つばさを出して飛び回っている。

「金は天下の回りもの、と言いますからねぇ……」

　ほほ笑えみながらアビー。

　ニコによると、ミリーラは、倉庫がぱんぱんになるほど魔ま石せきを仕入れていた、という。なんでも近いうちに大口の取引があって、そのために大陸中の魔ま石せきを買かい占しめたほどらしい。それを聞いた公こう平へいが、すがるような思いでその取引を調べてみると……なんと、相手はアビー。事情を彼女に説明してみると、快く「あら……でしたら、ウチがミリーラさんに支し払はらう予定のお金を、吉よし田ださんに収める、という形にしたら、まぁるく収まるんじゃないですか？」とのこと。そういうわけで、彼女の元に納入される予定の魔ま石せきのチェックに同行することにしたのだった。

「アビーさん、なんでそこまで日本語お上手なんですか……？」

「あはは～、マンガとラノベとＳＮＳのおかげですよ。言語の勉強には、口語でその言語に没ぼつ入にゆうできることが大事ですから」

　ミリーラの納税額を出すためには、彼女の資産を詳くわしく調べなければならない。公こう平へいの仕事としては、この膨ぼう大だいな量の魔ま石せきの勘かん定じようと、評価額を算定していく、というものが残っている。ここが地球なら、東京ドーム何個分、と形容するであろう広さの倉庫、みっしりに収められた魔ま石せきを。

「なるほど、にしても……これは大分、骨ですね……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、私も手伝いますから～」

　自身での検品、という意味合いもあるのだろうが、アビーは鼻歌交じりに箱を開け、中から魔ま石せきを取り出し、ためつすがめつして眺ながめていく。

「しかしアビーさん、こんな量の魔ま石せき……一体なにに使うんです？」

「うふふ……気になります？」

　冗じよう談だんめかして笑い、軽く公こう平へいの肩かたを撫なでるように叩たたく。

「……どーん！」

「わ、こら、ニコ！」

　と、そこで飛んできたニコが、いきなり公こう平へいの肩かたに乗った。きゃっきゃきゃっきゃと彼の肩かたの上、無む邪じや気きにじゃれている。アビーはそんなニコを、ほほえましそうに見ていたけれど、やがてこっそり、ニコから、少し睨にらむような視線が来たのを見て、あらあらまあまあ、と笑った。

「公こう平へい公こう平へい、縦が百列、横が八十二列」

　肩かた車ぐるまの位置に納まり、ぺしぺしと軽く公こう平へいの頭を叩たたき、上空から勘かん定じようした数を告げるニコ。

「中には十六個ですね。品質はざっと見た限り、どれも最上級……」

　ミーカもいつの間にか公こう平へいの元に戻もどってそう告げる。アビーのことを、にらまないまでも、なにか含ふくみのある笑い方をして、アビーはますます、あらあらまあまあ、と笑った。

「ええと……八千二百個かける十六……で……」

　何も気付いていない公こう平へいは難しい顔。

「十三万一千二百個、ですね。私の注文は十万個ですので、残りは予備分でしょう」

「……戦争だって起こせちゃいますよ、この量」

「あはは、異世界で戦争しても得がないですよ」

「じゃー、爆ばく弾だん！　おっきい爆ばく弾だん作るんでしょ！」

「う～ん、何かを壊こわす、という意味ではそうかしら？」

「なにか、答えられないこと、なんですか……？　でしたら……」

「いいえ、むしろ、吉よし田ださんには知っていただきたい、というか、協力していただきたい、というか……協力していただかないと、ちょっと、お支し払はらいが、難しいかな～……って……」

「…………はい？」

「えへへ、実はですね、ミリーラさんとのこの取引契けい約やくなんですけど……こっちにお金ができ次し第だい払はらう、的な内容に、なってまして……」

「はあ……って、よくあのミリーラさんがそれで取引に応じましたね」

「まあそれはその、身元を明かしたら、快く応じてくれまして……」

　公こう平へいは深く息をつく。ミリーラのことだ、アメリカ合衆国相手に取引をするなら、取りっぱぐれはないだろうし、もしあってもなにかの埋うめ合あわせで利益を出せると踏ふんだのだろう。

「しかし……当てはあるんですか？　収入の……」

「はい」

　アビーは胸を張る。

「魔ま石せきを使ってあるモノを作って売ろう、と、今、合衆国ステイツでプロジェクトが進んでいるんです」

「…………それが売れないと、お金が、ない？」

　えへへ、と笑うアビー。公こう平へいはため息をつきかけて、それから天てん井じようを見上げて、ミーカを見て、ニコの膝ひざを叩たたいて、頭をぺしぺし叩たたかれて……もう一度、大きなため息をついた。

「金は天下の回りもの、か……」

「回りものー！」

　ニコはけらけら笑い、倉庫をぐるぐると飛んだ。
















01　良いい文化、普ふ通つうの文化、悪い文化




「私、この異世界に来てからず～っと、奴ど隷れい制の改善に取り組んでるんです。それでちょ～っと、ＺゾＯツＣクの人と揉もめたりもするんですけど……」

　アビーに連れられて三人がやって来たのは、ガァトの街の中央通りに立つ、一軒の店。看板には大きく〈アビーの星の魔道具ガジエツト店〉の文字。

「これ、は……？」

　まるで車のショールームのような店内。異なっていたのは飾かざられているのが車ではなく、なにやら子ども程度のサイズがある、人形だということ。木目調のボディと扁へん平ぺいな頭が、妙みように愛らしい印象を醸かもし出だしている。

「家庭用機ゴー兵レム、商品名、ワーキング・フリーマン。ウォフちゃんって呼んであげてください。ほらウォフちゃん、ご挨あい拶さつ！」

　アビーが言うと小型人形は軽かろやかに動き出す。公こう平へいに向け、貴族じみたお辞じ儀ぎを一つ。

「数十の家庭で試験運用中ですけど、便利だー、ってすごい評判なんですよ」

　えっへん、とばかりに胸を張るアビー。目を輝かがやかせるニコ。

「すごいすごい！　触さわっていいですか!?」

「ええどーぞどーぞ。どーんって押しても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　愛らしく、力強く動くウォフを見ていると、一いつ瞬しゆんここが異世界であることを忘れ、最さい先せん端たんロボット研究所にいるような気分になってしまう公こう平へい。ニコはもう、興味が溢あふれて止まらない、という顔でぺたぺたとウォフに触ふれている。ミーカも少しは興味があるのか、へえ、という顔。

「理論はできてたんですけど、実用化がなかなか難しくて……おまけにＺゾＯツＣクの人たちもぶーぶー言ってくるものですから、本当に困ってたんですけど……ようやく、という感じなんです」

「ＺゾＯツＣクが……？　どうして？　機ゴー兵レムは、この異世界にあるもの……ですよね？」

　公こう平へいの調べによれば、軍用の機ゴー兵レムなら異世界各国のどこでも、一部隊は抱かかえているはずだ。それを家庭用に転用した、という話は聞かないけれど……。

「それはやっぱり……言ってみればこれは、文化の破は壊かいですから……」

　小さく、少し恥はじ入いるように、アビーは言う。けれどすぐ、まっすぐ、公こう平へいを見て続ける。

「でも、たとえ原則に、少し違い反はんすることになっても……私は、奴ど隷れい制を……見なかったことにはできないです。文化とも、呼びたくないです」

　その視線のまっすぐさは、公こう平へいには少し、まぶしかった。仕事の中で自分が意図的に麻ま痺ひさせてきた感覚を、彼女は意図的に、持ち続けている。そんなことさえ思ってしまった。

「でも……人は理念じゃ変わりませんからね。利便のためじゃないと」

　青あお臭くさいことを言ってしまったのが少し恥はずかしかったのか、ぽりぽりと頭をかきながら言うアビー。公こう平へいはなんとも居い心ごこ地ちの悪い思いがして、つられて頭をかいた。口を開けば現実を俯ふ瞰かんして冷れい笑しようする言葉しか出てこない気がして、黙だまっておく。

「おーいアビー、特注の十体上がった……お！　そいつらが例の!?」

　と、そこで店の奥、工こう房ぼう部分から、少し訛なまりのある陽気な声、英語が聞こえ、浅黒い肌はだをした、小太りの男が姿をあらわした。三人を見ると顔を輝かがやかせ、親しげに歩み寄って手を差し出し、流りゆう暢ちような日本語で言う。

「よおよお！　オレはメキシコの異世界公務員、エドゥアルド・ペーニャ・エルナンデス！　ラロでいいぜ！　お近づきの印に一体どうだい？　安くしとくよ！」

　握あく手しゆした手を勢いよくぶんぶんと振ふり、白い歯を見せて笑う。少々薄うす汚よごれてはいたものの、人好きのする笑え顔がおだった。

「は、初めまして……こ、これ、一体、おいくらなんですか？」

「市し販はんは金貨百枚の予定。ご同業のお仲間相手なら、六十枚あたりにまけとくよ！」

　ラロが頼たのもしそうにウォフの肩かたを叩たたく。叩たたかれたウォフは、任せておけ、とばかりに樽たるを器用に転がし、ひらり、その上に飛び乗ってバランスを取ってみせる。まるでサーカス、その姿を見たニコが、すごいすごーい！　と手を叩たたいて喜んでいる。

「ここいらの奴ど隷れいはだいたい金貨二十枚から二百枚。だがこいつはメシもベッドもトイレもいらねえ。搭とう載さい魔ま石せきで三ヶ月ぶっ続け超ちよう過か勤務も朝飯前、魔ま石せきがからっけつになっても一週間充じゆう塡てんしときゃまた働いてくれる。優すぐれもの、だろ？」

「うふふ～、魔道具ガジエツト関連スキルにＳＰを注つぎ込んできた甲か斐いがありました～」

「つまるところ……奴ど隷れい制を、地球の……なんでしょうね、馬車？　みたいに、時じ代だい遅おくれなものに、する、と？　この家庭用機ゴー兵レムが最初の大衆車……Ｔ型フォードみたいなもので……」

　公こう平へいが要約してみせると、彼女は顔を輝かがやかせた。

「その通り～！　吉よし田ださん、話がわかる～！　その通りなんですよ！」

「なるほど……あ、こらニコ！」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ、ニコちゃん、跨またがっちゃってください。バランス機構は地球のロボよりすごいですから。ふふ……地球でもスキルが使えたら、色々夢が広がるんですけど～」

　許可をもらって喜色満面、樽たるから降りていたウォフの肩かたに跨またがるニコ。ミーカは少し、うらやましそうだ。ウォフはびくりともしない。それどころか肩かたの上にニコを乗せたまま、ミーカの手をとり、ちょっとした踊おどりさえやってみせる。公こう平へいはそれを見ながら考える。

　公こう平へい自身はこの異世界に奴ど隷れい制があると知ったとき、あっさり受け入れられたわけではない。転生に失敗した人々の末路には、奴ど隷れいに身を落とし過か酷こくな労働を強しいられる、というパターンが非常に多い。その奴ど隷れい制を時じ代だい遅おくれにしようというアビーは、地球で言えば、高潔な理念の元で人道支し援えん事業に邁まい進しんしている、と言ってもいいほどなのだろうけれど……。

　公こう平へいには、どうも、なにかが危あやういように思えてならなかった。

　彼の経験からすると理念で動く人間というのは、福ふく祉しの現場において、あまり歓かん迎げいできる存在ではない。個人の理念や思想というものはそもそも、変わっていくものだからだ。仕事だから、決まりだから、と、ある程度、福ふく祉しの対象と距きよ離りをとって事務的にやれる人間の方が、結果的には長く福ふく祉しの仕事を続け、結局はより多くの人間を助けることになる。福ふく祉しに個人の理念はいらない、ということではないけれど、憲法と法律に基もとづいた方が効率的だろう、とは、公こう平へいが常々、思っていることだ。それが現実とうまくすりあわせられるかは、別として。

「……それで……あー……一台売って、利益はいかほどで……？」

「一台売れるごとに、金貨四百枚の赤字です」

　公こう平へいは一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがいかと思ってしまってアビーを見た。

「…………は？　四百……万円、の赤字？」

「だいたいそうですね。でも、この事業に関しては採算を目的としたものではないんです」

「本当に……奴ど隷れい制を廃はい止しするため、だけに？　一台四百万円の赤字を……えと、一台だいたい、四万ドルの赤字を……？　ちょ、ちょっと待ってください、何台売るつもりなんです？」

「…………も～！　大統領と同じこと言って～！」

　アビーは顔を真っ赤にして、手をぶんぶんと振ふり回まわした。

「私はこの家庭用機ゴー兵レムを、この異世界から奴ど隷れい制が過去の遺物になっちゃうまで、普ふ及きゆうさせようと思ってるんです！　何台とかはないです！　どこの世界……ここが異世界でも、生産性や採算を考えて福ふく祉しなんてやらないでしょう！」

　そう言われるともう、公こう平へいにはなにも言えなかった。

「あ、いや、その、申し訳ありません、いやその、ええと、ウチは、一人に職を斡あつ旋せんするのにもキュウキュウしてるものですから……その……スケールが違ちがい過ぎて……失礼しました……」

　うろたえる公こう平へいを見ると、不ふ機き嫌げんそうだったアビーは少し笑った。

「……ま～、アメリカ人の転生者ウチの人たちたちは、国に構われるのを嫌きらう人たちが多いですから、あんまり手がかからないんですよ。予算も余っちゃって、その消化もかねて、ですから」

「ってなこと言ってるけどね、こいつ、この件で大統領から直々に怒おこられたんだぜ、わざわざホワイトハウスに呼び出されて、金使いすぎだって！　だいたい先月まで魔ま石せきの入手先にだって困ってて、量産する目め処どもたってなかったんだぜ！」

「ちょ、ちょっとラロ！　国家機密の漏ろう洩えいですよ！」

　頰ほおを朱しゆに染めて手を振ふり上あげるアビー。ラロはけらけら笑い、一台のウォフの影かげに隠かくれる。

「ま、魔ま石せきはミリーラさんから買い付けの話はすんでるから、量産体制はもう整ってます！　ちゃんと事業として軌き道どうに乗ってきたところでしょ！」

「どうだかねぇ、あの姉ちゃん、後々何を要求してくるかわかったもんじゃないぜ？　あんたがアメリカの異世界公務員だって知らなきゃ話も聞いてくれなかったじゃないか。オレは知らないからな、支し払はらいを待ってやる代わりにヤクの原料を輸送しろとか言われても」

「……あ、相手はガァトナ商人職団ギルドの、長おさですよ？　無法なことはしない……はずですよ」

「どうかねえ……東の方で新しくできたカジノ、あの姉ちゃんの息がかかってるって噂うわさがある。で、そのカジノのあだ名が超ちよう特急奴ど隷れい製造所。はてさて、ねぇ？」

「…………だ、だから頑がん張ばってウォフを作って……」

「我々労働者はぁー！　資本家の横暴にぃー！　反対するものであるぅー！」

「ちゃ、ちゃんとお給料は払はらってるでしょ！」

「あのな、これから数千台、万台作ろうってのに従業員オレ一人って、姉さんよ、時代が時代ならオレはウォフに火ぃつけて上に乗って叫さけんでるぜ、ここいらの魔道具ガジエツト職人さんたちゃ保守的だから、職団ギルドふくめて家庭用機ゴー兵レムなんて、鼻で笑って相手にしないしな」

「そ、それは……ウォフが認められれば……向こうから、雇やとってくれ、手伝わせてくれって言ってきますよ、そ、それにこうして、ほら、手伝ってくれ……そうな……人を……」

　ふざけるラロと、うろたえるアビーの会話も、公こう平へいにはあまり耳に入ってこなかった。話のスケールの違ちがいに頭が痺しびれてしまってなにも考えられない。

「アビーさん……これが売れないとお金がないっていうのは、本当なんですか？」

「……え～、ま～、その～」

　もじもじと手をいじりながら、照れ笑いを浮うかべるアビー。

「この大陸の奴ど隷れい人口は二十万人超ちよう。奴ど隷れいを持っている世帯で考えると、十万超ちよう……顧こ客きやくの数的には……まあその……吉よし田ださん的には、悪い話では……」

　どんどん声が小さくなる。まるでテストの不出来さを𠮟しかられている子どもだ。

「わかりました……では、お手伝いさせてください」

　にこやかに笑ってそう言うと、アビーの顔が、ぱぁ、と純じゆん粋すいな喜びに輝かがやいた。

「これで計画倒だおれになって、ミリーラさんへの支し払はらい分もない、ということになりますと……僕としても、始末書ものですから」

　が、それは単純に金銭のしがらみから、とわかると、アビーの顔が、うへぇ、とばかりに苦々しくゆがんだ。子どものように表情がころころ変わる彼女を見て公こう平へいは、なんだか憎にくめない人だな、と思ってしまった。










02　国際交流における留意点




　霞かすみヶが関せきにて。

「で、どうでしょう？」

　公こう平へいは改めて冬ふゆ杜もりに尋たずねる。

「さて……さて、どうしたものか」

　珍めずらしくなにかを言いづらそうにする冬ふゆ杜もり。

「やはり……なにか問題が？」

　公こう平へいはアビーとのやりとりを報告書にまとめ、冬ふゆ杜もりに提出していた。

「そういうわけでもないんだが……」

　報告書に目線を落とし、なにやら顔を渋しぶくする冬ふゆ杜もり。

「……他国の異世界公務員と協業する、というのはやはり……まずかったでしょうか？」

　異世界の中で、普ふ通つうに日本語でコミュニケーションをとっていた、ということであまり意識はできなかったけれど……霞かすみヶが関せきに戻もどった公こう平へいが我に返って冷静に考えてみたところ、アビーは他国の官かん僚りようだ。現場の判断だけで協業体制をとっていると、後々面めん倒どうくさい問題に発展しそうな気がする。アビーが言うには問題ないそうだけれど、今回の件にあたって正式に上司、冬ふゆ杜もりから、問題ないとお墨すみ付つきをもらっておきたかったのだ。

「……なんだ、わかってるんじゃないか」

　冬ふゆ杜もりはどこか拍ひよう子し抜ぬけしたような顔。

「やめておいたほうがいいですか？　それとも……別部署のゴーサイン待ちとかに……？」

「…………そうだな、こうして報告書があれば、まあ表向きは問題ない。だが……」

　ふう、と大きく息をつく。その後、大きくのびをして、公こう平へいの目を見み据すえる。

「我々は日本国の官かん僚りようだ。よって最優先されるのは日本の国益である、と、それはわかるな」

　一段低いトーンに、公こう平へいの身が引ひき締しまる。上司がこういう原則的なことを口にする場合、たいてい、いいことは待っていない。

「……はい」

「だが同時に、異世界公務員同士は国際協調が基本姿勢だ。そして異世界でのもめ事を、地球に持ち込まない、これは異世界公務員の不文律となっている……要するに、だ」

　冬ふゆ杜もりはそこで少し力を抜ぬいて、肩かたをすくめた。

「異世界で争った異世界公務員の落とし前をつけるために、地球の国家間で帳ちよう尻じりを合わせた、ということは、我々異世界公務員が絶対に避さけなければならない事態だ」

「…………つまり……」

　公こう平へいは腕うでを組み、難しい顔になってしまう。

「先方に粗そ相そうのないように……？」

　だがひねり出せた言葉はそれだけで、なんとも自分が情けなくなる。だが一ヶ月前までは単なる地方公務員だった公こう平へいに、国際関係に留意して行動しろ、と言っても無理な要求だろう。冬ふゆ杜もりもそう思ったのか、少し笑って肩かたの力を抜ぬいた。

「ま、言ってしまえば、な。貸し借りを作らないように、とも言える。それに吉よし沢ざわの件でもわかっただろう……異世界はやはり異世界なんだ。地球でおとなしかった転生者だって、なにをしてくるかわかったものじゃない。それを念頭に入れて、な」

「はい、了りよう解かいです」

　公こう平へいは吉よし沢ざわの顔を思い出し、少しため息をついた。冬ふゆ杜もりはそんな彼を、昔を懐なつかしむような目つきで見ていた。










03　ネットがあっても、テレビは消えない（残念ながら？）




　その日から、相談者が来ないときはアビーの店に詰つめ、家庭用機ゴー兵レム制作を手伝うこととなった。アビーとラロは快く魔道具ガジエツト製作のコツについて、まだ異世界自体に不慣れな公こう平へいにあれこれ教えてくれている。実際そのコツを使って、鈴すず木きが販はん売ばいしている魔道具ガジエツト、爆ばく杖じようの小型化にも成功したほどだ。

　だが手伝えば手伝うほど、公こう平へいの目には、このプロジェクトの問題点が見えてくる。

「奴ど隷れいの代わりに機ゴー兵レムぅ？　……バカ言っちゃいけないよ、機ゴー兵レムに言葉がわかるもんか」

　アビーの店は、機ゴー兵レム開発の工こう房ぼう兼けん、彼女の開発した魔道具ガジエツトを販はん売ばいするショップでもある。いくつもの先進的な発明をした彼女には、熱心なファン、常連客がいる。今日はなにか新しいのがあるかな、と、ふらりと訪おとずれる客が途と絶だえることはない。が、その客たちはみな一様に、家庭用機ゴー兵レムを開発中だというと、先のような反応を示すのだ。

「あはは～、じゃあこの子になにか、命令してみてください、なんでも大だい丈じよう夫ぶですよ～」

　公こう平へいたち三人がラロと一いつ緒しよに工こう房ぼうで、機ゴー兵レムの組み立てにひたすらいそしんでいる時にも、アビーがそんな客に応対する声は聞こえてくる。店は巨きよ大だいな一室をカーテンで仕切り、工こう房ぼうと店を分けているだけなので、いやでも耳に入ってくるのだ。

「……はぁ、機ゴー兵レムに命令、ねぇ……」

　疑わしげな声。腕うで組ぐみをしていぶかしげな顔をしている客の顔が目に浮うかぶようだ。

「機ゴー兵レムってのは作られたときに命令された、単純なことしかできないのが当たり前なのさ」

　素材となる上質の木材に、丁てい寧ねいにヤスリをかけながら、小声でラロが教えてくれる。手伝いを始めてから一週間、すっかり彼とも仲良くなった。

「その命令だって、曖あい昧まいなヤツは駄だ目めなんだ。敵をやっつけろ、じゃ動かない。自分に一定以上の速度で向かってくる人型の対象は、手に持っている武器で攻こう撃げきして、動かなくなるのを確かく認にんしろ、ぐらいじゃないと」

「む～……じゃ、向かってくるのが人じゃないときは？」

　少し話が吞のみ込めないのか、ニコが難しそうな顔をして尋たずねる。機ゴー兵レムの組み立てはどうやらお気に召めしたようで、手は胴どう体たいパーツに魔ま石せきをはめ込む作業を続けている。

「上質なヤツなら動作停止、悪けりゃ魔ま石せき暴走で爆ばく発はつ、だな。色々扱あつかいが難しいんだ、機ゴー兵レムは。実際軍用の機ゴー兵レムだって用よう途とは三つ、自分で動いてくれる城じよう壁へき役、塹ざん壕ごうを掘ほってくれる人手役、兵ひよう糧ろうを運んでくれる馬役、ぐらいさ。だからこそ、まあ……」

「こりゃ驚おどろいた！　おい、今度はちょっと、こっちの樽たるを運んでみてくれ！」

　客の声がラロの言葉を遮さえぎり、彼はにやりと笑った。

「天才だっていうのは、本当なんですね……アビーさん……」

　公こう平へいは思わず呟つぶやく。

「ま、いくら天才だっていっても頭に血が上ると、こんな一文の得にもならないくそ福ふく祉し事業……っと、すまねえ、他意はねえんだ」

「あ、いえいえ、たしかに利益という面で考えれば、福ふく祉しとはそういうものですから」

　公こう平へいが気を悪くした様子を見せないことに、意外そうな顔をするラロ。だが少し肩かたをすくめると作業に戻もどる。

「でも、そんな天才の作った、今までの常識を覆くつがえすような商品でも……普ふ及きゆうさせるのは、難しいんですか？　バカ売れするんじゃないか、って、僕なんかは思っちゃいますけど」

　この一週間、ラロと共に作業を進めているけれど、彼はどうも、この事業の先行きについては、あまり楽観的な考えは持っていないようだった。彼はそもそもからして正規の公務員ではなく、メキシコ政府がたまたま転移の素質を発見した、料理人だったという。メキシコの異世界公務員として働く傍かたわら、報ほう酬しゆう次し第だいでこうして他の国の異世界公務員を手伝う、なんでも屋のようなことをやっているそうだ。

「たとえばだ……地球で言うと……考えただけ、あるいは……そうだな、視線を動かすだけで、タッチいらずで動かせるスマホってのがマジであったとしたら、売れるかね？」

「はぁ……どうかなミーカ」

「え、私ですか？」

「ごめん、僕はフィーチャーフォンなんだ」

「フィ……？　あ、ガラケー、ですか、って……な、なぜ……？」

「なぜって、まだ使えるから」

「……あ、はい……うーん、考えただけで動かせるスマホ……」

　公こう平へいのガラケーについてはひとまず深く考えないことにして、慎しん重ちように脚きやく部ぶのパーツを整えながら、ミーカは首をひねる。

「……五年後ぐらいに、早すぎた名機、とか特集されてそうですね……」

　それを聞くとラロは吹ふき出だした。

「その通り。人間ってのは、新しい概がい念ねんを受け入れるのには、かなり時間がかかるもんさ。異世界だってそりゃ変わらんよ。アメリカ人みたいにいいってわかれば手のひら返しで全部受け入れられるヤツってのは、結構珍めずらしいんだ」

「うーん、そうでしょうか……？　あ」

　ミーカはぴんと来ていないようだったけれど、公こう平へいを見て納なつ得とくした。ラロは笑って続ける。

「ウチの親おや父じも使ってるよ、北ほく欧おう製の骨こつ董とう品ケータイ。オレがスマホ買ってやったのに……ま、でも、勝手に掃そう除じしてくれる賢かしこいロボ掃そう除じ機を通つう販はんサイトで買える時代に、オレたちはまだガーガーうるせえ長くてデカいやつを、電器屋まで行って買ってる。そういうこったな」

「……がーがー！」

「そう、がーがー」

「がががーがーがー！」

　話の内容はあまりよくわかっていないのだろうけれど、参加したかったのか、手は組み立てに熱中しながらも、ニコがふざけて言った。残りの三人は思わず頰ほおを緩ゆるませた。

「じゃ、結構……長期を見み据すえたプロジェクトなんですか、これは」

　公こう平へいがそう尋たずねると、ラロはにやりと笑い、ぴ、と、壁かべに貼はってあるポスターを指さす。

「ま……さすがアメリカ野郎グリンゴだ、どれだけ福ふく祉しに入れ込んでても、大衆の心の揺ゆり動うごかし方、娯楽精神エンターテイメントってやつは忘れちゃいない。だからまあ……オレはそこまで、このプロジェクトが失敗するとは、思っちゃないよ。ぱっぱと片付けちまいたい、ってのは本音だがね」

　にやりと笑いながらも、組み立ての手は止まらない。

　壁かべに貼はられたポスターには、大きく「月例発明博覧会、参加者募ぼ集しゆう中ちゆう！」と記されている。これはガァトの街で月に一回行われる、魔道具ガジエツトの品評会だ。アビーは再来週に迫せまったこの博覧会に、ウォフをつれて参加する予定なのだ。

　博覧会で入賞した魔道具ガジエツトは王家のお墨すみ付つきとなり、一いち躍やく人気商品となる。魔道具ガジエツト職人たちにとっての晴れ舞ぶ台たいとなるこの月例発明博覧会には、ガァトナ全土、ときには世界中から発明家がやって来る。もっとも、永久に消えない明かり、海の底を抜ぬく栓せん抜ぬき、常に爆ばく発はつし続ける水すい筒とう、などなど、意味のわからない発明とそれを世紀の大発明だと言い張る変人も多く、観客の半分はそれを楽しみにしている。だが総合的に言えば、かなりの人気イベントであることは間ま違ちがいない。ある種、観光の目玉とも言えるものだ。

　資源に乏とぼしいガァトナ英えい雄ゆう王国は、こういったイベント、観光業で外貨を稼かせぐ国だ。そもそもこの国は、前王と一対一で闘たたかい、倒たおした者が王となる、というとんでもない政治形態の国。もちろんその闘たたかい、王戦と呼ばれるそれも、観客を入れる催さい事じとなっている。

　公こう平へいはポスターを見ながら、奴ど隷れい制について思いを馳はせた。それからポスターと、制作中のウォフを見比べた。

　……まあ、こけても……アメリカ相手なら取りっぱぐれは……ない、かな？

　などと頭の中で考えながらも、どこか、顔がほころんでしまっていた。自分が今作っている機ゴー兵レムの、その一台一台が、異世界の見事な町並みで時折目に入る、顔色の悪い奴ど隷れいたちを解放していく……そう考えると、なにか、誇ほこらしい気分にはどうしても、なってしまうのだった。










04　秘密




「……ミーカ……？」

　ある朝のこと、公こう平へいは出勤するなり妙みような声を出してしまった。二階に誰だれもいないのだ。いつものこの時刻なら、異世界区役所としての外見をミーカが整えているはずなのだけれど。

「公こう平へいーっ！　おは……よーっ！　……ん？」

　部屋に飛び込んで出勤してきたニコも、怪け訝げんそうな顔をする。彼女はすぐ近くの下宿に部屋を借り、寝ね泊とまりしている。公こう平へいは、カンポの三階に暮らすミーカと一いつ緒しよになるのを提案したのだけれど、この世界ではやはり、ニコは一人前の大人として扱あつかわれるのが常識だったし、彼女もそれを望んだので致いたし方なかった。せめてもの抵てい抗こうとして下宿の契けい約やくに立ち会って、家主と家の状じよう況きようを念入りに確かく認にんしたけれど。

「あれ、ミーカは？」

「それが、来てないんだけど……君、なにか知ってる？」

「うーうん。でも、珍めずらしいね、遅ち刻こくかな」

「かな。ま、じゃあ僕らだけで開けちゃうか」

　と、二人して仕事の準備に取りかかったはいいものの、いつまで待っても、ミーカはやってこなかった。相談者は一人、二人がぽつぽつと、旅パー団テイ関係の給付金受け取りや、異世界年金（あるのだ）の相談にやってきた程度で、やっかいそうな予約も入っていなかったから、仕事に困るということはなかったけれど……。

「ニコ、ちょっと……留守番頼たのめるかな？　ミーカの部屋、見てきてみるよ」

　なにやら悪い予感がした公こう平へいは、始業から小一時間もしない内、小さな同どう僚りようにそう声をかける。ニコもニコで、少し不安げな顔をしながらも、こくり、と頷うなずく。

「ま、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「あの、ね……なんかあの……」

　公こう平へいがドアに手をかけたところで、ニコが珍めずらしく、不安そうな声を出した。

「……なに？」

「えーと、気のせいかも……なんだけど……あの……昨日の、夜、ね……」

　夢かうつつかわからないけれど、昨日の夜、このタバーン・カンポからミーカの叫さけび声ごえが聞こえた気がする、という。鳥人族バード・ヘツズの感覚は鋭えい敏びんなことで有名だ。聞き間ま違ちがいではないだろう。

「……なんか、すごい、我が慢まんしてるみたいな……吠ほえるみたいな……夢だと思って、寝ねちゃったから……あの……ねえボクも行く！」

　泣き出しそうな顔になったニコの頭を、ぽん、と優やさしく、公こう平へいは撫なでてやった。

「きっと歌でも練習してて寝ね坊ぼうしてるんだよ。ここを無人にするわけにはいかないから、君に留守番を任せるんだ。相談者の人が来たらお茶出して待ってもらって。お願いできるかな？」

「………………ん。わかった。」

　口をへの字にして眉まゆを寄せ、いかにも納なつ得とくがいっていない顔ながらもそう口にしたニコ。公こう平へいはまた頭を撫なでてやり、二階を後にする。走り出しそうになっていたけれど、我が慢まん。

　そうしてミーカの私室に向かう最中、階段の途と中ちゆうで、妙みようなものを発見すると、心臓の鼓こ動どうが一気に跳はね上あがった。

　長い、長い、毛。きらきらと陽の光に輝かがやく、金色の。

　公こう平へいの脳のう裏りに、キィハァルから聞いた話が浮うかび上あがった。

　……この辺りは昔、三首獄犬ケルベロスを使う蛇人族スネーク・ヘツズの呪士まじないしの縄張りでね。初代の英えい雄ゆう王が全員ぶっ殺して追い出したって話なんだが連中は死ぬ間ま際ぎわ、この土地に呪のろいをかけた。呪士まじないしと獄犬ケルベロスは月のない晩蘇よみがえって、生者を掠さらって喰くっちまうのさ……！

　新月の夜歩きを戒いましめる妖よう怪かい話のようなものがこの異世界にもあるんだなあ、などとのんきに考えていた公こう平へいだけれど、手にした毛は明らかに本物だった。ニコを心配させないようにと極力足音を立てず、ミーカの部屋に急ぐ。

「……ミーカ？」

　こんこん、と、ノックと同時に声をかける、が、返事はない。

　それどころか、内開きのドアはゆっくり、開いていく。

　鍵かぎがかかっていない、どころではない。そもそもドアが、閉まっていない。

　部屋の中にも、金色の毛。

「ミーカ!?」

　驚おどろいた公こう平へいが叫さけんで部屋の中に押し入る。同時に、がらがらがらっ、と何かが中で動く音。

「ミーカ！」

　およそ六畳じよう半ほどの部屋の中は、荒あれに荒あれていた。あちこちに服が散らばり、タンスは開け放たれ、種々雑多な楽器が散乱している。だが何よりも目を引くのは、窓の脇わき、シングルサイズのベッドの上。でん、と横たわっている巨きよ大だいな、毛むくじゃらの、なにか。

「「…………わ────っ！」」

　毛むくじゃらのなにかと公こう平へいは、同時に叫さけんだ。

「……え……ミ……ミーカ？」

　しかし、毛むくじゃらのなにかから聞こえてきた叫さけび声ごえは、彼女のものだった。

「……………………いえ、違ちがいます」

　人型サイズの金色の毛むくじゃらは、よくよく見ると、犬のような大きな耳がついている。さらによく見るとなぜか、頭らしき場所の左右、もう一つずつ、計三つの頭があって、そこにもしっかり、犬の耳がついている。

　人間サイズの、三つ頭のある、金色の毛の犬が、ベッドの上で丸くなっていた。手で頭をしっかりと覆おおって、顔はベッドに押しつけられていて、見えない。

「ミーカさんでは、ないです、はい、あー、その、えーと、一回部屋を、出て行ってもらえたら、はい、きっとミーカさんも、いらっしゃるのでは、ないかと、はい、そう思います……思いますわん、わんわん」

　巨きよ大だいな三つ首犬はミーカの声で、震ふるえながらもそう言った。

「なに言ってるんだミーカ？　大だい丈じよう夫ぶかい、なにが……なにがあったの？」

「…………も～～～！　なんで入ってくるんですかぁ～～～～！」

　顔を真っ赤にしたミーカが、ほとんど泣きながら顔を上げた。三つある犬の頭の中央から、美しい顔がぽこん、と間ま抜ぬけに飛び出ている。

「いや、なにかに押し入られたのかと……ミーカ？　それ…は……魔ま法ほう的な……なにか、そういう……？　あ、いや……着ぐる、み……？」

「いいから出てってくださいもぉ～！」

　立ち上がったミーカはベッドから飛び降り、公こう平へいを無理矢理玄げん関かんまで押す。が、あまり二本足で歩く設計にはなっていないのか、途と中ちゆうで足をもつれさせ、公こう平へいにもたれかかってしまう。

「ちょ、ミーカ」

「うぁ～……も～……なんで～……」

　顔を真っ赤にしながらも、ミーカは公こう平へいを押し続ける。だが公こう平へいは真っ赤になった彼女の顔を見て、ただ事ではない様子を感じ取り、額に手を当てた。

「あっつっ！　な、君、すごい熱だぞ……！」

「いいからぁ……見ないでくださいぃ……こんなとこぉ……」

「そ、そんなこと言ってる場合か！　ベッドにいなさいって！」




　　　　　　　　　　　　　　　※※※※




「獄犬茶所ケルベロスカフエ？」

「はい」

　ちちちち……窓の外で穏おだやかに、小鳥が鳴いている。

　ミーカは、公こう平へいが持ってきた煎せんじ薬ぐすりの茶を飲みながら、昨夜の事情を説明していた。

「ケルベロスってあの、ギリシャ神話の、ハーデースの、冥めい府ふの番犬……甘い物好き……の？」

「……公こう平へいさん、なんか……詳くわしいですね」

「大学の教授に、お前は勉強馬鹿の物知らずだって言われてさ、色々読んだんだ、それまで読んだことなかったジャンルの本。古事記、エッダ、神統記……でもそれが異世界にもいるの？」

　その大学の教授が少し不ふ憫びんになってしまったミーカだったけれど、公こう平へい相手にこういうことで驚おどろくのはもう、大分慣れたので気にせず続けた。

「ええと、ですね……この異世界は、犬がいなくてですね、代わりに、獄犬ケルベロスがいるんです」

「犬の、代わりに」

「犬みたいにいっぱい種類があって、いろんな目的で飼うんです。それこそ本当に、軍用、魔ま術じゆつ用、愛あい玩がん用、色々。獄犬茶所ケルベロスカフエは十年ぐらい前に、転生者がこっそり始めた事業なんですけど、今じゃすっかり普ふ及きゆうしちゃってて……」

「ふむ……」

「獄犬ケルベロスは飼うのがすごく難しいので……そういうところに行ってかわいがるのが、結構はやってて、私も好きで……あ、カフェって言ってもボール投げて遊んだりできるところで」

「……この異世界の獄犬ケルベロスは近くにいると……風か邪ぜをひいたりするの？」

「あ～……それは、その…………」

　ミーカによれば。

　馴な染じみの獄犬茶所ケルベロスカフエに新人、というか、新獄犬ケルベロスが入ったと聞いたのでうきうきしながら行ってみたところ……無蛇金毛種のロールくん（オス・四十二歳）がミーカの顔を見るなり、駆かけ寄よってきて、遊んで遊んでとせがんできたのだという。

「無蛇金毛種は島国の海辺で生まれた種ですから、三首ともに水流の咆ブレスが使えて、水遊びが大好きで……それに付き合ってたらもう、へとへとになっちゃって……」

「そのまま寝ねたの？」

　呆あきれたような口調で公こう平へいが言うと、ミーカは顔を覆おおった。頭の横で、あと二つの着ぐるみの頭が揺ゆれる。

「だってこれ、暖かかったから……」

　獄犬茶所ケルベロスカフエには愛獄犬ケルベロス家のために、様々な獄犬ケルベロスグッズが売られているという。ロールくんと共に入にゆう荷かされた、この、今ミーカが着ている獄犬ケルベロス着ぐるみパジャマは、まさに珠しゆ玉ぎよくと言える出で来き栄ばえで、思わず衝しよう動どう買がいしてしまったそうだ。部屋に戻もどってから体は拭ふくのもシャワーで温まるのもそこそこに、即そく着き替がえ、うきうき気分で獄犬ケルベロスをたたえる歌（歌の途と中ちゆうには獄犬ケルベロスの鳴き声を模したパートがある）を歌っていたところ、そのまま寝ねてしまったそうだ。

「元々、犬が好きだったんですけど……こっちで獄犬ケルベロスを見たら、一ひと目め惚ぼれしちゃって……」

「ふうむ、なるほどねぇ」

　ずずずっ。まじまじとミーカを見つめながら、お茶を啜すする公こう平へい。

「もう、あんまり見ないでくださいよぉ！　いい年こいて着ぐるみパジャマなんて……！　うぅ……切腹したい……！」

「え、そういうものなの？」

「そういうものですよ！」

「そうなの？」

「そうです！」

「似合っててかわいいのに」

「ぅぁ……っ！　そ、そういうのじゃなくて……！」

「そもそもいい年こいてって、君、まだ十七歳だろうに」

「こ、こういうの着てて許されるのは、小学生まででしょう……！」

「許されるって……誰だれかが着るのを許さないの？　なんで？　誰だれが？」

　自分を辱はずかしめようとしてわざと聞いているのだろうか、と思ったミーカだけれど、公こう平へいはあくまでもきょとん、とした顔。そんな条例あったっけ？　と、マジメに言い出しそうな様子。

　……あ、この人は、本当にこういう人なんだ。

「って、ごめん、風か邪ぜ引いてるのに質問攻ぜめにしちゃって……仕事、戻もどるね、明日も調子よくなったらでいいから、しっかり休んで。夕飯は部屋に持ってくるから」

　そこでようやく我に返ったのか、公こう平へいは立ち上がる。だが去ろうとする公こう平へいを見ると、ミーカの手が反射的に伸のびて、彼の服の裾すそを摑つかんでしまっていた。自分が弱っているのをそこでようやく、実感する。自分でも、そんなことをする気はなかったのに。

「あ……あの……」
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　なんと声をかけたらいいのかわからなくなって、口ごもってしまう。なんだか自分が小学生に戻もどってしまったような気分で、どうしていいかわからない。

「えと……」

　だが公こう平へいは少しだけ意外そうな顔をした後、少し笑い、椅い子すに座り直して彼女の額を撫なでた。ひんやりとしたその感かん触しよくに、気持ちよさそうに目を細めて息を吐つくミーカ。

「……寝ねるまでいるよ。ちゃんとお休み」

　こくん、と力なく頷うなずき、ミーカは目を閉じる。公こう平へいは、やっぱりちゃんとして見えてても子どもだなあ、などと考えながらしばらく、ベッドの脇わきに座ったまま、彼女の手を握にぎっていた。

　次の日。

　出勤してきた公こう平へいに顔を合わせると、ミーカはどこか恥はずかしそうに目を伏ふせた。

「あ、おはよう。もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい、おかげさまで……えと……あの……」

「あれからちょっと考えたんだけどさ……」

　どこか深刻そうな顔をする公こう平へい。

「は、はい？」

　一体全体何を言われるんだろう、とどぎまぎしてしまう。部屋の散らかりっぷりか、恥はずかしい寝ね間ま着きのことか……はたまた風か邪ぜを引いて仕事に穴を空けてしまったことか。

「やっぱり誰だれも、許さなかったりはしないんじゃないかな」

　だが、特とく徴ちようのない顔がいかにも真しん剣けんに言ったのはそんな言葉。

「…………あ、はい」

「よし、じゃあ今日も一日やっていきましょう」

　それだけ言うと上じよう機き嫌げんに書類の整理に取りかかる公こう平へいを見て、ミーカは何回か目をしばたたかせた後、少し息をついて自分の席に座った。やがて機き嫌げんの良さそうな鼻歌がそこから聞こえてきたけれど、ニコが来て彼女に抱だきつくまで、それはやまなかった。










05　縄を間近で見ても、どれが禍わざわいでどれが福なのかはわかりづらい




「一体全体……僕はなぜこんなことを……？」

　公こう平へいは呟つぶやいた。

「ご、ごめんなさい～……私が、私がバカなばっかりに……」

　アビーが涙なみだをこぼし、足の包帯にそれが落ちた。

「あ、いえ、そういうことじゃなくてですね……」

　公こう平へいが自問していたのは主に、どうして公務員試験に合格したというのに、中世の騎き士し、というより、荒あらくれ者ものの傭よう兵へいが着ているような甲かつ冑ちゆうに自分は身を包んでいるのか、ということだった。試験の過去問は六年分ほどあたったけれど、どこにも鎧よろいの着方は出ていなかった。

「ふふーん、大だい丈じよう夫ぶだよ公こう平へい！　どんな相手だって、ボクがぶっ飛ばしてあげるから！」

　一方、ニコはいつもの簡素な服のままだけれど得意げだ。ぴょんぴょん、ちょこまか動きながら、いかにも元気が有り余ってしょうがない、という様子。

「うん、駄だ目めだからねニコ、あなたがぶっ飛ばすと、品評会にならないからね？」

　ミーカがため息交じりに言った。

「……え～……なんで？」

「あのね、なんでって……」

「ま、要するに、主役はお嬢ちゃん方じゃなくて、発明品だってことさ」

　どこか他ひ人と事ごとのラロは面おも白しろそうに、四人を見つめていた。

　ここはガァトの街外れ、円形闘とう技ぎ場。

　発明博覧会の当日を迎むかえた、発明家控ひかえ室しつ。小さな体育館ほどのスペースがあるそこでは、発明家たちが念には念を入れ、自じ慢まんの発明、その最終調整に勤いそしんでいる。

　この発明博覧会が人気を博す理由の一つは、発明家たち自身にも、どういった方法で発表できるのかが直前まで知らされない点だ。あるときは闘とう技ぎ場内に設置された障害コースを走らされたり、またあるときは観客席の人気投票だったり、衛兵と戦うことだったり。そういうわけで公こう平へいたちも、持ち込んだ十台のウォフの整備に余念がない。

「ううう……本当に……本当にごめんなさい～……」

　もはや鼻水さえ垂らしながら泣くアビーを、公こう平へいはなんとかなだめる。

「大だい丈じよう夫ぶですから、アビーさん。ケガはしょうがないですよ。誰だれも責めたりはしませんから」

「あぅ……公こう平へいさん……！」

「いーや、オレは責めるね。これで吉よし田だのあんちゃんがしくじって、ウォフが不人気商品になってオレの報ほう酬しゆうも払はらえなくなったら、オレは請せい求きゆう書を直接ホワイトハウスに持ってってやるからな。国境の壁かべに貼はり付つけてやるのでもいい。オレはタダ働きがこの世で一番嫌きらいなんだ」

「……ラロさん！」

「ジョークだよジョーク」

　けらけら、実に楽しそうに笑うラロ。

　昨日のこと。

　夕刻になってアビーの店に行ってみると、そこにいたのは、右足を包帯でぐるぐる巻きにして、松まつ葉ば杖づえをついているアビー。聞けば工こう房ぼうでウォフを組み立てている最中、一番重い部品を足に落としてしまったという。治ヒ癒ー術ラ士ーの見立てでは全治二週間。今いま更さら発明博覧会の出場を取り下げることはできない。となると……。

「アビー・ラーソン組、いるか！」

　衛兵の声が響ひびく。

「あ、はい！」

　公こう平へいが答える。

「発明家はアビー・ラーソン、出場者は……吉よし田だ公こう平へい、ミーカ・ワイス、ニコ・サイオンの三名で間ま違ちがいないな」

「あ、はい、そうです」

　衛兵は公こう平へいたちと機ゴー兵レムを無ぶ遠えん慮りよにじろじろ眺ながめた後、とほほ、という顔のアビーを見ると、納なつ得とくしたような顔。

「そろそろ第一発明発表の時間だ。門の側で待機となるので、ついてきてくれ」

「よ、吉よし田ださん……！　ど、どうか、がんばってください～～～！」

「ま、怪け我がのないようになー」




　　　　　　　　　　　　　　　※※※※




　闘とう技ぎ場は、祝祭の熱気に満ちている。

　自分たちの常識を覆くつがえしてくれるような新発明、あるいはなにに使うかもわからない珍ちん奇きな逸いつ品ぴん、またあるいはそんな逸いつ品ぴんを大発明だと主張するおかしな発明家を期待し、客席には数千人の人々が、祭の開始を今か今かと待ちわびている。一段高くなったテラス席には豪ごう奢しやな日よけの下、現国王、英えい雄ゆう王トゥアグ・ガァトナを始め、英えい雄ゆう王国の重じゆう鎮ちんたち。

「さあ今月もやってまいりました、ガァト月例発明博覧会！　実じつ況きようは私、スリーク・グリーン、解説は二ふた見み裕ゆう也やでお送りいたします！　二ふた見みさん、本日はよろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　実じつ況きようと解説の声が響ひびくと、満員の客席から拍はく手しゆ。届しん声せいという、人の耳元に声を届かせるだけの、なんとも使い道のよくわからないスキルを極きわめ、こうして催さい事じに役立ててくれる彼らは、ガァトの街で結構な人気者だ。黄色い声せい援えんを送っている一団さえいる。

「さて、本日の第一発明はなんと、あの先端改革者イノベーター、アビゲイル・ラーソン氏の発明、品目はなんと機ゴー兵レム、それも家庭用汎はん用よう機ゴー兵レム！　事前の申しん請せい書には、掃そう除じ洗せん濯たく料理から重荷の運うん搬ぱんに旅の護衛まで、とありますが……二ふた見みさん、これをどう見ますか？」

「さて、どうでしょう。家庭用、汎はん用よう機ゴー兵レムという発想自体は昔からあったんですが、実現化できた者は今までいません。卵を摑つかんで料理するような繊せん細さいな作業と、剣けんを振ふるって戦うような力仕事、どちらかの用よう途とに絞しぼれば存在はするんですが……結局、人にやらせた方がローコストで手っ取り早いんですね。専門家の間で、機ゴー兵レムの矛む盾じゆん、といわれるものです。人に似せて作れば作るほどコストがかさみ、結果、人がやったほうが安く済む、となってしまうんですよ」

「なるほど……魔道具ガジエツトの天才ラーソン氏は、はたしてそれをクリアできるのか!?　それでは早さつ速そく、入場してもらいましょう！　なお本日はラーソン氏がなんと昨日右足を骨折してしまったそうで、秘蔵のお弟で子しさんたちによる発表、とのことです！」

　龍りゆうの描えがかれた巨きよ大だいな門が音を立てて開き、公こう平へいとミーカ、そしてニコが姿を現す。数体の機ゴー兵レムが騎き馬ば戦のように腕うでを組み、三人はそれぞれ、その上に腰こし掛かけている。身長一メートル程度の機ゴー兵レムの上に座っているのはどこか滑こつ稽けいな光景だったけれど、機ゴー兵レムがしっかりした足取りで進み、よろけることなく三人を闘とう技ぎ場中央まで運ぶと客席がどよめいた。異世界の人々にとって機ゴー兵レムとは、地球風に言うなら軍用の工作機械で、こういった場で人間を運んでいるというのは初めて見る光景だろう。

　が、中央に到とう着ちやくした三人が機ゴー兵レムから降りる段になると、緊きん張ちようのあまりか公こう平へいが転びかけ、どよめきがくすくす笑いに変わる。

「ちょ、公こう平へいさん、なに緊きん張ちようしてるんですか」

「いやだって、よくよく考えたらこんな大勢の人の前で、なにかするのって、初めてで……」

「見られてるってことは、見させてるってことです。余よ裕ゆう綽しやく々しやくでいいんですよ」

「君は慣れてるだろうけど、地方公務員に言われてもね……」

「今や異世界公務員でしょ！　もうニコを見習ってくだ…………大だい丈じよう夫ぶニコ？」

「だだ、だい、だいじょーぶ、だよっっ？」

　ミーカは自信に満ちた笑え顔がおをあたりに振ふりまいているが、ニコはまるで木の棒のように立たち尽つくし、表情もこちこちにこわばっている。だがそんな三人にお構いなしで、実じつ況きようは叫さけぶ。

「では早さつ速そく！　試プレ合ゼン形式発表です！　発明品の内容を鑑かんがみお馴な染じみガァトナ衛兵隊との真しん剣けん勝負から課題クリアの障害物レースまで……今回、発明博覧会実行委員会が選んだのは……」

　実じつ況きようが叫さけぶと、会場が静まりかえった。

　彼が劇的な効果を狙ねらって少し黙だまり込み、観客たちが固かた唾ずを吞のんでその発表を待つ中……。

　突とつ如じよ。

　猛もう烈れつな爆ばく発はつ音が辺りに轟とどろいた。

　衝しよう撃げきは闘とう技ぎ場中央にまで響ひびき、三人は思わず地に伏ふせる。

「な、あ、こら、ちょ！　おまっ、警備！　警備！　ゴ、愚ゴブ鬼リンが！　がぁッッ！」

　実じつ況きようの声が途と絶だえると会場が騒そう然ぜんとなり、野太い、下品な声が響ひびき渡わたる。スキルによる洗練された拡声ではない、ただの大声。

「…………あーあー！　ゴキゲン麗うるわしゅうガァトの諸君！　我々は愚鬼特別飛行部隊ゴブリン・スペシヤル・フライング・レギオン、ハム畑収しゆう穫かく隊！　私は愚鬼飛行長ゴブリン・フライング・オフイサー、ベーコン・ノウカである！　噂うわさに名高い発明博覧会に、我々の発明品を披ひ露ろうしに参った！　空をご覧あれい！」

　客席から一いつ斉せいに、悲鳴と怒ど号ごうが響ひびいた。

　空には翼つばさを生やした巨きよ大だいな獣けもの、鷲獅子グリフオンが四頭。四角く隊列を組んだ彼らの中央に、赤さび色に光る不思議な金属の鎖くさりでつるされた、金属の箱。鉄の板を子どもが工作したような乱雑な作りのそこに、数十、醜みにくい愚ゴブ鬼リンが顔を覗のぞかせ、ぶんぶんとこちらに手を振ふっている。

「こ、これは、一体……？」

　公こう平へいが呟つぶやくと、ニコが吐はき捨すてるように言った。

「愚ゴブ鬼リン……っ！」

　普ふ段だんの潑はつ剌らつとした様からは想像もつかない、憎ぞう悪おに満ちた表情を浮うかべ、今にも翼つばさを出して、空に飛んでいきかねない様子。

「この世界の愚ゴブ鬼リンは、こういうヤツらなんです！　魔ま物ものなのに、小学生男子ぐらいの知ち恵えがあって、たまにお祭まつり騒さわぎに乗り込んできてむちゃくちゃするっていう……あぶない！」

　びゅん、と風切り音を立てて、公こう平へいの頭上になにかが降ってくる。間かん一いつ髪ぱつで躱かわすが、そのなにかは闘とう技ぎ場の石いし畳だたみを、盛せい大だいな音を立てて突つき破やぶり、半ば地面に埋うもれ……どむんっ、と鈍にぶい爆ばく発はつ音を響ひびかせた。血の気が引いた公こう平へいが頭上を見上げると、空飛ぶ鉄箱から身を乗り出させた愚ゴブ鬼リンたちが手に手に丸い、長い導火線に火のついた、いかにもな爆ばく弾だんを持っている。

「公こう平へいっ！　ボクが退治してくるっ！」

「ニコなに言ってんだ！　こんなところで翼つばさを出したら……！」

「愚ゴブ鬼リンは見たらやらなきゃ駄だ目めなの！　それが鳥人族バード・ヘツズの掟おきて……！　離はなしてミーカ！」

「落ち着けってばニコ！　ど、どういうことなんだよ!?」

「鳥人族バード・ヘツズは、特に愚ゴブ鬼リンに酷ひどい目に遭あわされた歴史があるんです！」

　ミーカが慌あわててニコを取り押さえる間にも、愚ゴブ鬼リンの声が響ひびく。

「さぁ愚鬼特別飛行部隊ゴブリン・スペシヤル・フライング・レギオンが絨じゆう毯たん爆ばく撃げき、とくとご覧あれ！　我らがいれば大陸統一、世界征せい服ふくも夢ではない！　さあさあ誰だれぞ買わないか！　ソーセージ二千本で一ひと戦いくさ請うけ負おうぞ！」

　爆ばく弾だんが雨あられと降り注ぎ始め、観客たちは悲鳴を上げて逃にげ惑まどい始める。

「……いや、待てよ……ニコ、よし、やろう。でも君だけでやるのは駄だ目めだ」

「ちょ、公こう平へいさん!?」

「向こうからチャンスが来てくれたんだ、やるしかない」

　公こう平へいはそう言って立ち上がり、機ゴー兵レムに号令をかけようと大きく息を吸い込んだ。今回のデモンストレーションのために特別、戦せん闘とうについてもそれなりにこなせるよう調整してはいる。

「そう来なくっちゃ公こう平へい！　あいつら、一匹でも逃にがすと駄だ目めだからねっ！」

　ニコが腰こしにぶら下げていた短たん剣けんを抜ぬき、構え、翼つばさを出そうと前まえ屈かがみになる。ミーカもそれを見て覚かく悟ごを決め、蔵箱アイテム・ボツクスからギターを出そうとする。

　その刹せつ那な。

「いーや、発明家さん方にヤってもらうまでもねえよ」

　一いち陣じんの風が、闘とう技ぎ場に吹ふき荒あれた。

　次の瞬しゆん間かん、すべての爆ばく弾だんは砕くだけ散ちり、爆ばく発はつすることなく、ぱらぱら、地面に降り注いだ。

　片手に愚ゴブ鬼リンの頭を摑つかんで引きずる男が、いつの間にか闘とう技ぎ場に降り立っている。

「こういう厄やつ介かいの始末は、オレサマの仕事だから、なッッ！」

「なぁあぉぉぉぉぉっ！」

　一投。

　男が右手に摑つかんだ愚ゴブ鬼リンが、奇き声せいと共に凄すさまじい勢いで空の鉄箱に飛んでいく。床ゆかをぶち抜ぬき、鷲獅子グリフオンの隊列が乱れ、箱は傾かたむき……ばらばらばら、なすすべもなく、空にいた愚ゴブ鬼リンたちが地面に降り注ぐ。鎖くさりから自由になった鷲獅子グリフオンたちは一いつ瞬しゆんだけ、眼下に集ったおいしそうな人間たちに心を惹ひかれたようだが、ある一人に睨にらまれると本能的恐きよう怖ふを感じ、散り散りに逃にげていく。

　風が、闘とう技ぎ場に吹ふき荒あれる。

「公共事業、完かん了りようッ、とくらぁ！」

　地面に落ちてきた愚ゴブ鬼リンはいつの間にか全員、鎖くさりでぐるぐるに巻かれ一ひと塊かたまりにされている。

「おいグルー！　ウチの地下にぶち込んどけ！　一部屋に十体でいいぞ！」

　と、軍務長官、グルラシア・ゲネイスァル・クグクラァリ四世の名を乱暴にあだ名で呼び捨てに。テラス席のグルラシアは深いため息と共に立ち上がり、駆かけ足あしで闘とう技ぎ場に向かってくる。

　客席から、爆ばく発はつしたような歓かん声せい。

　男はぐるぐると腕うでを回し歓かん声せいに応えると、やがて三人に向き直った。

「すまねえな、発明家さん方……どーも衛兵連中を、鍛きたえなおさにゃならんようだ」

　そこでようやくミーカは、はっと我に返り、膝ひざをつく。それを見た公こう平へいも、慌あわててそれにならう。ニコはしばらくきょとんとしていたけれど、ミーカに手を引かれ膝ひざをつく。

　公こう平へいは膝ひざをついて深々と頭を下げながらもこっそり、男の称タ札グに目をやる。

〈最さい強きよう　トゥアグ・ガァトナ〉。

　英えい雄ゆう王国ガァトナ国王、その人。










06　この世で一番の人気商売は、王様である




　どん、どん、どん、どん……！

　客席の足あし踏ぶみが、まるで地じ震しんのように闘とう技ぎ場全体を揺ゆらす。

「……な、な、な、なんということだァァァァァッ！　発明博覧会に愚ゴブ鬼リン乱入と思いきや！　我らがトゥアグ王の疾しつ風ぷう怒ど濤とうの活かつ躍やくで！　まさしくまばたきする間に愚ゴブ鬼リンたちが片付いてしまったァッ！　実じつ況きようスリーク、解説二ふた見み、共に無事……どころか！　客席にはけが人一人いません！　これには我々一同、開いた口が塞ふさがりませんッ！　我らが最強王は、どこまでも天てん衣い無む縫ほう！　これで減税があれば言うことなし！」

　実じつ況きようの叫さけびに笑った王だが、しっしっ、とばかりに手を振ふるジェスチャー。笑いが辺りを包む。が、王と対たい峙じすることになった三人は、まるで生きた心ここ地ちがしなかった。

　身長は百六十センチ弱と大おお柄がらではないし、王らしい格好でもない。ガァトの街で一いつ般ぱん的な、ゆったりとした象牙色アイボリーのローブのような貫かん頭とう衣いに、腰こしには一振ふりの剣けん。不敵な笑えみで、少しおどけて客席に反応してみせている姿は、王というより道どう化けだ。

　だがその道どう化けは、誰だれの目にも止まらぬ速度で、五十体近い愚ゴブ鬼リンを、まるでいつもの仕事だと言わんばかりの調子で制圧して見せた。

「よお発明家さん方、まったくすまんね……面をあげてくんな、こりゃこっちが謝る場面だ」

　王は、ぽりぽりと頭をかきながら、まったく何事も起きていなかったかのような気楽さで、三人に歩み寄る。

「そうだ、せっかくだからよ、この第一発明は、オレサマが見さしてもらう、ってことで一つ、おさめちゃくんねェか。点数は甘めにつけるからよ」

　肩かたに手を置かれそう言われた公こう平へいは、まるで反論しようという気が起こらなかった。

「は……はい……しかし、王……その……僕たちの発明は……」

「知ってるよ、家庭用機ゴー兵レム、だろ？　おーい、一席こっちに作れや！」

　王は笑ってそう言うと客席に大声で呼びかける。しばらくすると、衛兵たちが長テーブルと椅い子すを持ってやって来る。

「そういうわけで、第一発明、審しん査さはオレサマだ……が！　審しん査さ内容は闘たたかいじゃねえぞ……」

　王はにやりと笑い、ぐるり、観客席すべてを見み渡わたし、叫さけんだ。

「お料理だ！」

　再び沸わきに沸わく客席。

　ガァトナ英えい雄ゆう王国民のだいたいは、このなにもかも規格外でいて、その実、誰だれよりも国民とその暮らしのことを考えているこの王の、大ファンなのだ。

　三人は互たがいに顔を見合わせて、事の次し第だいに混乱しつつも、やがて頷うなずき合う。審しん査さ員が代わろうとも、やることは変わらない、はずだ。

「…………一号から十号！　支し度たくだ！」

　公こう平へいはゆっくりと立ち上がり、客席が静まるのを待ってから、そう叫さけんだ。

「「「Ｗｉｉｉｉｉ！」」」

　それまでは中央に固まり、微び動どうだにしていなかったウォフたちが、一いつ斉せいに顔を上げ、可か愛わいらしい声をあげた。その声に観客席は驚おどろきの声を漏もらし、子どもは笑った。駆かけ足あし程度の速度で公こう平へいの周囲にやってくると、胸の中から一いつ斉せいに、何かを取り出す。一匹が、てとてと、何かを手に持ちながら公こう平へいの足あし下もとにまで駆かけ寄よってくる。

「それでは王様……なにかご希望はございますか？」

　しゅるしゅるとエプロンをつけた公こう平へいが王に問いかける。横ではミーカとニコも機ゴー兵レムからエプロンを渡わたされつけている。突とつ貫かん工事ながらも、アビーの指導に従って博覧会で映はえるプレゼンをたたき込まれたのだ。客席に移動したアビーは、祈いのるように両手を組みながら、そんな公こう平へいたちを見つめている。横のラロはそんなアビーを少し、意外そうな顔で見ていた。

「腹に溜たまるやつでよろしく。お貴族様が美食グルメ蘊うん蓄ちくをだらだらしゃべるような薄うす味あじのヤツは勘かん弁べんしてくれよ。オレは大食いなんで、五人前は頼たのむぜ」

　王はその職務上、届しん声せいスキル持ち。声は観客中に届いている。王に遠えん慮りよしてか、実じつ況きようと解説は先ほどから黙だまったままだが、客席は笑いに包まれている。

　しかしそれを見て公こう平へいは、王のしたたかさに舌を巻いた。王様、といってしまえば架か空くうの、おとぎ話に出てくる存在だが、実際の王とはつまり、トップの政治家。常に自分が、どう人から見られているか、自分をどう見せるのか、計算していなければならないはず。人気や親しみを持たせられるところで、それをしない、という選せん択たく肢しはないのだろう。

「かしこまりました……それでは、調理、開始っ！」

「「「Ｗｉｉｉｉｉ！」」」

　機ゴー兵レムたちは愛らしく叫さけぶと、体内に格納してあった調理台やコンロ、食材を次から次へと出し、公こう平へいの指揮の下、調理を開始した。










07　最強の公務員




「いやぁ、こりゃ、すげえもんだな！」

　王は朗ほがらかに言った。

　審しん査さ員や観客相手に振ふる舞まうことも考えて、公こう平へいたちは二十人前近い食材を持ってきていたのだけれど……それらはすべて、王の胃い袋ぶくろの中に消えていった。

「Ｗｏｏｏｏｏ……」

　ウォフたちは調理を終え、てきぱきと調理台やコンロをまた、体内に格納していく。小動物が巣作りをしていくようなその姿はどこか滑こつ稽けいでいて愛らしく、客席の子どもたちはすでにもう、釘くぎ付づけになっていた。食器を大きさ事に分けて重ねていく姿には、普ふ段だん洗い物をしている人間全員の目が輝かがやいている。家事なんて知ったことじゃないね、という人間も、身長一メートル足らずの木製人形が器用に包丁を握にぎり、食材を下した拵ごしらえし、鍋なべを振ふるう姿には、虜とりこにならずにはいられなかった。公こう平へいは改めて、アビーの魔道具ガジエツト職人としてのすごさを感じながら、ウォフたちが主で、自分たちがむしろ従に見えるように、盛り付けや配はい膳ぜんに専念していた。

「ウォース・ピアックのソテーなんて伝統料理を出されたときはどうするかと思ったが、しっかりと最新のレシピになってる。少々レア過ぎるきらいもあったが……ま、好みの範はん囲いか、オレは大好物。肉は赤いほどいい」

　王は届しん声せいのスキルを使いながら、料理の解説までしてみせている。ウォース・ピアックは猪いのししに似た魔ま物ものの一種。そのソテーはガァトナ英えい雄ゆう王国、初代の英えい雄ゆう王が好んだ食材、料理だ。

「魚も上々……白身は灰はい羽ば根ね、赤身は血ち魚うお、どちらも下した拵ごしらえが抜ばつ群ぐんだ。しかもマルのまま、どこも傷んじゃない、エンガワぷりっぷり、上々の釣つり物……いや、まいったね、ぶつくさ文句を言ってやる気満々でいたんだが……同じ飯を喰くおうと思ったら結構するぜ、こりゃ」

「……一号から十号、万ばん歳ざい」

「「「Ｗｉｉｉｉｉｉ！」」」

　コック帽ぼうをかぶったウォフたちが、飛び上がって喜んでみせる。

「さて、家庭用機ゴー兵レムってんなら、これでもう十二分に合格、だが……」

　王が挑ちよう戦せん的にほほえむ。

　料理の最中、わざわざ見せびらかすように、大人が一人は入ってしまえるほどの水樽だるを運んで見せたし、調理に使う薪たきぎをその場で割ってもみせた。これだけでも十分すぎるほどのデモンストレーションとなっただろう。が……。

　……これは、乗っておいた方が……いいのか……？

　内心で冷ひや汗あせをかきながらも公こう平へいは、わかっているとばかりに、王に頷うなずく。今この場で、この王の機き嫌げんを損そこねるのは非常にまずい……というか、客受けが悪いだろう。ステージに立ってなにかをやった経験なんて公こう平へいにはないけれど、自分の行動が市民からどういう目で見られるのか、ということなら常つね日ひ頃ごろから考えていた。

「ええ……まだまだ、ございます……」

　公こう平へいがそう言うと王は、いかにも満足したかのように頷うなずき、立ち上がる。衛兵を呼びつけ、机と椅い子すを片付けさせる。

「さて、じゃあルールは……こうするか」

　王は腰こしの剣けんを抜ぬき、がりがりと足元の石いし畳だたみに円を描えがいた。半径三十センチほどの円の中に入り、剣けんを肩かたに担かついで三人に向き直る。

「この円の中からオレを、そのチビどもを使って追い出せるか？」

　不敵に笑う王。

「……ぶっちゃけ、あの、公こう平へいさん、これは、無理です。絶対に無理です」

　小走りで公こう平へいに駆かけ寄よってきたミーカが耳打ち。

「…………そんなに？」

「……ええと、ですね、あの王様……世界樹を引ひっこ抜ぬいて植え替かえたとか、素す手でで山に穴を開けて通った、とか、そういう伝説を、何十個も、持ってるんですよね……」

「あ、トゥアグ隧トン道ネルでしょ、ウチんちに近いところにあったよ」

　衆目にさらされていることにようやく慣れてきたのか、ニコが少しほころんだ顔で言った。

「で？　どうする？　ま、ここいらでやめとく、ってんでもオレサマは全然かまわんが」

　三人を見定めるように眺ながめている王。口調はどこまでも楽しそうだ。まるで、公こう平へいたちがどんな答を返してくれるのか、楽しみで仕方ない、というような。

「王様……ご冗じよう談だんを。これほどまでに観客の皆みな様さま方がたが待ち望んでいることを、やらなかったら私たちは、明日からこの街で暮らしていけなくなってしまいますよ。ただ……少しは条件を考えていただきませんと、別の意味で暮らしていけなくなってしまいます。まだ墓地を予約はしておりませんので」

　公こう平へいが言うと王は、しゃはっ、と笑いを漏もらした。

　だが公こう平へいの頭の中では、それで自分が追い込まれたのがはっきりとわかった。ウォフの戦せん闘とう機能はあくまでもおまけのようなものだ。どんな条件があったとしても、この異世界最強だという王に太た刀ち打うちできるとは思えない。

「……商売やるヤツはそうでなきゃ駄だ目めだな。お前、ラーソンとは違ちがってそういうのがわかってンじゃねェか」

　個人的な会話のつもりなのか、王は届しん声せいを使わずに言った。

「お知り合いで？」

「知り合いもなにも……お前、ラーソンから聞いてねェのか？」

「なにを、でしょう？」

「なにをってお前……マジか……」

　顎あごを撫なでながら、興味深そうに公こう平へいの顔を見つめる王。

「ふゥむ……じゃ、こうしようや、吉よし田だ。オレサマをこの円から出せたら、それも教えてやるよ。どうだい？　師し匠しようの秘密は気になるんじゃねェか？」

「どうだい、と言われましても……」

　発明家として名高いアビーのことは、国としてなにかしら、調査はしているのかもしれない。もしくは……王様は、アビーの真の目的、奴ど隷れい制の陳ちん腐ぷ化か、ということに気付いている、ということだろうか。どちらもすでに知っている公こう平へいとしてはなんとも答を返しづらい。しかし彼が言いよどんでいると、王は少し情けなさそうな顔をして頭をかいた。

「……というより……すまんな、ここまで周りが盛り上がっちまうと、オレもただ飯食って帰る、って訳にもいかんのよ、ここはオレを助けると思って一つ、協力しちゃくンねェか？　な？」

　観客席を見み渡わたしてみると確かに、皆みな、目をきらきらさせながら王を見つめている。公こう平へいの中に、王に対する敬意のようなものが芽生えていくのがわかった。

　……この人はきっと、僕と同じだ。

　みんなのため、ということから、離はなれられないんだ。

　公こう平へいは改めて観客たちの顔を見み渡わたしてみる。みな一様に、予定外のステージ上のイベントに、どうなってしまうのか、という不安感一つ見えない。彼らは本当に、心の底から、この王を信しん頼らいしているのだ。

「……でしたら……一つお約束を。このウォフたちはなにぶん試作機でございますので、何なに卒とぞ、手て荒あらに扱あつかうようなことは……どうか……」

　そう聞いた王はまた、しゃはっ、と笑う。

「それでオレに縛しばりをかけたつもりかい？」

「いえ、とんでもございません」

「……ふむ、おめェ、結構頭回ンのな……安心しろよ、オレサマは発明が好きだからこんなことやってんだ。大事なモンをぶち壊こわしにはしねェさ」

「寛かん大だいな取り計らいに感謝いたします……」

「……公こう平へいさん？」

「公こう平へい？」

「大だい丈じよう夫ぶだ……すぐ終わるよ、僕らの勝ち……的な形にはなる」

　ニコもミーカも公こう平へいを、信じられないものを見る目つきで見たけれど、公こう平へいは笑って取り合わなかった。

「おンもしれェじゃねェか……よっし！　決まったぞ！」

　王が剣けんを掲かかげる。

「腹ごなしの審しん査さ、バーサスオレサマ！　ルールはなんでもアリ！　オレサマをこの円から出せたらこいつらの勝ち！　さァ、いつでも来いやァッ！」

　どん、と、王が闘とう技ぎ場の床ゆかを踏ふみしめると、それは巨きよ大だいな振しん動どうとなって会場中に轟とどろいた。観客席はこの日、一番の盛り上がりを見せる。

「一号から十号……戦せん闘とう準備！」

「「「Ｗｏｏｏ！！！」」」

　ウォフたちが勇ましい声を上げ、ぶんぶんと手を回し始めた。










08　強さの定義はＴＰＯで変化するものである




「吉よし田ださん、ほんっっと～～～に助かりました……！」

　発表を終えた公こう平へいが控え室に戻って一息ついていると、駆け込んできたアビーが、倒れ伏すように公こう平へいに頭を下げた。ミーカとニコは、どこか誇ほこらしげに、胸を張っている。

　が、公こう平へいはどこか、なにか、腑ふに落ちなかった。

「い、いや、アビーさん、頭を上げてくださいって……」

　表情もどこか優すぐれない。なにかが引っかかっているような顔。

「いえ！　もう、ほんと、吉よし田ださんがいなかったらどうなっていたことやら……！」

　かつん、かつん！　頭は上げたものの、普段の朗らかな顔はどこへやら、興奮気味に松まつ葉ば杖づえで控え室の床を突きながら続けるアビー。

「しかも、しかも……吉よし田ださん、ちゃんと、ちゃんとわかって……！」

　頭はあげたものの、感かん極きわまったように口に手を当て、目を潤うるませるアビー。

「え～？　だって負けちゃったじゃん～」

　隣となりにいたニコは頰ほおを膨ふくらませている。

「ニコ、あの場で勝ってもしょうがないでしょ？　私たちの目的は、ウォフのアピールなんだから。重いモノは運べても、人間相手に闘たたかうのはちょっと無理、ぐらいでちょうどいいの」

　そう言われると頰ほおの膨ふくれは少し収まったものの、唇くちびるがまだ少し尖とがっていた。思わず笑ってしまうミーカ。

「王様のお墨すみ付つきはもらえたんだ。これはもう、僕たちの勝ちって言ってもいいだろ？」

　公こう平へいが言うと、ニコはようやく満足したのか、えへへ、と笑う。そうしてから、お腹空いた！　と叫んで外に走って行き、ミーカが慌あわててそれを追いかける。

「ふふ……小さな子は、いいですね、かわいらしくて……」

「ええ、まったく……そういえばラロさんは？」

「あはは、あの人はドライなんです、見たらさっさと帰っちゃいました。明日から忙いそがしくなるからって」

「あ、それはそうですね」

　公こう平へいは大きく息をついて、天てん井じようを仰あおいだ。そうしてから、試合の一部始終を思い出す。彼が浮うかない顔をしている原因の出来事まで。

　王はこの国で一番の人気者で、観客たちが見たがっているのは、彼の活かつ躍やくだ。そう気付いた公こう平へいが決意したのは、どうやってうまく負けるか、その一点だった。とはいえそもそも、山に素す手でで穴を空けられる人間に勝てるとは思っていなかったけれど……手を抜ぬいて戦った、と思われては逆効果。

　十体がかりで押し、樽たるをころがしてぶつけ、ときにはくすぐり、体を摑つかんで引きずり、それでも微び動どうだにしない王に、最終的にはウォフを騎き馬ばにしてまたがった公こう平へいが突とつ貫かん。本物の騎き馬ば隊に勝まさるとも劣おとらない質量の突とつ撃げきを受けた王はしかし、それでも不動だった。その結果は予想はしていたものの、そこでうまく、心を折られたように地に仰あお向むけになり、降参！　と叫さけんだのは、我ながらなかなかうまかったと思う。にやりと笑った王は、公こう平へいの手をとって引き起こすと、手を掲かかげ、王家のお墨すみ付つきを与あたえると宣言。発明博覧会の第一発明は大好評のうちに幕を閉じた。

　そして、公こう平へいの手を掲かかげた王が、彼の耳に一言。

「吉よし田ださん、あの……最後、王様に、なにを言われてたんですか？」

「へ？　いや、その……」

　その様子には、アビーも気付いていた。けれど公こう平へいは少し、口ごもってしまう。聞いていいのか、言っていいのかどうか、よくわからなかった。

　だがたしかに彼は、聞いたのだ。

「……あんまりアメリカにおんぶにだっこなのも、どうかと思うぜ、って……」

　だがその言葉を聞いても、アビーはちらりとも動どう揺ようを見せなかった。まるで言われ慣れている悪口を聞いたかのように、少しっだけむっとした顔を見せた後、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「も～……あの人はまたそんなこと言って……自分が最強で、なんでも思い通りにできるからって、みんなもそうできるって思ってるんですよ。やんなっちゃいますね～……」

　アビーの顔に、あり得ないことを聞いた、という衝しよう撃げきはなかった。聞き慣れた悪口をまた聞いてうんざり、というような、ごくごくありふれた、普ふ通つうの顔。

　公こう平へいは二、三度、目をぱちくりとさせた。アビーはそんな公こう平へいの顔を、うん？　どうかしました？　という顔で見ていたけれど……やがて、あ、という顔をした。

「……え～と、吉よし田ださん、ひょっとして……あの～……」

「なんで、異世界の人が、王様が……地球のこと、知ってるんですか……？」
















01　人間がいる限りそこは社会であり、社会を決めるのは政治である、べきである




「つまり……原則は、あの小冊子に書いてあったことは、本当にただの建前で、守っている人間なんて、誰だれもいない。そういうことなんですか？」

　公こう平へいは静かに、腹を立てていた。

　王がアメリカのことを、ひいては地球のことを、そしておそらくは異世界公務員制度のことを知っていた。

　ということはつまり、そういうことだ。

　おそらく政府の上層部は、異世界の国の上層部と、秘ひ密みつ裏りに通じあっているのだ。まるで陰いん謀ぼう論のような話だけれど、異世界の市し井せいの人間ではない、他ならない王国の王がそれを知っていた、となるとそうとしか考えられない。

「吉よし田だくん、落ち着きなさい。君は少し結論を急ぎすぎている。冷静になって話を」

「僕は冷静です」

　かみつくように言い返す公こう平へいに、冬ふゆ杜もりはいかにも、まいったな、という顔で南な雲ぐもに目をやる。

　異世界から戻もどって来くるなり、冬ふゆ杜もりから会議室に呼び出され、椅い子すに深く座る南な雲ぐもの前に、連れ出された公こう平へい。いつもの彼ならなにを怒おこられるかびくびくしていたのだろうけれど……二人が口を開く前、少しだけ確かく認にんするつもりで口を開くと……もう、止まれなかった。

「深夜なら赤信号で横断してもいい、失業給付は職を探すフリだけしてればいい……異世界原則は、表向き守っていることにすればいい、そうなっている、ということなんですよね？」

　冷静に、一語一語しっかり区切るように、南な雲ぐもの目を見つめながら話す公こう平へい。だが南な雲ぐもは一ミリも動じた様子を見せない。相も変わらず、貼はり付つけたような無表情。

　公こう平へいにとって一番我が慢まんがならないのは、建前を軽かろんじることだ。

　彼にとって建前とは、大勢が共に暮らすための、安全弁のようなもの。たとえば警察官や医者、そして公こう平へいのような公務員、すべてが、滅めつ私し奉ほう公こうの精神でひたすらに社会と人に尽つくそうとしている、わけがないのは自分の職場にそんな人間がいるかどうか、少しでも考えてみればすぐわかる。が、営業に出れば怒おこられない範はん囲いでパチンコ三ざん昧まいで密ひそかに不ふ倫りん願望を抱いだきマッチングアプリをインストールしたが面めん倒どうくさくて放置している同どう僚りよう、のような人間が司法、医い療りよう、行政機関で働いていると考えると人間は、やはりいささか不安にもなる。だから警察官は高潔で、医者は善良で、公務員は四角四面、ということにして、社会は運営される。職業に対する偏へん見けんそのものだが、この場合のこういった建前は、ある意味、憲法のようなものだ。

　その真しん偽ぎ、善悪は関係なく、社会を維い持じするために必要な、そうである、という前提。

「上の方でどういうことをやってるかは僕にはわかりませんが、そういうことがあるなら事前に教えておいてもらわないと、現場はやってられませんよ、一体全体……この部署には情報共有っていう概がい念ねんはないんですか？」

　映えい画が監かん督とくや小説家に、作り事を本気にするなよ、と言われたような気分だった。せめてアンタは、これは真実だって言い張らないと駄だ目めだろう、と、言ってやりたくなったのだ。

「吉よし田だ君、いくつか、勘かん違ちがいがあるようですが」

　だが南な雲ぐもは大きなため息をついてから、言った。

「まず一つ目。王が地球のことを知っているのは、私が教えたからです。上層部……といったものはまあ、ここが役所の一部所である限りないとは言いませんが、異世界の中に彼らは嘴くちばしを突つっ込めません。どうあがいても、彼らは異世界の中に入れませんからね」

「……はい？　な……南な雲ぐも部長が？　どうやって？」

「魔ま方ほう陣じんを使って異世界に行って、ですよ。私は先々代の異世界公務員ですから」

　当たり前でしょう、という口調に、公こう平へいは少したじろぐ。そもそも想定もしていなかったことだけれど、考えてみれば当たり前のことだ。魔ま方ほう陣じん技術が誕生してからおよそ百年。公こう平へい、そして冬ふゆ杜もりの前にも、異世界公務員はいたはずだ、何人も。

「そ……で……でも、それは、原則に」

「反してはいませんね。そのときはちょうど、王と私は旅パー団テイを組んでいました。吉よし田だ君、法令の細則、附ふ則そくを読み込まないようでは良いい公務員とはいえませんよ。第一原則修正第三条第一項こう、異世界公務員の旅パー団テイ構成員メンバーについては、これを異世界民とは認めず、原則適用範はん囲い外とする、とあります。法令上、なにも問題はありません。アメリカやロシア、中国などもそれぞれ、異世界の特定の国とそういった関係を結んでいます」

「…………は？　はい？　特定の国、と？」

「ええ。日本は昔から、英えい雄ゆう王国との関係が特に深いですね」

「で、でも、それは……」

「原則を遵じゆん守しゆしようとする君の姿勢は確かに、公務員として非常に正しいものです。ですが君は、規則というものはどういったものなのか、まだよくわかっていないようです」

「そ、それはどういう……」

「原則は原則。我らが死守すべきものです。それはどんな異世界公務員だろうと変わりません」

　南な雲ぐもの色のない目が、公こう平へいを見み据すえる。

「では原則の中に、人間を殺してはいけない……悪をなしてはいけない……我々は善の存在である、などといったことは書いてありましたか？」

　沈ちん黙もく。会議室の中に、時計の秒針の音だけが響ひびく。

　絶句する公こう平へい。わずかに首を左右に振ふる南な雲ぐも。

「……冬ふゆ杜もり君、吉よし田だ君の情報レベルを二に」

「いいんですか？」

「ともあれ彼は、吉よし沢ざわからの徴ちよう収しゆうにはそれなりの結果を出している。認めるべきでしょう」

「ではそのように……」

　冬ふゆ杜もりは小さく頷うなずくと、南な雲ぐもは改め公こう平へいを見つめる。

「まず……吉よし田だ君、あなたは日本の、第二百七十六代目、異世界公務員なんです」

「…………は、はい？」

「あなたの前に、およそ百年の歴史の中、二百七十五人の先せん輩ぱい方がたがいたんです。それがどういうことか、わかりますか？」

　さっぱり、わからない。

　先ほど言われた言葉が衝しよう撃げき的すぎて、頭のなかがまるきり空白状態だった。

　けれどその空白の中に、徐じよ々じよに徐じよ々じよに、異世界で体験した出来事が湧わき上あがってくる。

　異世界に法律はない。その国その国の法はあるだろうけれど、ニコのような児童の労働を禁じるような、あるいは吉よし沢ざわのような人間からむりやり滞たい納のう金を徴ちよう収しゆうできるような、地球の、日本の法律と、その執行を支える武力を備えた組織は、存在しない。

「あ……あ、それ、は……」

　そう考えると南な雲ぐもの言葉が、すんなり飲み込めるような気がする。飲み込んだそれは酷ひどく苦くて、嘔え吐ずいてしまいそうな気がして……思わず呟つぶやいてしまう。

「…………なんて、離り職しよく率だ……」

　冬ふゆ杜もりがくすりと笑った。
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「ではその原因は？」

　異世界で、あるならば。

　法の手どころか目さえ、届かない場所であるならば。

　自分もひょっとすると、運が悪ければ。

「…………殺、され、た……？」

　なにもかもが、はっきりしてきた。

　ひょっとすると、そもそも予想できていてしかるべきだったのかもしれない。徴ちよう税ぜいに行ったのに重傷を負わされた、という体験さえしていたのだから。なのにのほほんと、まだ自分が地球の、日本の倫りん理りと法の中で呼吸をしている、と思っていたのだ。

　異世界の中でそれは、どれほど滑こつ稽けいなことだっただろうか。

「全員が全員、ではありませんが」

　南な雲ぐもは当然の如ごとく言った。

「だ……誰だれに？」

　その答はわかっている気がしたけれど、公こう平へいは問いかけずにはいられなかった。しかし、南な雲ぐもはわずかに眉まゆをひそめただけで、代わりに冬ふゆ杜もりが口を開く。

「ま、そこは色々だ。魔ま物もののこともあるし、異世界民にやられることもある。向こうの治安を、現代と同じだと勘かん違ちがいしてしまうんだな。科学技術が中世程度なら治安も中世程度、とはなぜかみんな考えないんだ。そして非常に遺い憾かんだが……地球から来た、転生者にやられる場合もある……君が怪け我がをしたあの日、君はとんでもなく幸運だった、ということだ」

　冬ふゆ杜もりはまるで、今年の天気と作物のできを話すような、なんでもない口調。

「もっとも、全員が全員殉じゆん職しよくしたわけじゃない。私みたいに、地球での生活には何の障害も残らずに引退する場合だって、二割そこそこはある」

「あ……その……他国の、異世界公務員に、殺された、ということは……？」

　これは口に出していいことなのか？　と、さすがの公こう平へいも思ったけれど、なにも知らない新人のフリをして聞いてしまうことにする。が、冬ふゆ杜もりも南な雲ぐもも動どう揺ようした気配はまるで見せない。

「……仮に、それが真実であった場合」

　南な雲ぐもがゆっくり、言った。しっかりと公こう平へいの目を見つめながら。

「その真実を我々は、見つけ出せるでしょうか？　また、その真実を摑つかんでいる場合があったとして……それは今の君に開示されるべき情報ですか？」

　またしても絶句する公こう平へい。彼の答を待たず、南な雲ぐもは続けた。

「異世界は、二十一世紀における新たな冷戦の場です。異世界公務員は転生民に対する福ふく祉しを提供する人員ですが、同時に冷戦を導く先兵でもあります」

　冬の冷たい雨がコートを通して徐じよ々じよに、体を凍こごえさせていくように、冷れい徹てつな事実が公こう平へいの骨身に、染しみ渡わたっていく。

「異世界には世論もジャーナリズムもない。そういうところで国家がどういう振ふる舞まいをするのか、君にはもう、わかっているでしょう」

「どうして……どうして、最初から、そのことを……？　知ってたら、もっと、慎しん重ちように……」

「異世界公務員はその存在自体が世界の機密事じ項こうです。その本質ともなれば、容易たやすく新人に教えることはできません。段階を踏ふんで徐じよ々じよに明かしていくのが慣例です。国が異世界の仕事をしている、と……それだけなら誰だれも信じないでしょうが……そんな陰いん謀ぼう論を公務員が吹ふい聴ちようするとなると、色々面めん倒どうなことになるので」

　その後は冬ふゆ杜もりが引ひき継ついだ。

「異世界公務員制度自体を疑問視する輩やからも上層部には根強い。万が一にでも我々は、存在の意義を疑われるようなことがあってはならない。そういう意味では君に負担を強しいることになってしまうが、職務上致いたし方なし、ということさ」

「……一つ、いいですか」

　公こう平へいはおびえた目をして、冬ふゆ杜もりと南な雲ぐもを交こう互ごに見つめた。

「僕はその……アメリカの、アビーさんと色々やりましたけど……それは……その……大だい丈じよう夫ぶ……だったんです、か……？」

　だがそれについても、南な雲ぐもも冬ふゆ杜もりも表情を変えなかった。

「君の行動については問題ない、ということで先日、ようやく合意を得ました。それについてはあまり考えなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「へ!?　……い、いや、その……」

　尋たずねようとしても、口ごもってしまう。自分とアビーがなんの気なしにやったことが、上の人間を駆かけずり回まわらせることになっていたなんて、まさか思ってもみなかった。

「ともあれ……誰だれが安全で、誰だれが危険なのか、ということについては、一つだけ言えます。誰だれも安全ではない」

　南な雲ぐもはなんの感情も込こめず、告げた。

「ど、どうして？　異世界でも同盟国は、同盟国なんじゃ……」

「地球上の同盟は、仲が良いいからやっているとでも思っているんですか君は……国家と国家が関わり合う以上、そこには利害が必ず発生します。同盟はその調整策の一つでしかありません。つまり……」

　そこでさらに説明しようとして、南な雲ぐもは少し、肩かたをすくめた。

「いや、君はもう、異世界での出来事は、地球に持ち込まない、という不文律は、ラーソンさんから聞いたそうですね？」

「へ？　あ、は、はい……って、あ……え？」

　答える内、公こう平へいは自分で気付いて、しかしそれが信じられなくて、奇き妙みような声を出してしまう。

「その通り。地球のしがらみを異世界に持ち込んではいけない、とは、原則のどこにも書いていないし、誰だれもしてはいけない、とさえ思っていない。そういうことです」

　明かされた事実の巨きよ大だいさと、途と方ほうもなさに、公こう平へいはしばらく、口もきけなかった。

「そういうわけで異世界では、君が愛する建前を、みんなしてしっかり守っている、というわけです。理解できましたか」

　公こう平へいは自分のことを、特とく殊しゆなのだと思っていた。

　公務員になるために生まれたように思う時さえあったし、これは自分の天職なのだと思っていた。異世界公務員になってからもそうで、少々戸と惑まどいはしたものの、社会の枠わくからこぼれ落ちそうな人を掬すくって、中に戻もどしてやるという仕事は変わらなかったし、むしろ直接、全ぜん般ぱん的にそれに関われるようになって、張り切ってさえいた。

　けれど、思い知らされた。

　上には、上がいる。社会の枠わくが、どこからどこまでなのかを決める連中が。

　自分こそがお役人なのだ、なんて思っていたけれど、遙はるか格上のお役人たちが存在するのだ。

「……まあ、異世界固有のリスクは平等ですが、君は当分の間安全でしょう。しっかり勤務に励はげんでください。期待していますので」

　公こう平へいの返事を待たず、南な雲ぐもはそう言うと立ち上がった。公こう平へいは慌あわてて引き留める。

「い、いや部長！　そんな、そんな人がばたばた死ぬ職場で、頑がん張ばれって……！」

「……ジャーナリズムや世論の目がないところで、国がどういった振ふる舞まいをするのか、という点については、お話しましたし、君自身もわかっていますね」

　南な雲ぐもは振ふり返かえらず言った。

　それだけで、公こう平へいはわかった。

　わかってしまった。

　おそらく、今いま更さら、辞やめられないのだ。

　辞やめると口にするとどうなるのか、については……あまり想像はしたくない。政府が秘密裏りに不都合な人間を始末する、なんていう都市伝説、陰いん謀ぼう論が本当かどうかを確かめるのに、自分の人生を使ってしまいたくはない。

　辞やめる気はない。ないけれど……利用者に向かって笠かさに着た国の権けん威いが、今度は自分に襲おそいかかってくることになるなんて、まさか思ってもみなかった公こう平へいは、ただただうろたえた。

「ぶ、部長……！」

　ばたん、という会議室のドアが代わりに返事をして、公こう平へいは冬ふゆ杜もりと二人、会議室に残された。

　冬ふゆ杜もりは、んーっ、と背せ伸のびを一つ。呆ぼう然ぜんとしている公こう平へいの顔を見て軽く笑った。

「おいおい、地球の終わりみたいな顔をしてるな」

「そりゃあ……そうで、しょう……」

「安心したまえよ、南な雲ぐもさんの言っていたことは本当だ。君は当面、安全だよ。それは私が保証する。滞たい納のう者や向こうのチンピラに殴なぐられることはあるかもしれないが……」

「な、なんでそんなこと……」

「カジノを想像してみてくれ。君が経営しているカジノに、とんでもないカモが来た。年収百億で貯金は二百億、月に十億は自由に使える金がある。そんなカモを、初回で十億いきなり負けさせて、もう二度とカジノなんて来るか、と思わせるか？」

　公こう平へいの肩かたをぽん、と一つ叩たたいて、冬ふゆ杜もりは笑った。










02　書類はあることが重要である




　その夜。

「それはまだ……教えてもらってないことが、ありますね、きっと」

　旅パー団テイ構成員メンバーに教えていいのなら、と、公こう平へいはニコに、地球について教えた。もっとも、彼女の中では、なんかすごい遠い国、程度の理解だったけれど……慣れない座学に疲つかれてしまったのか、今はもう部屋に帰ってしまっている。一方、二人は閉しめ切きった二階で会議。

「……まあ、そりゃあるだろうけど……」

　公こう平へいは南な雲ぐもたちと話したことを、改めてミーカと話していた。

「……どうして人死にを多数出してまで国は異世界に関わりたがるのか、その理由を、ちょっと、私たち、考えてみた方がいいと思います。私、話を聞いて、最初はお金だと思ったんですけど……でもお金だけで、そこまでするものなんでしょうか？」

　ミーカにしてもどうやら、冬ふゆ杜もりからそういうことは一いつ切さい、教わっていなかったらしい。しかし、公こう平へいから話を聞いて目を見開きつつも、そこまで驚おどろいた様子ではないようだった。気になって公こう平へいが尋たずねてみると、むしろ奇き異いな目で、人とお金が大量に関わるところに、裏話がないわけないじゃないですか、との言葉。考えてみると自営業として数年間、霞かすみヶが関せきとは別種の魑ち魅み魍もう魎りようがいるだろう芸能界で、しっかりと働いていた彼女は、社会経験という意味では公こう平へいよりも豊かなのかもしれない。

「それは……するよ。異世界と地球で、唯ゆい一いつ行き来できる物質が、金……純金、だろう。小冊子に書いてあったけど、異世界公務員が一年で稼かせいだ金のマックスは……たしか、一九九二年、日本の異世界公務員、櫻おう町まち俊しゆん太た郎ろうさんの、千五百七十六億」

　ミーカはその数字に目を丸くした。

「それ……徴ちよう税ぜいだけじゃないですよね？」

「櫻おう町まちさんは凄すご腕うでの冒ぼう険けん者でもあったらしい、なんだっけ、赤あか宝ほう位い？　業務と並へい行こうしつつ、冒ぼう険けん者として活かつ躍やくして……その年は誰だれも制せい覇はできなかった迷宮ダンジヨンを制せい覇はしたんだって」

「赤ル宝ビ位ー、ですね。上から二番目のランクです。それぐらいの人で、未踏とう破はの迷宮ダンジヨンを制せい覇はしたら、それぐらいは稼かせぎますね……千億稼かせげるなら、国は、多少の人死には気にしない……ものなんでしょうか？　それだけじゃ絶対、ないような気がするんですけど……」

「賭かけてもいいけど、国は人死になんて、毛ほども気にかけないよ。異世界の話、すべてを闇やみに葬ほうむれるなら、そりゃもう、絶対気にしないさ。靴くつの裏よりどうでもいいはずだ」

　苦く笑って、公こう平へいは続けた。

「僕はこの国が、お金を払はらうぐらいなら困ってる人を見殺しにした方がマシ、そういう場面なら腐くさるほど見てきたんだ。見てきただけじゃない、僕だってそんなことをやってきた。生活保護ってのはどう足あ搔がいても結局、申しん請せいされなきゃ支給はできない。たとえ明日には餓が死しする人を道で見たって、僕にできるのは、九時五時の間に窓口に来てくれって言うだけなんだ」

「…………公こう平へいさん、考えてみてください。国の目的がお金だけだったとしたら、どうして私たち、いるんです？　異世界のこと、地球の世論に隠かくしておけるなら……」

　ミーカは辺りを見回し、〝東とう京きよう都と行ぎよう政せいサービス　いせかい出しゆつ張ちよう所じよ　てんせい支し援えん課か〟と書かれた案内板に手を置いて、言った。

「ここ、いらないですよね？」

　公こう平へいはしばらくミーカの顔を見て、辺りを見回して、それから自分の額をぱちん、と叩たたく。

「……ごめん、ちょっと被ひ害がい妄もう想そうが暴走してた」

「もう……しっかりしてください」

「だってさ……」

　ぎり、と歯がみの音が公こう平へいから一つ。

「僕は、カモなんだってさ……」

　悔くやしそうな表情をあらわにする公こう平へい。

「公こう平へいさん……で、でも、少なくとも、誰だれかに殺されたりとか、そういうことはないって、安心できるってことじゃないですか」

「…………君は……早く大人になりたいって思ったこと、ないのかい？」

　公こう平へいの問いに反応して、うんざりするほどあったそんな場面が、ミーカの頭の中を流れていく。子どもだから、女だから、アイドルだから、様々な理由で一人前の人間扱あつかいをされなかったことは、多すぎて数え切れない、もはや日常の一部分だ。けれど慣れるということは決してなく、そのたびに、自分が薄うすく、削けずられていっているような気分になっていた。

「……公こう平へいさんだって時々、私のこと、子ども扱あつかい、するじゃないですか」

「そりゃ……ごめん。やっぱりどうしても、染しみついた習性は直らなくて……でもたしかに、子ども扱あつかいってのは…………頭に、来る、な……」

　一人前に働いている、と、公こう平へいは思っていたのだ。

「どうします……？」

　ミーカは少し、不安そうな顔。

「…………子どものやることは決まってる」

　力強く言うと、強い決意を込こめ、公こう平へいはミーカの手を握にぎりしめた。

「反はん抗こう期だ」

　急に手を握にぎられ驚おどろくミーカ。けれど彼の目の中に強い決意を感じ、見入ってしまった。

「ミーカ、強くなろう。弱いせいで、誰だれかを救うのに、誰だれかの手を借りなきゃいけない、なんてことが、ないように。死なないように、殺されないように……この世界の謎なぞを、あばけるように。だから……レベル上げ？　を、手伝って欲しい……頼たのめないかな……？」

「…………公こう平へいさん、私たちはもう、旅パー団テイなんですよ。手伝うんじゃなくて、一いつ緒しよにやるんです。ニコも一いつ緒しよに、三人で。私だって、そろそろ本気でレベル上げしたかったんですから」

「……そうなの？」

「今のスキルレベルじゃ酒場ならともかく、スタジアムクラスのライブはできませんから」

「……ここ、スタジアムがあるの？」

「闘とう技ぎ場ならあったじゃないですか。大きな演劇とかはそこでやるんです」

「どんなのを歌うんだい？」

「ふふ、公こう平へいさんの冒ぼう険けんを歌にしたら、きっと、ウケると思います」

「……公務員のお仕事記録なんて、歴史家だって読むのに辟へき易えきするんだぞ」

「そこを聞かせるのが、私のお仕事ですから」

　しばらく二人は、互たがいの顔を見つめ合った。まったく意識はしていなかったけれど、同どう僚りようとして握にぎりしめた彼女の手の小ささと、温かさが、公こう平へいの手のひらに伝わってくる。ギタリスト特有の硬かたくなった指先と、反比例するように、小さく、柔やわらかな手。だがそれを意識してしまうと急に、自分は同どう僚りようの手を無理矢理握にぎってセクハラしているのではないか、と不安になって慌あわてて手を離はなしてしまう。ミーカは少し驚おどろいたものの、もごもごと謝罪の言葉を口にしている公こう平へいがなんだか面おも白しろくて、笑いそうになってしまった。公こう平へいはまるで気にしていない彼女を見ると、バツが悪くなって頭をぼりぼりとかいた。なにか話を逸そらそうと、必死になって別のことを考えようとすると、それは自然と、頭に浮うかんできた。

「…………なあ、少し疑問なんだけどさ。君が僕のことを、霞かすみヶが関せきにいる二人に報告したり、してるわけじゃないよね」

「……へ？　あ、あー……えーと、こっちにメッセージを送ってくる方法はあるみたいですけど、滅めつ多たに使わないらしいです、すっごい稀き少しよう元素が必要になるとか」

「じゃ、なんで報告前にこっちで起こったこと、南な雲ぐもさんたち知ってたんだ？」

　ミーカはとうとう気付かれたか、という表情をして、頭に手を当てて、言った。

「えーと……あの鎧よろいの兜かぶと……なんですが……」

　不ふ吉きつな赤黒色の鎧よろい、兜かぶとにはゴーグルが一体となっている。事務仕事のときは二階の壁かべ際ぎわでインテリアとなって、鎧よろいかけにかかっているが……博覧会の時はしっかり、着き込こんでいた。

「この、ゴーグル」

「……はい。それがカメラ兼けんマイクで、見聞きしたものを遠く離はなれた場所にも伝えられる、っていう世アー界テイ遺フア物クトでして……試ためしてみたら、地球にも届いたらしくて……」

「……冬ふゆ杜もりさんの仕事場のＰＣさ、凄すごい量、外付けハードディスクがあったんだけど……」

「４Ｋで録画しているそうです……」

　とミーカが言った瞬しゆん間かん、公こう平へいは兜かぶとに叫さけんだ。

「……なんで日報いるんだよ！」










03　ご安全に！




「公こう平へいさん、準備はいいですか？」

　しっかりと装備を調ととのえたミーカが言った。

「冒ぼう険けん者用の便利袋ぶくろヨシッ、鎧よろいヨシッ、剣けんヨシッ、爆ばく杖じようの在庫ヨシッ」

　まるで工事現場のように、一つ一つ指さして安全確かく認にんしていく公こう平へい。蔵箱アイテム・ボツクスまで不用心に広げている。古びた革かわのトランクに見えるそれは、しかし、所有者の意図に従って虚こ空くうから出し入れできる優すぐれものだ。公こう平へいのスキルレベルではまだ、大きめの旅行用トランク程度しかないが、今のところの目的には間に合っている。

「鎧よろいヨシッ、指輪ヨシッ、短たん剣けんヨシッ、爆ばく杖じようヨシッ」

　公こう平へいの確かく認にんがおもしろかったのか、ニコもまねしている。なにかにつけニコは、公平やミーカのまねをしたがるのだ。

「しかし……見れば見るほど、ホントに迷宮ダンジヨンだな……」

　衛兵たちの向こうに大口を開けている、巨きよ大だいな下り階段を公こう平へいは見つめる。先はうっすら、壁かべ際ぎわに設置されている青白い魔ラン灯タンの光が照らしてはいるものの、ここからでは見えない。

「地下都市アンダーグラウンド……この大陸の未踏とう破は迷宮ダンジヨンの中では最大です。全百層あると言われていますが……ここなら、レベル上げにはうってつけです」

　ミーカが言って、公こう平へいはようやく立ち上がり、ニコもそれにならう。三人は互たがいの顔を見合わせ、もう一度、互たがいの武装をチェック。公こう平へいとニコは、生まれて初めての迷宮ダンジヨンだ。

「ニコ、無理はしない」

「しない」

「危なくなったら」

「すぐ逃にげる」

「持ちきれない宝は」

「捨てていく」

　二人で考えた迷宮ダンジヨンの心得を言い合うと、公こう平へいは一つ、自分の頰ほおを張った。生まれて初めての、あからさまに危険な……労働。結果的に命が危あやうくなるシーンは窓口の仕事でも少しあったけれど、それはあくまでもイレギュラーなもの。迷宮ダンジヨン探たん索さくのように、命を落とす危険性が前提の仕事など、想像したことさえない。ニコは、自分の頰ほおを自分で叩たたく公こう平へいを不思議そうな顔をして見ていたけれど、やがてマネをして自分の頰ほおを張ってみた。

「……いだい」

　少し涙なみだぐんで頰ほおを赤くし、びっくりした顔で唇くちびるをとがらせている。

「なにやってんだ君は……」

　むくれるニコの頭をくしゃくしゃと撫なでてやり、ぽんぽん、と赤くなった頰ほおをさすってやると、すぐに頰ほおを緩ゆるませた。その変わりようが面おも白しろかったのでもっと撫なでてやると、くすぐったそうに身をよじらせながらも、顔はうっとりして、公こう平へいの手からは離はなれようとしない。

「あー……いいですかお二人とも。準備だけで日が暮れちゃいますよ」

　ミーカが割って入る。仲むつまじいのはいいけれど、これから行くのは危険な場所だ。

「あ、ああ、よし……登録してくる、待っててくれ」

　迷宮ダンジヨン入いり口、階段前に向かう公こう平へい。管理の衛兵に迷宮ダンジヨン挑ちよう戦せんの意思を伝え、名めい簿ぼに三人の名前を書き込んでいく。彼の背中を見ていたミーカの袖そでを、ニコが引いた。身をかがめてやると、ニコが耳元で囁ささやいた。

「ごめんね、かわりばんこ、ね？」

　少しの間、何を言われているかわからなかったミーカだったけれど……やがて、はぁ!?　という顔でニコを見つめ、それから公こう平へいを見つめ、もう一度ニコを見つめた。

「ボクたちはね、独ひとり占じめはだめなんだ。それにボク、ミーカのことも好きだもん」

　えへへ、と無む邪じや気きに笑うニコ。そんな彼女の顔にミーカは、なにも言えなくなってしまって、わしゃわしゃとニコの頭を撫なでた。そういえば、と、この異世界、とりわけ獣じゆう人じんは同どう性せい婚こんも普ふ通つうだったはずと思い出す。暮らしている群れ全体で子どもを育てていく風習があるためか、誰だれと誰だれの子なのか、ということを重視しないらしい。

「……おませさーん」

「ふふ、子どもじゃないからおませじゃないもんねー」










04　冒ぼう険けんは仕事である




「冒ぼう険けんって……なんかもうちょっと、冒ぼう険けんだと思ってた……」

　ニコがぽつりと呟つぶやいた。

「なに言ってるんだ、シゴトというものは、いかに安全にこなすか、それが肝きもなんだぞ」

　公こう平へいは、当たり前だろう、という口ぶり。

「そこまで、安全じゃないと思いますけど……」

　ミーカは腰こし掛かけながら、ギターをぽろぽろとつま弾びいている。

「リスクをゼロにするのは、家に閉じこもったって無理だよ。生きるということは、すなわちリスクなのだからね」

　公こう平へいがさも悟さとった宗教家のような口調で言うと、思わずミーカは笑ってしまった。遙はるか足あし下もとからそれに答えるような、種々雑多な魔ま物ものの声も響ひびく。

「そろそろ、かな？」

　城じよう壁へきの縁ふちから身をのぞかせたニコが言う。

　地下都市アンダーグラウンド、第一階層。城の地下がテーマとなっているこの階層は、延々と続く地下牢ろうと、看守部屋、そして今、三人がいる城の中庭を模した広場で構成され、三人はその広場にいた。

　サッカー場ほどの広大な空間が半球状にくりぬかれた広場、壁かべ沿いには城じよう壁へきがそびえ、その中には庭。枯かれた庭園と砕くだけた彫ちよう刻こくが立ち並ぶ様は、なんとも寒々しい廃はい墟きよの光景だったけれど……その中で、妙みように活気づいている箇か所しよが一つ。

　三人が足を投げ出して座っている、十メートル近い城じよう壁へきの下。

　五十体近い魔ま物ものが、うじゃうじゃと折り重なっていた。黒々と光る巨きよ大だいな蠍さそり、錆さびた金属鎧よろいに錆さびた槍やりを構える骸がい骨こつ、小型車ほどはある狼おおかみ……〈Lv.12　疫病蠍プレイグ・スコーピオン〉〈Lv.07　骸骨看守スケルトン・ジエイラー〉〈Lv.18　魔狼ワーグ〉、魔ま物ものに常に表示される称タ札グも、一見では読みづらいほどに重なっている。

「よし、行くぞ……」

　公こう平へいは城じよう壁へきの際に立ち、蔵箱アイテム・ボツクスを開ける。中には十数本の爆ばく杖じよう。どれも先ほど、込こめられているスキルを使い終わり、爆ばく発はつ寸前のもの。蔵箱アイテム・ボツクスに詰つめていた他の道具類はすべて、城じよう壁へきの上に出してある。

「ほいやっ！」

　かけ声と共に蔵箱アイテム・ボツクスを逆さにして、爆ばく杖じようを魔ま物ものたちの頭上にぶちまける。からん、ころん、からからん……という乾かわいた音の後……。

　鈍にぶい炸さく裂れつ音といくつもの悲鳴。やがて爆ばく発はつが収まると……もう、動く魔ま物ものはいなかった。

「……うん、確かにあんまり、冒ぼう険けんっていう感じはしないな」

「っていうか漁ですよこれ、冒ぼう険けんじゃなくて。トレイン漁、って感じですね」

　公こう平へいが呟つぶやくとミーカが返し、彼はなぜか少し、自じ慢まんげな顔をした。

「仕事というモノの半分は、退たい屈くつなルーティンワークで構成されるものさ」

「残りの半分は？」

「面めん倒どうなイレギュラーの対処」

「……公こう平へいさん、働くの楽しくないんですか？」

「バカ言うなよ、僕は働くために生まれたんだ」

　なぜか楽しそうな顔をしている公こう平へいに、ミーカは肩かたをすくめるばかりだった。

　トレイン漁、は、迷宮ダンジヨンの魔ま物ものの性質を知った公こう平へいが考案した狩かりの方法だ。通常、魔ま物ものは迷宮ダンジヨンの部屋の中に出現する。部屋を開ければ、たとえどこに逃にげようが追ってきて、相手か自分が死ぬまで、止まらない。言いい換かえれば、部屋を開け続けていけば、迷宮ダンジヨン中の魔ま物ものに追ってきてもらえる、ということだ。

　これはミーカのスキル、歌奏闘術スインギンによるところが大きい。歌曲の音色に合わせ、自分や仲間の強化、相手の弱化がスキルレベルに応じて可能なのだ。速度を強化した公こう平へいが部屋を開けて回り、魔ま物ものたちを引きつける。その間、ミーカはニコに抱かかえられて飛びながら。ニコは上空から公こう平へいに手が届きそうな魔ま物ものを爆ばく杖じようで狙ねらい撃うち、撃うち終えた爆ばく杖じようは、蔵箱アイテム・ボツクスの中に入れていく。蔵箱アイテム・ボツクスは家庭において、冷蔵庫としても活用されている。中では時間が進まないのだ。生せい鮮せん食品は腐くさらないし、壊こわれ物ものも劣れつ化かしないし……あと五秒で爆ばく発はつする爆ばく杖じようを、五秒のまま保管しておける。

　そして広場に集めた魔ま物ものたちを、城じよう壁へきの上から、爆ばく杖じようで爆ばく撃げき。

「よーし、はぎはぎだ！」

　そう言うとニコは、力強く城じよう壁へきから飛び出した。落下の途と中ちゆうで瞬しゆん間かんだけ羽を出し、一羽ばたきすると赤い霧きりが彼女の体を包み、落下速度を減げん衰すいさせる。これは鳥人族バード・ヘツズのみが習得可能な種族技能トライバル・スキル、飛行制御フライト・コントロールによるもの。この異世界においてスキルは戦せん闘とうだけでなく、生活のあらゆる部分で基き礎そを担になっている。

「あ、待てってばニコ」

「ニコ！　一人で飛び出さないの！」

　ミーカが口笛をぴゅうと大きく響ひびかせて、二人も城じよう壁へきから飛び降りる。歌奏闘術スインギンによる落下ダメージ減げん衰すい効果だ。直接攻こう撃げきの術こそないものの、こういった強化や相手の弱体化に限れば、歌奏闘術スインギンはかなり使えるスキルなのだ。

「ふんふんふふんふふ～ん」

　ニコは早さつ速そく鼻歌交じりに、一番巨きよ大だいな魔狼ワーグの死体を解体していく。狩しゆ猟りよう採集生活を送る鳥人族バード・ヘツズには慣れたモノだ。

　魔ま物ものの体が転がる場所は、すでにもう何度かこの狩かりを繰くり返かえした場所で、石いし畳だたみの地面がほとんどえぐれてしまっている。そこにまるで小高い丘おかのように、魔ま物ものが転がっている。

　皮、肉、脂し肪ぼう、骨、内臓、魔ま物ものの体はどこも価値がある、貴重な資源だ。異世界の文明はすべて、大なり小なりこの魔ま物もの資源によって生活が成り立っている。公こう平へいたちが日常業務に使う書類も、元をたどれば鼠ねずみの魔ま物ものの皮から作ったもの。だからこそ国によって形態に多少の違ちがいはあるが、多かれ少なかれ、魔ま物もの素材の買い取りをする冒ぼう険けん者職団ギルドは、国の資金によって運営されている。もっとも当の冒ぼう険けん者たちには、人々の暮らしのために働く公務員、などという殊しゆ勝しような意識はかけらもないだろうけれど。

「なんか……不思議だよな……」

　公こう平へいはミーカから手ほどきを受けながら、巨きよ大だいな蠍さそりの毒どく腺せんを慎しん重ちように切り取り言う。血液に入れば猛もう毒どくだが、煎せんじれば薬となるのだ。手にした毒どく腺せんは真っ黒でかなり臭におうものの、感かん触しよくはまるで魚の白子のようで……なんというか、生命そのものに触ふれている感じがした。

「こいつら……なんであんなに……バカ、なんだ？　いやバカっていうか……」

　三人が城じよう壁へきの上にうまく逃にげおおせても、魔ま物ものたちは一匹たりとも、諦あきらめるということをしなかった。中には他の魔ま物ものに潰つぶされ、爆ばく撃げき前に死んでいた個体もいるほど。

「……一説には、魔ま物ものはこの異世界において、実在はしていない存在なんだ、と言われます。地球で言うお化け……ううん、精せい霊れい、とかに近い存在だと」

　ミーカは顔をしかめながらも、持ち運びのしやすいように骸がい骨こつの骨を束ねていく。錆さびた鎧よろいや槍やりも、持って帰ればいくらかにはなるだろうけれど、さすがに蔵箱アイテム・ボツクスには収まりきらない。

　戦利品の大きさと売ばい却きやく予想価格の比率を、冒ぼう険けん者の言い回しで換レ金ー率トと言い、それが高い魔ま物ものが出現する場所は人気の狩かり場ばとなる。三人がいる第一階層は、最低、というほどではないけれど、こうして解体の手間がかかる魔ま物ものしかいないので、あまり人気はない。そもそもこの異世界では自分より低レベルの魔ま物ものを狩かってもレベルはあがらない、ということもある。だからこそ、こんな常識外れの狩かり方もできたのだけれど。

「……精せい霊れいをぶっ殺しまくっても大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「あはは、魔ま物もの精せい霊れい説を唱えているのは、そういうことを研究する、龍学ドラゴノロジーの中でも異い端たんとされる一派です。で、そこの考え方だと、人間も精せい霊れいの一種なんです。魔ま物ものは人間になれなかった精せい霊れいで、人間を憎にくんでいる。どころか、人間を食べれば、自分が人間になれると思っている。だからあんなに執しつ拗ように襲おそってくるんだとか。逆に高位のしゃべれる魔ま物ものは、あんまり積極的には襲おそってこないそうですよ」

「…………なんか、あんまりすっきりしない世界観だな……」

「まあこれも一つの学説……というより、神話の一つ、って感じですね」

「えー、おじいちゃんたちが言ってたのと違ちがうー」

「獣じゆう人じんの人たちは、どう考えてるんだい？」

「えとね、私たちも魔ま物ものの一種なの。魔ま物ものがあんまり頭がよくないのは、レベルアップできてないから。魔ま物ものがうんとレベルアップすると、獣じゆう人じんとか人間とか、他の種族になるんだって」

「それって……今いる種族の祖先は、魔ま物ものだったってこと？」

「うーうん、おじいちゃんが言ってたのは……」

　手て際ぎわ良く、巨きよ大だい茸きのこ型魔ま物ものの石突づきを切り取りつつも、ニコは急に口調を変えた。

「……砂すな粒つぶが転げ、綿わた埃ぼこりと絡からみ、身を膨ふくらまし、岩に潰つぶされ、針はり木ぎに刺さされ、風に飛ばされ雨に濡ぬらされ、また身を膨ふくらまし。いじけにいじけて、魔ま物ものは生まれる。生みい出されるのではなく。故ゆえに魔ま物ものに神はおらぬ。神もまた魔ま物ものを見守らぬ。神なき生は、月なき夜。月なき夜は、魔ま物ものが生。その生は、暗く寂さびしく、温ぬくもりはなく。故ゆえに魔ま物ものは我らを喰くい、我らに成り代わり、神を手に入れようとしておる……だったっけな？」

　古老のような口ぶりで話す彼女がなんともかわいらしくて、思わず公こう平へいとミーカは頰ほおを緩ゆるめた。公こう平へいは神話に思いを馳はせ、魔ま物ものとその生命について考えてみた。ミーカに言わせれば魔ま物ものとは、枯こ渇かつすることのない資源、だそうだけれど……彼らもまた本当に、生命の一種なのではないだろうか？　だとすると、その命は……と、そこまで考えて頭を振ふった。鈴すず木きのように、魔ま物ものも慈いつくしむべき動物に見えて殺せなくなってしまったら、今後の事業継続計画ＢＣＰに差さし障さわる。

　……今は、汗あせをかいて……血にまみれても、強くならなきゃいけないんだ。

　決意も新たに、蔵箱アイテム・ボツクスに回収した魔ま物もの素材を放り込むと、なぜか手元にどこかから、ぱらぱらと、細かな石のかけらが落ちてきた。

「……うん？」

　ぱらり……と、見み間ま違ちがいではない。白い石のかけらが、解体中の魔ま物ものの上に降ってきている。

「二人ともっっ！」

　一足早くその存在に感づいたニコが叫さけび、二人を横っ飛びに抱だいて転がった。

　どぉんっっ！

「こ、これは……」

「徘ワン徊ダリ魔ング……！」

「Ｂｗｏｏｏｏｏｏｏ！」

〈Lv.35　迷宮炎魔フレイム・ミノタウロス　グィーヴォ・ムゥーヤゥ〉。

　両手にそれぞれ、人の身みの丈たけほどもある巨きよ大だいな剣けんを持ったその魔ま物ものは、城じよう壁へきから飛び降りると、広場中に轟とどろくほど巨きよ大だいな雄お叫たけびを上げた。牛が地じ獄ごくで生まれたらこうだろう、というような頭部は、鼻から灼しやく熱ねつ色の火か炎えんをちろちろと吹ふき出だしている。三メートル近い体は、粗そ末まつな腰こし布ぬの一枚に覆おおわれているのみだったけれど、筋肉を圧縮して詰つめ込んだような茶ちや褐かつ色しよくの体たい軀くは、素す肌はだでありながら板金鎧プレート・メイルを着き込こんでいるのか、と思わせるほどだった。

　がちゃん、がちゃん！

　剣けんを打ち合わせ、床ゆかに転がる三人を見ると、そいつは、グィーヴォは確かに、笑った。










05　リスクのない仕事はない




　冒ぼう険けん者たちの離り職しよく率、すなわち死亡率を高める最たる要因、それが徘ワン徊ダリ魔ングだ。

　迷宮ダンジヨン内の部屋ではなく、広場や通路に一定間かん隔かくで出現する徘ワン徊ダリ魔ングは、その階層の魔ま物ものより遙はるかにレベルが上だ。通常、レベルが十も上の魔ま物もの相手ならまず勝ち目はないと言われるが、徘ワン徊ダリ魔ングの場合は運が良ければ十、悪くて二十、最悪なら三十、後々語り草になるほど運が悪ければ、迷宮ダンジヨンに入った瞬しゆん間かんにレベルが四十上の悪デー鬼モンに出会う場合さえある。これがゲームならバグだと思われても致いたし方ないほどのバランスの悪さだが、ゲーム風異世界はあくまで、ゲーム風、なだけであって世界には変わりない。どこに苦情申し立てすればいいのかわからない理り不ふ尽じんに満ちているのは、きっとあらゆる世界に共通することだろう。

　徘ワン徊ダリ魔ングがどれぐらいの間かん隔かくで出現するのか、ということについてはほぼわかっていない。これはパラシュートが開かなかったというクレームがほぼないのと同じだ。

　ずぐんっ、ずぐんっ！

　迷宮炎魔フレイム・ミノタウロスは地面にくるぶしまで埋うまりこんだ足を勢いよく引ひき抜ぬくと、二本の大だい剣けんを構え、くい、くい、と手招き。公こう平へいたちは、もう一度、徘ワン徊ダリ魔ングの称タ札グを見る。

〈Lv.35　迷宮炎魔フレイム・ミノタウロス　グィーヴォ・ムゥーヤゥ〉。

「……よし、逃にげよう」

　詳くわしくは徴ちよう紙しを見ないとわからないが、仮に今、自分たちがマックスでレベルがあがっていたとしても、レベル二十。

「だめです公こう平へいさん……徘ワン徊ダリ魔ングは基本、私が全力強化をかけてもかなわないぐらいのスピードなんです……！」

「公こう平へい！　私が上から気を逸そらす！」

　言うが早いかニコが翼つばさを一打ち、手に蔵箱アイテムボツクスと爆ばく杖じようを持ち、グィーヴォの上空を旋せん回かいする。

「いと気高き水の精せい霊れいよ、玉座を洗い清めるは汝なんじが清せい冽れつ、形の精せい霊れいと共に我伏ふして願う、苛か烈れつを以もつて、怨おん敵てきを撃うち抜ぬけ……水すい弾だん！」

　たどたどしくはあるが、ニコは詠えい唱しよう。特別な効果を付ふ与よされた、砲ほう弾だん大の水の弾たまが、ニコの手にした爆ばく杖じようから発射される。発射後の爆ばく杖じようは、急いで蔵箱アイテム・ボツクスに。

　発射された水の弾だん丸がんの、その速度はすさまじく、まるで戦車砲ほうじみてグィーヴォの頭部を狙ねらう。火属性の相手には水属性、というのは、この異世界のセオリーではあるが……。

　グィーヴォは、にぃ……と歯を剝むき出だしにして笑った。機き敏びんに上体をかがめると、そのまま、ぐっ、と、腿ももを沈しずみ込ませて躱かわす。水すい弾だんは城じよう壁へきに当たっていくらかを破は砕さいし、砕くだけ散ちる。

「ニコ！　くそっ！　水すい流りゆう！」

　公こう平へいは詠えい唱しようを加えず、そのまま発射。川が氾はん濫らんしたような水流がグィーヴォを襲おそう。が、溢あふれるほどの水をぶつけられても、グィーヴォはわずかに顔をしかめただけ。人間ならそのまま流されただろうが、相手は巨きよ大だいな迷ミノ宮タウ魔ロス。伝説では素す手でで人を左右に引きちぎり、王宮の巨きよ大だいな門を盾たてとして戦ったという、単純な筋力にかけては右に出るモノがいない魔ま物ものだ。

「公こう平へいさんだめです！　詠えい唱しようで効果付ふ与よしてからぶつけないと！」

　ミーカは叫さけび、自分も水すい弾だんを放つか、それとも歌奏闘術スインギンで付ふ与よをまくか、一いつ瞬しゆん悩なやむ。だがグィーヴォにとってはその一いつ瞬しゆんで十分だった。

「ニコ！」

　ロケットじみた勢いで跳ちよう躍やくした巨きよ大だいな迷ミノ宮タウ魔ロスは、二本の大だい剣けんを無造作にニコに突つき出だす。

「……のろいっ！」

　が、空中で華か麗れいに円を描えがきそれを躱かわすニコ。避さけ際、足で頭を蹴けってさえみせる。並の魔ま物ものならそれだけで致ち命めい傷しようとなり得る一いち撃げきだったが、グィーヴォは鼻筋に流れてきた血を、ぺろり、と舐なめて、不敵に笑う。

「大だい丈じよう夫ぶです。空中戦で鳥人族バード・ヘツズに勝てる魔ま物ものはほぼいません。でも……私たちの現状で、あいつを倒たおす手段も……地道に、地道に、削けずっていくしか……」

「足りるのか……？　僕が今、水はあと十発、君は？」

「八発……おまけに相手は、固有体ユニーク、名称体ネームド……」

　人間が魔ま物ものを殺せばレベルアップできるように、魔ま物ものもまた、人間を殺せばレベルアップする。それを重ねるうちに、特別な称号コードを得た魔ま物ものは固有体ユニークとなり、通常の魔ま物ものの力に加え、称号コード賦ボー活ナスによる特別な力を得る。それが進めば次は名称体ネームド。この段階に来ると、通常の十倍近いタフさに加え、知性さえ発達し始めるという。

「…………くそっ、こんな業務なら、せめて銃じゆうぐらい貸たい与よしてくれよな……」

　二人してグィーヴォの着地点に対して爆ばく杖じようを構えながら、公こう平へいは呟つぶやいてしまう。

「私たち、銃じゆうよりいいもの持ってるじゃないですか」

「さっき全然効いてなかったじゃないか」

「このレベルの相手に素で撃うっても効きませんよ。呪じゆ文もんを強化、時に変える、詠えい唱しようが大事なんです。そして自分の詠えい唱しように、力があると信じること……ふふ、お手本、見せてあげます！」

　そう言うとミーカは爆ばく杖じようを手に、朗々と詠えい唱しようを始める。

「無む窮きゆうの調和にて円えん環かんを成し暗あん渠きよの瀑ばく布ふを解放せよ。而しかして水は疾とく我が刃やいば……水すい斬ざん！」

　すさまじい音と共に着地したグィーヴォの足を、爆ばく杖じようから放たれた超ちよう高速の水流が襲おそう。けれどそれは斜ななめに構えた二本の大だい剣けんに運動量を散らされ、阻はばまれ、散っていく。

「固すぎでしょ！　でも防ぐってことは当たったら効くってことです！　さあ公こう平へいさんも！」

　ミーカは小さく叫さけび、撃うち終えた爆ばく杖じようを蔵箱アイテム・ボツクスにしまい距きよ離りをとる。グィーヴォは一声吠ほえると剣けんを構え直し、ミーカに狙ねらいを定める。が、その隙すき間まに公こう平へいの詠えい唱しようが割り込む。

「あー……水よ、水よ…………速く……風のごとし……撃うて！　水すい斬ざん！」

　ちょろり。

　爆ばく杖じようから、調子の悪い冷水機のような勢いで水が漏もれた。

「Ｂｗｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

「…………信じなきゃだめだって言ったじゃないですか！」

「だ、だから信じて頑がん張ばって言ったんだよ！」

　ぶぉんっ！

　振ふるわれた双そう剣けんをなんとか飛とび退のいて躱かわす。

　詠えい唱しようには定型文がない。力があると信じられるなら、夕飯の材料を詠えい唱しようしても良い。だが逆に言えばそれは、本人が信じられないならなにを言っても役に立たない、ということだ。

　鳥人族バード・ヘツズはあらゆる存在に精せい霊れいが宿ると教えられ育つ。そのため彼らの詠えい唱しようは、精せい霊れいに対する命令や懇こん願がんといった形をとる。一方、ミーカの詠えい唱しようは、彼女が小さな頃ころにはまっていた漫まん画がの影えい響きようだ。笑い話のようだがこれは、詠えい唱しようならこれしかないでしょ、と本人が強く信じているため、実際に効果を発揮する。一方公こう平へいは……。

「あー……み、水よ、水よ……滝たきよ？　滝たき！　滝たき……の、感じで………大瀑ばく布ふ、的な……的なやつの感じ、で！　水すい斬ざん！」

　ちょぼぼぼ……。

　閉め忘れたシャワーから落ちるような水が、爆ばく杖じようから滴したたった。

「Ｍｗｏｏｏｗ！」

　再び振ふるわれた双そう剣けんが、突つき出だされた爆ばく杖じようを真っ二つに。

「なんですかそれは！　あれですよ！　考えたことあるでしょオリジナルの呪じゆ文もん！　そういう感じの詠えい唱しようじゃない、と、と、とぉ！」

　ミーカが叫さけぶ。グィーヴォは二人を与くみしやすしと判断したのか、防ぼう御ぎよを気にせず双そう剣けんを振ふるってくる。二人はすでに、それに背を向けて逃にげる形。

「知らないよそんなの！　オリジナルの呪じゆ文もんなんて、考えたことないってば！　だいたいなんだよ呪じゆ文もんって、アブラカダブラとか開けゴマとかそういう!?」

　公こう平へいは必死で、背後から迫せまり来る双そう剣けんを躱かわしながら叫さけぶ。

「照れてる場合じゃないですってば！　子どもの頃ころそういうの考えたでしょ!?」

「僕はないんだってば！」

　公こう平へいには本当に、そういう経験がなかった。そういう文化に、まったく触ふれないで育ってきたのだ。彼の生活の中で一番それに近い物と言えば、こんな法令があったら仕事が、だいぶ楽になるのになぁ、という現実逃とう避ひだけ。

「なんでもいいんですよ、力がある言葉だって思えるなら、なんでもぉ！」

　円を描えがきながら、広場を逃にげ惑まどう二人。かろうじて追いつかれていないのは、上空からニコが、要所要所で水すい弾だんを放ち、行動を阻そ害がいしているからだ。

「二人とも！　このままだとじり貧ひんだよ！　なんとか、なんとかしないと！」

「Ｍｗｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

「力ある言葉、って、言葉に、そんな、力が……」

　だがそこではたと、我に返った公こう平へいは爆ばく杖じようを握にぎりしめた。

　……ある。

　…………僕にも、あるぞ。

　信じてる、言葉が！

「順番ですので、番号札をおとりになってお待ちください！　水すい斬ざん！」

　超ちよう高圧の水流が爆ばく杖じようからほとばしり、双そう剣けんを振ふりかぶったグィーヴォの肩かたを貫かん通つうした。

「Ｇｗｏｏｈ！」

「……は？」

　ミーカは自分の耳を疑った。調子に乗った公こう平へいは新たな爆ばく杖じようを握にぎりしめ、さらにもう一発。

「二重線で消して横に訂てい正せい印をお願いします……水すい斬ざん！」

　一筋のレーザー光線のようになった水流が、今度は逆の肩かたを貫つらぬく。だがグィーヴォは痛みに声を上げはしたものの、大だい剣けんを取り落としはしない。むしろ公こう平へいを好敵手と認めたかのように笑い、両りよう肩かたの穴から血を流しながらも再び吠ほえる。

「よしっ！　いけるっ！」

「な、なん……で……っ!?」

　ミーカは驚きよう愕がくに目を見開いているが、調子に乗った公こう平へいは再び新たな爆ばく杖じようを手に取る。今度は二本。今なら、資料で読んでいた融ゆう合ごう属性の技わざを、試ためせる気がする。

　生活保護ケースワーカーとして働いていた三年間の記き憶おくから、今まで自分が使ってきた言葉を思い出す。だがその内、もっと適切な言葉があることに気付いた。

　自分が何よりも信じている言葉。

「すべて国民は……」

　力があると思う言葉。

「すべて国民は、健康で、文化的な、最低限度の生活を営む権利を、有する……！　国はすべての生活部面について、社会福ふく祉し！　社会保障！　及び！　公衆衛生の向上！　及び増進に！　努めなければならない！　いっくぞぉ……大だい雷らい撃げき！」

　日本国憲法第二十五条。

　右手に構えた風属性の爆ばく杖じよう。左手に構えた土属性の爆ばく杖じよう。それぞれから風と土ど砂しやが、グィーヴォに向かって迸ほとばしっていく。だがそれは彼の目の前で融ゆう合ごうし、消え、黄こ金がね色いろの光を放つ。風と土の属性が合わさったことにより、新たに雷かみなり属性の攻こう撃げきが生まれ、稲いな妻ずまは光の速度でグィーヴォの全身を貫つらぬく。

「Ｇｗｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

　ぷすぷすと煙けむりをあげるグィーヴォ。左手の剣けんががらん、と大きな音をたてて地面に落ちる。どすんっ、と大きな音を立てて膝ひざをつく。しかしそれでも右手の剣けんを頼たよりに再び立ち上がる。

「どういうタフさなんだよ……」

　爆ばく杖じようを蔵箱アイテム・ボツクスに片付けながら、そこに溜たまった数を見てなにかを思いつく公こう平へい。

「ミーカ！　僕のジャンプを強化してくれ！　合図したらニコと二人で、僕と同じ場所に撃うち終わった爆ばく杖じようを全部ばらまいてくれ！　これなら倒たおせる……倒たおせなくても、僕らの勝ちだ！」

　叫さけび、全速力でグィーヴォの脇わきを走はしり抜ぬける。緩かん慢まんながらもグィーヴォはそれを追う。

「……！　了りよう解かい！　ニコ！　運んで！」

「よしきたっ！」

　公こう平へいの向かう先を見て彼の意図を察した二人は、宙を舞まってそこへ急ぐ。

「こっちだ牛野や郎ろうぉぉぉ！」

　珍めずらしく声を荒あらげた公こう平へいが、全速力で駆かける。しかしグィーヴォは高レベルの名称体ネームド。手負いではあるが、まだ十分に動ける。よろけながらも公こう平へいを追い、やがて城じよう壁へきまで追おい詰つめる。

「Ｇｗｏｏｏｏｏｏ！」

「あああああああああああっ！」

「疾とく乱みだせ拿だ翼よく翔しよう鴻こう！　轢れき断だんされし払ふつ暁ぎようを謡うたい望もち月づきに跳べッ！」

　グィーヴォと公こう平へいが、同時に叫さけぶ。ミーカのシャウトが響ひびく。歌奏闘術スインギンが公こう平へいを強化する。

　跳ちよう躍やく。

　振ふり下ろされた大だい剣けんとすれ違ちがい、公こう平へいは宙を跳とび、十数メートル上の城じよう壁へきに着地。同時に蔵箱アイテム・ボツクスを出し、逆さに振ふる。

「沈しずめぇぇぇぇ！」

　轟ごう音おん。

　公こう平へいのばらまいた爆ばく杖じようが、地面ごと、グィーヴォを削けずる。

「……ここっ！」

「よっしっ！」

　さらに上空から、二人の分の爆ばく杖じようもそこに加わる。

「Ｇａａａｏｏｏｏｏｏｏ！」

　絶ぜつ叫きようが響ひびき、さらにそれをか消すほどの轟ごう音おんが迷宮ダンジヨンに轟とどろいた。










06　技術の歴史




　そもそも。

　ここ地下都市アンダーグラウンドは、とある転生者が得た零れい次じスキル、迷宮支配者ダンジヨン・クリエイターという、迷宮ダンジヨン内では全知全能となるスキルを使って作り上げた、不ふ思し議ぎの地ち下か都と市し、という名前の迷宮ダンジヨンだった。

　中で死ねば無一文の素すっ裸ぱだかで入り口に戻もどされている、新宿の地下街が完全に再現されている、徘ワン徊ダリ魔ングには忍にん者じやや、ハリウッド映画でお馴な染じみのヒーローが登場する、宝箱を開ければ地球各地の神話に登場する武具や、果ては現実の銃じゆう器きまで、転生者の趣しゆ味み全開で作られたが、ＺゾＯツＣク総出で転生者ごと封ふう印いんされた。

　しかし、転生者を封ふう印いんしても迷宮ダンジヨンは消えなかった。単純に埋うめ戻もどしても、いずれ異世界民たちに発見されてしまうだろう。故ゆえに、これまたＺゾＯツＣク総出で内部を、狂くるったシステムごと改変し、異世界の基準で言って一いつ般ぱん的な迷宮ダンジヨンとして公開した、という曰いわくつきの迷宮ダンジヨン。

「つまり……これは、なんていうか……」

「ＺゾＯツＣクの人たちが消し忘れた……ボーナスステージ的な、そういうヤツですよきっと……！」

「ボーナスステージってなぁに？」

「……隠かくしてある財宝があるかもしれない場所……かな？」

「ってことは……冒ぼう険けんだ！」

　興奮する二人を尻しり目めに、公こう平へいは注意深く、眼下を見下ろした。広場の一点には大穴が開いている。巨きよ大だいな迷ミノ宮タウ魔ロスと数十の同時爆ばく撃げきがとどめとなったらしく、人が数十人単位で降りられそうなほど巨きよ大だいな穴だ。グィーヴォの角だけが、階下、瓦が礫れきの下に埋うもれているのが見える。が、称タ札グはどこにも見えない。ということは確実に死んでいる。公こう平へいは大きく息をついた。

「ま、とりあえず、一息はつけるか……」

　レベルアップを確かく認にんするため、徴ちよう紙しを開く。グィーヴォを倒たおしたことにより、どうやら二十五まで上がったようだ。だがレベルより先に、見覚えのない文字列に目を引かれた。思わずその文字を触さわって、内容を確かく認にんする。徴ちよう紙しにすらすらとスキルの解説が広がっていく。不勉強な公こう平へいのために、と、わざわざミーカが、技スキ能ル・解イン説フオが込こめられている、少々お高い徴ちよう紙しを買っておいてくれたのだ。





　唯ユニ一ーク技・ス能キル：魔道具戦闘術ガジエツト・フアイテイング




　①　魔道具ガジエツトだけで戦せん闘とうする技術。スキルレベル分、作成、使用、収納に賦ボー活ナス。

　②　スキル使用後一日間、一時障害バツド・ステータス、魔道具偏愛症ガジエツト・フエチズム（通常武器の使用不可）発はつ症しよう。






「うーん……？　ミーカ、ニコ、これ、なんだかわかる？」

　階下を覗のぞいて興奮していた二人だけれど……公こう平へいの徴ちよう紙しを見ると、さらに興奮を高めた。

「すごいすごいすごい！　公こう平へい！　これ唯ユニ一ーク技・ス能キルだよ！」

　異世界のスキルは数百万種類に及およぶが、中には独自に編み出されるものがある。というより、異世界のスキル、技術はすべてこうして生み出されてきたのだ。火の発見からしてそうだったと言われている。歴史上初めて、意図的に火起こしをした知性体、彼の技術樹スキル・ツリーに唯ユニ一ーク技・ス能キルとして火キ起ンこドしルのスキルが刻まれた。やがて彼がレベルアップし、五十のＳＰをふると唯ユニ一ーク技・ス能キルは一いつ般ぱん化。そして火キ起ンこドしルは、すべての技術樹スキル・ツリーに表示されるようになったという。

「しかも……これ、やばい、たぶん、むちゃくちゃ強力ですよ！」

「……そーなの？」

「はい、ＳＰは全部ここに入れていいぐらい、強力……だと思います。特に収納に賦ボー活ナスは、結構チートクラスかも……」

「でも……剣けんが使えなくなっちゃうんだろう？」

「ですけど、爆ばく杖じようを作るときも、投げるときも、ここのＳＰ分、賦ボー活ナスが乗るってことですよ。そしたら、もっと小型化もできるんじゃないですか？」

「これ以上小型化しても、あんまりメリットがなさそうだけど……銃じゆう弾だんぐらいになったって、ここじゃ銃じゆうは作れないだろうし」

「あ、作れますよ、あんまり使う人がいないだけで、趣しゆ味みの人が集めてたりはします」

「え？　……じゃ、銃じゆうがあるのにこの異世界の人……剣けんとか使ってるの？」

「遠えん距きよ離り攻こう撃げきはスキルでできちゃいますから」

「あー……なるほど」

「ねーねー！　行こうよー！　冒ぼう険けんー！」

　焦じれたのか、ニコが翼つばさをぱたぱたとはためかせながら言った。すでに体は半分ほど、大穴の中に乗り出している。

「…………一回帰って、装備を整え直した方が……」

　と公こう平へいは言ったけれど、ミーカが首を振ふった。大穴の縁ふちを指さしてみせる。

「あらゆる迷宮ダンジヨンには、地球で言うホメオスタシス……元の形を維い持じしようとする力があるんです。ほら、見てください縁ふちのところ」

　よくよく目をこらすと、なにか、ごま粒つぶほどの小さな羽虫が縁ふちに群がっている。

「迷宮蟲ダンジヨン・ワーカーっていう魔ま物ものです。迷宮ダンジヨンの壁かべや床ゆか、死体なんかを自動的にキレイにしちゃうんです。レベルは一なんですけど、半日もあれば、迷宮ダンジヨン中から集まって、穴を塞ふさいじゃいます」

「すごい習性だな……」

「迷宮学ダンジヨノロジーによると、あらゆる迷宮ダンジヨンは魔ま物ものを中に維い持じするための、人間で言う免めん疫えきシステムみたいなものが備わっている……というか逆に、そういう機構があるものが迷宮ダンジヨンで、そうじゃないものは単なる廃はい墟きよとか洞どう窟くつとかになる……っていう話です」

「…………あ、すごい、本当に塞ふさいでる」

　小さな羽虫たちは、蛍ほたるのような光を放ちつつ、穴の縁ふちを照らしている。数分見つめ続けてようやくわかる程度のゆっくりさだが、不思議なことに、虫の光に照らされた穴の縁ふちが、徐じよ々じよに、徐じよ々じよに、元の形を取とり戻もどしていっているのがわかる。その光景を見ると、さすがの公こう平へいも惜おしくなってしまう。目の前には、未知の大穴が広がっているのだ。

　ひょっとすると、異世界の誰だれもたどり着いたことのない場所に……さらにひょっとすると財宝に、自分たちはたどり着けるのかも知れない。

「しょうがないよな……でも、危なくなったら？」

「「すぐ逃にげる！」」

　そうして三人は、大穴の中に慎しん重ちように、降りていった。

　だが、すぐにそれを後こう悔かいすることとなる。










07　異世界にシャワーがある理由




「そりゃ、ただの、下水道ですよね……」

　ミーカが落らく胆たんした声で呟つぶやいた。

　ガァトナの地下に広がっている地下都市アンダーグラウンドが、同じくガァトナの地下に張はり巡めぐらされている広大な下水道網もうと接しているのは、よくよく考えれば当たり前で、取り立てて不思議ではない。

「うへー、くちゃいよー……」

　公こう平へいとミーカにはそこまででもなかったけれど、感覚の鋭えい敏びんなニコは鼻をつまんで渋しぶい顔。

「……これ、下水道なの？　異世界でも……上下水道完備？」

「全然ありますよ。お風ふ呂ろにシャワーに露ろ天てん風ぶ呂ろも。水生成ウオーター・クリエイトのスキルがありますから」

「早く帰ってお風ふ呂ろ入りたいー」

　鼻をつまんだままニコ。ミーカは少しほほえむ。

「お風ふ呂ろ周りの文化は、ＺゾＯツＣクが今でも、日本人転生者が持ち込んだんじゃないかって疑ってるんですけど……そもそもこの異世界、水浄化ウオーター・ピユリフアイのスキルがありますからね。汚よごれた水を一カ所にまとめて浄じよう化かする、っていうのが元々、国の仕事としてあるみたいです。国際河か川せんが多くて、それで戦争になったりしてたそうですから」

「なるほど……って、日本人の転生者はそんなにお風ふ呂ろ関係を持ち込みたがるの……？」

「あはは、みんなやっぱり、お約束をやりたがるんですよ」

「そういうものなのか……？」

「ええ。ほら、もし、この戦争が終わったらオレ結けつ婚こんするんだ、って言う機会があったら、死亡フラグだってわかってっても絶対言っちゃうと思いません？」

「死亡フラグ？　よくわからないけど……ミーカ、戦争や兵隊さんを冗じよう談だんにするのは良くないって、僕の祖父が言ってたよ。本当にそうなったとき、まともに反応できなくなるって」

「…………ええ、はい、まったく、その通りです、はい」

　四角四面な言葉がいかにも公こう平へいらしくて、少し笑ってしまうミーカ。

「うーん……帰る、か。穴が塞ふさがって出られなくなっても困るし」

「なにかあると思ったんですけどねー」

「ま、ＺゾＯツＣクの仕事が手て抜ぬきじゃなかったのを、喜んでおこう……ニコ？」

　ニコがなにか、道の先の一点を見つめていた。魔ラン灯タンを掲かかげ、目を細めている。

「なんかあるよー？」

「あ、こらニコ！」

　好こう奇き心いっぱいに駆かけだしたニコを追う二人。だが彼女が足を止めた先で、二人ともはっと息を吞む。

　赤茶けた煉れん瓦が造りの下水道が、なぜかそこだけ、のっぺりとした灰色の壁かべになっている。妙みようにつるつる、いかにも後から改修しました、という空気。しかもその中央に、銀色の扉とびらまで。

「これ、なぁに？」

　ニコは首をかしげて言ったけれど、二人は口が開けなかった。

　灰色の壁かべの一面に、銀色に光る扉とびら。そして扉とびらには、青い旗。

　公こう平へいは、壁かべにぺたりぺたりと手を当てて、その感かん触しよくを確かめている。何度も、何度も、自分の見ているものが信じられないような顔で。やがて諦あきらめたのか、今度は扉とびらを確かめる。撫なでて、さすって、叩たたいて。

「……な……あ……なん、で……？」

　公こう平へいは顔に手を当てて、呟つぶやいてしまう。

　灰色の壁かべは、コンクリートだった。

　冷静に考えればすぐに気付いたのだろうが、異世界の、迷宮ダンジヨンの地下、都市の下水道の中に、まさかそんなものがあるとは思わなかった二人は、気付けないでいたのだが……。

　冷たく、固く、まっすぐな、コンクリートの壁かべに、扉とびら……というよりは、ドアがついている。銀色に小さく波打った、プレハブ小屋のドアじみた。あるいはこの異世界にも二人が知らないだけで、似た素材があるのかもしれない。似たドアを作る文化があるのかもしれない。

　だが、最後の旗だけは見み間ま違ちがえようがなかった。

「なん、で……どういう、ことだよ……？」

　公こう平へいが旗をなぞる。ミーカが息を吞む。ニコは二人を怪け訝げんそうな顔で見つめている。

　北極を中心として、南なん緯い六十度までの、正せい距きよ方位図法の世界地図。それを囲む、平和の象しよう徴ちよう、オリーブの葉。西せい暦れき一九四七年、第二回国際連合総会で制定された象しよう徴ちようの旗。

　国連旗。

　やがて、扉とびらが独りでに開いた。

　ぱっ……ぱっ……ぱっ……。

　さらなる地下へ続く階段が、そこで三人を待ち受けている。天てん井じようでは自動的に灯ともった蛍けい光こう灯が、どこへ降りるとも知れないその階段を明るく、照らしていた。










08　Will you meet us?




「わー！　すごいすごい！　なにこれ！　すずしーよ公こう平へい!?」

　はしゃぐニコは部屋の中に駆かけ、ぐるぐると首をめぐらせてあたりを見回した。

「おい……冗じよう談だんだろ……」

　一方公こう平へいは、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、薄うすくエアコンの音が響ひびく中、呟つぶやいていた。

「うそ……でしょ……」

　ミーカは公こう平へいの横で呟つぶやいた。

　まるで公共施し設せつにあるような素っ気ない、しかし、異世界にあるにしては現代的すぎる、縁ふちに滑すべり止どめの赤いゴムのついた階段を降りると、やがて三人は、一枚の巨きよ大だいなガラス板……自動ドアの前に、たどり着いた。好こう奇き心を抑おさえきれなくなってしまったニコが歩み寄ると、自動ドアは自動で開き、そこには信じられない光景が広がっていた。

　無人の、まるで大病院のロビーじみて広大で、清潔な空間。リノリウム張りの部屋は、ＬＥＤらしいくっきりとした照明に照らされ、まぶしいほど。

「ここは、本当に……異世界、なん、だよ、な……？」

　立ち並ぶ本ほん棚だな、パソコン、蛍けい光こう灯、実験器具の数々。最さい先せん端たんの科学研究所のような風ふ情ぜい。体育館ほどもある部屋の半分は、そんなもので埋うまっていた。残りの半分は、最さい先せん端たんの科学研究所を、映画に登場させるときのようなもので埋うまっている。

「うわー、なに、これ……!?　ねーねー公こう平へい！　これなぁに!?　お墓!?」

　ニコはもう全身が好こう奇き心となって、ゆっくり飛び回り、あちこちを眺ながめながら驚きよう嘆たんの声をあげ続けている。中でも彼女の目を引いたのは、高さ二メートル、直径七十センチほどの、おそらく強化プラスチック製の、円えん筒とう型ポッド。

　半透とう明めいの緑色をした液体で満たされ、裸はだかの人が酸素マスクのようなものをつけられ、目をつぶり、ときおり、こぽり、こぽり、と気き泡ほうが混じる中に揺蕩たゆたっている。そのポッド、培ばい養よう槽そうが、積み重なること上に五段。横に十列。奥行きはここからは見えないものの、すくなくとも数百人が培ばい養よう槽そうの中にいるであろうことは確実だろう。

「ちょ……ちょっと、公こう平へい、さん……あれ……」

「……え……は？」

　ミーカが指さした培ばい養よう槽そうの一つには、見知った顔があった。本来なら遙はるか頭上の地上、そのさらに上、王塔の最上階で、今日も王戦挑ちよう戦せん者を退けているであろう、地上最強の男。

　トゥアグ・ガァトナ。

　最強の英えい雄ゆう王が、ポッドの中に閉じ込められ、揺蕩たゆたっている。

「なあ……こういう場所で……こういうアレに入ってるって、ことは……」

「………………クローン、だと、思いますけど……」

「…………誰だれが、なんの、ために……？　どう、やって……？」

　数百体の、異世界人たちのクローンは一向に起きる気配はない。光景の異様さに気け圧おされた公こう平へいは、思わずその場にへたりこみそうになってしまって、咳せき払ばらい一つして首を振ふる。ミーカはおずおず培ばい養よう槽そうに歩み寄り、中にいる人々を確かく認にんしていこうとする。

　一体全体、この場所はなんなのか。誰だれが、なんのために作ったのか。

　公こう平へいの頭の中には答のない疑問が渦うず巻まいていた。培ばい養よう槽そうが設置されている場所の奥には十数体、木製の人形が見える。クローンを目まの当あたりしている今、なにがあってももう驚おどろけないだろう、と思っていた公こう平へいは、しかし、それがなんであるかを認にん識しきした瞬しゆん間かん、本当に頭が吹ふき飛とびそうな衝しよう撃げきを味わった。

　ウォフだ。

　剝むき出だしの岩がん盤ばんの前、建築現場のようなスペースに、十数体のウォフが並んでいる。今は動いていないが、おそらくは、この部屋を建設、拡張する工事を担当しているのだろう。

　公こう平へいが彼らに歩み寄りそうになった、そのとき。

　かつーん……かつーん……かつーん……。

　部屋に向かってくる足音。上じよう機き嫌げんなメロディ。

「ニコ！　翼つばさをしまって僕の隣となりに！」

　ニコは部屋内の見物をまだまだ続けたかったようだけれど、公こう平へいの声に込こめられた、ただならない調子を感じ取り、飛んでくる。響ひびいてくる足音は徐じよ々じよにはっきりし出し、メロディも鮮せん明めいになっていき、やがて、美しい歌声が、二人の耳にしっかりと届く。





「　　　　Glory, glory, hallelujah. Glory, glory, hallelujah.

　　　　　Glory, glory, hallelujah. His truth is marching on.　　　　」






　自動ドアの前に、アビーが立っている。

　まるで自分の家に帰ってきたかのように、当たり前の顔をして部屋に入ってきた彼女は、立たち尽つくす三人の前に来ると、ほほ笑えみ、言った。

「それはもちろん、安全保障のため、です」

「……アビー、さん……」

「貨か幣へいの価値が金で裏打ちされるように、正義の価値は、力で保証されるものですからね」

　笑うアビーの顔には、恐おそろしいところなどどこにもなかった。けれど、ニコはその顔を見てはっと息を吞み、体を硬かたくして、公こう平へいの服の裾すそを、きゅっと握にぎりしめる。
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　それを見たアビーは、ただ笑う。公こう平へいはその笑いを見ると、もし願いがかなうなら、僕も誰だれかの服の裾すそを握にぎりしめたい、と思ってしまった。ミーカにしてもそれは同じだったけれど、それを悟さとらせないように、と、奥おく歯ばを固かたくかみしめただけにとどめている。

　恐きよう怖ふが、三人の体に満ちていく。

「さて、今お茶を入れますね～、あ、そういえば緑茶があるんですよ、中国の人からもらったこの世界のやつなので、日本茶、っていうわけじゃないんですけど～」

　まるで、今日は三人を招くのが予定だった、とでも言うように、応接セットらしきところに歩いて行くアビー。三人はおそるおそるながらも、彼女の後をついていく。

「お座りくださ～い。も～、連れん絡らくくれたら、もっと丁てい重ちようにお迎むかえできたのに～」

　三人は互たがいに目を配りながら、おそるおそる、ソファに浅く腰こし掛かける。

「アビーさん……ここは……あなたの、部屋、ですか？」

　ことり、茶を出されて少し頭を下げながらも、公こう平へいが尋たずねる。

「ま、そのようなものです。一応は国連、ＺゾＯツＣク管かん轄かつ下となってますけど……今のところ、使ってるのは私と、あと数人です」

　答えると、余よ裕ゆうたっぷりに、ゆっくり、三人の向かいに腰こしを下ろすアビー。

「なんのための、部屋なのか、お聞きしても……？」

「そうですね……改めて申し上げるなら、最悪の結果を回かい避ひするための抑よく止し力を保管する、倉庫でしょうか？　行き来しやすいよう地下都市アンダーグラウンド改修の際、近場に作ったんですよ。も～……焦あせっちゃったんですから、侵しん入にゆう者警報が鳴るから見てみたら、吉よし田ださんたちなんですもん」

　いたずらっぽく笑い、部屋の隅すみにある監かん視しカメラを指さしてみせるアビー。

「それは……まったく……失礼、しましたが……最悪の結果……とは？」

「そうですね～……魔ま方ほう陣じんは私たち地球人が、この異世界に来ることを可能にしました。だとすると……異世界民たちも、いつかは地球にやって来る……じゃないですか？」

　公こう平へいが驚おどろきに固まる。ミーカも息を吞む。ニコは不安な顔をしながら二人を見つめている。

「……可能、なんですか？」

「今のところ報告はありませんけどね。でもでも、用心に超こしたことはないでしょ～」

　いかにもおかしそうに、ころころ、笑うアビー。

「アビーさん……ここは……異世界の人々が、地球に来ないように……必要、だと？」

　夢の中にいるような非現実感に包まれながらも、公こう平へいは問いかけた。アビーは、性知識の一いつ切さいない児童が子どもはキスすると生まれる、と言ったのを聞いたように、頰ほおを緩ゆるませた。

「日本の人ってこういう話、だめなんですね……あ、ごめんなさい、悪く言ったつもりじゃないんです。正直に言っちゃうと、うらやましいですよ。地政学的に、そこまでになる必要がなかった、ってことですものね」

　カップを置いて、少し寂さびしそうに目を伏ふせる。

「この間測ってみたんですけどね、スキルレベル五の火球は……地球で言うと、四十五口径の拳けん銃じゆうぐらいの破は壊かい力があります。雷かみなり属性のスキルを中ぐらいでもとってる人が二人もいれば、ちょっとした火力発電所分の電気はまかなえちゃいます。さらにさらに、移送呪じゆ文もんスキルの達マス人タークラスが一人でもいれば……色々悪事は、思いついちゃうでしょ？」

「……さあ？　僕に思いつくのは、運送会社の株で儲もうける、ぐらいでしょうか」

　少しは自分の調子を取とり戻もどそうと、軽くおどけて公こう平へいが言うと、アビーは笑う。

「あはははは、吉よし田ださん、日本の方にしてはジョークがお好きなんですね～。それも面おも白しろそうというか、資本主義経済社会を揺ゆるがすという視点からすると、なかなかに良策です」

　アビーは大きく首を振ふった。

「ホワイトハウスにピンポイントで、中南海に直送で……首しゆ相しよう官かん邸ていにもクレムリンにも、バチカンにもメッカにも、もちろん吉よし田ださん、あなたの家のお布ふ団とんの上にも……小型核かく、生物兵器、なんでも送れちゃいます……証しよう拠こ一つ、残さないで」

　思いついてはいたけれど、口には出せなかった公こう平へいも首を振ふった。

「……ふふ、被ひ災さい国に救きゆう援えん物資を送ることだって、できますけど、ね」

　優やさしく笑って見せるアビー。公こう平へいの右みぎ隣どなりにいるニコを見て、さらに笑う。

「スキルでなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。たとえばそこの鳥人族バード・ヘツズのお嬢じようさん」

　アビーに見つめられ、ニコは顔を青くして、公こう平へいの背中に隠かくれようとする。

「彼女が地球に来た場合……場所次し第だいですけど、ま～……射殺されるまでに百人以上は殺せるんじゃないかな～。鳥人族バード・ヘツズの方々は、ウチに欲ほしいぐらいの身体能力ですからね～、ずるいですよね、そんなに可か愛わいらしいのに、飛べるなんて！」

　言葉に戦せん慄りつする公こう平へい。アビーはかまわず続ける。

「で、ですね」

　ずずっ。あくまでこれは、ただの茶飲み話なのだ、とでも言わんばかりに茶を啜すするアビー。

「そういう方々が地球に来るかもしれない場合、私たちはどうすべきでしょう？」

　両手を広げて、いかにもアメリカ人らしいポーズ。

「この異世界の人口は約十億人。仮に世界大戦が勃ぼつ発ぱつして、一割が難民になっちゃって……その内一割が地球にやって来たとしたら？　剣けんと魔ま法ほうとスキルとレベルで武装した、一千万人の異世界難民……吉よし田ださん、あなたならどうすればいいと思いますか？」

　公こう平へいの頭はパニックを起こしかけるが、何回も深呼吸を繰くり返かえし、平静を保つ。

「ま……待ってください……それは異世界の人たちが、地球世界に気付いて、移動できる場合にしか成り立たない試算でしょう？　そもそもこの世界の人たちは、地球のことすら……」

「あらあら……少なくない国が、それぞれ誓せい約やくや、秘ひ匿とく契けい約やくに類したものを結びながらも、地球の存在を明かしているのは、もうご存じのはずですよ、ふふ」

「……だ、だからあなたは……この部屋を準備した？　異世界の中に？」

「あ、勘かん違ちがいしないでくださいよ～。表に国連旗があったでしょ？　ここ、これは、ＺゾＯツＣク公こう認にんです……ま、総会で話を出しても、聞かなかったことにされちゃうでしょうけど」

　くすくすくす……。本当におかしそうに、アビーは笑った。

「ですが……ですがこれは……どう見ても……」

　思おもい浮うかぶ言葉はすべて物ぶつ騒そうで、不ふ穏おん当とうで、他国の公務員相手に言っていい言葉とは、とうてい思えなかった。右手をいらだたしそうにぐるぐる回す公こう平へい。そんな彼を、アビーは優ゆう雅がに茶をすすりつつ眺ながめていた。やがて満足したのか、視線をミーカに移す。

　彼女はただ、まっすぐ、口を真一文字に結び、アビーを見ていた。

「……あなたはどう思います？　ミーカちゃん」

　一時は心を許して、いい人だと、本当に思っていた。他国の公務員なんだから利益が相反して離はなれていくことがあっても……彼女なら、それを笑って、仕方ないよね、と言って、またお茶を飲みながら、くだらない話に花を咲さかせられる、そんなことさえ、思っていた。

　けれど、この部屋にいる彼女は……どう考えればいいのか、わからない。ミーカは考え込んでいる公こう平へいを見つめ、大きく息をつき、そして言った。

「……ちゃん付け、しないでもらえますか」

　はっきりしているのは、彼女に取り込まれてはいけない、ということだけ。

「まあ……ごめんなさい。日本の呼び方はとても複雑なんですね……ちゃんが失礼になる場合もあるなんて……謝罪いたします。どうかお許しを……」

　わざとらしい言葉に、ミーカの闘とう争そう心に火がついた。ただ良いい曲を書き、歌うシンガーソングライター、かわいいアイドル、というだけで生き残れるほど、日本の芸能界は甘くない。

「これは、軍隊ですよね」

　その言葉に、公こう平へいが息を吐はく。アビーとミーカの視線が絡からみ合あう。

「異世界を侵しん略りやくするには、十分な数の」

　けれどアビーはちらりとも、動どう揺ようした様子は見せない。

「ここにある培ばい養よう槽そうは今でようやく千。侵しん略りやく戦争ってなったら、少なくともその百倍はないと足りないんですよ、ふふふ、ウチはそういう経験には事欠きませんから」

「一人一人が、百人の力を持っていたとしても、ですか？　トゥアグ王の後ろ……英えい雄ゆう王国の歴代王様ですよね。他にも、最上級賞金首トツプ・ヘツド、白ダ宝イ位ヤ冒モ険ン者ド、迷宮制覇走者ダンジヨン・ランナー……この異世界の、とびきりの実力者たち。この大陸だけなら、今日にでも制圧できそうなぐらい」

「え～……でもミーカちゃ……ミーカさん。異世界を侵しん略りやくしても、ウチにはメリットがないですよ～。頭にターバンを巻いてるわけではないし、たとえ石油が無限に湧わいてても、入れて運べるタンカーがないですし～」

　ミーカは、にらみつけている、とはぎりぎり思われない目でアビーを見つめる。アビーはただ、にこにこするばかり。公こう平へいは頭を高速回転させながら、なんとか言うべき言葉を探す。

　彼女は、悪の大魔ま王おうではない。自分も、正義のヒーローではない。お互たがいがお互たがい、国に奉ほう仕しする公務員だ。自分にそう、強く言い聞かせながら。

「…………機ゴー兵レム……ウォフは……一体？」

　公こう平へいの言葉に、アビーはまた笑う。その笑いがいちいち、公こう平へいの神経に刺ささる。それまで見てきたアビーの、人の心を和なごませるような笑い方そのままだったのだけれど……だからこそ、それまで見てきた彼女の笑え顔がおもすべて、そして今も、本当は公こう平へいの無知を、ただあざ笑っていたのだ、などと思ってしまう。

「ああ、ちょっと手が足りなくなりまして～。ほら、私たちって一人でしょ？　だからここを作るのにも奴ど隷れいを雇やとってたんですけど、だめですね、機密保持のために一回一回潰つぶさなきゃなりませんから。その点、機ゴー兵レムなら安心でしょう。これでがんがん、ここの拡張工事ができますから、クローンをあと千体作っても、しまう場所に困ることはありません」

「…………はい？」

　一いつ瞬しゆん、公こう平へいには彼女が何を言っているのか、まったくわからなかった。

「吉よし田ださん。原則はちゃんと読んでますか？　異世界の方々に、地球文化の影えい響きようを与あたえてはいけない……だから私、ここを作ってるとき、きっちり、連れてきた奴ど隷れいは毎回毎回処分してたんです、偉えらいでしょ～？　でも、も～、面めん倒どうくさくて～。で、ウォフを考えついたわけです」

　自じ虐ぎやく気味に笑うアビーの顔には、一ミリの悪意も込こめられていなかった。

「機ゴー兵レムに様々な命令をこなすのが難しいのは、有限数の条件付けと場合分けだけで、無限の天地万ばん物ぶつを認にん識しきさせられない、地球風に言えばフレーム問題……異世界の言葉で言うなら、人の魂たましいは、人の中にしかないから、となります」

　アビーの瞳ひとみは知性の輝かがやきこそあれど、邪じや悪あくななにかは、ひとかけらも見当たらない。

「でもでも、奴ど隷れいを潰つぶして魂たましいを吸い出して、魔ま石せきの中に封ふうじ込めてやれば……あら不思議！　アイディアとは複数の問題を一挙に解決する物だ、というのは、本当なんですね～」

「は……？　はぁ……？　あの、ウォフたちは……じゃ、じゃあ……人、が……!?　そ、そんなこと、いくら、異世界でも……!?」

「吉よし田ださん、駄だ目めですねぇ。零れい次じスキルは、本当にチートなんですよ。この異世界のシステムを超ちよう越えつできるスキル。私たちにはそれが与あたえられてるんですから、しっかり使わないと」

　くすくすくす。

「その通り。ウォフの中には一体につき一人、潰つぶした奴ど隷れいの魂たましいが入ってます。組み立てには人手が足りませんでしたから、その節は本当に助かりました。これで上での販はん売ばいがうまくいけば私は、奴隷解放者リベレイターの称号コードも手に入れられて……ふふ、夢だったんですよね～。最近のハロウィンは、リンカーンの仮装をしてるんですよ、私」

「……あ……あぁ…………ふ、ふざけてるんですか……!?　異世界の人たち、人間を……！　あ、あなたは一体全体、なにを考えて……なにが目的なんですか!?　地球から機械を持ち込んで、この世界をどうしようって言うんですか!?」

　公こう平へいの叫さけびが部屋の中に響ひびく。しばらくの沈ちん黙もく。培ばい養ようポッドが立てる、こぽ、こぽ、という音だけが響ひびく。

　アビーは少し悲しそうな顔をすると肩かたをすくめた。

「まず……はっきり言っておきますけど」

　ずずっ。のんびりと茶を啜すする。

「この異世界と地球、互たがいの世界に存在しないモノを行き来させるのは、依然として成功例ゼロです。地球でスキルを使うのも、ね。そこのところは、どうかお間ま違ちがえなく。私も色々探してはいるんですけどね～……これがなかなか難しいんですよ～」

「……この部屋の、この有あり様さま……いくら僕が馬鹿な新人のカモでも、それは信じませんよ」

「ふふ、ここは私が全部作ったんですよ。異世界で、ゼロから」

「あのパソコンも、あの培ばい養よう槽そうも、全部あなたがゼロから、異世界で？」

「吉よし田ださん……本当に、異世界モノの知識ゼロ、なんですね～……異世界モノでは、ですね、元いた地球の知識を使って、発展途と上じようの異世界を教きよう化かし、進歩させて、主人公が喝かつ采さいを受ける、というのがテンプレ……えーと、王道の展開なんですけど」

　なんと説明したものやら、というように困り気味の笑いを浮うかべるアビー。

「たとえば、車輪、汲くみ上あげポンプ、予防接種……マスコミとか民主主義とかまで、異世界で再現しちゃうんです。肝かん心じんなのは読者に、これなら自分にもできそう、って思ってもらうこと、かな。専門職の専門知識が異世界で無む双そう、っていうのもありますけど」

「……それが、だから、なんの関係があるんですか？　仮に異世界モノでどうなっていようが、ここは現実……現実の異世界で、そこで暮らしている人たちがいて、彼らには彼らの生活がある……！　それを犯おかす権利は誰だれにも」

　さっ、とアビーが興奮し始めた公こう平へいを手で制した。場の緊きん迫ぱく感は一気に高まり、ミーカは腰こしを浮うかせ、ニコは背中から羽を出しかけた。だがアビーは、優ゆう雅がに茶を啜すすって続ける。

「……転生者の頭の中にあった知識だけでも、大方の読者を納なつ得とくさせる再現が異世界で可能でした。さて、問題です。それでは私、アビゲイル・ラーソンは、現代の知識について、どこの国から、どのようなバックアップを受けられるでしょ～か？」

　少しの間、公こう平へいは言葉の意味がわからなかった。一体全体、どんな知識人なら、異世界でパソコンを作って、クローンまがいのことまでして……違ちがう。

　人、じゃない。

「……アメリカ、合衆、国……」

　生まれてから最大の寒気と共に、喉のどから押し出すように呟つぶやく公こう平へい。彼女はここに、国の、アメリカ合衆国の、全力のサポートを持って存在している。その言葉の意味を、嚙かみ締しめる。

「はい。地球の知識と、この異世界のスキルシステムがあわさると、もうすごいですね。やってないけどたぶん、培ばい養よう肉をタダ同然に作ったり、ガソリンをゼロから生み出したりもできちゃいますね。あ、ひょっとして量子テレポーターとか、本当の錬れん金きん術じゆつもできちゃうかも？」

「む……むちゃくちゃだ……アビーさん、あなたは一体……一体なにが目的なんですか？」

「人類の自由と平等以外に、私たち公務員が願うことってあります？　吉よし田ださん、想像してみてください。仮にスキルシステムの一部でも地球に持ち帰れたとしたら……恒こう星せい間旅行、不老不死、無知と貧ひん困こんの撲ぼく滅めつ……そういったことが、絵空事じゃなくなるんです」

「……あなたの目的はそれですか。スキルシステムを、地球に持ち帰ること？」

「私たちにとってそれはあくまでも、付ふ随ずい的なものですけどね……だってそんなの、今世紀中には無理ですよ。な～んかもっとサクっと、異世界と地球をつなぐ扉とびら、的なのがあってくれたらいいんですけど～、ここそういうの、ないみたいなんですよ～」

　公こう平へいは彼女の言葉の、はたしてどこまでを信じればいいのか、心の中で迷った。だが、そう思わせる、迷わせること自体が目的なのだと思って首を振ふる。

「だから、私の目標は、いずれこの異世界に、私たち地球世界の人間と、異世界の人間とで、平和に暮らす理想郷を作る……これなら現実的です。そう思いません？　魔ま方ほう陣じんをアップグレードして、地球の人も、異世界の人も、みんな仲良く暮らす国……自由で、平等で……ふふ」

　耳みみ障ざわりの良いい言葉の裏になにが隠かくれているのか、わからない公こう平へいではなかった。公こう平へいのように役所語に長たけていないミーカでも、彼女がなにをやろうとしているかは、すぐにわかった。ニコはただアビーの持つ、一種異様なオーラにおびえていたけれど、公こう平へいならきっと大だい丈じよう夫ぶ、と自分に信しんじ込ませていた。

「……異世界民自治区を作って、カジノでもやらせるつもりですか」

　冷静に、冷静に、冷静に。何度も何度も自分に言い聞かせる。

　だが、想像すると、その厚こう顔がん無む恥ちさに、体が震ふるえてきた。

　異世界を地球の植民地とする。アビーが言っているのは、そういうことだろう。一体全体、彼女の目に、この異世界はどう映っているのだろう？　この世界の人々の姿は？

「あらあら～、手厳しいご意見……じゃあ、力は貸していただけない？」

「アビーさんは……僕らに、仲間になって欲しいんですか？」

「こんなに早くいらっしゃるのは想定外でしたけど……まあ、そうです……というのも……ＺゾＯツＣクは一枚岩じゃなくて。国連と同じ……私みたいに、異世界で人類の新たな発展を目指す先進派と、原則を固持して金だけをちょろまかす保守派に別れてるんです。だから……新しい日本の方には、どうか賢かしこい決断をしていただきたく存じます……と、敬語、合ってます？」

　アビーと公こう平へいの視線が、正面から衝しよう突とつする。ミーカは不安そうに、二人を見守っている。

「頷うなずく、と、思っていますか」

「あらあら」

　アビーが笑う。

「頷うなずけない、とは思ってませんよ。吉よし田だ公こう平へいさん」

　瞳ひとみは笑ってはいない。

「私たちは一人一人が国家を背負った全権大使。異世界というサンドボックスで遊ぶ資格を持つ、力の先兵。だからこそ手を取り合って、人類の進歩と発展、そして調和を目指すことに、なにか問題が？」

「……あなたの言う……人類の定義とはなにか、お聞かせ願えますか」

　刺さし貫つらぬくような視線が、公こう平へいを見つめた。

「ふふ……吉よし田ださんは、お若いんですね……人類の定義……ふふふ……ふふふふふ……人類の定義…………決まっていますよ、人類とは、私たちすべて」

　心の底からおかしそうに笑うアビー。一秒が数年に感じられるような緊きん迫ぱくした空気が流れ、しかし、がちゃり、という金属音が、その緊きん張ちようと、アビーの笑いを打ち破った。

　いつの間にか公こう平へいの真横、真っ黒の全身鎧よろいに身を包んだ大男が立ち、右手に大口径の拳けん銃じゆうを握にぎりしめ、公こう平へいの頭に突つきつけ、撃げき鉄てつを起こしていた。

　とっさに反応できなかった二人だったけれど、アビーはわざとらしいため息一つ。

「ドン！　出てくるなと言ったでしょう！」

　大声で𠮟しつ責せきするといつの間にか、アビーの手の中に巨きよ大だいなライフルが出現していた。軍人が両手で、寝ねそべりながら運用するはずの大口径対物狙そ撃げき銃じゆうを、らくらくと片手で持ち、男の頭に突つきつけ、なんの躊ちゆう躇ちよもなく引き金を引いた。

　銃じゆう声せい。男の頭部がほぼ、消し飛ぶ。

　衝しよう撃げきと共に男の体が床ゆかにたたきつけられる。遅おくれて、びしゃり、脳のう漿しようと血液が線上に、公こう平へいの顔にまで飛び散る。

　あまりの出来事に声も出せない三人。だが続く出来事には、さらに言葉を失うしかなかった。

「……あーらら、アタシ、片付けないからね。ドンにやらせなよ」

　ソファのはるか頭上。

　天てん井じように、ドレス姿の少女が立っていた。

　逆さまに。天てん井じように、しっかりと、着地している。

　まるで彼女が立っているところだけ、重力が逆方向に働いているようで、豪ごう奢しやなドレスのスカートはめくれあがる気配はまるでない。褐かつ色しよくの肌はだと、丁てい寧ねいに編み込んだ亜あ麻ま色の長ちよう髪はつ、そして過か剰じようなまでにリボンとフリルとレースをあしらった薔薇桃色ローズ・ピンクのドレスが、間近のＬＥＤライトに照らされきらきら、輝かがやいている。

「リージュ、どうやって……もう、あのイケメンさんですね……」

　アビーは厄やつ介かいそうに顔をゆがめ、手にした銃じゆうをくるりと回し……消す。

「にゃはは、あの人やっぱ便利だよねー」

　少女はくるりと回転すると、ふわふわ、まるで風に舞まう羽う毛もうのように、天てん井じようから降りてきた。三人を、獲え物ものをためつすがめつする猫ねこのように眺ながめ、ぺろり、唇くちびるを舐なめる。

「……ドンは殺人現場清せい掃そう屋でも開業できるんじゃないか？　殺しすぎだし死にすぎだ」

　ソファの横、突とつ如じよ、ドアが開いた。

　なにもないはずの、空中の空間に出現した金属製のドアの中からは、イタリアンスタイルのスーツに身を固めた、しゃれたポークパイハットにサングラスをかけた男。彼がいかにも外国人めいて、肩かたをすくめて両手をあげて見せると、地面に倒たおれていた、全身鎧よろいの男が立ち上がる。あちこちに血の汚よごれと、飛び散った頭ず蓋がい骨こつ、脳のう漿しようを貼はり付つけながらも、顔はつるりと、何事もなかったかのよう。アジア系の男はぼやく。

「お前さ……人を撃うつってことに関してもうちょっと躊ちゆう躇ちよがねえと、お里が知れちまうぞ」

　短く刈かり込んだ髪かみが精せい悍かんな印象を与あたえ、どこか軍人のように見える。三人はそれぞれ、少し訛なまりがありながらも、アビーのように流りゆう暢ちような日本語で喋しやべった。

「……も～……新しい人を入れるのは、私の一存でやりますよ、って言ったじゃないですか～」

　アビーが幼子を𠮟しかるように言うけれど、突とつ如じよ現れた三人はまるで気にした様子はない。

「アタシたちだって言ったじゃん、それを迎むかえ入いれるかどうかはアタシたちが決める、って」

「多数決で計らず強行採決とはまあ、自由の国の人らしくないんじゃないか、姉さん」

「そもそも、多数派工作用の人員なんてお荷物にしかならんと、オレは言ったよな？　今いま更さら分け前を巡めぐって内ない紛ふんするチンピラ集団みたいなことを、お前はやりたいのか？」

　三者が三様に、アビーに詰つめ寄よる。が、彼女はまるで動どう揺ようした様子は見せない。一方、それに対たい峙じした三人は、今にも爆ばく発はつしてしまいそうなぐらいのパニックに襲おそわれていた。

「な、な、なん、なんなんだよあんたたち……」

　がたがたと震ふるえながらも、ミーカとニコを守るように立ち、剣けんを抜ぬき、構える。ミーカはそんな公こう平へいをかばうように横に出て、ギターを構える。ニコも勇気を振ふり絞しぼり、精せい一いつ杯ぱいに翼つばさを広げて飛び上がる。

　すると三人は顔を見合わせ、少し笑い、アビーの後ろに整列してみせた。アビーは頭をもみながらも、三人に向かって手をぴらぴらと振ふる。

「同業者、さ。この集まりは姉さんを中心とした互ご助じよ会みたいなものでね。姉さんは君らを交ぜたがっていたようだが、会員には強い反対意見があってね」

　苦く笑しようする伊だ達て男。

「レベル二十そこそこのクソガキが、オレたちと肩かたを並べる？　寝ね言ごとは寝ねて言え日本人イルボンサラン。オレはてめえみたいな甘ちゃんが大だい嫌きらいでね。冬ふゆ杜もりみてえに穏おだやかに引退できると思うなよ」

　舌打ちして煙草たばこをくわえる全身鎧よろい男。

「最低でも三桁けたになってから来てよねー。そしたらアタシが脳みそどろどろにしてあげるから」

　けらけら笑うドレスの少女。

「まったくあなたたちね……先に自己紹しよう介かいくらいしたらどうですか？」

「こいつは失礼。俺はドイツのトルガイ・アイハン。以後お見知りおきを」

　サングラスとポークパイハットをとり、キザったらしく一礼。

「リージュでーす！　サウジアラビアの異世界公務員でーす！　よろしくー！」

　ふわり、ふわり、まるでその場が無重力であるかのように、くるくる、回ってみせる少女。

「大だい韓かん民みん国こく、ドン・サパーク」

　ぶっきらぼうにそれだけ言うと、煙草たばこに火を付ける。

　公こう平へいはなにがなにやらわからないまま。けれど、三人が出している称タ札グを見て、とりあえず、ウソやハッタリではないことを確かめる。そこには、カタカナで書かれたそれぞれの名前と、異世界公務員の文字。

「……も～、すいませんね吉よし田ださん～……ほんと～に、聞き分けのない人たちで……また日を改めて、ということで一つなんとか……」

　少しへこたれた調子でアビーが言うと、手を一振ふり。

　次の瞬しゆん間かん。

　胸をかきむしるような橙だいだい色いろの空の下、穏おだやかな風が吹ふき、小鳥の鳴く声が聞こえた。

　地面に寝ね転ころんでいることに気がついた三人は慌あわてて身を起こし、辺りを見回す。生おい茂しげる、蔦つた草の絡からまる果樹。毒々しいまでに赤い実をつけてはいるが、一本一本の木は腰こしのあたりで剪せん定ていされ、等とう間かん隔かくに生えている。遠くの方に街が見える。特とく徴ちよう的な白い塔とうも。ということは、あれがガァトの街で、ここはその近辺、シランヤの果樹園だ。

　三人は顔を見合わせ、何かを言いかけ、しかしやめて、どさり、再び地面に倒たおれ込んだ。

　顔を並べながら、しばらく、異世界独特の、遠くの方にうっすら、三つの月が見える茜あかね空を眺ながめていた。

「ねえ……あの女の人……アビー？　アビーは……結局、なにをするって言ってたの？」

　やがて不安そうに、ニコが呟つぶやいた。話の内容は彼女の理解を超こえていて、結局あのアビーが怖こわい、ということしか、彼女にはわからなかった。ただただ不安になったニコは、公こう平へいの手に自分の手を重ね、問いかけるように握にぎりしめた。

「君に……星条旗よ永遠なれ、って、歌ってもらうってさ……」

　公こう平へいは彼女の手を強く握にぎり返した。

「……楽しい、歌？」

　言葉の意味はわからなかったけど、響ひびきが気持ち悪く思えて、ニコは不安になった。公こう平へいは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

　アビーなら多分、なんでもできるだろう。それこそ本当に、嫌いやがるニコを無理矢理押さえつけ、アメリカ国歌を流し込み、喜んで歌うようにさせることだって。

　公こう平へいは黙だまったまま、ニコの手を取って立ち上がった。不安そうにしていたニコだったけれど、ミーカがそっと、重なった二人の手に自分の手を重ねると、少し表情も緩ゆるむ。そしてそれは公こう平へいにも伝でん染せんして、思おもい詰つめていた顔が、ふと柔やわらかくなる。

　公こう平へいは少しうつむき、自分たちの影かげを見た。茜あかね色いろの夕日が伸のばす、ニコとミーカの影かげを見ていると、なぜか、勇気が湧わいてくる気がする。

　ここには、ミーカがいる、ニコがいる、かけがえのない同どう僚りようがいる……いや。

　仲間がいる。

「させない」

　強く、言い切った。言い切ると、言い切れたことが嬉うれしくて、それでまた口を開いた。

「絶対に、そんなこと、させるもんか」

　言えば言うほど、体が熱くなっていくのが、はっきりとわかった。まるきり生まれて初めて味わう感覚だったけれど、それはどこか、心ここ地ちよかった。

　公こう平へいは、怒おこっていた。

　地球に、アビーに、ようやく見えてきた、この異世界の現状に。

　何よりも、そんな状じよう況きようをどうすることもできない、自分に。

　この期に及およんでまだ、この先を言うことに怯おびえている自分に、強く、激しく、怒おこっていた。「人間を…………」

　ぎり、と、歯を食いしばる。その先を言ってしまうことが、なぜか、怖こわかった。言ってしまったらもう二度と、後あと戻もどりはできないのではないか、そんなことさえ思ってしまった。

　けれど、握にぎりしめた二人の手から伝わる温かさは優やさしく、大だい丈じよう夫ぶだ、と言ってくれているような気がした。公こう平へいは大きく息を吸う。

「人を、道具にしちまえるヤツの好き勝手になんか……絶対にさせるもんか！」

　叫さけぶと公こう平へいはがしっ、と腕うでを伸のばし、ミーカとニコをまとめて抱だきしめた。

「わぅ、公こう平へい……近っ……あぅ……」

「ちょ、公こう平へいさん！」

「お願いだ、二人とも。力を貸してくれ。あいつは核かくを持ってるようなもんだ。ならこっちも、核かくを持つしかない。どんな手を使っても強くなって、あいつを止めてやる。ここが冷戦の舞ぶ台たいなら、僕がデタントさせてやる！　月に刺ささった国旗は僕が引ひっこ抜ぬいてやる！」

　徐じよ々じよに叫さけぶように、吠ほえるようになっていく公こう平へいの言葉。

「あのくそアマ、ぶっ飛ばしてやる！」

　天に向かってそう吠ほえる公こう平へい。力ちから尽ずくで抱だきしめられた二人は目を白黒させていたけれど、やがて顔を見合わせて、にこりとした。初めて、公こう平へい自身の声、公務員ではない、お役人ではない、生の公こう平へいの声を聞いたような気がしたのだ。嬉うれしくなったミーカは、飛び上がって叫さけんだ。彼の言葉を英訳しただけだったけど、それはなによりもこの場にふさわしくて、なんならそんなタイトルの曲を作りたくなったぐらいだった。

「We gonna kick dat bitch's ass!!」

　言葉の意味のわからなかったニコだけれど、勢いだけはなんとなくわかって、きゃっきゃと笑い二人の肩かたに飛びついた。
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「言っておくと、だな」

　冬ふゆ杜もりは言いよどみ、顔をしかめている。

　霞かすみヶが関せき、ダイバーシティ推進機構本部、会議室。釈しやく然ぜんとしない表情で座っている公こう平へいと、石像でももう少し表情豊かだろう、と言いたくなるほど無表情な南な雲ぐもに囲まれ、冬ふゆ杜もりは、思わずため息をつきたくなった。まったく、これが中間管理職の悲ひ哀あいというやつか、と思うと少し気が楽になって、その先を続けた。

「異世界の植民地化は、現在地球が抱かかえる諸問題に対する、最上のソリューションと言えるだろう。もちろん侵しん略りやく戦争の誹そしりは免まぬがれないだろうが……地球がもう一つできる、という利益の前には些さ細さいなこととされるだろう、というのは、君にもわかるだろう？」

　けれど公こう平へいは、わからないしわかりたくもない、という、すねた中学生のような顔。

「冬ふゆ杜もりさん……今は大航海時代ですか？　二十一世紀の今、どんな利益があったって侵しん略りやく戦争が許されるわけないでしょう！」

「相手が国家なら、な」

「……はい？」

「忘れたか？　私たちは異世界の国を、国とは認めていない。加うるに……そこに暮らす、知性があるように見える存在の数々は……我々と同様の人間だと、認めるべきだろうか？　君はどう考えている？」

「…………な……なに、を……？」

　絶句と辞書で引いたとき、載のせておきたいような顔をした公こう平へいは、二の句が継つげなかった。

「地球でも異世界のスキルが使えると仮定した場合……戦せん闘とうの達マス人タークラスは、素す手でで主力戦車と対たい峙じでき、全ぜん裸らで敵国に潜せん入にゆうしても鼻歌交じりに首脳を暗殺でき……スキル抜ぬきで考えても、とある種族の十歳の少女は、数百人を惨ざん殺さつできるポテンシャルを秘めている。もう一度聞くがそんな人々を、我々と同じ人間であると、認めるべきか？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、公こう平へいは天を仰あおいで言った。

「……仰あおぐ天が違ちがうなら……持っている人権もまた違ちがう、ということですか」

「天てん賦ぷ人権説を信しん奉ぽうする君の気持ちは尊重するが……それがどのように解かい釈しやくされてきたかを、知らんわけじゃないだろう。私は人間であるから人権を持っている。であるならば、私たち以外は人間でなく、それならば……ということさ」

　冬ふゆ杜もりは頭の後ろで腕うでを組み、大きく椅い子すにもたれかかって背せ伸のびをした。公こう平へいが戻もどってきてからというもの、アメリカは異世界に対する侵しん略りやく戦争を企くわだてている、異世界の存在を公表し、国際世論に訴うつたえてこれをなんとかすべきだ、と鼻息荒あらくまくし立てる彼を、なんとかなだめていたのだ。

「……だが、話はもっと簡単にできる。部長」

　冬ふゆ杜もりが南な雲ぐもを見つめると、彼はただ黙だまって頷うなずき、冬ふゆ杜もりは語り始めた。

「我々はアメリカを筆頭にした異世界植民を企き図とする集団を、植民派と呼んでいる。彼らはこの呼び名を使わないがね。植民派は表だっては四国、水面下ではあと四国。これに拮きつ抗こうするのが、異世界のシステム、あるいは物品を地球に持ち帰ることを第一義とする貿易派。こちらは三国、水面下でもう五国。これはもう二十年以上、変わっていない、微び妙みようなバランスなんだよ」

　植民、貿易……。

　なんともお役所的なごまかしのきいた言葉だ、と公こう平へいは苦い顔になってしまう。おそらくそれは単に、占せん領りよう派、略りやく奪だつ派とは言えないからという理由だけで作られた言葉だろう。

「……他にもう、僕に明かせない情報はないですか」

「それを尋たずねれば教えてもらえる職場じゃないのは、もう君にも十分、わかっただろう」

　冬ふゆ杜もりが肩かたをすくめると、公こう平へいも大きく息をつく。のらりくらりと意見を躱かわされ続けたせいか、かえって頭が冷静になっていた。

「日本は……そのどちらでも、ない？」

　どんな資料の中にも、植民派、貿易派の話は、一言たりとも出てこなかった。と、するなら。

　冬ふゆ杜もりは南な雲ぐもを促うながすように見つめる。今度は彼が口を開いた。

「……七十年代後半、宇宙開発競争の次は異世界開発競争だ、とするムーブメントがありました。ただこれは言ってしまえば、各国の異世界管理省庁が己おのれが部署の権益拡大、予算獲かく得とくのために唱えた言い訳のようなもので……魔ま方ほう陣じんの複数人使用、それによる異世界物品の持ち帰りは、目め処どさえたっていない。これは現在に至るまで同様です」

「よくここ……潰つぶされませんでしたね。構造改革とかいって」

「実際、金の持ち帰りを重視していなかったいくつかの国では、異世界部署が経費削さく減げんのため縮小したところもあります。日本は据すえ置おきだったようですが……一つ、大きな方針転てん換かんがありました」

　南な雲ぐもはわずかに息をつく。

「異世界と協力し謎なぞを探求、解明し、ゆくゆくは両世界の友好関係を築く。植民派とも貿易派とも違ちがう、いわば友好派ともいう方針です。植民派にも貿易派にもつけず、結果、異世界におけるプレゼンスを薄うすれさせていた日本が練った、いわば起死回生の方針でしたが……」

　その先は、言われなくてもわかった。

「……黙もく殺さつされた」

　公こう平へいの言葉に、大きく頷うなずく南な雲ぐも。ぷう、と息を吹ふき上あげる冬ふゆ杜もり。公こう平へいは大きなため息。なんとも、ああなんとも、我が国、我が祖国。

「誰だれも相手にしませんでしたよ。無理もない……植民派にしろ貿易派にしろ、異世界を土地か、資源としか見ていない。そこに暮らす人々のことなど、良くて研究資料、悪ければ将来の労働……奴ど隷れい人口。それを今いま更さら、対等の関係を結んで協力すべきだ、などとは……なんとも……」

　首を振ふる南な雲ぐも。

「ただ、これはこれで日本の立ち位置を明確にするには良いいものでした。両派に与くみすることなく、中ちゆう庸ようを行く。もっとも今いま更さらどちらにもいけませんが。両派のバランスを日本が決定的に左右してしまえば、異世界か地球か、起こる場所はわからないが、確実に第三次世界大戦だ」

「ちょ、そ、それは、いくらなんでも、大げさじゃ……？」

「居住可能なユーラシア大陸よりも広い土地。耕作に向いた温暖湿しつ潤じゆん気候。ほぼ手つかずの石油資源、希少鉱物資源。なにより、地球の科学を根本から変え得るレベルとスキルのシステム……あるいは無料の労働力。そのどれも単独でも、戦争をしたって十分にお釣つりが来る」

「ちょ、ちょっと待ってください、でも魔ま方ほう陣じんは改良できていないんでしょう？　だったら結局、植民派も貿易派も、絵に描かいた餅もちを追ってるだけじゃないですか」

「世のあらゆる技術はそれが実現する前、絵に描かいた餅もちであったでしょう。たとえ一世紀近く技術が停てい滞たいしていたとしても……さきほどあげた利益は、あと数世紀は国家をその気にさせ続けるには十分なものだ」

　公こう平へいは大きく息を吐はいた。

「……手がかりは？　魔ま方ほう陣じんの技術的なブレイクスルーがありそうだとか……もしくは、二つの世界を気軽に行き来できるような……なにか……向こうの伝説とか……」

　だが南な雲ぐもは大きくため息をついて答えない。冬ふゆ杜もりが代わりに口を開く。

「それこそ、国家機密、だな。ちなみに我が国はその尻しつ尾ぽの影かげさえつかめていない。確かなのは、ＺゾＯツＣク加盟二十カ国すべて、それを血ち眼まなこになって探している、ということだ」

　苦い笑いを漏もらす冬ふゆ杜もり。

「賞品が大きすぎて、誰だれも降りられないんです、このレースから。たとえゴールが虹にじの向こうにあって、誰だれも見たことがないのだとしても……これまで国が異世界に費ついやした資金、時間……命を考えると、もう誰だれも、後には引けない」

　無感情に言う南な雲ぐも。

　そこまで聞いて、公こう平へいは自分の肩かたに、なにがかかっているのかを実感した。実感してもうこの先一生、一ミリたりとも動けないのではないか、という気分に陥おちいった。

　たしかに、公務員として、人々の暮らしを支えるつもりだった。そんな自分が好きだったし、仕事が好きだった。異世界に来てからも、その意味は変わらないと知って安心して、より一層熱心に仕事に励はげもうと思った。けれど……けれど、これは、あまりにも……。

　重すぎる。

「吉よし田だ公こう平へい君。しばらく休みなさい。冬ふゆ杜もりくん、扱あつかいは有給でよろしく」

　はい、と拍ひよう子しで答えそうになってしまった公こう平へいは、しかし、目をむいて南な雲ぐもを見た。

「は……はぁ!?　どういうことです……!?」

「君はラーソンの枝……協力者になった、という意見が公安から出てきていましてね」

「は……はぁ!?　な、なんで……!?」

「そもそも吉よし田だ君……君、どうしてまだ生きているんです？」

「……は……はい？」

　目をぱちくりとさせる公こう平へいに、冬ふゆ杜もりが諭さとすように言う。

「……制度発ほつ足そく以来……異世界公務員の累るい計けい死亡者数は、全世界だと一万人近い。そのうちの四割、死因は不明となっている。意味はわかるか？」

「…………そ、そんな……い、いくらラーソンさんだって、そんな……」

「彼女がやったという証しよう拠こは一つもない。ただ、彼女がやっていない、という証しよう拠こもない。だが彼女の零れい次じスキル、生術工学バイオノミコンは、生命を自在に操あやつる。それがあれば……レベル上げの最中に魔ま物ものに襲おそわれ死んだ、百人近い日本の異世界公務員も、彼女の手にかかって死んだのではない、という証明は難しい、というのはわかるな」

　目をぱちくりさせながら頭を高速で回転させ、なんとか話の内容に追いつこうとする。

「零れい次じスキルというものは、それだけ強力なんだ。ラーソンは例外的に自分のそれを公開しているが、他国はその限りではない。誰だれがどういう形で犯人なのか、それすらわからない……と、ここまで説明すれば、懸け念ねんもわかるだろう。しばらく休んでいなさい」

「……そ、それは……いや、いくらでも、潔白は証明できます。今、異世界から手を引いてしまったら……！　ミーカとニコを、置いておくなんて……！」

「……できるわけないでしょう、証明なんて。それにラーソンは、日本の異世界公務員を意図的に代だい替がわりさせていた疑いが非常に濃のう厚こうだ。確かなのは彼女にとって、君は赤子程度の存在だということ」

「ど、どういう……それはどういうことですか」

「こういうことです」

　南な雲ぐもは無表情のまま、手て袋ぶくろを外した。

　そこには、無機質なメタルフレームの義手。

　かちり、かちり。

　金属質な音を立て、義手が蠢うごめく。

「植民派も貿易派も、日本を仲間に入れるか……さもなければ、相手側につかせないようにする、と、躍やつ起きなんです。それがどれだけ危険な立場なのか、君にはもう少し、理解してもらう必要がある。私みたいになられても困るので」

　そこで初めて、南な雲ぐもの顔に感情が見えた。苦いようでいて、甘い思い出を思い返すような、曰いわく言いがたい表情だった。まるで今はもういない恋こい人びとのことを、切なく思い出すような。

「……次の戦争がどのような形で起こるのであれ、多数派が有利であることは間ま違ちがいない。だからその分、勧かん誘ゆう、排はい除じよ工作も激しくなる。そして工作が通じないとわかれば、次の新人に期待する。言っている意味はわかりますね」

　啞あ然ぜんとする公こう平へい。だがそれで、いくつかの疑問は解けた。

「君は未熟で、その未熟さ故ゆえに安全でしたが、これからはもう、そうはいかない。そういうことです」

　アビーはなぜ公こう平へいを殺さなかったのか？

　……あいつは与くみしやすい新人だから、何も知らない甘ちゃんだから、せいぜい手のひらの上で踊おどってもらおう。そういうことだろう。

「……舐なめられてるんですね、僕は……」

　公こう平へいの呟つぶやきには取り合わず、南な雲ぐもは席を立った。

「魔ま方ほう陣じんの管理はイギリスとインドの二人に依い頼らいを出しておいてください。ラーソンと君の疑いについては、私がなんとかします。それまで、くれぐれも自重するように」

　かつ、かつ、かつ……。

　規則正しい靴くつ音おとを響ひびかせ、南な雲ぐもは部屋の外に消えていった。

「…………いい上司を持ったな、君は」

　靴くつ音おとが消えたのを確かく認にんすると、冬ふゆ杜もりが呟つぶやいた。

「どこがですか……」

「君が潔白を証明する、となったら、なにをされるかわかるかい？」

　公こう平へいの頭の中では、なにがしか、公こう聴ちよう質問会のような場所を想像していたけれど、よくよく考えれば、こと異世界の事こと柄がらに限って、そんなことがあるわけはない。ということは……。

　あ……図書館の漫まん画がで見たことあるぞ。

　暗い部屋の中、上から縄でつるされ、体中がミミズ腫ばれで膨ふくれ上あがるまで、竹刀しないで打たれる。真実を言っても、気にくわない答を言っても、ミミズ腫ばれの量は増えるばかり。

「それは……え……そういう……ことに、なるんですか？」

「そりゃそうだよ。内調はともかく公安ってのは、結局のところ警察だからね。神様だってガラを押さえて締しめ上あげれば、人間を作った犯行動機を吐はくと思ってる、なんとも頼たのもしい連中だ」

　公こう平へいはますます落ち込んでしまう。自分が庇かばわれる立場、上司に守ってもらわなければ仕事ができないただの新人であると、実感してしまうのだ。

　ところが、落ち込んで俯うつむく公こう平へいを見て、冬ふゆ杜もりは笑った。仕方ないな、という笑いだった。

「な、なにがおかしいんですか」

　冬ふゆ杜もりはなにも言わず立ち上がると歩み寄り、背後から優やさしく、公こう平へいを抱だきしめた。

「な、な……あ、冬ふゆ、杜もりさん……!?」

　気付くと、後頭部を柔やわらかな感かん触しよくに包み込まれている。目をぱちくりさせると、ふわり、甘く濃のう厚こうな香こう水すいの香り。細い腕うでが、くるり、公こう平へいの頭に回された。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

「ふ、冬ふゆ杜もりさん!?」

「そんなに落ち込むな……君はよくやってるよ。もっと自信を持て……」

　優やさしく、まるで愛いとし子ごを慈いつくしむように語りかけながら、柔やわらかく、しかしほっそりとした冬ふゆ杜もりの手が、優やさしく公こう平へいの頭を撫なでる。その感かん触しよくがつたわるたびに、じんじんと、頭がなにか、緩ゆるんでいくのがわかり、公こう平へいは耳まで真っ赤になりながら、咳せき払ばらいを一度、二度、三度。

「いや、胸が、あの、冬ふゆ杜もりさん……じゃなくて……えーと、それ、褒ほめて、るんですか……？」

「また君は初うい々ういしい反応を……！　まったく……！」

　うりうり、とばかりに頭を撫なでられ、わけがわからなくなってしまう公こう平へい。

「君はまったく、撫なでやすい頭をしているな……ふふ、元気が出てきたようで非常に結構」

「ちょ、や、やめてくださいよ……！」

「いいから黙だまって聞け。上司からのありがたいアドバイスだ」

　公こう平へいがパワハラ訴そ訟しようの手順を思い返していると、冬ふゆ杜もりが彼の耳に埋うめるように、唇くちびるを寄せた。

「ここの映像、音声は、逐ちく一いち公安がチェックすることになっている。こうまですれば音声は届かないが、読どく唇しん術じゆつは未いまだ連中のお家芸だ。唇くちびるは隠かくせ……意味はわかるな。わかったら、少しロマンチックにしてみろ」

　それまでの甘さがまったくない言葉に、背筋が凍こおり付つく。自分がどういう世界に来てしまったのかを実感しながら、それでものろのろと、首に回された冬ふゆ杜もりの腕うでに、手をかけ……彼女の腕うでの中に、顔を、口元を埋うめる。頭がくらくらする。

「……なんなら手にキスぐらいはしてもいいぞ？」

「な……なにを、言ってるんですか……」

「そうだ、それぐらいの音声で……チェックの奴やつらの目を覚まさせてやれ」

「冬ふゆ杜もりさん……本当に僕は、引き下がった方が……ミーカ、ニコを、一人になんて……」

　世界の命運は知らない。重すぎる。けれど、二人のことを考えると、このまま引き下がるわけには、絶対にいかない。それは公こう平へいの中で、確かだった。

「おいおい、君はまったく……役人語には詳くわしい方だと思ったんだがな」

「……へ？」

「有給扱あつかいってことなら、休日出勤すればいい。だろう？」

　その言葉に公こう平へいはしばらく、ぽかん、と口を開けっぱなしにしてしまった。

「こら、ちゃんとロマンチックにしないか」

「はぅっ！」

　耳を甘く嚙かまれ、思わず妙みような声で叫さけんでしまう公こう平へい。

「ふふ、いい声を出すなぁ、君は……」

「冬ふゆ杜もりさん……行き過ぎですよ……！　でも……いいん、ですか？　問題になったり……？」

　公こう平へいは信じられないような口調で言う。だが冬ふゆ杜もりは公こう平へいを優やさしく離はなし、言った。

「ふふ……誰だれがなにを言おうが、私たちの世界には口出しできないし、させないさ。私を信じろ……私たちを」

　唇くちびるに人差し指をあて、蠱こ惑わく的に笑ってみせる。

　公こう平へいは、自分よりもはるかに器用に、本音と建て前を使い分ける上司たちに、心からの敬服と同族嫌けん悪おが入り交じる、なんとも奇き妙みような感情を抱だいた。俯うつむき、膝ひざに置いた自分の手を見つめ、二度三度、握にぎっては緩ゆるめてを繰くり返かえす。頭の中で、二十五条に次いで記き憶おくに焼き付いている、日本国憲法第十五条二項こうを思い出す。

　すべて公務員は、全体の奉ほう仕し者であって、一部の奉ほう仕し者ではない。

　やがて公こう平へいが顔をあげると、そこにはもう青さはなかった。

「じゃ……遊んできますよ。せっかくの、有給なんだから」

　冬ふゆ杜もりは満足そうに頷うなずき、答えた。

「お土産みやげは……そうだな、地元の名産品でいいよ」

「そいつは……難しいですよ、名物にうまいものなしというでしょう」

「冗じよう談だんだよ。無事に帰ってきてくれるのが、一番のお土産みやげさ」
















01　人に話を聞いてもらうために棍こん棒ぼうを持つのは、効率的ではある




　力が欲ほしい。

　休日出勤して最初に思ったことは、それだった。

　タバーン・カンポの三階。魔ま方ほう陣じんのある部屋で一人たたずみ、ぎゅ、と握にぎりしめた自分の拳こぶしを見つめる。

　力の種類は、じゃんけんのようなものだ、と公こう平へいは思っている。グーの中でも質の良いいグーと悪いグーはあって、それがぶつかればあいこにはならず、質の良いいグーが勝つ。けれど、どれだけグーの質が良くても、パーに勝つことはできない。

　力が、いる。グーも、チョキも、パーも……なんならピストルも、全部いる。

　公こう平へいは自分の拳こぶしを見つめながら思い、決意を新たにし、ゆっくりと部屋を出た。もう二度と、休日出勤なんて、しなくてもよくなる力を求めて。




　　　　　　　　　　　　　　　※※※※




「できちゃいました……ね……」

　ふう、とミーカも息をついた。

「きれー……」

　公こう平へいの手の中には、一丁の拳けん銃じゆう。小さな、六連装の回転式。

　地下都市アンダーグラウンドでレベルアップしていた分のＳＰがあった公こう平へいは、そのすべてを、唯ユニ一ーク技・ス能キル、魔道具戦闘術ガジエツト・フアイテイングに注つぎ込んだ。ミーカが少し、試ためしてみたいことがある、と言ったのだ。

「これなら、いける、と思います……」

「そういうもんかなぁ……」

　公こう平へいが少し首をひねると、ニコがそれをマネして、ミーカは思わず笑ってしまった。息を詰つめすぎ、緊きん張ちようしすぎな場面でいつも、ニコはこうやって場を和なごませてくれる。彼女の頭を優やさしく撫なでてやると、にへーっ、とニコはだらしなくほほえんだ。獣じゆう人じん全体がそうなのだが、彼らはスキンシップを重んじる。ある意味ではそれが第二言語なのだ。

「早さつ速そく、試ためし撃うちしてみるか……」

　公こう平へいは銃じゆうを構え、鍛か冶じ屋やの表に出た。いくらか払はらって、安息日だという鍛か冶じ屋やの仕事場を丸々、借りている。壁かべの側にうち捨てられていた錆さびた鎧よろいを組み立て、距きよ離りをとる。両手で銃じゆうを構え、撃げき鉄てつを起こす。がちゃり。金属質の音が響ひびき、ミーカは唾つばを飲んだ。ニコは目を丸くして、見慣れない武器に見入っている。

「……そんなに見られてると、なんか調子狂くるうな……」

「いいからいいから！」

「おほん……では…………雷らい撃げき弾だん！」

　公こう平へいが叫さけび、引き金を引く。魔道具戦闘術ガジエツト・フアイテイングスキルの収納賦ボー活ナス効果により、蔵箱アイテム・ボツクスからダイレクトに装そう塡てんされた水属性の爆ばく杖じようと、土属性の爆ばく杖じようが同時起動。それは銃じゆう身しんの中で混ぜ合わされ融ゆう合ごうし、銃じゆう口こうから雷らい撃げきとなって飛び出す。これは銃じゆう弾だんではなく、爆ばく杖じようを、スキルを発射する銃じゆうなのだ。放ち終わった爆ばく杖じようは自動で蔵箱アイテム・ボツクスに収納される。

　金色の光が射出され、錆さびた鎧よろいを射い貫ぬいた。その威い力りよくはすさまじく、がぁん、と大きな音を立てて鎧よろいは壁かべにぶち当たり、ごろごろと転がり、公こう平へいの足あし下もとまで来た。かかとで止めて見てみると……見事に、どろり、当たった部分が融とけている。

「やった！　成功！」

　ミーカが飛び上がって喜び、ニコと手を打ち合わせた。

「公こう平へいさん……これで戦えますよ！　あ、そうだ名前！　これ私が名前つけていいですか？」

　機き嫌げん良さそうにそう言う彼女の顔を、なんだか複雑な気持ちで公こう平へいは眺ながめた。銃じゆうの作成は彼女の発案だ。公こう平へいの唯ユニ一ーク技・ス能キルならできる、と踏ふんだのだけれど、実際それが成功して、どこか誇ほこらしげな顔をしている。

「いいけど……なんとも過か剰じよう、じゃ、ないかな……？」

　公こう平へいは少し決まりが悪そうに言う。剣けんと魔ま法ほうの世界で銃じゆうを構えているのは、なにか滑こつ稽けいに思えてしまうのもある。

　アビーをぶっ飛ばす、と叫さけんだはいいものの……実際問題、それをやったところで待っているのは単なる国際問題と、おそらくは懲ちよう戒かい免めん職しよくだ。頭のおかしくなった一公務員の不ふ祥しよう事じとして粛しゆく々しゆくと処理されるだけだろう。彼女との闘たたかいはもっと、別の形でしなければならない。

　けれど、強さがなければそもそもその闘たたかいのリングにさえ上がれない。そう思うと公こう平へいの脳のう裏りに、いつか相談者から言われた、お金がなければお金は稼かせげない、という言葉が思い出された。異世界なのに、なぁ……と、なんだか、妙みような顔になってしまう。

　けれどミーカはそんな公こう平へいを見て、しょうがないなぁ、とばかりに笑った。

「公こう平へいさん……相手は、人を人と、思わない人です」

「それは、わかってる」

「…………そういう人は、思ってないんですよ。殴なぐった相手が、殴なぐり返してくるかも、なんて。だって人を殴なぐったんじゃないから。木を蹴けっても、蹴けり返してこないのと一いつ緒しよで」

「そんな相手と同じテーブルにいるっていうのは……我が身の職業がなんとも、恨うらめしくなっちゃうね」

「ふふ、でもきっと、スカッとしますよ。生まれてから一度も殴なぐり返されたことのない人を、殴なぐり返してやるのは」

「……先に言っておくけど、アレだ、ぶっ飛ばすというのはあくまでも比ひ喩ゆ的表現で、その……僕はあくまでも異世界公務員として」

　公こう平へいが難しそうな顔をして言うと、ミーカは吹ふき出だした。相も変わらず、この期に及およんでの四角四面さは、なんだか妙みように愛いとしく思えた。公こう平へいは、話のわからない頭の固いお役人であることは間ま違ちがいないけれど……常に、一いつ貫かんして、話のわからない頭の固いお役人なのだ。

「わかってますよ。でも、ぴったりじゃないですか」

「なにが？」

　公こう平へいが問いかけると、ここぞとばかりにミーカは言った。

「目には目を、歯には歯を……銃じゆうの国の人には、銃じゆうを」

　ミーカもミーカで、アビーに、腹を立てていたのだ。

　彼女にとってこの異世界は、夢に見た夢の王国だ。スキルがあって、レベルがあって、でもＭＭＯＲＰＧモノほどシステマチックではなく、ちゃんと異世界らしさがあって……忙いそがしい日々を忘れて、ただ楽しめたネット小説の世界が本当に、あったのだ。

　なのにそこを、植民地にしようと企たくらんでいる輩やからがいる。

　しかもそれは、現実世界の超ちよう大国。

　許せるわけがなかった。

「……つきつけるだけ、それもあの、比ひ喩ゆ的な……修辞的な？　表現だからね」

　少しうろたえて言う公こう平へいがかわいくて、また吹ふき出だしてしまう。

「わかってますってば！　それに今の私たちじゃ、銃じゆうをつきつけるところにまでいけません。まずはレベルをあげて、棍こん棒ぼうを持つところから始めないと」

「それも修辞的な表現……にしては、今の状じよう況きように怖こわいくらいぴったりだな」

　棍こん棒ぼうを持って穏おだやかに話す、というアメリカのことわざを思い出して、公こう平へいは少し笑った。ミーカはそんな彼の顔を見て、少しはにかんだようにうつむき、そっと公こう平へいの手を取った。

「一いつ緒しよに、強く……なりましょう」

　熱く、固い決意のこもった声だった。

「…………ボクもだからね！」

　どん、と、ニコがそこに割って入って叫さけんだ。なにやら大層不満そうにミーカをにらんでいる。ミーカはその顔があまりにも見事な、子どもの浮うかべる「ずるい！」という顔だったから思わず吹ふき出だしてしまって、それからニコがたまらなく愛いとしくなって、髪かみの毛けをくしゃくしゃと撫なでた。公こう平へいもそれに交ざって彼女を撫なでると機き嫌げんが直ったのか、でへへ、と頰ほおを緩ゆるめた。

「よし！　休日出勤はこれからが本番だ！　行くぞ、手当の向こう側に！」

　ニコの体を抱かかえ、肩かた車ぐるまをしてやりながら、公こう平へいは勢いに任せ、言った。ニコはなんだかよくわからなかったけど、公こう平へいが楽しそうなのでつられて笑え顔がおになり、尋たずねた。

「キュウジツシュッキンってなぁに？」

「さぁー、僕もよく知らないんだ！」










02　Ta-Da!




〈赤銅位冒険者コツパー　吉よし田だ公こう平へい〉。

　……ぱきっ……。

〈白銀位冒険者シルバー　ミーカ・ワイス〉

　……ぺきっ、かさっ……。

〈赤銅位冒険者コツパー　ニコ・サイオン〉。

　公こう平へいを先頭、後ろにミーカ、二人の上空三メートルほどにニコ、という立体的な三角形を描えがき、三人は言葉少なに森の中を進んでいた。小枝や落ち葉を踏ふみ折る音が、妙みように耳につく。

　三人はさらなるレベル上げのため、ここ、古こ呪じゆの森もり、その領域主ボス討とう伐ばつにやってきていた。

　古こ呪じゆの森もりはガァトの街で冒ぼう険けん者を志す人間が、必ず新米時代にお世話になるという狩かり場ばだ。出現する魔ま物ものは大体レベル二十辺りまで、物理属性以外の攻こう撃げきをしてくるのは一種のみ。だが三人は足音を潜ひそませて通常の魔ま物ものを避さけ、ひたすら領域主ボスを目指していた。

　今、大事なのは強くなること。公こう平へいは思う。

　そしていつかあの、同じ公務員だと思うと自分の人生を振ふり返かえって見つめ直したくなるあの女を、倒たおすこと。彼女の悪事を曝あばいて、公おおやけの元に晒さらして、辞職、退職、収しゆう監かんに追い込む。しかるべき法の裁きを、しかるべくあの女に。そのために、強くなる。

　唇くちびるに力を入れ、領域主ボスのことをもう一度思い出す。

　ここ、古こ呪じゆの森の領域主ボスは、銀背熊シルバーバツク・ベア。魔ま熊ゆうの固有体ユニークで、レベルは三十。ツメによる打だ撃げきは幹が一ひと抱かかえを超こえる大木すらなぎ倒たおすそうだけれど、攻こう撃げきは物理のみ。なら、公こう平へいたちにとってはぴったりの相手だ。領域主ボスを倒たおして手に入る称号コード、その狩かり場ばの〈制覇者コンカラー〉は、高位の迷宮ダンジヨンへの参加資格となるし、なにより領域主ボスは得られる経験値が同レベルの魔ま物ものと比べて莫ばく大だいだ。異世界で強くなるなら、挑ちよう戦せんを避さける手はない。

「ここだよ……ミーカ」

　ニコの言葉に頷うなずき、ミーカが蔵箱アイテム・ボツクスから魔ま熊ゆうの骨を加工して作った笛を取り出す。これを使ってガァトの街に伝わるメロディを吹ふくと、領域主ボスが出現する。

「二人とも、準備、いいですか？」

　ミーカは真しん剣けんな顔。ニコはどこからでもかかってきなさーい、とでも言いそうなほど自信満々な顔をして上空で胸を張っている。だが公こう平へいは、どこか落ち着かなかった。決意はみなぎっているし、覚かく悟ごは決まっている。

　けれどこれは、異世界に来てから初めて、と言っていいほどの、闘たたかいらしい闘たたかい。

　地下都市アンダーグラウンドでの戦せん闘とうはどこか、狩かり、という感じだったけれど、これから待ち受ける領域主ボスとの闘たたかいはおそらく、狩かりではすまされない。自分も、そしてミーカやニコも、死亡した異世界公務員とその旅団員パーテイ・メンバーたちとして数字となって、統計の中に収まるのかもしれない。そう思うとどんな仕事、案件でも味わったことがない種類の感情が、腰こしの辺りから這はい上ってくる。小さく、ざわざわと、虫にたかられているような気持ちは、たしかに恐きよう怖ふだった。

「公こう平へい、さん？」

「……ああ、大だい丈じよう夫ぶ。いつでも」

　だが銃じゆうを手にすると心は落ち着いた。両手に構え、額に当てその硬こう質しつな感かん触しよくを確かめていると、まるで自分も金属になったかのように思える。硬かたく、重く、威い力りよくを秘めた、一いつ塊かいの鉄に。

「……アメリカ人が、捨てないわけだ」

　公こう平へいが小さく呟つぶやくと、耳ざとくそれを聞きつけたミーカは、わずかにほほえんだ。

　目に見えるようにさえ思える、銃じゆう口こうから放たれている魔ま力りよくじみたオーラは、近くにいると、沸わき立たちながらも冷静な、不思議な心持ちにさせられた。まるで、自分は爆ばく弾だんですべてを吹ふき飛とばす寸前なのだ、とでもいうような。中には火薬の一欠片かけらもないとはいえ……見方によっては、弾だん丸がんよりも遙はるかに危険なものを発射するのだ。

「ふふ、孤こ高こうのガンマンって感じですね」

　けれど、ミーカがそんなことを言って横笛に唇くちびるを押し当てると、絶ぜつ妙みように肩かたの力が抜ぬけた。

　やがて、旋せん律りつが響ひびく。

　森の中、一ひと際きわ高くそびえる大木を中心に、半径十メートルほどの野原が広がる空間。ミーカの旋せん律りつが響ひびくと、辺りの木々が風もないのにざわめき始め、巨きよ木ぼくの前に、徐じよ々じよに、真っ黒な、巨きよ大だいなシルエットがあらわれる。後ろ足で立てば、体長は三メートルにも及およぶだろうという熊のシルエット。背中には美しい銀の毛。

　一説にはこの領域主ボスは、古こ呪じゆの森もりが呪のろわれ、魔ま物ものが湧わくようになった原因を作った恐おそろしい熊だという。力ちから自じ慢まんの彼はその力に溺おぼれる余り、自分はすべての生命の王だと宣言し、近きん隣りんを蹂じゆう躙りんし尽つくした。だがやがて一人の勇者が彼を討とう伐ばつする。家族をすべて彼に殺されていた勇者は、お前は百万回殺されるのを百万と一回繰くり返かえす、と呪のろいをかけた。そうして今、その熊、この古こ呪じゆの森もりの領域主ボスは、笛の音色で現実に呼よび戻もどされている。真しん偽ぎはわからないけど、厳しい、悲しい話だな、と公こう平へいは思った。

　熊の影かげは徐じよ々じよに濃こくなり、旋せん律りつはさらに響ひびく。地球のメロディとは違ちがう、異世界の音階、異世界の旋せん律りつ。聞いているとまるで、異世界に来たみたいだ、なんて真顔で思ってしまって少し笑ってしまった。心ここ地ちいい、これからの戦いを思わせない、優やさしい音。

　だが耳を澄すませていると、異物感のあるなにかが、そこに紛まぎれ込んできた。

「There hath no temptation taken you but such as is common to man: but God is faithful, who will not suffer you to be tempted above that  ye are able...」

　英語。

　歌うように、囁ささやくように、その言葉は聞こえてくる。

　美しい、いつまでも聞いていたくなるような、女の声。

　ニコが辺りを見回し、ミーカも笛を吹ふきながら、目をぱちくりとさせている。公こう平へいは、これを予想していたような気がして、自分でも少し、不思議だった。

「but will with the temptation also make a way to escape, that ye may be able to bear it.」

　ミーカの旋せん律りつが終わる。

「上だ！　上から来る！」

　ニコが叫さけぶ。巨きよ大だいな熊が、現実に呼よび戻もどされた歓かん喜きか、あるいは生死を繰くり返かえす苦痛の声を上げようと、大きく息を吸ったその刹せつ那な。

「Ｇｒｒｒｒｒｒｒａａｏｏｗｗ！」

　巨きよ木ぼくの上から、巨きよ大だいな影かげが降ってきた。

　白い影かげが大口を開け、魔ま熊ゆうの首を、嚙かみ千切る。ごろり、と転がる首と共に着地。

　ばりばりと音を立て、転がった頭を易やす々やすと嚙かみ砕くだき、飲み下す。

　体長五メートルを超こえる、真っ白な狼おおかみ。その首には銀の首輪。眉み間けんに、光る水すい晶しようのような針を刺さし、頭上には称タ札グ。〈Lv.45　大だい牙が狼ろう　アマラ・カマラ〉。

　その背には、アビー。〈狂乱死界の錬金術師アーテイスト・オブ・メイヘム　アビゲイル・ラーソン〉。

「じゃじゃ～ん！　……びっくりしました～？　とっておきの称ラ札グ、つけてきちゃいました！」

　えへへ、すごいでしょ～、とばかりに無む邪じや気きな、アビーの顔。

　公こう平へいは大きなため息をついて、なにも言わず、銃じゆうを構えた。

「……銃じゆう、名前つけておいてよかったですね」

　メロディが終わり、少し皮肉めいた声でミーカが言う。

　心の中で笑いながら、現実の撃げき鉄てつを起こす公こう平へい。

　銃じゆうの重さは勇気を、そして、ミーカのつけてくれた名前は幸運を、自分にもたらしてくれるような気がした。

　無相魔銃バリアブル・リボルバー。

　握にぎりしめたそれは、力そのもののように思えた。










03　Queen on a ride




「ラーソン、さん……」

　絞しぼり出だすように公こう平へいが呟つぶやくと、アビーは寂さびしそうな顔をする。

「あれ、もうアビーとは呼んでくれないんですか……？」

　だが、公こう平へいはそれには取り合わずに、続ける。

「……ラーソンさん、一つ言っておきますが……」

　公こう平へいが自らの兜かぶとに手をやると、アビーはおかしそうに笑う。

「冬ふゆ杜もりさーん、南な雲ぐもさーん、見てますー？　イェーイ！　アビーですよ、アビゲイル・ラーソン！　覚えてらっしゃいますか、ご無ぶ沙さ汰たしてます～！」

　ぴらぴら、ゴーグルに向かって手を振ふってみせる。

「……次元狂境眼鏡デイメンジヨナル・クレイジー・ゴーグル……私も欲ほしかったんですけどね～、南な雲ぐもさんがどうしてもって言うから、譲ゆずってあげたんです」

　公こう平へいの頭の中に、南な雲ぐもの義手がフラッシュバックする。

「…………ラーソンさん、一体全体、ここでなにを？　僕らはレベル上げのための領域主ボス討とう伐ばつのところだったんですが……」

「何しにきたと、思います？」

　意味ありげに笑い、公こう平へいを見つめる。公こう平へいはゆっくりと深呼吸を繰くり返かえす。

「僕らをこ…………何かあれば、証しよう拠こが残る、とはわかっていますよね？　それを国連……ＺゾＯツＣクに提出されて困るのは、あなたでしょう」

「ひど～い、吉よし田ださん、私がそんなひどい人間に見えるんですか」

　酷ひどい人間、どころか、同じ人間だとも思えない。

「……そもそも……殺す気ならとっくにやってるって、思いません？」

「どうでしょうね、敵対する相手を殺すなんて、前世紀、前々世紀のやり口だ。二十一世紀は敵と協業する時代だ、とは思いますが……」

「ふふ、そうかもしれませんね。それはつまり……？」

「ひょっとしたら僕たちは…………あなた、がた、の、味方になれるかもしれない」

「公こう平へいさん!?」

　ミーカが叫さけぶけれど、公こう平へいは手で制する。

　おそらくアビーがここにやってきたのは、そのためだろう。

　今の公こう平へいをアビーが殺すメリットは、薄うすい。ないわけではないだろうけれど、それこそ彼女の言うとおり、殺す気になればいつでも殺せるのだ。

「あらあら～……売ばい国こく奴どになる準備ができたんですか？」

　意外そうな顔をしつつも、口調はどこか、満足げだった。

「そうじゃない……ただ……あなたの目的は異世界に植民地を築くこと……そのためには、魔ま方ほう陣じん技術のアップデート、地球から異世界に数千人単位で人員を輸送する手段が不可欠だ」

「ふふ……どうぞ、続けて」

「けど、そんな技術はまだできない……というか、全世界が一丸となって開発するにしても、できるかどうかはわからない……だから、手は多い方がいい。同じ目的を持った、手が」

「間ま違ちがったことは、言っていませんね」

「…………それならあなたは、気にくわない他国の異世界公務員を無む闇やみに消すようなことはできないはずだ。可能な限り、協力しようとするはず……あなたに限った話じゃない、異世界公務員すべて、それが基本的なスタンスのはず」

　アビーはただ黙だまって、公こう平へいの話に聞き入っている。彼女を背中に乗せた大だい牙が狼ろうは、ぼりぼりと領域主ボスの頭をかみ砕くだき、ぺっ、と、骨のかけらを吐はき出だしている。

「つまりあなたは、僕みたいなカモとでも交こう渉しようしなくちゃならない…………違ちがいますか？」

「あらあら……先進派と交こう渉しようしたい、という理解でいいでしょうか？」

「お互たがい公務員でしょう。交こう渉しよう以外になにをするっていうんです？」

　ここだ。ここが僕の正念場だ。

「……一つ疑問なんですが～」

「なんです？」

「ここがグァンタナモ湾わんだと思わないんですか？」

　心底不思議そうなアビー。公こう平へいの脳のう裏りに、逆さに貼はり付つけられ、タオルを顔にはりつけられ、水を浴びせる拷ごう問もんにかけられている男の映像が浮うかび、思わず鼻白む。が、それでもなんとか無表情を貫つらぬき通とおす。

「……そういうことができるなら、あなたはとっくにしているはずだ。でも、していない。ということは……ということになります」

「ふふ、たしかに」

　そう言うとアビーは、まじまじと公こう平へいの顔を見つめた。彼女を背に乗せた巨きよ獣じゆうは、領域主ボスを食い終わり、虚うつろな顔をしてただ、伏ふせている。

「あら～…………あらあら、まあまあ……」

　頰ほおに手を当て、何かを迷っているような顔。

「吉よし田ださん。あなたは本当に異世界公務員の、素質がある人ですね……日本という国は、あなたみたいな人が新人で、本当に幸運です……本当に勧かん誘ゆうしたく、なってきちゃいました……」

　うんうん、と満足そうに頷うなずく。

「では……どうします？　こちらとしては、友好派は閥ばつであることは至上命題、崩くずせないところです。ただ不ふ可か侵しん条約のようなものなら、僕たちは締てい結けつできるかもしれません。ですが、交こう渉しようできない、する気がないというなら、僕は自由にさせてもらうま」

　だが、公こう平へいの口から自由、という言葉を聞いた途と端たん、アビーの眉まゆが跳はね上あがった。

「今や後進国の三文木こっ端ぱ役人が、世界の真理を知ったような気になって、ネットで真実を見つけた中学二年生のように増長しているようですから、現実を教えてさしあげますが」

　強い口調で公こう平へいの言葉を遮さえぎり、続ける。

「あなたに今あるのは、殺されてゾンビにされる自由と」

　ぴぃん。

　アビーは大だい牙が狼ろうの頭頂部に突つき刺ささる、水すい晶しようの針を指ではじく。

「後で殺されてゾンビにされる自由」

　ゆらり……。

　ゆっくり、大だい牙が狼ろうが立ち上がる。が、三人は一ミリも動けなかった。

「ふふふ……映像なんて、いくらでも握にぎりつぶせますよ。仮にＺゾＯツＣクに出たところで、それが議題に上らないようにする程度の工作が、私と私の国にできないと思っているなら……自由の意味を少し、はき違ちがえているようですね」

　くすくすくす……。

　まるで子どものように、アビーは笑った。

「言ったでしょう？　自由を担保する……担保できるのは、ただ、力のみ。すなわち……自由とは、星条旗の下にしか存在しない。故ゆえに、あなたたちの手の中にある自由は、プラスチックのレプリカでしかない。なんて哀あわれ……いえ、純じゆん粋すいなんですね。サンタを信じてる子どもみたい……むちゃくちゃにしてあげたくなっちゃう……」

　頰ほおを染めてみせるアビー。

　しかし、公こう平へいは眉まゆ一つ動かさず言った。

「なるほど、おっしゃるとおり。ですが中国やロシア、ＥＵはそれに頷うなずくのか、後学のために意見を聞いてみたいところですね……あなたの自由に対するご意見は大変興味深いものですが、異世界という国際協調の場でそのような言動は、控ひかえたほうがよろしいのでは？」

　怒おこって見せろ、とアビーは言っていたのだ。

　ならそれに乗るわけにはいかない。

　のらりくらりで切きり抜ぬけるしかない。それなら僕に、任せとけ。

　ゾンビにされる、は修辞上表現だろう。おそらく、あの水すい晶しようの針を刺さされればアビーに洗脳されてしまうということだろうか？　だがしかし、それでも公こう平へいは、冷静を保ち続ける。

「……しかも、あなたはまだその自由を行使していない。そしてこれからも、おそらくは。もし仲間がゾンビでいいのなら……あなたの研究室にいたあの三人も、頭から水すい晶しようを生やしていたはずだ。ということは、それは人間には」

　くすくすくす……。

　アビーの笑いが、公こう平へいの言葉を遮さえぎった。

「使えますよ、人間にも。ただ～……刺さすと本当にゾンビさんみたいになっちゃうので、あんまり使えないんですよね。ゾンビの大群がＺゾＯツＣクの総会になだれ込んだらさぞ愉ゆ快かいでしょうけど、そうなれば、保守派の思うつぼですからね」

　アビーは改めて公こう平へいのつま先からつむじまでを見み渡わたし。満足げにほほえんだ。

「ふふ、私の悪い癖くせなんですけど……仕事をしなきゃいけない相手のこと、好きになって、気に入っちゃうんです」

「それは、まあ、なんとも光栄ですが」

「……吉よし田ださん、今のあなたを先進派に迎むかえるのは……みんなの言うとおり、まだちょっと、無理……でもでも、ね、アマラ」

　かしかし、と首をかかれると、大だい牙が狼ろうは身を撓たわませ、唸うなり始めた。

「領域主ボスを倒たおしに来た、ということは、やっぱり、レベル上げの必要性が身にしみ始めたんでしょ？　私が手伝ってあげます。さ、準備してください！」

　……ここまでか。

　なんとか、なんとか交こう渉しようで直接的な衝しよう突とつを避さけようとしたが……ここまでらしい。彼女がどうやら、自分を気に入ったらしいのは幸運かもしれないけれど……。

　やるしか、ない。

　この異世界にいる限り、彼女から逃のがれる術は、ない。

「ミーカ、ニコ」

　頃ころ合いを悟さとった公こう平へいは、二人に声をかける。ミーカは黙だまって頷うなずき、ギターを構える。ニコは一ひと際きわ大きく翼つばさを羽ばたかせ、公こう平へいの頭上でホバリング。

「この子なら、あなたたちにちょうどいい相手ですから……鍛きたえてあげますね！」

「Ｇｒｏｏｏｏｏｏｏ！」

　大だい牙が狼ろうが吠ほえ猛たけり、それは始まった。

　ミーカはその場に一番相応ふさわしいシャウトでもって歌奏闘術スインギンを起動し、三人を強化で包んだ。

「It's a baaaaaaad OMEN!!」










04　Die by the sword




「あ、安心してくださいね～、私はスキルを使いませんから～」

　凄すさまじい勢いで突とつ進しんしてくる大だい牙が狼ろうの背にいながらも、アビーの笑えみは崩くずれない。だがその下、名称体ネームドの大だい牙が狼ろう、アマラ・カマラは荒あれ狂くるっていた。口の脇わきから泡あわを吹ふき、吠ほえ猛たける。公こう平へいに向かって、一直線に突とつ進しん。

　だが。

「……雷らい撃げき弾だんッッ！」

　文字通り、光の速さで公こう平へいは銃じゆう弾だんを、大だい牙が狼ろうの口の中にたたき込む。

「Ｋｙｉｉｎ！」

　しかし巨きよ大だいな狼おおかみは僅わずかに、頭を振ふったのみ。

「……双そう地ち弾だん！」

　少し想定外だったものの、今度は二発の地属性の爆ばく杖じようを起動。ミーカから教わった詠えい唱しよう、技わざ名だ。公こう平へいの目の前、大だい牙が狼ろうとの間に、二枚の土ど砂しや壁かべがそそり立つ。

「そう！　そうですよ吉よし田ださん！　属性と詠えい唱しようは、異世界の戦せん闘とうにおいて非常に重要な要因です、鍛きたえるだけじゃ不十分、考えて、考えてください！　がんばれ、がんばれ～！」

　いっそ彼女を撃うつべきだと思ったけれど、なんとか我が慢まん。

　アビーは自分を鍛きたえると言った。ならまだ、やりようはあるはずだ。彼女はおそらく、自分を仲間に入れたがっている……もし気が変わって僕を殺そうとしても……映像は握にぎりつぶせると言ったけれど……そこまでうまく、ことは運べないはずだ。たとえば……自分がアビーに襲おそわれている映像を、貿易派の元に売り込めば？　交こう渉しようの余地は、ある。確実に。

　だが公こう平へいは頭を振ふり、思考を追おい払はらう。今は闘たたかい以外のことを考えている場合じゃない。

　大だい牙が狼ろうは突とつ進しんで、双そう地ち弾だんによる壁かべを易やす々やすと打うち砕くだく。衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、僅わずかに緩ゆるんだ速度の合間を縫ぬって、こつん、と親指大の何かが、上空から降り注ぎ鼻先に当たった。次の瞬しゆん間かん、四つの爆ばく発はつが大だい牙が狼ろうの頭の周りで連なる。

「Ｇｉｉｉｎ！」

　直ちよく撃げきすれば、石の壁かべでも抉えぐれるほどの爆ばく発はつ。だがそれにしても、真っ白い毛皮が僅わずかに汚よごれただけ。大だい牙が狼ろうは忌いま々いましそうに、ぶるぶると頭を振ふる。

「くそっ、頑がん丈じよう！」

　上空を周回しているニコが叫さけぶ。だがアビーは動かない。どうやら本当に静観を決め込むつもりらしい。自分を鍛きたえてどうするのか、その先になにがあるのか、公こう平へいには果てしなく不安だったけれど、今は彼女の理性を信じて戦うしかない。

「Here and then...Now and there...」

　ミーカは公こう平へいの背後、演奏を切きり替かえ、旅パー団テイ全体の攻こう撃げき力アップから、敵の速度ダウンに重点を置く。わずかに、ではあるけれど、大だい牙が狼ろうの動きが鈍にぶる。

「聖せい炎えん弾だんッ！」

　そこに公こう平へいがすかさず、火と光属性を組み合わせた聖属性の弾だん丸がんで狙ねらい撃うつ。眉み間けんの中心、ちょうど水すい晶しようの針が刺ささっている箇か所しよに命中。

「Ｖｏｏｏｇｕｕｆ！」

　そこで初めて血が流れる。真っ白な毛皮が、赤黒い血に染まっていく。公こう平へいは確信を得て引き金を起こした。魔銃リボルバーの撃げき鉄てつは、弾だん倉そう内の爆ばく杖じよう入いれ替かえスイッチだ。使用済みの爆ばく杖じようを蔵箱アイテム・ボツクスに収納し、自動的に再装そう塡てんする。領域主ボスとの対決に備え、六属性の爆ばく杖じようをそれぞれ二百発ほど準備してきているが……はたして、足りるかどうか。

「いけるっ！　魔ま熊ゆうと同じ、聖属性が弱点だ！　このまま三人で距きよ離りをとりつつ」

「Ｖｏｏｏｏｏｏｏｏｏｆ!!」

　と、そこで大だい牙が狼ろうは大きく、まだ昼間だというのに、月に吼ほえるように空に向かって吼ほえた。

　……どぷんっ……とぷとぷっ……とぷんっ……。

　すると周囲の木々から、まるで水の中から何かが這はい上あがってきたかのような音が聞こえる。見てみれば、体長は二メートル程度ではあるものの、真っ白な狼おおかみが、あちこちの影かげから湧わき出でてくる。〈Lv.20　魔狼ワーグ〉としっかり、称タ札グもつけている。

「ざ、雑ざ魚この召しよう喚かん……!?　噓うそでしょ、召しよう喚かんは領域主ボスしかできないはず！」

　ミーカが悲鳴を上げる。公こう平へいが囲まれようとしている。

「ふふ……領域主ボスを摂せつ食しよくした者が新たな領域主ボスになる……私はこれをGlitch……ええと……あ、バグ、と呼んでいます。ミーカちゃんも試ためしてみるといいですよ」

　まるで茶飲み話のような気楽さで言うが、その下で、大だい牙が狼ろうは再び公こう平へいに突とつ進しんを始める。

「公こう平へいっっ！　あぐっ！」

　ニコが空中から彼を救い出そうとするが、その最中、横の樹上から飛とび掛かかった魔狼ワーグにのし掛かかられ、地面に落ちていく。

「ニコッ！」

「ボクはいいからっ！　……っっ！」

　その後は、爆ばく発はつの音で聞こえない。ミーカは一いつ瞬しゆんだけ迷った後、曲を切きり替かえる。再生術の旋せん律りつ。徐じよ々じよに、僅わずかに、ではあるけれど味方の傷を癒いやしていく。三人とも、絶対に死なせない。そう決めて。パーカッシブなギターの音色が白い光となって三人を包む。

「双そう地ち弾だんッ！」

　当の公こう平へいは再び壁かべを作り、一度視界を切った上で、横の木の後ろに飛び込む。

「う～ん……やっぱり闘たたかい自体は、慣れてないんですね～、吉よし田ださん」

　アビーの声が、なぜか、その木の裏から聞こえた。

「Ａｏｏｆ！」

　世界が破は裂れつするようなすさまじい音を立て、身を隠かくしていた大木が砕くだけていく。振ふり返かえるとそこには、木に嚙かみついて、今まさに倒たおしてしまいそうなほどになっている大だい牙が狼ろう。公こう平へいに気付くと口を離はなし、間合いとタイミングを計っているのか、体をしならせ、撓たわませる。

「ふふ……アマラちゃんは、私の自じ慢まんの逸いつ品ぴんですよ。狼人族ウルフ・ヘツズの転生者を、さらに魔狼ワーグと掛かけ合あわせてみたんです。そしたら、ご覧の通り！」

　新商品のコマーシャルでもしているかのように、両手を広げてみせるアビー。

「獣人族ビースト・ヘツズの身体能力に魔ま物ものの種族技能トライバル・スキルを併あわせ持もつ存在となりました！　……あ、でも大だい丈じよう夫ぶですよ。首輪による奴ど隷れい化、プラス針での洗脳で二重ロックがかけてあります。人じん獣じゆう形態も封ふうじてありますから、変身して復活！　みたいなこともないです。安心して殺してください」

　一いつ瞬しゆん、公こう平へいは戦いを忘れた。

　目の前の巨きよ大だいな……まさしく、怪かい獣じゆう、としか言えない存在が、元は人間だった、それも転生者だったという事実は、吞み込むのに時間がかかった。

「な……!?　あんた、あんた一体……」

　アビーはおかしそうに笑う。笑うだけ。

「……に、人間を……命を、なんだと思ってるんだあんたは!?」

　公こう平へいの叫さけびに、アビーは、あーあ、という顔。

「……善悪の概がい念ねんを命に当てはめるのは、人間の傲ごう慢まんですよ。生命に価値をつけられる存在がいるのだとしたら、それは……ふふ、天にいらっしゃる、私たちのパパだけ。吉よし田ださん、あなたは神様なのかしら？」

　わざとらしく、胸の前で十字を切り、両手を組んでみせるアビー。

「私たち人間にとって、あらゆる生命は平等に、公平に、ひたすらに無価値、そうでしょう？　……神なきこの異世界では、特に、ね？」

「Ｖｆ！」

　瞬しゆん間かん。かすかなうめき声と共に、大だい牙が狼ろうが消える。一筋の、真っ白な流星となって、公こう平へいに衝しよう突とつする。時速百キロ近い、体重数十トンの巨きよ大だいな狼おおかみが。

　うめき声を上げる暇ひまもなく、それこそまるで、トラックに轢ひかれたかのように、あっけなくはね飛ばされる公こう平へい。あちこちの木にぶつかり、藪やぶを突つき抜ぬけ、森の中に消えていく。

「公こう平へい──っ！」

「公こう平へいっ！」

　ニコとミーカが絶ぜつ叫きようする。ニコはありったけの爆ばく杖じようを魔狼ワーグたちに、手て当あたり次し第だいに投げつけ、自分の身が爆ばく発はつに巻き込まれるのもかまわず、彼の元に飛ぶ。

「くそっくそっくそっ……後で弁べん償しようさせますからね、絶対、絶対っ！」

　ミーカは叫さけび、ギターのストラップを外し、ネックを両手で持って剣けんのように構える。飛とび掛かかってきた魔狼ワーグを、ギターのボディが叩たたき飛ばす。

「ミーカ……！　ニコ……！　プランＢだ……！」

　息も絶え絶えの叫さけび声ごえが、十数メートル先、森の中から聞こえてきて、二人はひとまず安あん堵どの息をつく。魔ま熊ゆう相手に立てていた計画の、最終段階がプランＢ、という呼び方だったのだけれど……それを、アビーが操あやつるこの大だい牙が狼ろう相手にやれるのか。しかし、それ以外に取り得る作戦はない。二人は運命を受け入れたかのように一いつ瞬しゆんだけ、天を仰あおぎ、それから叫さけんだ。

「了りよう解かいっ！」

「わかった！」

　一方公こう平へいは、十数メートル先の木の幹に叩たたき付つけられ、血ち反へ吐どを吐はいていた。内臓に奔はしる痛みは、確実に放置していたら死ぬだろう、そんなことさえ思わせるほど。けれど、心の中は決意で満ちあふれていた。

　……あんな公務員が……いて、いいわけ、ない……！

　血ち反へ吐どをむりやり飲み込みながら、公こう平へいは再び立ち上がる。

　ニコは飛び回り、大だい牙が狼ろうが嚙かみついてずたぼろになり、後一息で倒たおれそうな木を発見する。

「発見！」

　叫さけび声ごえと共に、ミーカも移動を始める。魔狼ワーグたちが彼女の行く手を塞ふさぐけれど、ギターで叩たたきのめして吹ふっ飛とばす。

　公こう平へいは大きく深呼吸して詠えい唱しよう、技わざの名前とミーカから言われた言葉を思い出す。

　技わざの名前は極きよく大だい聖せい炎えん光こう。名前はミーカがつけたもので、いまいちまだ、しっくりこない感じがあったけれど、練習では発射できた。だが、果たしてそれで、あの巨きよ大だいな狼おおかみを、アビーを、打うち倒たおせるのだろうか？

〝いいですか、この異世界では自分で力があると信じられれば、詠えい唱しようはなんでもいいんです。憲法でも大だい丈じよう夫ぶだったのは、公こう平へいさんがそれを、本当に信じてるから。でも、別の技わざには、別の詠えい唱しようが必要で、だからもっと信じられる言葉を、自分で見つけるしかないです。憲法と同じぐらい。それまではまあ、人のを借りて……〟

　自分が信じる、言葉。

　……やっぱり僕は、言葉は、信じていない。

　公こう平へいは思う。

　言葉はすべて噓うそ……というか、虚きよ構こうだ。物事と言葉の間には、大きな隔へだたりがいつもある。価値がない、というわけではないけれど、自分が信じるものではない。

　その上で、僕が、信じてる言葉……。

　公こう平へいの中に、暗記している様々な条文が浮うかんでは消えていった。

　生活保護法、東京都生活保護法施し行こう細則、東京都青少年の健全な育成に関する条例、東京都子供への虐ぎやく待たいの防止等に関する条例……。

　日本国憲法。

　だがやがて、ふっ、と、自然に、公こう平へいの心の中に湧わき上あがってくる言葉があった。

「第一条第一項こう、本条例は異世界における魔ま物もの討とう伐ばつを目的とする。第二項こう……本条例は異世界公務員によってのみ執しつ行こうされる……」

　呟つぶやき始める。自分でも、これが詠えい唱しようになるとはとても信じられなかったけれど。

　法令以上に公務員が信じるべきものは、ない。公こう平へいはそう信じている。人が作った、人のための、人が織り成す社会の基底。それこそが憲法であり、法律であり、条例であり……公こう平へいが命に代えても守ろうとするものだ。

　法を捨てることは、人であるのを捨てることだ。

　公こう平へいはそう信じている。

　条例は連なり、形をなし、公こう平へいの周囲に具現化されていく。十分に強力な詠えい唱しよう、想おもいは、たやすく現実を凌りよう駕がする。文字が渦うずをなし、幻まぼろしの書類が舞まい散ちり、影かげの押おう印いんが乱れ飛び、公こう平へいの周囲に光が満ち、大だい牙が狼ろうはそこで獲え物ものに気付く。だが魔銃リボルバーはもうすでに、爆ばく発はつしそうなほどにまで光ひかり輝かがやき、今までにない力の高まりを見せ始めた。

「吉よし田ださん……！　なんて、なんて詠えい唱しようを……！」

　光をめざとく見つけたアビーは、驚きよう愕がくと歓かん喜きに涙なみだをこぼさんばかりだった。

　だが、公こう平へいはそれに取り合わない。ゆっくりと魔銃リボルバーを構え、そして叫さけぶ。

「……本条例は、本日を以もつて有効となる……異世界条例！」

　公こう平へいの叫さけびと共に大だい牙が狼ろうが、やおら、駆かけ出だす。十数メートルの距きよ離りは数秒もかからず、すぐにゼロになるだろう。だが聖なる光が直進するには、数秒は長すぎる時間だ。

「条例……施し行こうッッ！　極きよく大だい聖せい炎えん光こうッッ！」

　世界が開かい闢びやくしたような光が、魔銃リボルバーから放たれた。

　詠えい唱しようにより強化された魔道具戦闘術ガジエツト・フアイテイングスキルにより、蔵箱アイテム・ボツクスと直接繫つながった弾だん倉そうが、マシンガンのように連続的に火属性の爆ばく杖じようと光属性の爆ばく杖じようを同時連続起動。百近い数の聖せい炎えんが同時に発射され、数十センチ大のレーザーとなって、大だい牙が狼ろうを、その頭部を直ちよく撃げきした。

「Ｇｏｏｏｏｙｙｙｕｙｕｕｕ!!」

　頭部に刺ささっていた水すい晶しようの針が、どろり、と溶とけ、大だい牙が獣じゆうの頭全体が火か炎えんに包まれた。顔を聖なる光で焼かれている大だい牙が狼ろうは、暴れのたうち回る。

「今だっ！」
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　どうっ、どむっ、と鈍にぶく、太い音が何回か響ひびくと、続いて、めきめきめき……っ、と、巨きよ大だいな何かが倒たおれる音。ニコがありったけの爆ばく杖じようで倒たおれかけの巨きよ木ぼくを切断、大だい牙が狼ろうの上に誘ゆう導どうしているのだ。だがその速度は遅ち々ちたるもの。途と中ちゆうでそれに気付いた大だい牙が狼ろうは、熱と苦痛に耐たえながらも跳ちよう躍やくで逃のがれようとする。

「水すい流りゆう」

　だが、密ひそかに大だい牙が狼ろうの側に来ていたミーカが、水属性の爆ばく杖じようを起動。洪こう水ずいじみた水流が大だい牙が獣じゆうの足元を掠さらう。獣けものの強きよう靱じんな足あし腰こしは倒たおれこそしないもののよろけ、その一いつ瞬しゆんは命取りとなる。

「潰つぶれろぉぉぉぉぉぉっっ！」

　宙を舞まい、最大限に加速したニコが、倒たおれゆく大木の先せん端たんを、大だい牙が狼ろうに向けて蹴けった。めきめきという音が加速する。

　これこそ、三人が事前に考えていた策だった。細かな手順こそ違ちがったけれど、地の利をいかして、大木の下した敷じきにしてしまう作戦。

　だがアビーはほほえんだまま。大だい牙が狼ろうの背から動かない。

「Ｇｆｆｆｆ!!」

　大だい牙が狼ろうは両手両足の爪つめを強化し、伸のばし、ぬかるみの地面にむりやり突つき立たてる。ついでに顔を水にひたし消火。狼おおかみ系魔ま物ものが持つ種族技能トライバル・スキル、爪牙強化スパイク・フオース。雪中靴ぐつのようになった足でもって、しっかりと大地を摑つかみ、木の下から逃のがれようと跳ちよう躍やく。

　だが、着地点には公こう平へいが待ち構えている。

　魔銃リボルバーの弾だん倉そうを開け、蔵箱アイテム・ボツクスと繫つなげ、百発近い爆ばく杖じようを自分の足元にばらまいている。巻き込まれれば、大だい牙が狼ろうといえどもひとたまりもないだろう。彼自身は言うに及およばず。

「うそでしょ……公こう平へいっっ！」

　ニコが叫さけぶ。真っ赤な霧きりを振ふりまき最大限に加速するが、遠すぎる。間に合わない。

「GOD SPEED YOU!!」

　爆ばく発はつ寸前、ミーカが叫さけび、群青色ネイビー・ブルーの風となって森を駆かけた。

　空くう爆ばくじみた音。爆ばく発はつに次ぐ爆ばく発はつ。誘ゆう爆ばくにつぐ誘ゆう爆ばく。

「……やったか、っていうのは、駄だ目めなんだっけ？」

　地面に倒たおれ伏ふし、ミーカの耳元で公こう平へいが言う。

「…………この場合は、どうでしょう……？」

　光の矢のように加速し、横っ飛びに公こう平へいを爆ばく発はつから救い出したミーカ。最後はもつれて、二人してごろごろと地面を転がり、上から彼を庇かばうような形になっている。ギターは近くの藪やぶに突つき刺ささっている。

「公こう平へい！　ミーカ！」

　二人が立ち上がると、ニコが空からやって来た。抱だき合あう暇ひまもなく、三人で向き直る。

　大だい牙が狼ろうは地面に横たわっていた。

　ぷすぷす、まだ頭から煙けむりが上がっている。どろりと溶とけた水すい晶しようの針が片かた眼めにかかり、塞ふさがっている。だが一番酷ひどく傷ついているのは首回り。首輪ははじけ飛び、首元に大穴が開き、命がそこから、流れ出していた。公こう平へいはその光景を、まばたきもせずに見つめた。

　ぴくりとも動かない大だい牙が狼ろうの体のすぐ側に、アビーがいた。まったく、無傷の。

　ぱち……ぱち……ぱち……。

　非常にゆっくりとした拍はく手しゆが、三人を出で迎むかえた。

「大変よくできました……！　これならきっと、あの三人も満足してくれるでしょ～……！」

　そう言って……深々と頭を下げた。公こう平へいに向かって。

「吉よし田だ様、おめでとうございます。これであなたも、真の異世界公務員と相成りました。合衆国より大統領に代わりまして、謹つつしんでお祝い申し上げます」

　まるで別人のような口調。ここが異世界ではなく、公式の会談かなにかかのように。

「……人を殺せるのが真の公務員だと、言いたいんですか？」

　公こう平へいが喉のどから押し出すように言う。

　……ひょっとしたら、と、思ってしまう。

　彼女はこのために、この大だい牙が狼ろうを、元転生者の改造魔獣人を連れてきていたのではないか。

　自分をゆっくりと、彼女と同じような存在にするために。

　目的のために、あらゆる手段を尽つくせる存在に。

「国家のために、ですよ～」

　顔を上げたアビーは、いつもの緩ゆるい顔、緩ゆるい口調。

「…………国が何でできているのか、あなたはどうでもいいんですね」

「あらあら……私ほどそれを知る人間はいませんよ。世界大戦だって二つも見てきたんですから。ふふ、すっかりおばあちゃんになっちゃいました。でも年をとるのも悪いものじゃないですね。吉よし田ださんみたいな、有望な若者を育てるという楽しみは、何にも代えがたいものです」

　楽しそうに笑うアビー。

「……は、はぁ……？　世界大戦二つって……あなた、一体、今、いくつ……」

「ふふ、いくつに見えます～？　この異世界のいいところの一つは、容姿や老化に関係するスキルが結構あることですね。正直、それだけでも地球に持ち出せたらな～、なんて思っちゃうぐらい。億万長者どころじゃないですよ、きっと」

　アビーの言葉が本当だとすれば、彼女は百歳を超こえていることになる。二十歳そこそこにしか見えない外見からは、到とう底てい想像もつかないけれど……異世界でクローンを作れる存在なら、なにができてもおかしくはない。それに、それでようやく、納なつ得とくもいった気がする。アビーがどうして、こんな存在なのか。

　……勝ったヤツの理り屈くつだけで、世界を動かせると、思ってるんだ。

「さてさて……レベルは……お！　ぱちぱちぱち～！　吉よし田ださん、一気に三十五になりましたね！　もうそろそろ中級者っていうレベルです！　おめでとうございます！　ですが……まだまだ、足りません。少なくとも三桁、って、リージュが言ってたでしょう？」

　そう言ってアビーはまたほほえんだ。

　公こう平へいは深呼吸を一つ。魔銃リボルバーを構える。

　ニコは飛び立ち、公こう平へいの斜ななめ後方にホバリング。

　ミーカはその下、ギターのネックを日本刀のように持つ。

　三人ともかなり、大だい牙が狼ろうとの戦せん闘とうで傷を負っていたが、この異世界特有のレベルアップ時の回復効果により、傷は癒いえている。もっとも装備は泥どろだらけで、まるで戦火に焼け出された人のようだったけれど。

　一方、にこにことほほえむアビーには少しの汚よごれもない。髪かみはさらさらと、木こ漏もれ日びの光を艶つや々つやと跳はね返かえし、美しい顔は陶とう然ぜんと朱しゆに染まり、熱の籠こもった視線で公こう平へいを見つめている。

「では……今度は私に膝ひざをつかせられたら、合格です」

　アビーが胸むな元もとで十字を切り、両手を組んだ。

「……僭せん越えつながらスキルを少々、使わせていただきますね……」

　瞑めい想そうするように半眼となったアビーは、それを始めた。

「Put up again thy sword into his place: for all they that take the sword shall」

　美しい顔が、悪あく魔まじみた傲ごう岸がんな笑いに歪ゆがむ。

　アビーの周囲にずらり、黒光りする現代兵器の数々が並んだ。拳けん銃じゆう、小しよう銃じゆう、狙そ撃げき銃じゆう、対物狙そ撃げき銃じゆう、機関銃じゆう、対戦車ミサイル、火か炎えん放射器、およそ人間が両手で運用する想定の火器なら、そのすべてがあるのではないか、と思うほど。

　アビーの培つちかったスキルの数々と、アメリカ合衆国の専門知識によって、異世界内で再現された現代兵器の数々は、詠えい唱しように合わせてアビーの蔵箱アイテム・ボツクスを飛び出し、詠えい唱しように合わせて装そう塡てんされ、詠えい唱しように合わせて安全装置を外され、詠えい唱しように合わせて旋せん回かいし、公こう平へいに狙ねらいを定めた。

「......perish with the s」

　そして詠えい唱しようは暗くら闇やみに飲み込まれ、消えた。

「Ｖｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

「ぶふっ、ふっ、アマ、き、きさ」

「Ａｗｏｆ、ｆｗｏｆ……Ｖｏｏｏｆ」

　大だい牙が狼ろうが、首元の大穴から多量の血を流しながらも、アビーに喰くらいついていた。その巨きよ大だいな口はほぼ、彼女の体を一吞みにしてしまいそうなほど。多量の銃じゆう火か器が慌あわてたようにがちゃつき、大だい牙が狼ろうを狙ねらうが、ばりぼり、がり、ごり、という、鈍にぶい、湿しめった、肉と骨の嚙かみ砕くだかれる音がすると、力なく地面に落ち、やがて消えた。

「……また……お会い……」

　口からアビーの頭だけがはみ出て、穏おだやかに笑っていた。だがやがてその笑えみも失うせる。

　がぐりっ、ぐりっ、ぐりんっ。

　大だい牙が狼ろうが忌いま々いましそうに頭を振ふり、嚙かみ千切られたアビーの頭がごろり、地面を転がる。すると同時に、大だい牙が狼ろうの体が白い光に包まれていく。それを見たニコが叫さけぶ。

「レベルアップだ……！　あいつ、全回復するよ！」

「ど、どういうことなんだ!?　なんか洗脳的なやつがとけたのか!?」

「針と首輪がなくなって……そういうことだと思う。死んでなかったんだ……でも……むりやり作られた、魔狼ワーグと狼人族ウルフ・ヘツズが混ざってるやつなんて……どうなるかわかんないよ！」

「公こう平へいさん！　どうします、やっちゃっていいんですか!?」

　三人が会話している間にも、大だい牙が狼ろうの傷は塞ふさがっていく。光は強さを増し、大牙狼すべてを包んでいく。

「魔ま物ものが強かったら、絶対こっちを襲おそってくる！　公こう平へい、やらなきゃこっちが殺されちゃうよ！」

「って、いや、そんな……！」

　ひょっとしたら、アビーに酷ひどい目に遭あわされていた誰だれかを救えるのかも知れない。公こう平へいの脳のう裏りに一いつ瞬しゆんそんな考えがよぎった。そしてそれが致ち命めい的な間ま違ちがいだった。

「あああああああああああああああああああああああああ！！！」

　人の叫さけび声ごえが、その場を塗ぬりつぶした。










05　Fight for the law




　やがて光が消え去ると、大だい牙が狼ろうがいたはずのそこに、一人の女がいた。

　頭上の称タ札グにはただ、三文字だけ。

〈魔狼人ワーグ・ヘツド〉。

　人間だったなら、そこにあるはずの名前、魔ま物ものだったなら、そこにあるはずのレベル、そのどちらもない。どちらも、奪うばわれてしまっている。

　二メートル近い、鍛きたえ上あげられた美しい体の獣じゆう人じん。琥こ珀はくのように美しい褐かつ色しよくの肌はだには無数の傷が刻まれているが、月光のように乳白色の長い髪かみと、そこから突つき出でた狼おおかみの耳と合わさると、まるで一つの芸術品のよう。

　芸術は、怒いかり狂くるっていた。

　しゅうしゅう、突つき出でた八重歯の間から息を漏もらし、獣けものじみたうめきを喉のどから漏もらし、世界すべてを破は壊かいしたいと願っているような目が、辺りのすべてをにらんでいた。

　……駄だ目め、だったかぁ……。

　なにがかはわからないが、公こう平へいがそう思うのと、次の出来事は同時だった。

「あっ」

　ニコが妙みような声を出して、地面に落ちる。

「……は？」

　目をぱちくりさせながら彼女を見ると、首から血を流し、体をびくんっ、びくんっ、と無様に痙けい攣れんさせている。まるで映画の途と中ちゆうのシーンを飛ばして見てしまったような脈みやく絡らくのなさに、公こう平へいは数秒間、現実が吞のみ込めないでいた。魔狼人ワーグ・ヘツドには、その数秒間で十分だった。

「ぉぅっ」

　次に、ミーカ。

　魔狼人ワーグ・ヘツドが、彼女の腹を抜ぬき手てで貫つらぬいて持ち上げた。しげしげと興味深そうにミーカの顔を見ている。だがやがて興味を失ったのか、遊び飽あきたおもちゃのように投げ捨てる。どうっ、と音を立て、少女の体が地面に落ちる。

「あ……ああ……」

　死の予感に体を犯おかされながらも、公こう平へいは魔銃リボルバーを構える。

「ああああああああっ！」

　叫さけんで引き金を引こうとするけれど、それはできなかった。

　紙のように鎧よろいがちぎれ飛び、公こう平へいの体が切きり裂さかれた。肩かた口ぐちから腰こしのあたりまで、深さ数十センチにわたって、いとも簡単に。

　切られると熱い、って、ホントだったんだな……などとぼんやり思いながら、がくりと、自分の膝ひざから力が抜ぬけていくのを感じる。実際に膝ひざをついて、やがて、うつ伏ぶせに倒たおれてしまう。

「公こう平へい、さん……っっ」

「ミー、カ……」

　倒たおれ、もはや虫の息となった二人は、わずかにだけ目線を絡からませた。

　彼女の目は、諦あきらめていなかった。

　公こう平へいの手がまだ握にぎっている魔銃リボルバーを見つめ、公こう平へいを見つめ、そして遠くに倒たおれているニコを見つめ、また公こう平へいと魔銃リボルバーを見つめる。言いたいことはわかる。魔銃リボルバーを開発したとき、ミーカが言っていた必殺技わざ。とっておきのとっておきですからね、カッコつけてやってくださいよ、と、ふざけて言っていた、やつ。

　公こう平へいは、なにか、途と方ほうもない重荷を背負わされたように感じた。だがそれは、元の市役所の窓口に座っていたとき、感じていた重さと同じ種類の重さだった。

　誰だれかの生活が、お金が、命が、自分にかかっているという重さ。

　……公務員の資格なんて。真の公務員なんて。

　公こう平へいは思う。

　そいつを背負えるか、どうかだけだ。

　決意して、魔銃リボルバーに少し細工をしてから、握にぎりしめた。

「ぶっっ」

　だが魔狼人ワーグ・ヘツドは徹てつ底てい的てきに公こう平へいをいたぶることに決めたのか、ボールを蹴け飛とばすように公こう平へいが右手で握にぎる銃じゆうを蹴け飛とばした。がらがらがら、と音をたてて魔銃リボルバーが地面を転がっていく。公こう平へいは途と絶だえそうになる意識を、なんとか保つ。頰ほおの内側の肉を嚙かみ、折れそうなほど左手を握にぎりしめ。

　大きな手が公こう平へいの頭を摑つかむ。怪かい物ぶつじみた膂りよ力りよくがそれだけで彼を持ち上げる。まじまじと公こう平へいの顔を見て、ふしゅっ、と息を吐はき、にぃぃ……と笑う。

　血に濡ぬれた歯が光る。

　大口が、ぱかり、開く。

　…………ここ、だろ？

　公こう平へいは笑い、左手を腕うでの半ばまで、魔狼人ワーグ・ヘツドの口の中に突つっ込んだ。

「っっ……？」

　魔狼人ワーグ・ヘツドは一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたものの、それでも慌あわてはしなかった。半死半生の獲え物ものの、最後の抵てい抗こうを嘲あざ笑わらうかのように目を細める。ぎりぎり、突つっ込まれた腕うでを嚙かみ千切ろうと口を閉じていく。公こう平へいの腕うでに歯が食い込み、ぷつり、ぶつり、皮ひ膚ふが嚙かみ破られ、血が吹ふき出でる。

　……で、なんか、カッコいい台詞せりふ、詠えい唱しよう……。

　と言っても、公こう平へいには思いつかなかった。

　だからミーカが言っていた台詞せりふをまた拝借することにして、叫さけんだ。

「在庫一いつ掃そう大セール……左手はおまけだ！　喰くらいやがれ！」

　蔵箱アイテム・ボツクスと無制限に繫つながった、公こう平へいの左手に握にぎられた、魔銃リボルバーの弾だん倉そう。ひそかにそこだけ取り外し、握にぎり込んでいたのだ。魔狼人ワーグ・ヘツドは突つっ込まれた腕うで、拳こぶしの中から、とめどくなく力が溢あふれてくるのを感じ、慌あわてて吐はき出だそうとするけれど、公こう平へいはここぞとばかりに腕うでを押し込む。

「異世界条例……全弾だん倉そう解放……条例、施し行こうッッ！」

　真っ白な光が二人を包んだ。










06　SYSTEM




「…………も知らぬ……き世界に……スキルが一つ……」

　意識を取とり戻もどした公こう平へいが、最初に聞いたのは、歌だった。ゆっくりと目を開け、辺りを見回す。領域主ボスとの戦場だった森の中の開けた野原は、今や、ちょっとした爆ばく心しん地ちのような有あり様さまになっている。公こう平へいを中心に、ミーカ、ニコが横たわり、すぐ側には魔狼人ワーグ・ヘツド。

「…………なんだい、その歌」

　公こう平へいは横たわったまま言った。

「……異世界に来てから、最初に作った歌です。替かえ歌うたなんですけど……」

　ミーカも横たわりながら答えた。

「今度……フルで、聞かせてくれる？」

「ここしかできてないんですよ」

　ふふっ、とミーカが笑った。公こう平へいはそれでようやく我に返ったかのように身を起こし、自分の体を見回して不思議そうな顔。

「なんで……生きてるんだ……？」

「だから……レベルアップした分、回復するんですってば」

「公こう平へい……公こう平へい……っ……」

　ニコはまだ夢うつつなのか、寝ね転ころんだまま。だが顔を見ると、苦しんではいない。なにか幸せな夢でも見ているのだろう。

　公こう平へいは棒きれのようになってしまった自分の左さ腕わんをぼんやりと眺ながめる。傷は塞ふさがっているものの、再生まではしないらしい。

　ミーカも身を起こし、辺りを見回す。目的のものをみつけてほっと一安心。アビーの首が、少々焦こげながらもちゃんとそこに、転がっている。

　公こう平へいは大きくため息をついた。

「ミーカ……君は、大だい丈じよう夫ぶか？」

　一息ついて彼女に声をかける。ミーカは少し頰ほおを赤らめながら答える。

「ギター、壊こわれちゃいました。パンクの人みたいに振ふり回まわしてたから……」

　無残にネックの折れ曲がったギターが、アビーの首の横に転がっていた。

「……備品購こう入にゆう申しん請せい書の書き方、教えるよ」

「ふふふ……公こう平へいさん、カッコよかったです」

「……君の台詞せりふが、カッコよかったんだよ」

　側に寄り合い、互たがいを見つめ合う。

「君が言ってくれたことがなかったら……今いま頃ごろきっと、もう死んでた」

「…………んふふ、じゃ、感謝してください」

「してるさ。ありがとう、ミーカ。君が側にいてくれて、僕は本当に、幸せ者だよ」

「……言葉じゃ、足りないです」

「…………お金はそんなにはないよぉ」

「……公こう平へいさんって……そういうこと真顔で言って、ごまかしてるとき、ありますよね。結構……ずるいんだ」

「………………生まれて初めて、バレた」

　そっと、彼の胸に手を置くミーカ。

　顔を赤くして、ぽりぽりと頰ほおをかく公こう平へい。

　そして流れていく文字。


（条件討とう伐ばつ、アイテムのみで領域主ボス撃げき破はを達成しました。実績により制限領域リストリクテツド・エリア、地下遺都〈帝てい龍りゆう城じよう塞さい〉が解放されます）



　それは同時に、二人の耳に、声として響ひびいた。

　感情のない、平へい坦たんな、性を感じさせない声。

「「……は？」」

　二人は同時に呟つぶやき、目をぱちくりとさせた。

　視界の端はしに文字列が流れている。そこには領域主ボス、魔狼人ワーグ・ヘツドを倒たおしてレベルアップしたメッセージと、獲かく得とくした称号コード、そして、先ほどの音声が文字となって並んでいる。異世界モノやＶＲＭＭＯモノならともかく、この異世界において、そんなものが流れてきたことはない。ステータス一つ見るのにも特定の道具が必要な、やっかいな異世界なのだ。

「ど、どういう……」

　公こう平へいはミーカと背中を合わせ、全方位を警けい戒かいする。だが爆ばく心しん地のようになった周囲には、なにも見えない。

「あれ、あのアレ、な……な……!?」

　なにを警けい戒かいすればいいのかもわからない。元は巨きよ木ぼくがあった部分、地面に大きな穴が開いたかと思うと、ごごご……という地じ響ひびきと共に、なにか、古代の建築めいた石造りの円えん筒とうがせり上がって来ている。


（条件討とう伐ばつ達成により、以下のボーナスを得ます。旅パー団テイ全回復、領域主ボス旅パー団テイ参加……領域主ボス死亡状態につき、身体遡そ行こう処置中……しばらくお待ちください……）



　突とつ如じよ、二人の体が緑色の光に包まれる。その途と端たん、まるで時間を巻まき戻もどすかのように、傷が塞ふさがり、傷きず跡あとが消え、まるで今までの戦いが噓うそだったかのように治っていく。寝ねそべるニコも、そして、黒くろ焦こげになっていた魔狼人ワーグ・ヘツドも、その緑色の光に包まれていく。

「ちょ、え、ま、な……!?　う、腕うで……!?　腕うで！」

　消し飛んでしまっていた公こう平へいの左さ腕わんさえ、みるみるうちに再生していく。それどころか、壊こわれてしまったはずの魔銃リボルバーも、鎧よろいも、すべてが元通り。ミーカのギターさえ、新品同様に。ふと見れば、黒くろ焦こげだったはずの魔狼人ワーグ・ヘツドさえ、もとの美しい褐かつ色しよくの肌はだと、真っ白な髪かみ。

「んー……！　え、な、なに!?」

　ニコも目覚めてしまったのか、起きるといきなり、自分の体を包んでいる謎なぞの光に驚おどろいて跳とび上あがる。それでもめざとく公こう平へいを見つけ、飛んで来る。


（制限領域リストリクテツド・エリア解放に伴ともない、〈真しん主しゆ　神じん代だい赤せき帝てい龍りゆう　業ごう火か荒こう神じん　ガ＝ド〉が出現します……）



　突とつ如じよ、辺りが暗くなった。










07　Red




　まだ昼を少し過ぎた辺りだというのに、夕暮れ時のような薄うす暗くら闇やみが辺りを覆おおっている。

　頭上を見上げると、そこには、龍りゆう。

　山よりも遙はるかに巨きよ大だいな、赤い龍りゆうが、傲ごう然ぜんと三人を見下ろしていた。

　あまりの出来事に三人は、一言も言葉が出てこなかった。身じろぎ一つ、できない。死の危険を感じていた、というわけではない。ただ、その龍りゆうを見ていると、どうしてか、自然に対する畏い敬けいの念のようなものさえ抱いだかせられてしまって、身が竦すくんでしまった。

　龍りゆうは、その存在だけで、なにもかもを圧あつ倒とうする。

　ぎらぎらと鱗うろこを光らせ、街を一吞のみにしてしまうのではないかと思わせるほど巨きよ大だいな口から、ふしゅるるる……と、灼しやく熱ねつを漏もらしている。爬は虫ちゆう類るいじみた胴どう体たいは、しかし、爬は虫ちゆう類るいというよりもはや、太古の恐きよう竜りゆうを思わせる。しかし太古の恐きよう竜りゆうでさえこの龍りゆうの前にあっては、地を這はう蜥蜴とかげの赤あかん坊ぼうにしか見えないだろう。

　龍りゆうは宙を揺蕩たゆたいながら、少し地平線の向こうを見やった後、また三人を見た。

　そして、笑った。

[image: ]

　最初それは、台風がやってきたのか、と思うほどだった。だが吹ふき付つける風は硫い黄おう臭くさく、轟とどろく音はごろごろと、まるで地じ震しんと雷かみなりが一挙にやってきたかのよう。

〈真しん主しゆ　神じん代だい赤せき帝てい龍りゆう　業ごう火か荒こう神じん　ガ＝ド〉。宙に浮うかぶ称タ札グには、そう記されている。

「ふうむ……」

　龍りゆうは巨きよ体たいを巡めぐらし、公こう平へい、ミーカ、ニコ、身を寄せ合う三人の顔を、順じゆん繰ぐりに眺ながめていく。そしてまだ、地面に横たわったままの魔狼人ワーグ・ヘツドも。

「ふむ」

　呟つぶやく声は、三人の耳元で聞こえた。届しん声せいのスキルだ。

「…………うむ……創造神めに我の解放条件を聞かされた時は、随ずい分ぶんとまあ、我のことを畏おそれるものだと笑ったものだが…………転移者一人に転生者一人、鳥人族バード・ヘツズと、それから……ふはは、やりおる、転生者を魔ま物ものと混ぜおったか……ふむ……悪くない。特に……吉よし田だか、貴様は悪くはない。高みに至りたければ、これでも使うが良いい」

　龍りゆうはそう言うと身じろぎを一つ。ざりざりと耳みみ障ざわりな音がしたかと思うと、ひゅう、と一枚の鱗うろこが、三人の目の前に落ちてきた。どすっ、と、半ば地面に突つき刺ささったそれは、赤く光る、巨きよ大だいな龍りゆう鱗りん。傘かさほど巨きよ大だいなそれに腰こしを抜ぬかしそうになった三人を見て少し笑うと、龍りゆうの体が徐じよ々じよに薄うすれていく。

「移送起動……我が城に」

　龍りゆうは半透とう明めいに薄うすれながら、三人に向かって語った。

「だが、まだまだ、足りぬ」

　口元に不敵な笑えみを浮うかべ、続ける。

「……これより先に待ち受けるは、龍りゆうが身でさえ、存在すら危あやうい苛か烈れつ。血潮を湧わかせ。身を滾たぎらせろ。欲望を解き放て。秘めたる歴史を解き明かし、世界を巡めぐり、残る八はち龍りゆうの封ふう印いんを解け……貴様らが生き延びる術はそれだけだ……我もまた力を練ろう」

　やがて雲よりも薄うすれた巨きよ体たいが、完全に消え去った。

「……歴史の終わりに、いずれ、な……」

　その言葉が聞こえる頃ころにはもう、空には雲しか浮うかんでいなかった。地面からせり出していた円柱からなぜか鍵かぎを開けるような、かちゃり、という音が聞こえる。

　しばらく、誰だれも口を開けなかった。

　円柱の脇わき、錆さび付ついたプレートに彫ほり込まれた、帝てい龍りゆう城じよう塞さい、という文字が、太陽の光に煌きらめいていた。

　そしてまたシステムメッセージ。


（称号コード〈炎えん臨りん者しや〉を獲かく得とくしました）



　三人が呆ぼう然ぜんとしているといつしか、システムメッセージは見えなくなった。




　　　　　　　　　　　　　　　※※※※




　アビゲイル・ラーソンの実験室。

　大きな壁かべ掛かけスクリーンが、爆ばく心しん地に呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす三人を映し出し、ドンとリージュはそれを眺ながめていた。しばらくすると横にドアがあらわれ、手にアビーの頭を抱かかえたトルガイが入ってくる。

「ねえトルガイ、君……知ってる？　いや、知ってた？」

　リージュが訛なまりの強い英語で言うけれど、トルガイは肩かたをすくめるだけ。ドンは猛もう烈れつな勢いで手元のタブレットをスワイプし、赤せき帝てい龍りゆう、創世神に関する情報をあさっている。

　だがそんなものはどこにも存在しない。

　やがてトルガイは培ばい養よう槽そうが立ち並ぶ空間の奥に進み、床ゆかの階段を降りる。降りた先には上階と同じように、数百近い培ばい養よう槽そうが並んでいる。が、違ちがいが一つ。

　中にはすべて、アビーが入っている。

「おれもなんだか、あいつら、仲間に引き込みたくなってきたよ」

　手の中の首に向かっておどけてそう言うと、奥に向かって、スリーポイントシュートのように投げる。開け放たれた培ばい養よう槽そうから進み出たアビーが、アビーの頭を音もなくキャッチ。

「ふふ、でしょう？　話してると、不思議とそんな気に、させてくれるんですよ、彼は」

　こつん、と自分の頭の額と、額を合わせ、目をつぶるアビー。

「それでも……あいつ、絶ぜつ滅めつ戦争を異世界に仕し掛かけるなんて、考えただけで気絶しそうなヤツに見えるけどね」

「戦争の中で一番悪事を働けるのは、どこの国でも歴史でも、ああいう善良な人です。彼らは書類があれば、いくらでも殺せる。正式な用紙に、正式な書式で、異世界の生命はすべて焼しよう却きやく炉ろに入れること、と書いてあれば、その通りにできる……実に得がたい人材ですよ」

「あの坊ぼうやなら最終的解決エントレーズングの実行犯にぴったりだって？　ふうむ、そいつはどうかな……姉さん、あの後は、もう見た？」

「少し……待って……」

　アビーは自分の頭と額を突つきつけ合わせ、もごもごと詠えい唱しよう。やがて目を見開く。

「……うそ……でしょ、龍りゆう……!?」

「どうする？」

　お手上げだ、とばかりに肩かたをすくめるトルガイだったが、アビーの反応は迅じん速そくだった。

「一時間後に異世界研究局ＮＩＲＡで緊きん急きゆう会議。職員レベルアルファとベータ、全スタッフ招集。手の空いてるガンマも。大統領にも出席を要よう請せい。私の、局長要よう請せいだと伝えて！　それまで貴方あなたたちは情報収集。記き憶おくと身体からだの統合をしたら私もすぐに上がります。急いで！　……I am  Alpha and Omega, the beginning and the ending, saith the Lord, which is, and which was, and which is to come, the Almighty......」

　詠えい唱しようを始めたアビーを見てトルガイは少しため息をつき、上階に戻もどった。

「…………こんなことなら、押し倒たおしちゃえば良かったな～……」

　と、階段を上がるトルガイの背中に、ぼそり、アビーがそんなことを呟つぶやいたのが聞こえて、思わず笑った。

「姉あね御ごはなんて？　龍りゆうのことは……創造神のことは？」

　ドンが尋たずねると、トルガイは肩かたをすくめた。

「フられて落ち込んでるんだ、しばらくそっとしといてやれ。俺たちは忙いそがしくなるぞ……」










08　会議室で起こる事件




「意外なことに……なりましたね……」

　南な雲ぐもが珍めずらしく表情をゆがめ、腕うで組ぐみをして映像を見つめている。

「南な雲ぐも課長、一つ……いや、二つ、聞きたいことがあるんですが」

　霞かすみヶが関せき。会議室。暗い部屋の中、プロジェクターを前にして、南な雲ぐも、冬ふゆ杜もり、公こう平へいの三人が並んで座っている。ゴーグルが捉とらえていたあの龍りゆうの、録画映像だ。

「答えられることであれば、答えましょう」

「……課長は……零れい次じスキルを持つ人間を、零れい次じスキルを持つ人間が殺せばどうなるか、知っていましたか？」

「それに関しては、ＺゾＯツＣクによって明確に禁止されています。触ふれず、語らず、認めず、の三つを我々は、厳守していかなければなりません。一いつ般ぱん転生民に漏ろう洩えいした場合、即そく座ざに処分されますから厳に注意してください」

　予想していたような建前の答に、公こう平へいはなんとも微び妙みような顔をした。

　街に戻もどった三人は、ひとまず徴ちよう紙しで自分たちのステータスを見てみた。するとそこには確かに、システムメッセージが告げていたようなような称号コードと、あがりにあがったレベル、そして、見慣れない赤いＳＰがあった。どうやら通常のスキルには使えないそれを、徴ちよう紙しの上でいじり回していると、ミーカが使い道を見つけた。

　赤いＳＰは、零れい次じスキルを成長させられるＳＰだった。

「……僕にはもう、色々情報を開示してもいいんじゃないですか？」

「口を開けていれば情報が降ってくるとは、思わないことですね」

　それを落としてくるのが上司の仕事なんじゃないかよ、とも思ったけれど、やめておいた。とりあえずまだ、自宅の近辺を知らない男が張っていたりはしていない。ということは本当にこの上司たちは、公安の疑いをなんとかしてくれたのだ。

「にしても……」

　公こう平へいは言葉を失ってしまう。

　零れい次じスキルを持つ者を殺せば、ただでさえ強力な零れい次じスキルを、さらに成長させられる。この法則が転生民に知しれ渡わたるだけで、異世界中がとんでもない戦乱に突とつ入にゆうしてしまうだろう。

「もう一つの質問は？」

「この映像があればアメリカを首しゆ魁かいとする、いわゆる先進派の、異世界原則違い反はん行こう為いについて、ＺゾＯツＣク総会で訴うつたえられたりしないんでしょうか？」

「ＺゾＯツＣク総会が行われるのは異世界の中です。映像は持ち込めない。万一できたとしても、多数決が総会で機能した試ためしはないですよ。これは私が外交ルートで使います」

「……ここに専門家を二、三人呼んで教えてもらえれば、僕だって異世界でＤＶＤプレイヤーの一つや二つ、作って見せますが」

「その裁可が降りるとしても、今世紀中には無理でしょうね。今の総理は特に、金食い虫の我々を解体したがっていますから」

　はあ、と大きなため息が出てしまう公こう平へい。

「それで？　進化した君の零れい次じスキルはどうでしたか？」

「ええと……冬ふゆ杜もりさん、映像出せますか……あ、そこです、そこ」

　スクリーンの映像が、公こう平へいとミーカ、二人が見ている徴ちよう紙しを映し出す。





・社会保障ソーシヤル・セキユリテイ

　レベルアップの際、ＳＰに一のボーナス




・医療保険メデイカル・インシユランス

　一年に一度、手元の資金半分と引ひき換かえに、死亡状態からの復活が可能。死亡状態の死体損そん壊かい程度に応じて、数秒から一分の時間を経た後、死体があった場所に健康体で復活する。死体は消失。スキルレベルに応じて使用回数増加。






「元の社会保障ソーシヤル・セキユリテイにポイントをふったら、技術樹スキル・ツリーが伸のびまして……医療保険メデイカル・インシユランス、生活保護ウエルフエア、国民年金ナシヨナル・ペンシヨンの三つが出てきましたので、医療保険メデイカル・インシユランスをとりました……まずかったですか？」

「いや、スキルについては現場の判断が一番です、が……生活保護ウエルフエアと国民年金ナシヨナル・ペンシヨンというのは？」

「生活保護ウエルフエアは日に金貨二十枚、自動的に蔵箱アイテム・ボツクスに入金。国民年金ナシヨナル・ペンシヨンは専用のスロットにお金をいれればいれるほど、十年後に何十倍にもなって返ってくるようになる、だそうです」

「ワイスさんのものは？」

「えーと……あ、そこ、ですね」





・既デジ視ヤビ解ユラ法ンス

①「あるある」を現実にする、転生者用の零れい次じスキル。「やったか!?」と言えば相手は絶対に死なないし、「この戦争が終わったらおれ、結けつ婚こんするんだ」などと言えば絶対に死ぬ。

②再現する「あるある」によって効果は様々だが、再現の内容が「あるある」であればあるほど、影えい響きようは大きい。物理法則や、因果律はあまり問題にならない。

③効果は使用者にとって良いモノであるとは限らない。

④RSP:2より解放。10から使用無制限。






　南な雲ぐもはそれを眺ながめながら息をつき、やがて腕うで組ぐみをといた。椅い子すをわざわざスクリーンから、公こう平へいに向ける。公こう平へいも慌あわててそれに応える。

「吉よし田だ君、今回の件に関して、君は自分がなにをやったのか、わかっていますか？」

「……えー……アメリカ合衆国異世界公務員であるアビゲイル・ラーソン氏に襲しゆう撃げきを受け、やむなくこれと交戦し、撃げき退たいしました。いわゆる、緊きん急きゆう避ひ難なんであった、という認にん識しきです」

「そこはいいです」

「いいんですか？　その、他国の異世界公務員を……」

「どうせまた来ますからね、彼女は」

「…………ああ……やっぱり」

　一いち抹まつの不安が的中していたことに、ため息を漏もらしてしまう公こう平へい。異世界民のクローンがアビーの研究室には並んでいた。アビー自身のクローンが作れないと考える理由は、あまりない。どうやって記き憶おくを引ひき継ついでいるのかは謎なぞだが、言ってしまえば彼女はこの異世界において、ほぼ不老不死と考えてもいいだろう。

「その後、です」

「……ミーカが言うには、あそこの領域主ボスを縛しばりプレイ……えー、アイテムだけで倒たおしたのが、なにか特定の封ふう印いんを解除するための手段だった。実際あの異世界では、そういうことはよくあるそうです。あのときあの魔狼人ワーグ・ヘツドは、本来の領域主ボスを喰くって、領域主ボスになりかわっていた」

「ええ、情報部も同じ見解です。もっとも……封ふう印いんから出てくるのが龍りゆうで、その口から創造主の名前が出てくるとは……誰だれも予想もしていませんでしたが」

「龍りゆうは伝承にありますよね？　たしか、龍学ドラゴノロジー、というのもあったはずだと……」

「あちらの異世界で龍学ドラゴノロジーとはつまり、こちらの世界で言う衒げん学がく、程度のことなんですよ。龍学者ドラゴノロジストなんて自じ称しようする人間には、あまり近づかないことですね。あの異世界では龍りゆうは神話に登場する、伝説上の存在でしかなく……地球で言う妖よう精せいや幽ゆう霊れい、神に近い」

「創造神も？」

「ええ。神話に出てくるのは、それぞれの種族の元となる、百の神々だけで、あの世界がどうやって創世されたのか、誰だれが創世したのか、ということについては、まったく伝承がない。種族ごとにいくつかの神話はありますが……おおむね、世界は最初からあったとされています」

「存在しないはずの、龍りゆうと創造神の……二つの実在を、僕らは、確かく認にんした……？　あのシステムメッセージも、どちらかからの……？」

「情報部は一種の神しん託たく、予言ではないか、という意見です。創造神、龍りゆう、どちらにせよ、あの異世界における上位存在とも言うべきものが、下位存在とコンタクトをとる場合、あのような形をとってもおかしくはないそうです。なにせ、人にステータスがある世界ですからね」

「そういうものでしょうか……？」

「現状、考えてもしょうがないです。重要なのは……植民派にしろ貿易派にしろ、創世神に類する、異世界の上位存在とも言うべきモノとのコンタクト、存在確かく認にんは最大優先目標の一つでした。スキルシステム解かい析せきは現状の地球科学ではまるで歯が立ちませんが……」

　公こう平へいはようやくそこで理解し、息を吞のむ。

「……制作者の手助けがあれば」

「その通り。魔ま方ほう陣じん技術にしても同じですね。あの異世界には、どう考えても不自然な点がいくつもある。なら不自然を作った誰だれか、作さく為いをした誰だれか……創造神に類するなにかがいる。あるいはそれが龍りゆうかもしれませんが、どちらにせよ、作さく為いする存在なら、交こう渉しようもできるはずだ」

　今度は公こう平へいが腕うで組ぐみをして考え込んでしまう。だが彼に考える隙すきを与あたえず、南な雲ぐもは言った。

「吉よし田だ君。改めて言っておきますが、日本はどちらの派は閥ばつにも与くみしません。我々の立ち位置は、友好派のままです。これは肝きもに銘めいじておいてください。あなたがどちらかの派は閥ばつに属した、と思われれば、それなりの処しよ罰ばつが下ると思っておいてください」

　それが訓告や、減げん俸ぽうで済まないのはもうわかっている。軽く肩かたをすくめる公こう平へい。

「……今後の君の活かつ躍やく次し第だいで、日本が再び、異世界において、かつてのプレゼンスを取とり戻もどすことも可能なのかもしれない。そして、やがてはすべての人々にとって、より良い道を見つけ出せるのかもしれない。期待していますよ」

「……日本の人々にとって、ではないんですか？」

　公こう平へいが少し不思議そうに言うと、南な雲ぐもは不器用に唇くちびるをゆがめた。

「日本の公務員が日本の国益を優先するのは当たり前のことですが……もし我々がその思想を徹てつ底ていしていたならば、友好派というスタンス自体が存在していなかった。そういうことです」

「……僕はむしろ、異世界との友好こそが、日本の国益に通じるはずでは、と思いますが」

　公こう平へいがそう言うと、南な雲ぐもはわずかに、ほんのわずかに笑った。

「いやまったく……我々は、本当に、適任を見つけられたようだ」

　南な雲ぐもの言葉に、冬ふゆ杜もりも少し笑った。







エピローグ　創造神と九龍りゆうと、出張に向かう公務員




　一ヶ月後。

　ドラン大陸西せい端たんに位置するガァトナ英えい雄ゆう王国と、大陸中央、異世界最大の宗教都市、アニマを結ぶエイゲン街かい道どう。公こう平へいとミーカ、ニコ、そして魔狼人ワーグ・ヘツドの姿はそこにあった。

「それで、上司の人からそう言われて、本気になっちゃいました？」

「僕は元から本気だよ」

「うそ、今日も五時で帰るくせに」

　二人の頭上を、ゆったりとニコが飛んでいる。先ほどまではべったりと公こう平へいにくっついていたのだけれど、こっそり、ミーカに「交代ね！」と囁ささやいて周囲の警けい戒かいを買って出たのだった。

「そうしたいけどさー、今日は泊とまり、明日も、明後日あさつても……出張だよ。冬ふゆ杜もりさんが、これを書いておいてくれよ、って書類を出してきてさ、見たら出張申しん請せいなんだよ。まったく……手当が出るからいいけどさ」

　ニコとミーカのやりとりに、まったく気付いていなかった公こう平へいはただ、とほほ、という顔。

「まあまあ、鈴すず木きさんが窓口の仕事代わってくれるんだから、いいじゃないですか。一ヶ月みっちり教えた甲か斐いがありますよ」

「そのために僕がどれぐらい書類を書いたことやら……いっそずっとあの窓口にいたいよ」

「あはは、この世界の謎なぞを解く旅に出るのに、書類は出さなきゃなんですね」

「お役所っていうのはそういうところだからね」

「あおん！」

　とめどなく会話を続ける二人は、一匹ぴきの巨きよ大だいな狼おおかみの背にあった。会話の内容がわかっているのかいないのか、楽しそうに一鳴き。

「まったく、魔ま方ほう陣じんは常に異世界公務員本人か嘱しよく託たく職員……管理者がいないとダメ、っていう建前はわかるけどさー……あのイギリスとインドの二人、本当に信用して大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶですよ。あのお二人、もう十数年、そういう仕事を請うけ負おってるそうですから。どこの国も年一回は使ってるんじゃないですか？　それより、旅先でも窓口作りましょうよ、窓口」

「出張窓口か、それもいいね」

「わおん！」

「お…………君も手伝って、くれますか？」

「あおん！」

「……名前、ないとやっぱり不便ですね……」

「うん、だからまず、それも探そう。名前を変えられる世アー界テイ遺フア物クト、あるんだろ？」

「はい……すごく希少だって言いますけど……だから、待っててくださいね」

「くーん？」

　ミーカが決意を込こめて言ったけれど、狼おおかみは首をひねっていた。

　この狼おおかみが、あの魔狼人ワーグ・ヘツドだ。

　あの後彼女は、アビーの支配下からは完全に抜ぬけ出だしていたものの、記き憶おくは完全に失っていた。どころか言葉さえ危あやうい、幼児のような精神状態。人獣形態の全ぜん裸らのまま公こう平へいに抱だきつき顔中をなめ回してきたので、ミーカとニコがなんとか引きはがすと、今度は二人にも抱だきつく。公こう平へいがそれを引きはがすと獣じゆう形態、巨きよ大だいな魔狼ワーグの姿に変わり、どこからか鞍くらを見つけてはくわえて持ってきた。なにやら三人の役に立ちたくて仕方がないらしい。元転生者である彼女を、馬のように扱あつかうのは……と公こう平へいは尻しり込ごみしたものの、目を輝かがやかせているミーカとニコに押され、しょうがなく彼女の背に揺ゆられて旅をすることに。しかし異世界といえど、背中に人を乗せられるサイズの狼おおかみは魔ま物ものでしかあり得ない。魔狼人ワーグ・ヘツドという異質な称タ札グと合わせ、人に聞かれたらどうしたいいものやら、突とつ然ぜん変へん異いの魔狼ワーグを魔物調教モンスター・テイミングスキルで捕つかまえた、という言い訳が通じることを、祈いのるしかない。

「にしても……なんだか大事になっちゃったなあ……さてさて……どうしたものやら」

「ルート的には生命を弄もてあそぶ創造神を倒たおして、人間賛歌エンディングって感じですけどねー……」

「なんだいそりゃ。そういうのは、あるあるなの？」

「どうでしょう？　最近では見ない気がしますけど」

「ま、なんにせよ、情報が足りなさすぎる。各地に眠ねむってる龍りゆうに起きてもらって、事情を聞いて回るしかないか……あー、出張続きになるじゃないか、僕」

「ふふ、いいじゃないですか、ついてきますよ、私。ツアーですね」

　ミーカはそっと、公こう平へいの背後から、腰こしに回し、お腹なかの上で組んだ手に、力を込こめた。

「……違ちがったら、ごめん、なんだけど……あー、なんて言うんだこういうの」

　公こう平へいがぽりぽりと鼻の頭をかく。ミーカはそっと、彼の背中にぴったりと自分の体を押しつける。それだけで、どくん、と、鼓こ動どうが速まったのがわかる。二人とも。

「こうたーい！」

　と、そのとき、いきなり魔狼人ワーグ・ヘツドの背にニコがやって来て無理矢理座り込んだ。くっついていた公こう平へいとミーカの間にわざわざ割り込むように入り、三人とも落ちそうになってしまう。

「こ、こらニコ！」

「交代ったら交代！　独ひとり占じめはだめなんだよ！」

「あお──ん！」

　巨きよ大だいな魔狼人ワーグ・ヘツドの背の上、しばらく三人は、どういう風に乗るのが平等か、ということについて喧けん々けん囂ごう々ごうの議論を交かわしていた。それが決まらない内に、いつの間にか、一人の女性が路上に立っていた。四人が気付けなかったのか、あるいは、そこにあらわれたのか。

[image: ]

　五メートルほどの距きよ離りに近づいてようやく、魔狼人ワーグ・ヘツドがそれに気付いて、足を止める。だが、警けい戒かいしているというよりはなにか、興味深そうな目つきでその女性を見つめている。魔狼人ワーグ・ヘツドが足を止めてようやく、上の三人も気付く。

「あ、ども、緑帝龍りよくていりゆうです。ちょっとお願いがあるんだけど、いい？」

　眼鏡をかけた美しい、二十代後半に見える女性だった。どこからどう見ても、旅の途と中ちゆうという風ふう体ていで……到とう底てい、龍りゆうには見えない。

　だが、称タ札グには記されていた。

〈真しん主しゆ　神じん代だい緑りよく帝てい龍りゆう　蠱こ毒どく秘ひ神しん　マァ＝サ〉。

「異能バトルトーナメントやってほしいんだけどさ、協力してもらえない？」





To be continued...












あとがき




　人類最古の絵画、洞どう窟くつ壁へき画がの中には、獣けものの頭をした人の姿がある、と聞いたとき、ものすごくわくわくしたのを覚えています。

　部族を見守る祖そ霊れい的な意味なのか、あるいは獣けもののように強い部族一の勇者を称たたえたのか、はたまたそのときからケモナーはいて先史時代のFurry Fundom（分からなかったら人に聞かずググろう）、いやFurry Tribeがあったのか。仮説と推測が加速して、なるほど考古学とは面おも白しろいんだなあ、と思いました。

　一方、人類最古の文字の記録となると……こちらはちょっと、冴さえません。

　税金の記録だそうです。

　そんなのわざわざ発はつ掘くつして、調査して、わかったら、がっかりしない……？　と思いたくもなりますが、これも調べていくと、面おも白しろいんです。

　文字の起源、発はつ祥しよう、ということについては資料が少なく諸説ある段階だそうですが、その文字がなにに使われていたのか、ということについては、大体が一いつ致ちしているそうです。そう、税金の記録。税金とはいえお金なんてほぼない時代ですから、誰だれそれが大麦をこの日にこれぐらい納めた、といったもの。やがて文字はその他にも、憲法や法律のようなもの、政権がどうなるかの占うらない、といったものに使われていくようになった、と聞きますが……いわゆる物語的なものが文字の記録で出てくるのは、だいぶ後の話なのだとか。と、ここまで伝聞で書けば意図は伝わると思いますが、気になった方は、ちゃんとした先生のちゃんとした本で調べてくださいね。私はちゃんとしていないことにかけては、ちゃんとしている自信がありますので。

　しかしちゃんとしていない私でも、この事実はこう言いい換かえられます。

　それも、仮説や推測ではなく、明確に、一つの事実に。

　つまり、我々人類の歴史の始まりから、お役人がそこにいたのだ、と。

　当時にもきっと公こう平へいのような人がいて、納める大麦が規定量に足りない人が泣きついてきて困ったり、とうてい徴ちよう収しゆうしきれない量をノルマとして課されて参ったりしてたんだろうなぁ、なんて思うと、少し、人類というものがばからしくも尊くて、いとしくなってきます。

　願わくは、この本を読んでいただいた方の胸の中にも、そんな気持ちがあってくれますように。では、またどこかで。
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ただの地ち方ほう公こう務む員いんだったのに、転てん属ぞく先さきは異い世せ界かいでした。




～転てん生せいでお困こまりの際さいは、お気き軽がるにご相そう談だんくださいね！～
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